NEC_ 


ステ ッ プ アッ プ ガ イド 


P- ら 己 1 /NZ7 う 


@ 吾 部 の 名 称 と 役割 

@ 本 機 の 機能 を 知る 

@ 本 機 の 機能 を 拡張 する 

@ シ ステ ム の 設定 を 変更 する 


当 号 口 ロ 〒 計 ん 7P7 


PC-9821NR15-GB 


安全 に お 使い いた だ くだ た め に 


・ 注 意 事 項 を 守っ て 製品 を ご 使用 くだ さい 。 


・ こ の マニ ュ ア ル は 、 必 要 な と きす ぐに 


参照 


当 で 


で きる よう 、 お 手元 に 保管 し て くだ さい 。 


この マニ ュ ア ル で は 、 製 品 を 安全 に お 使い いた だ く た め の 注意 事項 を 次 の よう に 記載 し て いま す 。 


小 注意 


人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 


され る こと を 示し ます 


指示 に 従っ て いた だ け な い 場合 、 ど の 程度 の 影響 が ある か を 
表し て いま す 。 


可能 性 が 想定 され る こと を 示し ます 


人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 想定 され る こと 、 お よび 、 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 


何 に 対す る 注意 が 必要 か を 表す 記号 で す 。 


| 


毒物 注意 


再 性 の 物質 に よる 傷害 の 可能 性 
が 想定 され る こと を 示し ます 


感電 注意 


感電 の 可能 性 が 想定 され る こと 
を 示し ます 


発煙 また は 発火 の 可能 性 が 想定 


され る こと を 示し ます 


けが 注意 


けが を 負う 可能 性 が 想定 され る 


破裂 の 可能 性 が 想定 され る こと 
を 示し ます 


高温 に よる 傷害 の 可能 性 が 想定 
され る こと を 示し ます 


安全 に 使う た め の 説 明 は 、 絵 で も 
表示 し て いま す 。 


この 枠 の 中 で は 、 本 機 を PT - 
事項 を 有明 し て いま す 。 上 事項 を 示し ます 。 

きい 。 電源 プラ グ を 抜く 
必ず お 読み くだ さい 。 時 


指示 する も の で す 。 


を 抜い て くだ さい 。 
電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 さ ね た まま 、 増 設 RAM ボ ポー ド の 取り 付け / 取 
り 外 し を する と 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 

@ 漏れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 

人 @ 雷 が 鳴り だ し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 

落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


人 @ 本 揚 の 使用 直後 は 、 ハ ー ド ディ スク や ハー ド デ ィ スク の 周辺 に 触れ な い 
全う 


人 @ 増設 HAM ボ ー ド の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 電 源 コー ド 


で くだ さい 。 
ハー ド デ ィ スク が 熱く な っ て いま す の で 、 手 を ふれ る と や けど を する お それ が あり ます -。 増 
設 RAM ボ ポー ド の 取り 付け / 取 り 外 し は 電源 を OFF に し た あと 30 分 以上 た っ て か ら 行 
うこ と を お すす めし ます 。 


※ この ペー ジ は 説明 用 の も の で 本 文 と は 異な り ま す 。 


念 内 蔵 の サブ バッ テリ は 、 絶 対 に 口 に 入れ な いで くだ さい 。 
と の 本 機 に は サブ バッ テリ が 内 蔵 さ まれ て いま す 。 サ ブ バ ッ テ 
毒物 注意 リ の 内 部 に は 、 人 体 に 有害 な 物質 が 含ま れ て いま す 。 万 
一 、 品 に 入れ た り 飲 み 込 ん だ 場合 は すぐ に 吐き 出し 、 う 
が い を し て 、 医 師 に 相談 し て くだ さい 。 
サブ バ ッ テ リ は 、 廃 棄 す る と き 以 外 は 取り 外す 必要 は あ 
り ま せん が 、 万 一 、 間 違っ て 取り 外し て し まっ た 場合 に 
も 、 上 記 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


@ サブ バッ テリ は 、 短 絡 (ショ ー ト ) 防 止 対策 を し て くだ さい 。 ま た 、 他 の 電池 と 
混ぜ な いで くだ さい 。 
本 機 に は サ プ バ ッ テ リ が 内 蔵 さ れ て いま す 。 本 機 を 廃棄 する と き に は サ プ バ ッ テ リ を 取り 外 
す 必 要 が あり ます が 、 端 子 に 絶縁 テー プ を 貼る な どの 短絡 (ショ ー ト 防止 対策 を せ ず に 乾 
電池 な ど 他 の 電池 と 混ぜ る と 、 化 学 反応 が お こり 、 内 部 の 液 が 漏れ て 皮膚 な ど を 痛め る こ 
と が あり ます 。 


⑯ リチウム バッ テリ は 、 短 絡 (ショ ー ト ) 防 止 対策 を し て くだ さい 。 ま た 、 他 の 電 
池 と まぜ な いで くだ さい 。 
本 機 に は リチウム バッ テリ が 内 蔵 さ れ て いま す 。 端 子 に 絶 縁 テー プ を 貼る な どの 短絡 (ショ 
ー ト ) 防 止 対策 を せ ず に 乾電池 な ど 他 の 電池 と 混ぜ る と 、 化 学 反応 が お こり 、 内 部 の 液 が 漏 
れ て 皮膚 な ど を 痛め る こと が あり ます 。 


⑯ ひざ の 上 で 長 時 間 使 用 し な いで くだ さい 。 


使用 中 、 本 機 底 面 が 熱く な り 、 低 温 や けど ま を 起こ す 可 
高温 注意 能 性 が あり ます 。 
※ 低 温 や けど は 、 長 時 間 に わ た り 一 定 個所 に 発熱 体 が 触れ た まま 
に な っ て いる と き な ど に 肌 に 紅斑 、 水 泡 な どの 症状 を お こす や け 
どの こと で す 。 肌 の 弱い 方 な ど は 、 特 に ご 注意 くだ さい 。 


@ バッ テリ パッ ク は 、 分 解 し を いで くだ さい 。 
AA 分 解す る と 、 破 裂 し た り 液 ま れ し た りす る こと が あり ます 。 


発火 注意 破裂 注意 
代 バッ テリ パッ ク に は 強い 衝撃 を 加え な いで くだ さい 。 ま た 、 こ の 
マニ ュ ア ル の 指定 の 方 法 で 充電 し て くだ さい 。 


衝撃 を 加え た り 指 定 以外 の 方 法 で 充電 し た りす る と 、 発 熱 、 発 火 、 破 製 、 液 も 
れ す る こと が あり ます 。 


@ バッ テリ パッ ク は 、 火 の 中 に 入れ な いで くだ さい 。 
火 の 中 に 入れ る と 、 爆 発し た り 、 破 裂 し た りす る こと が あり ます 。 


ご 注意 

(1) 本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁じ られ て いま す 。 

(2) 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 

(3) 本書 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が 、 万 一 ご 不審 な 点 や 誤り 、 記 載 も れ な ど 
お 気づき の こと が あり まし た ら 、 ご 購入 元 、 最 寄り の Bit-INN 、 ま た は NEC パ ソコ ン イ ン フ ォ メ ー シ 
ョ ン セ ンタ ー へ ご 連絡 くだ さい 。 

(4) 当社 で は 、 本 装置 の 運用 を 理由 と する 損失 、 逸 失 利益 等 の 請求 に つき まし て は 、(3) 項 に か か わ 
ら ず いか な る 責任 も る 負 いか ね ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

(5) 本 装置 は 、 医 療 機器 、 原 子 力 設備 や 機器 、 航 空 宇 宙 機 器 、 輸 送 設備 や 機器 な ど 、 人 命 に 関わ る 設 
備 や 機器 、 お よび 高度 な 信頼 性 を 必要 と する 設備 や 機器 な ど へ の 組み 込み や 制御 等 の 使用 は 


意図 され て お り ま せん 。 
これ ら 設 備 や 機器 、 制 御 シ レス テム な ど に 本 装置 を 使用 され 、 人 身 事故 、 財 産 損 害 な ど が 生じ て も 、 


当社 は いか な る 貢 任 も 負い か ね ます 。 
(6) 海外 NEC で は 、 本 製品 の 保守 ・ 修 理 対応 を し て お り ま せん の で 、 ご 承知 くだ さい 。 


Microsoft、MS、MS-DOS、Windows、Windows NT は 米国 Microsoft Corporation の 米国 
お よび その 他 の 国 に お ける 登録 商標 で す 。 

Pentium は Intel Corporation の 登録 商標 で す 。 

TranXit は Puma Technology, Inc. の 商標 で す 。 

Hayes は 米国 Hayes Microcomputer Products の 登録 商標 で す 。 

OS/2 は 米国 IBM Corporation の 商標 で す 。 

NIFTY Manager は 、 ニ フ テ ィ 醒 の 商標 で す 。 

BitWare は Cheyenne Software, Inc. の 登録 商標 で す 。 

その 他 、 本 マニ ュ ア ル に 記載 され て いる 会 社名 、 商 品名 は 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 


@NEC Corporation 1996 
日 本 電気 株 式 会 社 の 許可 な く 複製 ・ 改 変 な ど を 行う こと は で きま せん 。 


輸出 する 際 の 注意 事項 
本 製品 (ソフ トウ ェ ア を 含む ) は 日 本 国内 仕様 で あり 、 外 国 の 規格 等 に は 準拠 し て お り ま せん 。 

本 製品 は 日 本 国外 で 使用 され た 場合 、 当 社 は 一 切 責任 を 負い か ね ます 。 また 、 当 社 は 本 製品 
に 関し 海外 で の 保守 サー ビス お よび 技術 サポ ー ト 等 は 行っ て お り ま せん 。 


電波 障害 自主 規制 に つい て 
この 装置 は 、 情 報 処理 装置 等 電波 障害 自主 規制 協議 会 (VCCI) の 基準 に 基づく 第 二 種 情報 技術 装置 で す 。 
この 装置 は 、 家 庭 環 境 で 使用 する こと を 目的 と し て いま す が 、 こ の 装置 が テラ ジオ や テレ ビジ ョ ン 受 信 機 に 近接 し て 
使用 され る と 、 受 信 障 害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 取扱 説明 書 に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て くだ さい 。 


漏洩 電流 自主 規制 に つい て 
この 装置 は 、 社 団 法人 日 本 電子 工業 振興 協会 の パソ コン 業界 基準 (PC-11-1988) に 適合 し て お り ま す 。 


有 瞬 時 電圧 低下 に つい て 


本 装置 は 、 社 団 法人 日 本 電子 工業 振興 協会 の 定め た パー ソナ ルコ ンピュータ の 瞬時 電圧 低下 対策 ガイ ドラ 


イン を 満足 し て お り ま す 。 し か し 、 ガ イド ライ ン の 基準 を 上 回 る 瞬時 電圧 低下 に 対し て は 、 不 都合 が 生じ る こ 
と が あり ます 。 


レー ザ 安 全 基 準 に つい て 
この 装置 に は 、 レ ー ザ に 関す る 安全 基準 (JIS・C-6802、IEC825) クラ ス 1 適 合 の CD-ROM ド ライ ブ が 搭載 され 
て いま す 。 


19 9 6 年 11 月 


NRtw 和 館 吉 


SN 2 
ディ 2 牧 | 


「W' 六 り で の 使用 時 間 」 の 表 を 以下 の よう に 読み 替え て くだ さい 。 
使用 時 間 * 約 1.0 時 間 一 1. 2 時 間 
* ま ドラ イブ パイ に だ ッ 27 上 パッ を 増設 し た 場合 、 使 用 時 間 は 約 2 倍 に な り ま す 。 


い 


INTO | INTI 
EE 紗 仙 馬 有 人 @*5*6 
歳 9 ツ ト * 区 上 頂 9 カ ッ ト "区 

PC カド Zny ト | 区 *9 PC カト" 2 ロ y ト *9 

コミ ュ ニ ケー ッ ョ ソ 

0y ト | 〇 *8 


20y ト は 、INT3、INT42、INT | また 、PC か 名 
よれ 肖 た CB 失 


ト は 、INTO、INT3、INT 
で きま せん 。 


DMA れ 祝 | #0 


内 蔵 7 ロ ッ " - デ ィ ス クイ ンタ ー7 ェ イカ . 
内 蔵 9 ッ ト " 機能 


赤外線 通信 機能 


DMA れ 宙 | #0 
イタ ー フ ェ イス 
内 蔵 フ ロッ "7 ィ ス クイ ツタ ー フ ェ イス 
内 蔵 9 ッ ト * 機能 


使用 する 


ィ イク” リュー ム 
16M 介 ツ 2 ァ ム 空間 
が 79 リル ッシュ モ ー ド 「 


OFF 


使用 する 
設定 し な い 


サウ ンド 
マク” リュ ー ム 
MIDI の 割り 込み 
16M' 介 シ 7 空間 
が ッ 7 リリ フル ッッ ュ ェ モ ー ト ~ 


BI0S を 切り 共 す 
OFF 
使用 し な い 
使用 する 
設定 し な い 


98NOTE た ュ - の 項目 と 既定 値 を 以下 の よう に 読み 替え て くだ さい 。 


誤 ) 
サウ ンド 
マイ クボ お リュ ー ム 
16M 介 浪 奴 空 間 
が 279 リル ッ ツ モート 
終了 


動作 環境 
使用 する BI0S を 切り 離す 


OFF ON (パル 578) 
使用 する | 切り 離す 


設定 し な い 


使用 し な い 


、 サ ウン ド 諾 能 押 効 に ずる 


[ サ 9 シ ンド] 
イク" リュー ム 

MIDI の 割り 込み 
16M' 介 叉 空間 
が y7 リ リフ ルッツ ュ モー ト " 
終了 


ー 動作 環境 
使用 する BIOS を 切り 離す 
IOFEF| ON (M ル 578) 
使用 する | 使用 し な い 
| 使用 する | 切り 離す 

設定 し な い | 設定 し な い 


使用 し な い 


| 


WMIDI の 割り 込み 
本 機 に MIDI 機 器 を 接続 し て 使用 する と 
き に {使用 する }) に 設定 し ます 。 
「 サ ウン ド 」 が (使用 し な い }) に な っ 
て いる と き に は 設定 で きま せん 。 


誤 ) 液晶 ディ 7 ルイ 自動 停止 
内 蔵 固定 ディ 42 自動 停 止 
CPU 自動 停止 

正 ) 液晶 だ ィ 72 アル 自動 停止 
内 蔵 固定 ディ 22 自 動 停止 
CPU 自動 停止 


設定 し な い 
設定 し な い 


設定 する ( 約 11 分 ) 
設定 する ( 約 3 分 ) 


使用 する | 切り 離す 


設定 する ( 約 11 分 ) 
設定 する ( 約 3 分 ) 
設定 する | 設定 し な い 


誤 ) 赤外線 通信 機能 
モデ ム 
赤外線 通信 機能 
モデ ム 


正 ) 


使用 する 
使用 する 
使用 する 


使用 し な い 
使用 し な い 
使用 し な い 


モデ ム を 使う か どう か を 設定 し ます 。 モ 
デム を 使う と き に は 、 (使用 する }) に 設 
定 し て くだ さい 。PC-9821Nr15/S10 で は 、 
別売 の FAXE7"A*"- ト "(PC-9821NR-B05) を 
取り 付け た 場合 の み 設定 で きま す 。 


PC-9821Nr15/S14F で は {使用 する } に 設 
定 さ れ て いま す 。PC-9821Nr15/S10 で は 、 
別売 の FAX ムー ト " (PC-9821NR-BO5) を 
取り 付け る と 自動 的 に (使用 する ) に 設 
定 さ れ ま す 。 


Y44020 


正誤 表 


PC-ー8B821Nr15「 ス テッ プ テ アッ プ ガ イド 」 1996 年 11 月 


7 図 の 矢印 の 部 分 に 指 を か け て 7 図 の 矢印 の 部 分 に 指 を か け て 
バッ テリ バッ ク を 取り 出し ます 。 バッ テリ バッ ク を 取り 出し ます 。 


9 新しい バッ テリ パック を 本 機 に 取 | 9 新しい バッ テリ パッ ク を 本 機 に 取 
り 付 け ま す 。 り 付 け ま す 。 


8 PC-ー9821Nr15 グ S10 

で は 、A の カバ パー を は ず し た 後 、 
B の カ ヵ カバ ー も 取り 外し ます 。 
(B の カバ ー は コミ ュ ニ ケー ショ 
ンス ロッ ト に 何 も 取 り 付 け な い 場 
合 に 使用 し ます の で 大 切 に 保管 し 
て くだ さい ) 


ここ を 急 放 し て 口 に する と 、Windows 上 | ここ を ッッ し て 口 に する と 、Windows 上 
で の 設定 の 有効 / 無 効 が 表示 され る で の 設定 が 無効 に な る 


Windows 上 で ネーション 機 能 を 無効 に する | Windows 上 で ルル キッ ション 機能 を 有効 に する 


・FAXE デ ムー トド を 使っ て の 通信 中 に は 、 | ・FAXt7" 広 ~- ト "を 使っ て の 通信 中 に は 、 
92 パ ッ ト ブル デュ ェ ム の 機能 の 動作 は 保証 92 パ パット プル デュ ェ ム の 機能 お よび イル ネッ 
され ませ ん 。 ョ 機能 の 動作 は 保証 され ませ ん 。 


(注意 )98NOTE た ュ - の 「 動 作 環境 の 設定 」 
の 「99 ツ ト " 」 を {使用 し な い }) に 
する と 、 留 守 番 電話 機能 や ルル - な 
> 機能 は 使用 で きま せん 。 


(参考 ) 付 属 の ソフ ト 「BitWare」 を 使用 
し て FAX 情報 す 9- ビ 2 を 利用 する 場合 
、 市 販 の 二股 の 中 継 7 ゲ ア 》 タ と 電話 
機 が 必要 と な り ま す 。 


重量 | 約 3.4kg (本 体 に y7 リ " y2 取 り 付 け 時 ) 


重量 | 約 3.6kg (本 体 に "7 リ " 取り 付け 時 ) 
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ハイ バネ ーション 機能 使用 上 の 注意 


Windows 95 で ハイ バネ ーション 機能 を 使う と き に は 、 ハ イ バ ネ ーション の 設定 の あと 
「E X IT」 と 入力 し て Ent er キー を 押し 、Windows95 を 再起 動 し て くだ さい 。 


ビデ オ 出 力 機能 の 利用 に つい て 


本 機 の ビデ オ 出 力 端子 を 利用 し た ビデ オ 出 力 機能 は 、 本 機 に イン スト ー ル され て いる Wind 
ow s 9 5 で の み 使 用 で きま す 。 


表示 方 法 の 切り 替え に つい て 


タス ク バ ー の [画面 出力 切替 ] アイ コン を クリ ッ ク し て も 「 デ ィ ス プレ イ 出 力 」 や 「 テ レビ 出 
力 」 を 選択 で き な い 場合 に は 、 次 の 操作 を 行っ て か ら 再度 選択 し な お し て くだ さい 。 


① タ スク バー の [画面 出力 切替 ] アイ コン を 右 ク リッ ク し ます 。 
② [プロ パテ ィ ] を クリ ッ ク し ます 。 
③ [使用 する ] を クリ ッ ク し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
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スピ ー カ ホン 機能 利用 上 の 注意 


本 機 の スピ ー カ ホン 機能 を ご 使用 の 際 、 回 線 の 接続 場所 や 状態 に より 内 蔵 ス ピー カ か ら の 音量 
が 小さ く な る こと が あり ます 。 
その 場合 は 、 ヘ ッ ド ホン や イヤ ホン で の ご 使用 を お 勧め し ます 。 
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この マニ ュ ア ル は 、 本 機 の 基本 的 な 操作 方 法 を 習得 さ 
れ た 方 の た め に 、 よ り 詳 し い 使 用 方 法 を 説明 し て いま 
すず 。 

本 機 固有 の 機能 や 機器 の 拡張 方 法 に つい て 詳し く 説 
明 し て いま す の で 、 必 要 に 応じ て ご 利用 くだ さい 。 
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この マニ ュ ア ルレ の 構成 


この マニ ュ ア ル は 次 の よう な 構成 に な っ て いま す 。 


1 各部 の 名 称 と 役割 


本 機 の 各部 の 名 称 や 役割 、 操 作 方 法 に つい て 説明 し て いま 


い ) 


詩 2 本 機 の 機能 を 知る 


の の の ゆ も の る の の の の ら の も の ら の の ひら の の の ひひ の ひひ の の ひ の の の の の の ひひ の の ひひ ひひ の の ひひ の ひひ の ひ の @ ひ の の 9@ ひ の の の の の ひみ の の 9 の の の 


本 機 で 使用 で きる 各種 の 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 


3 本 機 の 機能 を 拡張 する 


別売 の 周辺 機器 の 接続 方 法 や 設定 方 法 を 説明 し て いま す 。 


の の の の の の の の 


4 シス テム の 設定 を 変更 する 


る の ら @ ら @ る ee@ ee ee ee eeee eee ee ee eo @ oe @ の の の の の の の の @ る の の @@@ 


シス テム の 設定 を 変更 する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


付録 

Windows 95 で MS-DOS モ ー ド を 使用 する と き の 注 意 や 、 
本 機 の お 手入れ 、 廃 棄 方 法 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 
また 、 用 語 集 や 索引 、 機 能 仕様 な ど を 収録 し て いま す 。 


画 WVindiows 95 を 使用 され る 方 へ 
次 の 情報 に つい て は 、 本 機 に 添付 され て いる 次 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
・Windows 95 の 基本 操作 に つい て 知り た い 
『 か ん た ん スタ ー ト ガイ ド ] 
『Microsoft Windows 95 ファ ー ス トス テッ プ ガ イド 』 
・ イ ンタ ーネット を 使い た い 
『 イ ンタ ーネット スタ ー ト ガイ ド 」 (PC-9821Nr15/S14F) 
『 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ イド 」(PC-9821Nr15/S10) 
・Windows 95 以 外 の OS を 使い た い 
「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 
・ シ ステ ム を 再 セ ッ ト ア ッ プ し た い 
「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 
・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使い た い 
『「 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ イド ]』 
・ 困 っ た と き の 解 決 方 法 
「 困 っ た と き に お 読み くだ さい J】 


田 MS-DOS と Windows 3.1 を 使用 され る 方 へ 


この マニ ュ ア ル に 記載 され て いる マニ ュ ア ル の うち 、MS-DOS、Windows 3.1、 プ ラ 
グ 称 プレ イサ ポー ト ソ フト ウェ ア の マニ ュ ア ル は 、 購 入 時 に は 添付 され て いま せん 。 
MS-DOS 6.2 と Windows 3.1 を 選択 され た 方 は 、「 Microsoft Windows 3.1 を 使 
用 され る 方 へ 」 を ご 覧 に な り 、MS-DOS と Windows 3.1 の マニ ュ ア ル を 入手 し て くだ 
さい 。 

この マニ ュ ア ル の 本 文中 の 還 還 計 秋 講 と 表記 され て いる 部 分 は Windows 95 を お 使 
い の 方 の た め の 説 明 で す の で 、 こ の 部 分 の 内 容 に つい て は MS-DOS と Windows 
3.1 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


田 リ セッ ト に つい て 


本 機 に は リセ ッ ト ス イッ チ は あり ませ ん 。 

ソフ トウ ェ ア を 使用 中 に リセ ッ ト 指示 、 リ セッ トメ ッ セ ー ジ 表示 が あり 、 リ セッ ト 操 作 が 必要 な 
場合 は 、 電 源 ス イッ チ で 一 度 電源 を OFF に し た あと 、 再 度 電 源 ス イッ チ で 電源 を ON に 
し て くだ さい 。 
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この マニ ュ ア ル の 表記 に つい て 


この マニ ュ ア ル で 使用 し て いる 記号 に は 、 次 の よう な 意味 が あり ます 。 


し て は いけ な いこ と や 、 注 意 し て いた だ きた いこ と を 説明 し て いま 
す 。 場 合 に よっ て は 、 本 機 が 故障 し た り 、 本 機 で 使用 し て いる ソフ 
トウ ェ ア や 、 お 客 様 が 作成 され た デー タ が 壊れ た りす る 可能 性 も あ 
り ま す 。 


参考 に し て いた だ きた いこ と を 説明 し て いま す 。 


本 文中 に 出 て くる 用 語 の 説明 や 、 知 っ て お く と よい こと な ど を 説明 
じい ます 。 


参照 ペー ジ を 表し て いま す 。 


Windows 95 を お 使い の 方 の た め の 説 明 で す 。MS-DOS 6.2 と 
Windows 3.1 を お 使い の 場合 は 、MS-DOS と Windows 3.1 
の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 マ ニュ アル の 入手 方 法 に つい て 
は 、「Microsoft Windows 3.1 を 使用 され る 方 へ 」 を ご 覧 くだ 


さい 。 


この マニ ュ ア ル で 使用 し て いる 表記 に は 、 次 の よう な 意味 が あり ます 。 


本 機 


次 の 2 モデ ル を 総称 し て いま す 。 
PC-9821Nr15/S14F 
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Windows 


Microsoft 。 Windows。 95 と Microsoft。Windows。 3.1 の 
両方 を 指し ます 。 


MS-DOS 


MS-DOS。 全般 を 指し ます 。 
特に 必要 な 場合 は 、 バ ー ジ ョ ン 名 を 記載 し ます 。 


[XXX] 


[ ] で 囲ん で ある 文字 は 、 画 面 に 表示 され る ダイ アロ グ ボ ックス 、 
ボタ ン な どの 名 前 を 表し て いま す 。 例 : [OK] ボ タン 


ESC 
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キー ボー ド の キー は 、 枯 で 囲ん で 表記 し て いま す 。 


記載 され て いる アプ リケーション ソフ ト な どの 正式 名 称 は 、 以 下 の と お り で す 。 


本 文中 の 表記 正式 名 称 
Windows 95 Microsoft。 Windows。 95 Operating System 
Windows 3.1 Microsoft。 Windows。 3.1 


Windows NT 3.51 Microsoft。 Windows NT。 Workstation Operating 
System Version 3.51 お よび Microsoft 。 Windows NT。 
Server Operating System Version 3.51 


Netscape Netscape Navigator Ver2.02[JA] 


本 文中 で 使わ れ て いる 用 語 で 、 わ か ら な い 用 語 が 出 て きた 場合 は 、「 付 録 」 の 「 パ ソコ ン 用 語 集 」 を 
ご 覧 くだ さい 。 


※ 本 文中 の 画面 は 、 実 際 の 画面 と 異な る こと が あり ます 。 
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各部 の 名 称 と 役割 


各部 の 名 称 と 役割 に つい て 説明 し て いま す 。 


人 各部 の 名 称 と 役割 一 覧 
人 @ 動 作 表示 用 LED 
ステ ー タ スイ ンジ ケー タ 
⑱@ ド ライ ブ ベ イ 

キー ボー ド 
98 ス ライ ド パ バッ ド 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
ハー ド デ ィ スク 
@CD-ROM ドライブ 

@ 画 面 表 示 

W バ パッ テリ 


に NE に 革 。S-co 


名 称 と 役割 一 覧 


ここ で は 、 本 機 の 各部 の 名 称 と その 役割 に つい て 説明 し て いま す 。 各部 の 取り 扱い 方 
法 や 詳し い 操作 方 法 に つい て は 、 各 項目 に ある 参照 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


TFT カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ 


動作 表示 用 LED: 」 の (P.7) 
電源 と バッ テリ の 状態 を 表す 
ラン プ で す 。 


スピ ー カ (ご P.128) 
音声 を 出力 し ます 。 


キー ボー ド ( 且 P.12) / 


モジ ュ ラ ー ジ ャ ッ ク 
(PC-9821Nr15/S14F の み ) 
電話 回 線 を 接続 し ます 。 


増設 用 スロ ッ ト ( 内 部 ) 


ーー > キー ボー ド を 手前 に 開け る と 、 別 売 の 増設 
ドラ イブ ベイ (GP.11) RAM ボ ー ド を 取り 付け る コネ クタ が あり ます 。 


マイ クロ ホン (内 蔵 ): ぶ ( 全 P.128) 赤外線 通信 ポー ト ( さ P.87) 
音声 な ど を 録音 する た め に 使い ます 。 赤外線 に よる 信号 の 送受 信 を 行う 部 分 で す 。 


輝度 調節 つま み :- び - 
カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ の 明る さ を 調節 する 
つま み で す 。 上 に スラ イド させ る と 明る く 、 下 
に スラ イド させ る と 暗く な り ま す 。 


ステ ー タ スイ ンジ ケー タ (な P.8) 
サス ペン ドス イッ チ : ゆ ( さ P.58) 
サス ペン ド / レ ジュ ー ム 機能 を 利用 する と き に 
使い ます 。 
電源 スイ ッ チ : 〇 ① 
本 機 の 電源 を ON/OFT に する スイ ッ チ で す 。 
スピ ー カ (ご P.128) 
音声 を 出力 し ます 。 


DC 名 沙 み : ニ ニニ 
| 添付 の AC ア ダ プ タ を 接続 する コネ クタ で す 。 


ビデ オ 出 力 端子 : [ ] (P.147) 
5 市 販 の ビデ オケ ー ブ ル を 接続 する 
空冷 用 ファ ン た め の 端 子 で す 。 

内 部 の 熱 を 外部 に 逃がす た め の フ ァ ン で す 。 


盗難 防止 用 ロッ ク : 了 工 ] 


市 販 の 次 難 防 止 用 テー ブル (Kensington 社 製 ) 
な ど を 接続 する こと が で きま す 。 


区 gy 別 盗難 防止 用 ロッ ク 
奏 難 防止 用 ロッ ク は 、Kensington 社 製 の マイ クロ セー バー セキ ュ リ ティ シス テム に 対応 し て いま す 。 
日 本 国内 総 販 売 代 理 店 の 連絡 先 は 以下 の と お り で す 。 
日 本 ポラ ロイ ド 株 式 会 社 電子 映 像 事業 部 


〒105 東京 都 港 区 虎ノ門 3 丁目 2 番 2 号 第 30 森 ビル 
Tel: 03-3438-8879 Fox: 03-5473-1630 


aovanose 人 EE 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ : 円 (P.23) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 する コネ クタ で す 。 


プリ ンタ 用 コネ クタ : 環 (P.137) 
プリ ンタ を 接続 する た め の コ ネ ク タ で す 。 


マウ ス 用 コネ クタ : 白 (P.122) 


別売 の マウ ス や サム マウ ス を 接続 する コネ クタ で す 。 


ー ド 用 コネ クタ : 還 還 / 個 (P.123) 
別売 の キー ボー ド 、 テ ン キ ー ボ ー ド を 接続 する コネ クタ で す 。 


さ 
ーー 


キ 


各部 の 名 秩 


マイ クロ ホン 端子 (モノ ラル ) : ぶ ( は P.133) 
市 販 の マイ クロ ホン を 接続 する た め の ミ ニ ジ ャ ッ ク 端 子 で す 。 


オー ディ オ 入 力 端 子 (ステ レオ ) :《 み (な P.131) 
市 販 の オー ディ オ 機器 な どか ら 、 音 声 信号 (ステ レオ ) を 本 機 に 
入力 する た め の ミ ニ ジ ャ ッ ク 端 子 で す 。 


オー ディ オ 出 力 端 子 ( ス テレ オ ) :6《* ( さ P.131) 
市 販 の オー ディ オ 機 器 な ど に 、 音 声 信号 (ステ レオ ) を 出力 
する た め の ミ ニ ジ ャ ッ ク 端 子 で す 。 


ヘッ ド ホ ン 端 子 ( ス テレ オ ) : 〇 の ( さ P.135) 
市 販 の ステ レオ ミニ プラ グ 付 き の ヘ ッ ド ホン を 接続 する た め 
の ミニ ジャ ッ ク 端 子 で す 。 


スピ ー カ 音量 調節 つま み : 》 ( テ P.128) 
内 蔵 ス ピー カ の 音量 を 調節 する つま み で す 。 


PC カー ドイ ジェ クト ボタ ン (な さ P.110) 
差し 込ん を だ PC カー ド を 取り 出す た め の ボ タン で す 。 


PC カー ドス ロッ ト ( 且 P.109) 
別売 の PC カー ド を 使う た め の ス ロッ ト で す 。 上 が スロ ッ ト 1 、 下 が スロ ッ ト 0 で す 。 


< べ マ ] ・Windows 95 で は 、 上 が ソケット 2、 下 が ソケット 1 と 表示 され ます 。 
・ ス ロッ ト 0 は ZV ポ ー ト /Card Bus 対 応 の スロ ッ ト で す 。 


シリ アル コネ クタ : [Sg ( さ P.153) 
モデ ム や イメ ー ジ スキ ャ ナ な どの 周辺 機器 
を 接続 する コネ クタ で す 。 


CRHT コ ネ ク タ : 回 (P.141) 
アナ ログ RGB 入 力 対応 の CRT デ ィ ス プレ イ 
を 接続 する コネ クタ で す 。 


っ 

キー ボー ド の 角度 を 変え る と き に 立て て 
使い ます 。 ツ メ を 立て て 使用 する と き は 
必ず 両方 と も 立て て 使っ て くだ さい 。 


バッ テリ スロ ッ ト ( 屋 P.48) 
添付 の バッ テリ パッ ク を 取り 付け ます 。 


ドラ イブ ベイ アン ロッ ク : 口 
( さ P.121) 

ドラ イプ ベイ に 取り 付け られ て いる 機 
器 を 取り 外す と き に 、 ス ライ ド さ せま す 。 


ドラ イブ ベイ イジ ェクト レバ ー: 全 
( さ P.121) 


ドラ イプ ベイ に 取り 付け られ て いる 機器 を 取 
り 外 す と き に 、 ス ライ ド さ せま す 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト ( 内 部 ) (P.150) 
PC-9821Nr15/S14F で は FAX モデ ム ボ ー ド が 内 蔵 
され て いま す 。 ま た 、 別 売 の ボー ド を 取り 付け る こと が で 
きま す 。 


ハー ド デ ィ スク スロ ッ ト 
ハー ド デ ィ スク が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


' 
示 用 LED 
ここ で は 、 動 作 表示 用 LED の ラン プ に つい て 説明 し て いま す 。 


画 動作 表示 用 LED の 意味 


動作 表示 用 LED は 、 電 源 と バッ テリ の 状態 を 表す ラン プ で す 。 電源 の ON/OFF の 状 
態 や バッテリ パッ ク の 充電 が 十分 で き て いる か どう か 確認 する こと が で きま す 。 


電源 が ORFT に な っ て いる 、 ま た は サス ペン ド 中 


電源 が ON に な っ て いる 
(AC ア ダ プ タ を 接続 し て いる か 、 バ ッ テ リ で 使用 で きる 状態 ) 


バッ テリ パッ ク の 容量 が な く な りか け て いる 


バッ テリ 充電 中 
緑 と 黄色 の 交互 点灯 | バッ テリ リフ レッ シュ 要求 (本 機電 源 ON 時 ) 
黄色 の 点滅 バッ テリ リフ レッ シュ 要求 (本 機電 源 OFF ま た は サス ペン ド 時 ) 


ここ で は 、 ス テー タス イン ジ ケ ー タ に 表示 され る マー ク に つい て 説明 し て いま す 。 


① バ ッ テ リ 残 量 表示 (バッ テリ スロ ッ ト ) 
① バ ッ テ リ 残 量 表示 (ドラ イブ ベイ ) 
〈《④ ハ ー ド ディ スク 表示 


⑤ キ ー ロ ッ ク 表 示 
③ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 表示 
② サ スペ ンド 表示 


① パッ テリ 残 量 表示 


本 機 に バッ テリ パッ ク を 取り 付け て いる と き 、 バ ッ テ リ パッ ク の 残 量 が 表示 され ます 。 左 
側 は バッ テリ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク 、 右 側 は ば ライ ブ ベ イ に 別売 の バッ テリ パッ ク を 取り 
付け た 場合 の 残 量 を 示し て いま す 。 バッ テリ パッ ク が 本 機 に 取り 付け られ て いな いと き 
は 表示 され ませ ん 。 


バッ テリ の 状態 
約 100 一 76% の バッ テリ 残 量 が ある 


約 75 一 51% の バッ テリ 残 量 が ある 


約 50 一 26% の バッ テリ 残 量 が ある 


約 25 一 5% の バッ テリ 残 量 が ある 
| ai : 点 滅 バッ テリ 残 量 5% 未 満 
| | : 棒 点灯 バッ テリ 残 量 な し 


ET バッ テリ の 残 量 が 正しく 認識 され て いな い 
(完全 に 充電 され る と 、 正 し く 残 量 表示 が 行わ れる ) 


Pak 
| ュー : 枠 点滅 バッ テリ リフ レッ シュ 要求 (( 字 P.54) 


何 も 表 示さ れ な い バッ テリ パッ ク が 取り 付け られ て いな い 


易 | ・ バ ッ テ リ パッ ク が 、 取 り 付け られ て いる と き で も 、AC ア ダ プ タ を 接続 せ すず に 
電源 を OFF に し て いる と き に は 、 バ ッ テ リ 残 量 は 表示 され ませ ん 。 


・ 購 入 直後 や 本 機 を 長期 間 放置 し て お いた 場合 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て も 
し ば らく の 間 バ ッ テ リ 残 量 が 表示 され な い 場 合 が あり ます 。 


・ サ スペ ンド 状態 の と き に は AC ア ダ プ タ が 接続 され て いな く て も 、 バ ッ テ リ 残 
量 が 表示 され ます 。 


ステ ー タ ス 


〈② サス ペン ド 表 示 
サス ペン ド ( デ ー タ の 保持 ) の 状態 を 表示 し ます (P.58)。 


表示 され な い サス ペン ド さ れ て いな い 。 


点灯 の サス ペン ド さ れ て いる 。 


[と ・ サ スペ ンド 表示 が 点灯 し て いる と き に は 、 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ て も 


1 居 本 機 の 状態 は 変わ り ま せん 。 
・ サ スペ ンド 表示 が 点灯 し て いる と き に は 、 本 機 の 機器 を 取り 付け / 取 り 外 し し 
な いで くだ さい 。 


⑬③⑧ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 表示 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 状態 を 表示 し ます 。 


表示 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 状態 


表示 され な い 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 取り 付け られ て いな い 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ を 読み 書き し て いる 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ の 読み 書き を し て いな い 。 


に ) 表示 が 点 減 し て いる と き に は 、 電 源 を OFF に し た り フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出 
し た り し な いで くだ さい 。 デ ー タ が 壊れ た り 、 本 機 が 故障 する 原因 に な り ます 。 
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④ ハー ド デ ィ スク 表示 


ハー ド デ ィ スク の 状態 を 表示 し ます 。 


ハー ド デ ィ スク の 状態 


ハー ド デ ィ スク の デー タ を 読み 書き し て いる 。 


ハー ド デ ィ スク の デー タ の 読み 書き を し て いな い 。 


(つう 表示 が 点 減 し て いる と き に は 、 電 源 を OFF に し な いで くだ さい 。 デ ー タ が 壊れ 
で た り 、 本 機 が 故障 し た りす る 原因 に な り ま す 。 


⑤ キー ロッ ク 表 示 


キー ボー ド の [NUMI の 3 つの キー は 、 一 度 押 す と 押さ れ た まま の 状態 に 
な り ま す ( ロ ッ ク さ れ た 状態 )。 ロッ ク 状 態 を 解除 する に は 、 も う 一 度 キ ー を 押し ます 。 


キー ロッ ク の 状態 


CAPS| を ロッ ク す る と 表示 され ます 。 
ロッ ク さ れ て いる と き に ロー マ 字 を 入力 する と 、 大 文字 で 入力 され ます 。 


を ロッ ク す る と 表示 され ます 。 
ロッ ク さ れ て いる と き は 、 キ ー ボ ー ド の ひら が な の 文字 が 入力 され ます 。 


を ロッ ク す る と 表示 され ます 。 
ロッ ク さ れ て いる と き は 、 キ ー ボ ー ド の 前 面 の 文字 が 入力 され ます 。 


本 機 に は 、 簡 単に 機器 を 取り 付け 、 取 り 外 し で きる ドラ イブ ベイ が 用 意 さ れ て いま す 。 
着脱 が 簡単 な パッ ク 式 で す の で 、 自 由 に シス テム 構成 を 変更 で きま す 。 


ご 購入 時 に は ドラ イブ ベイ に は 、CD-ROM ド ライ ブ が 取り 付け られ て いま す 。CD- 
ROM ド ライ ブ は CD-ROM の デー タ を 読み 取る た め の 装 置 で す 。 
CD-ROM ド ライ ブ の 操作 方 法 に つい て は 「CD-ROM ド ライ ブ 」( き P.34) を ご 覧 くだ さ 


い 。 


画 PC-9821Nr15/S14F の 場合 


非常 時 ディ スク 取り 出し 穴 


CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン : 含 
CD トレ イ を 出す た め の ボ タン で す 。 


CD-ROM ア クセ ス 表 示 用 LED 
CD-ROM の デー タ を 読み 出し て いる と き に 
オレ ンジ 色 に 点灯 し ます 。 


田 PC-9821Nr15/S10 の 場合 
PC-9821Nr15/S10 の CD-ROM ド ライ ブ に は 次 の 2 つの タイ プ が あり ます 。 


CD-ROM ア クセ ス 表 示 用 LED 
CD-ROM の デー タ を 読み 出し て いる と き に 
オレ ンジ 色 に 点灯 し ます 。 


[B タ イプ ] 


[A タ イプ ] 


CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン : 含 
CD トレ イ を 出す た め の ボ タン で す 。 


非常 時 ディ スク 取り 出し 穴 
お 手持 ちの CD-ROM ド ライ ブ が どちら の タイ プ か 確認 の うえ 、 使 用 し て くだ さい 。 な お 、 
この マニ ュ ア ル に 記載 し て いる イラ スト は A タ イプ の も の で す 。 


際 CD-ROM を 使用 し な いと き に は 、 添 付 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を ドラ イブ 
) べ イ に 取り 付け る こと が で きま す 。 取 り 付け 方 法 は P.120 を ご 覧 くだ さい 。 
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ここ で は 、 キ ー ボ ー ド の キー の 名 称 と 一 般 的 な 機能 、 キ ー ボ ー ド の 設定 を 変更 する 方 法 


に つい て 説明 し て いま す 。 


キー の 名 称 と 働 書 。。。。。。。 


e 革 い グレ ー の キー 


較 


es 薄い グレ ー の キー 


尋 8 =6 
NO 36 )) 
AS 0 て 
NN 
3 ぐ へ ヘ へ 
必 |」 
避 や 
剖 く に 
個 !】 
STN eo 
ふさ セ ト ネ 
1 し hG 6 
1 
さき 5 
2N に っ 
hn 父 所 で 
4 
SN 
a) 
3 
思 
ドリ 
A 30 
N な 
を 
地 < 
可 
畠 地 


ご ) IN 


の -Q 


oo ひ 
ooooo 
oo oO 


⑰ 


62 @6) 9 


中 呈 の 曰 日 


mm 
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① キャ ッ プ スキ ー ロ ッ ク 表 示 ⑭ [9 星 |: ホ ー ム クリ アキ ー 


② か な キー ロッ ク 表 示 ⑯ [HELP|: ヘ ルプ キー 
③ ニュ ー メ リッ クキ ー ロ ッ ク 表 示 (End: エ ンド キー) 


それ ぞ れ の キー を ロッ ク す る と 、 ス テー タス イン ジ ケ ー : 
タ に それ ぞ れ マー ク が 表示 され ます 。 ⑯ [CAPS|: キャッ プス キー 
⑰ [1 円 貴 : カ ー ソ ル 移 動 キ ー 


の | 和 02 エス ケー ゲキ ー ⑱ [SHIFT]: シ フト キー 


⑤ [SToP]: スト ッ プ キー の 1 靖 ほ ュ ー メ リッ ジ 科 と 
⑥[f1] [Eoly1] -[M-2 
: フ ァ ン クシ ョ ン キ ー ⑳ 属 :: ア プリ ケー ショ ン キ ー 

⑦ [INS]: イ ン サ ー ト キー [の 固 :wnqove*ー 
@⑧ [BL]: デ リー トキ ー Windows 95 使 用 時 に 使う こと が で きま す 。 
⑨ | FL |: ロ ー ル アッ プ キ ー ② [XFER]: エ クス ファ ー キ ー 

(PgDn: ペ ー ジ ダウ ン キ ー) ⑳[ |: ス ペー スキ ー 
⑩ DS ロー ル ダ ウ ン キ ー ⑳ [NFER|: エ ヌ フ ァ ー キ ー 

(PgUp: ペ ー ジ アッ プ キ ー) @ [GRPH|: グ ラフ キー 
⑪ [BS]: バ ックス ペー スキ ー (Alt: オ ルト キー) 
⑫ [COPY]: コ ピー キー ⑯ か な ): か な キー 
⑬ 癌 Enter: エ ンタ ー キ ー( リ ター ン キ ー) の [CTRLU: コ ント ロー ルキ ー 


⑳ [TAB]: タブ キー 


区 鹿 アプ リケーション キー と Windows キ ー に つい て 
アプ リケーション キー と Windows キ ー は Windows 95 で 使用 で きる キー で す 。 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
に よっ て どの よう に 利用 する か は 異な り ま す が 、Windows 95 で 使用 する と き に は 標準 で 次 の よう な 機 
能 が 割り 当て られ て いま す 。 
@ 字 | (アプ リケーション ) キー 
画面 を ポイ ント し て 、 ア プリ ケー ショ ン キ ー を 押す と 、 右 クリ ッ ク し た と き と 同 じ こ と に な り ま す 。 
@ | 下 (Windows) キー 


・ 庫 キ ー だ け を 押す と 、[ ス ター ト ] メ ニュ ー を 表示 し ます 。 
・ 他 の キー と 組み 合わ せる と 、 次 の よう な 機能 を 利用 する こと が で きま す 。 


思 語 局 [ファ イル 名 を 指定 し て 実行 ] ウ ィ ン ド ウ を 表示 する 

回 +IM 現在 起動 し て いる ウィ ンド ウ を すべ て アイ コン 化す る 
[SHIFTI 才 和 †IM| 國 和 IMIM で アイ コン 化し た ウィ ンド ウ を 元 に 戻す 

回 +[f1] Windows の ヘル プ を 起動 する 

回 題 回 | ファ イル や フォ ル ダ を 検索 する ウィ ンド ウ を 表示 する 
[CTRL+ 較 和 IF] コン ピュ ー タ を 検索 する ウィ ンド ウ を 表示 する 

國 T+ITAgj タス ク バ ー に 表示 され て いる ボタ ン を 順番 に 切り 替え る 
回 和 [SToPj [シス テム プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ を 表示 する 
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日 本 語 入 力 に つい て 本 。。。 。 。。。。 <<< < < < cc く 


日 本 語 を 入力 する に は 、 日 本 語 入 力 シ レス テム を ON に する 必要 が あり ます 。 
日 本 語 入 力 の 方 法 に つい て は 『「 か ん た ん スタ ー ト ガイ ド 』 お よび 日 本 語 入力 シ ステ ム の 
ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 


グ キー ボー ド を 使っ て 、 日 本 語 入 力 シ ステ ム の ON/OFF を 切り 替え る こと も で き 
ます 。 [CTHRL を 押し な が ら [XFER] を 押す と 、 日 本 語 入力 を ON に で きま す 。 も う 
一 度 押 す と 、 日 本 語 入力 が OFF に な り ま す 。 


峰 を 押し た 後 は 、ICTRL を 押し な が ら [XFER] を 押し て も 、 日 本 語 入力 シス テム 
の ON/OFF を 切り 替え る こと が で き な く な り ま す 。 こ の 場合 は 、 次 の いずれ か の 
方 法 で 日 本 語 入力 の ON/OFF を 切り 替え て くだ さい 。 


・ タ スク バー の 日 本 語 入 カイ ンジ ケー タ で 切り 替え る 。 


・[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] ウ ィ ン ド ウ か ら [キーボード プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ を 表 
示さ せ 、[ 情 報 ] タ ブ を クリ ッ ク し て 表示 され る 画面 で 、[ 日 本 語 入力 モー ド の 
切り 替え キー] の 設定 を 変更 する 。 


一 日 本 語 入力 シン ステ ム の ヘル プ の 見 か た 


ご 購入 時 に は 日 本 語 入 力 シ ステ ム と し て MS-IME95 が 使用 で きる よう に 設定 され ま 
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4 
ら 


ツー ル バ ー か ら 、 組 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


ヘル プ の 画面 が 表示 され ます の で 、 知 り た い 項 目 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


更 MS-iME95 の 文字 入力 と 変換 


更 ロー マ 手 と か な 対応 一 覧 
更 エラ ー メッ セー ジー 覧 


ヘル プ を 終了 し た いと き は [キャ ン セ モル ] ボ タン また は | 調 | ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


キー ボー ド の 設定 を 変更 する 3 。。。。。。。。<。<。< 


Windows 95 上 で の キー ボー ド の 設定 を 変更 する こと が で きま す 。 文 字 の 入力 速度 を 
変え た り 、 使 用 する 言語 と レイ アウ ト を 変え た り 、 別売 の キー ボー ド を 使う た め の 設 定 な ど 
が で きま す 。 

キー ボー ド の 設定 は 、[ ス ター ト ] 一 [設定 ] 一 [コン トロ ー ル パネ ル ] の [キー ボー ド ] ア イコ ン 
を ダブ ルク リッ ク し て 表示 され る [キー ボー ド の プロ パテ ィ ] ウィンドウ で 行い ます 。 詳 し く は 
ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 


・ キ ー ボ ー ド の 詳し い 設定 に つい て は 、 [キー ボー ド の プロ パテ ィ ] ウィンド ウ 
の 右上 に ある 議 が タ ン を クリ ッ ク し 、 マ ウス ポイ ンタ が ド Z に 変わ っ た ら 、 さ 
ら に 知り た い 箇 所 を クリ ッ ク し 、 表 示さ れる 内 容 を ご 覧 くだ さい 。 ま た は ヘル 
プ の [キー ワー ド ] 画 面 で キー ボー ド 」 を 選択 し て 表示 され る 説明 を ご 覧 く 
だ さい 。 


和 層 2 還 販 。 ヘル プ が 表示 され ます 


・[ 速 度 ] タ ブ の 画面 で 、 カ ー ソ ル の 点 減速 度 を 速く する と 、 カ ー ソ ル の 位置 が 
わか りや すく な り ま す 。 


区 プ 過 ホー ム ポ ジ シ ョ ン 
キー ボー ド を 操作 する と き 、 両 手 の 指 を 置く 基準 と な る 位置 を ホー ム ポ ジ シ ョ ン と いい ます 。 
左手 の 人 差し 指 を [F]( は ) 、 右 手 の 人 差し 指 を [J]( ま ) に 置い た 位置 が ホー ム ポ ジ シ ョ ン で す 。 
[F]( は ) と [J]( ま ) の 表面 に は 突起 が あり 、 キ ー を 見 な く て も 指先 の 感覚 で この キー が 探せ る よう に な っ て 
いま す 。 
キー ボー ド に 手 を 伸ばし た と き に は 、 両 手 の 指 が ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 置か れ て いる よう に し まし ょ う 。 


LILTLTTLT TE TEETTIE 


回 回 還 国 ッ 
HH 


手首 が 極端 に 曲がら な いよ うに 
自然 に 手 を 置い て くだ さい 。 
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ライ ド パ バッ ド 


98 ス ライ ド パ ッ ド は 、 コ ンピュータ に 指示 を 与え る た め の ポ イン ティ ング デバ イス で す 。 
ここ で は 、98 ス ライ ド パ ッ ド の 取り 扱い 上 の 注意 と 、 動 作 環境 の 変更 方 法 を 説明 し ます 。 


98 ス ライ ド バ パッ ド の し くみ 。。。。。。。。。。。。。。 


98 ス ライ ド バ パッ ド は 、 パ ッ ド と クリ ッ ク ボ タン で 構成 され て いま す 。 

パッ ド 上 で 指先 を スラ イド させ る と 、 ス ライ ド し た 移動 量 と 移動 方 向 が コン ピュ ー タ に 伝達 
され 、 デ ィ ス プレ イト 上 の マー ク ( マ ウス ポイ ンタ ) が 動き ます 。 

この マウ スポ イン タ で 、 画 面 上 の メニ ュー を 選ん だ り 、 図 形 を 描い た り し ます 。 


パッ ド 


|] 


98 ス ライ ド パ バッ ド を 使用 する と き の 注 意 .. ..... 


・98NOTE メ ニュ ー ま た は 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ の 「 入 出力 デバ イス の 
設定 ] で 「98 ス ライ ド パ ッ ド 」 が | 使用 し な い }| に な っ て いる と き に は 、98 ス ライ ド パ 
ッ ド は 使用 で きま せん 。(( テ P.170) 

・ コ ン パ ス な どの 先 の と が っ た も の で 、98 ス ライ ド パ ッ ド を 操作 し な いで くだ さい 。 
パッ ド の 表面 に 傷 が つい た り 、 パ ッ ド が 破損 し た りす る 原因 に な り ま す 。 

・ 水 分 や 油分 が つい て いる 手 で は 、98 ス ライ ド パ ッ ド に 触ら な いで くだ さい 。 水分 
や 油分 が つい て いる と 、 マ ウス ポイ ンタ が 移動 し な く な り ま す 。 

・ パ ッ ド 上 の 2 カ所 以上 に 同時 に 触れ な いで くだ さい 。 98 ス ライ ド パ ッ ド が 正常 に 
動作 し ませ ん 。 

・98 ス ライ ド パ ッ ド に 触れ る と き に は 、 指 先 に 力 を 入れ る 必要 は あり ませ ん 。 軽く 触 
れる だ け で 操作 が で きま す 。 軽く 触れ る だ け で マウ スポ イン タ が 動く た め 、 フ ァ 
イル の 削除 な ど を 行う 場合 、 誤 っ て 操作 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

・ 指 の 爪 が 長い と 、 マ ウス ポイ ンタ の 動き が 悪く な る こと が あり ます 。 

・ パッ ド 上 で 指 を 止め て いて も 微妙 に マウ スポ イン タ が 動く こと が あり ます が 、 故 障 
で は あり ませ ん 。 

・98 ス ライ ド パッ ド を 使う た め に は 、OS や アプ リケーション ソフ ト が 98 ス ライ ド パッ 
ド に 対応 し て いる こと が 必要 で す 。 


マウ スポ イン タ の 移動 いい > 


次 の 図 の よう に 、 指 先 を パッ ド 上 で スラ イド させ 、 マ ウス ポイ ンタ を 動か し ます 。 
指先 を スラ イド させ た 方 向 に マウ スポ イン タ が 移動 し ます 。 


パッ ド の 端 まで 指 が き て し まっ た ら ? 


スラ イド させ た 指 が パッ ド の 端 に 達し た らち 、 い っ た ん パッ ド か ら 指 先 を 離し 、 パ ッ ド の 中 央 
に 指先 を 戻し て か ら 再 度 ス ライ ド さ せま す 。 


いっ た ん 指先 を 
離し て か ら 
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クリ ッ ク ボ タン の 操作 


クリ ッ ク ボ タン を 使っ て コン ピュ ー タ に 指示 を 与え る 方 法 に は 、 次 の 3 種類 の 方 法 が あり 
ます 。 


@ ク リッ ク 
左 また は 右 の ボタ ン を 押し て 、 す ば や く 離 し ます 。 
左 の ボタ ン を 押す こと を 左 ク リッ ク 、 右 の ボタ ン を 押す こと を 右 ク リッ ク と いい ます 。 


の ダブ ルク リッ ク 
左 ま た は 右 の ボタ ン を 続け て 2 回 すばやく 押し ます 。 


る ドラ ッ グ 


アプ リケーション ソフ ト に よっ て 、 ク リッ ク 、 ダ ブル クリ ッ ク 、 ド ラッ グ の 機能 が 異 
な り ま す 。 詳 し く は アプ リケーション ソフ ト の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


タッ プ & る ドラ ッ グ の 操作 。。。。。。。 


クリ ッ ク ボ タン を 使わ ず に 、 パ ッ ド だ け で クリ ッ ク ボ タン と 同じ 操作 を する こと が で きま す 。 


@ タ ッ プ 
クリ ッ ク と 同じ 機能 で す 。 
指先 で パッ ド 上 に 軽く 触れ 、 す ば や く 離 し ます 。 パッ ド 上 を 軽く た た く よ う な 感じ で す 。 


ダブ ル タ ッ プ 


ダブ ルク リッ ク と 同じ 機能 で す 。 
指先 で パッ ド 上 を 2 回 続け て タッ プ し ます 。 パッ ド を リズ ム よ く 2 回 軽く た た く よ う な 感じ 
。 


g 


saneose 人 
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@ ド ラッ グ 


指先 で パッ ド 上 に 続け て 2 回 すばやく 触れ 、2 回 目 に 触れ た と き に パッ ド 上 か ら 指 先 を 見 
さ ず に スラ イド させ ます 。 


の ・98NOTE メ ニュ ー お よび '98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ の 「 入 出力 デバ 
+ 得 影 |) イス の 設定 」 の 「 タ ッ プ & ド ラッ グ 和 機能 を | 無効 | に 設定 し て いる と き に は 、 タ 
ッ プ & ド ラッ グ の 操作 は で きま せん 。 
・Windows 95 で クリ ッ ク ボ タン の 左右 の 機能 を 交換 し た 場合 、 タ ッ プ & ド 
ラッ グ の 操作 は で きま せん 。 


98 ス ライ ド パ ッ ド で は 、 ド ラッ グ の 途中 で パッ ド か ら 指 を 離し て も 約 0.7 秒 間 ド 

尺 ラッ グ の 状態 が 保持 され ます 。 こ の た め 、 ド ラッ グ 中 に パッ ド の 端 まで 指 が 達し 
て し まっ た と き で も 、 指 を パッ ド に 置き 直し て ドラ ッ グ を 続け る こと が で きま す 。 
パッ ド か ら 指 を 離し て すぐ に 次 の 操作 に 移り た いと き は 、 タ ッ プ する と ドラ ッ グ 
の 状態 が 解除 され ます 。 


区 W 光 98 ス ライ ド パ ッ ド と マウ ス 


98 ス ライ ド パ ッ ド も マウ ス も 、 コ ンピュータ に 指示 を 与え る た め の 装 置 (入力 装置 ) で す 。 


98 ス ライ ド パ ッ ド は 、 マ ウス の よう に 操作 する 場所 を 必要 と し な い の で 、 本 機 を 携帯 する と き に は 便利 で 
す 。 本 機 に は 、 マ ウス や サム マウ ス を 接続 する こと も で きる の で 用途 や 使用 環境 に 合わ せ て 入力 装置 を 
使い 分 ける と 便利 で す 。 


98 ス ライ ド パ バッド の 環境 を 設定 する 中 富村 。。。.。 


Windows 95 で 、 ポ イン ティ ング デバ イス の 動作 や マウ スポ イン タ の 形 の 設定 を 変更 す 
る こと が で きま す 。 


98 ス ライ ド パ ッ ド の 操作 は 、OS や アプ リケーション ソフ ト に よっ て 異な り ま す 。 
詳し く は 、OS や アプ リケーション ソフ ト の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


98 ス ライ ド バ パッ ド の 設定 は [スタ ー ト ] 一 [設定 ] 一 [コン トロ ー ル パネ ル ] の [マウ ス ] ア イコ 
ン を ダブ ルク リッ ク し て 表示 され る [マウ ス の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ で 行い ます 。 詳 し く は 
ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 


・98 ス ライ ド パ ッ ド の 詳し い 設 定 に つい て は 、[ マ ウス の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド 
ウ の 右上 に ある 譜 ボ タン を クリ ッ ク し 、 マ ウス ポイ ンタ が 衣 / に か わっ た ら 、 
さら に 知り た い 箇 所 を クリ ッ ク し 、 表 示さ れる 内 容 を 参照 し て くだ さい 。 ま た 
は 、 ヘ ルプ の [キー ワー ド ] 画 面 で 「 マ ウス を 選択 し て 、 表 示さ れる 説明 を ご 
覧 くだ さい 。 


暫 了 ヘル プ が 表示 され ます 


・[ ボ タン] タブ の 画面 で 「 右 きき 用 」 に 設定 する と 、 左 ボタ ン に 「 標 準 の 選択 」 


や 「 標 準 の ドラ ッ グ 」 の 機能 が 割り 当て られ 、 右 ボタ ン に は 「 コ ン テ キ スト メニ 
ュー」 や 「 補 助 ド ラッ グ 」 の 役割 が 割り 当て られ ます 。 


・[ ボ タン] タブ で 「 左きき 用 」 に 設定 する と 、 タ ッ プ & ド ラッ グ の 操作 は で きま 


せん 。 


田 MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 上 で 98 ス ライ ド パ バッド を 操作 す 


る と き の 注 意 


MS-DOS ア プリ ケー ショ ン 内 で 左右 の ボタ ン の 設定 を 変更 し た 場合 、MS-DOS ア プリ 
ケー ショ ン を 終了 し て Windows の 画面 に 戻っ た と き 、 パ ッ ド 上 で の タッ プ や ドラ ッ グ が 
で き な く な る こと が あり ます 。 

この 場合 は 、[ マ ウス の プロ パテ ィ ] ウィン ドウ で ボタ ン の 設定 を 変更 し て くだ さい 。 
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ピー ディ スク ドラ イブ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 、 プ ログ ラム や デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ん だ り 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 され て いる デー タ を 読み 書き する た め の 装 置 で す 。 
本 機 で は 3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する こと が で きま す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 扱う と き の 注意 、。。。。。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 壊れ る と 、 大 切な デー タ や ソフ トウ ェ ア が 使え な く な り ま す 。 次 の こ 
と に 注意 し て 大 切 に 取り 扱っ て くだ さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に は 、 て いね 
い に 奥 まで 静か に 挿入 し て くだ さい 。 


ン デ の 


人 


ラベ ル は 正しい 位置 に 貼っ て くだ さい 。 


ペ 


し 
い 。 


ゴミ や ホコ リ の 多い 場所 で の 使用 、 保 管 
は 避け て くだ さい 。 


鉛筆 で の 記入 や 消し ゴム の 使用 は 避け 


X 


て くだ さい 。 


に 


シャ ッ タ ー は 開け な いで くだ さい 。 


FT 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 上 に も の を 載せ な | 直射 日 光 の 当たる 場所 や 暖房 器具 の 


いで くだ さい 。 


X 


近く な ど 、 温 度 の 高く な る 場所 に 置か な 


いで くだ さい 。 XX 


ァ ^< 
マ 位 答 > 


し | 


re 、 喫 煙 し な が ら の 使用 は 避け て くだ 
い 。 


「] 


< ジー ホー っ 


0 \ で くだ 
い 。 


< 


磁石 な どの 磁気 を お び た も の を 近づけ 


な いで くだ さい 。 


クリ ッ プ 等 で は さん だ り 、 投 げた り 、 落 と し 
た り し な いで くだ さい 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と まち 
画 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 各部 の 名 称 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 各部 の 名 称 は 次 の と お り で す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ジェ クト ボタ ン ( 屋 P.26) 
差し 込ん だ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出す た め の ボ タン で す 。 


画 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 取り 付け る 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する に は 、 本 機 に 添付 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 し ま 


ポ 。 


馬 ] 


本 機 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 する と き に は 、 本 機 の 電源 が OFF 
に な っ て いる こと を 確認 し て か ら 行 っ て くだ さい 。 ス テー タス イン ジ ケ ー タ に 
サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し て い 
っ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終了 し 、 本 機 の 電源 を 
OFF に し ます 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 取り 扱う 場合 は 側面 を 持つ よう に し 、 天 面 や 底 


面 へ の 圧迫 を 避け て くだ さい 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ は 、 水 平 な 場所 に 置い て くだ さい 。 ま た 、 フ ロッ ピ 


ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 上 に 物 な ど を 載せ な いで くだ さい 。 


・ 本 機 背 面 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ に は 、 添 付 の 専用 FDD 


外 付 ケ ー ブ ル (PC-9821NB-K01 ) 以外 は 接続 し な いで くだ さい 。 
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誕 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 専用 FDD 外 付 ケ ー ブ プル を 接続 し 、 ネ ジ を 左右 均等 に 
まわ し て し っ か り 固 定 し ます 。 


本 機 背面 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ に 、 専 用 FDD 外 付 ケ ー ブ ル を 奥 
まで し っ か り 基 し 込み ます 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ は 、 ド ライ ブ ベ イ に 取り 付け て 使用 する こと も で 
きま す 。 


・ ド ライ ブ ベ イ と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 用 コネ クタ の 両方 に 同時 に 2 台 の 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 し て 使用 する こと は で きま せん 。 


区 W 絢 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 種類 一 ーー 一 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、 デ ー タ を 記憶 で きる 容量 に よっ て 、 次 の よう な 種類 が あり ます 。 
3.5 イ ンチ サイ ズ フ ロッ ピー ディ スク 
種類 記憶 容量 


(交代 ラッ ク ) | 1M パ イト | 144M バ イト 


2DD 
(両面 倍 密 度 倍 トラ ッ ク ) 0 


※1 フォ ー マ ッ ト 方 式 に よっ て 選択 で きま す 。 還 す 生計 
※2 OS に よっ て は 、1.2M バ イト と 表示 され る 場合 が あり ます 。 の 


本 機 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ で は 、2HD タ イプ と 2DD タ イプ の どちら で も 使え ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ る / 出 す . 


ここ で は 本 機 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 、 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ る 方 法 と 出す 方 
法 を 説明 し ます 。 


本 つ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 必 ず ラ ベル の 部 分 を 持つ よう に し て くだ さい 。 中 の ディ 
に スク 部 分 を さわ る と 、 デ ー タ が 壊れ て し まう こと が あり ます 。 


ドラ イブ ベイ に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 取り 付け られ て いる と き に は 、 底 
面 の ツメ を 立て た 状態 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 出し 入れ が し づら い の で 注意 


し て くだ さい 。 
田 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ る 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 、 ラ ベル の 貼っ て ある 面 を 上 向き に し て 、 ラ ベル 側が 手前 に な 
る よう に 持ち ます 。 


ら フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 興 ま で し っ か り と 差し 込み ます 。 


完全 に 差し 込む と 、 イ ジェ クト ボタ ン が 少し と び 出 し ます 。 


虹 フ ロッ ピー ディ スク を 出す 


アー フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 出す と き は 、 必 ず ス テー タス イン ジ ケ ー タ の フロ ッ ピ 

1 ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 表示 が 点 減 し て いな いこ と を 確認 し て くだ さい 。 フ ロッ ピー 

ディ スク ドラ イブ 表示 が 点 減 し て いる と き に 取り 出す と 、 フ ロッ ピー ディ スク の 
内 容 が 壊れ て し まう こと が あり ます 。 


に NE に 「 若 。S-co 
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誕 ステ ー タ スイ ンジ ケー タ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 表示 が 点滅 し て いな いこ と を 
認 し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ドラ イブ 表示 


の イジ ェクト ボタ ン を 押し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 少し 出 て きま す 。 


イジ ェクト ボタ ン 


K1 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 、 ラ ベル 部 分 を 持っ て 引き 出し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
フォ ー マ ッ ト ( 初 期 化 ) す る EE 、。。。。。。。。。・・。・<< 


【 】 
購入 し た ば か り の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、[「 フ ォ ー マ ッ ト 済 み 」 と 書か れ て いる も の 以外 は 、 ー 
その まま で は デー タ を 保存 する こと が で きま せん 。 P 
デー タ を 保存 で きる よう に する に は 、「 フ ォ ー マ ッ ト ] (初期 化 ) と いう 作業 が 必要 で す 。 t 
フォ ー マ ッ ト の 方 式 や 方 法 は 、OS に よっ て 異な り ます 。 | 
Windows 95 以 外 の OS を お 使い の 方 は 、 各 0S の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト の し か た は 、『 か ん た ん スタ ー ト ガイ ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 

る 


それ まで 書き 込ま れ て いた デー タ は すべ て 消え て し まい ます 。 大 切な デー 
タ が 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 誤 っ て フォ ー マ ッ ト し な いよ うに 
注意 し て くだ さい 。 

・2DD タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 2DD の 形式 、2HD タ イプ の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク に は 2HD の 形式 で フォ ー マ ッ ト し て くだ さい 。 異な っ た 形式 で 
フォ ー マ ッ ト す る と デー タ の 読み 書き が で き な く な る こと が あり ます 。 


か: ・ す で に デー タ が 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と 、 
陣 


画 1.44MM バ イト フォ ー マ ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 す 
る 際 の 注意 
本 機 で 、1.44M バ イ 條 で フォ ー マ ッ ト さ れ た た フロッピー ディスク を 使う 場合 に は 、 次 の よう 
な 制限 が あり ます 。 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク と し て は 使用 で きま せん 。 デ ー タ の 読み 書き 用 と し て の みお 使 
MS 大 さい い 


・2DD タ イプ の 起動 ディ スク で シス テム を 起動 し た 場合 は 、1.44M バ イト フォ ー マ 
ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 使用 で きま せん 。 


区 > 鹿 フォ ー マ ッ ト ( 初 期 化 ) 
フォ ー マ ッ ト 作 業 を する と 、 ど こ に どの よう に デー タ を 書き 込め ば よい か わか る よう に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
が 磁気 的 に 区 画 整 理 さ れ 、 デ ー タ が 保存 で きる よう に な り ま す 。 
フォ ー マ ッ ト の 形式 は 、 使 用 する 〇 OS に よっ て 異な り ま す が 、Windows 95 で は Windgows と MS-DOS で 
フォ ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する こと が で きま す 。 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を 保護 する 。。。。。。。。.。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し た デー タ を 誤っ て 消さ な いよ うに する に は 、 次 の よう な 方 法 
が あり ます 。 


田 ラ イト プロ テク ト 


保存 し て いる 内 容 を 消し て し まう こと の な いよ うに 、 フ ロッ ピー ディ スク を 書き 込み 禁止 に 
する こと を 「 ラ イト プロ テク ト 」 と いい ます 。 ラ イト プロ テク ト し て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 デ 
ー タ の 読み 出し は で きま す が 、 デ ー タ の 書き 込み や フォ ー マ ッ ト ( 初 期 化 ) す る こと は で き 
ませ ん 。 重 要 な デー タ の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 ラ イト プロ テク ト し て お く 習 慣 を 
つけ まし じょう 。 


・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト の シス テム ディ スク を ライ ト プ ロ テク ト す る と 、 正 常に 
1 坦 了 め | 動作 し な い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は 、 ラ イト プロ テク ト し な いで くだ さい 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク に デー タ を 書き 込ん だ り 、 フ ォ ー マ ッ ト し た りす る と き は 、 
ライ ト プ ロ テク ト し な いで くだ さい 。 
・ フ ロッ ピー ディ スク に よっ て は ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ が つい て いな い (常に 
ライ ト プ ロ テク ト さ れ た 状態 に な つて いる ) も の も あり ます 。 


図 の よう に ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ を ずら す と 、 フ ロッ ピー ディ スク が ライ ト プ ロ テク ト さ れ た 状 
態 に な り ま す 。 


書き 込み 可能 


穴 の 開い た 状態 


ライ ト プ ロ テク ト 
グッ チ 


書き 込み 禁止 


画 バ ッ ク ア ッ プ 5 
保存 し て いる デー タ を 他 の 記憶 媒体 に コピ ー し て お く こ と を [バック アッ プ を と る 」 と いい 
ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 非常 に デリ ケー ト に で き て いま す 。 ほ こり が 入っ て し まっ た り 、 折 れ て 
し まっ た りな ど 、 何 ら か の 事故 に よっ て 保存 し て いる デー タ が 壊れ て し まう こと が あり ま 
す 。 万 一 に 備え て 、 大 切な デー タ は 定期 的 に バッ クア ッ プ を と っ て お きま し ょ う 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ を 他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に バッ クア ッ プ する 方 法 の 1 つ に 
「 デ ィ ス クコ ピー」 が あり ます 。 
ディ スク コピ ー に つい て は 、Windows 95 の ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 
Windows 95 以 外 の OS を お 使い の 方 は 、 各 08 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


プ す る と 、 も と も と 書き 込ま れ て いた デー タ は 全て 消え て し まい 、 二 度 と 取 
り 戻 せな く な っ て し まい ます 。 大 切な デー タ が 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー 
ディ スク を 、 バ ッ ク ア ッ プ 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 間違え て セッ ト し な いよ 
うに 注意 が 必要 で す 。 

・ デ ィ ス ク の コピ ー を する と き に は 、 必 ず 同 じ 容量 で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ 
ピー ディ スク を 使用 し て くだ さい 。 


きか ・ す で に デー タ が 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を バッ クア ッ 
あっ 


29 


30 


本 機 に は ハー ド デ ィ スク が 内 蔵 さ れ て いま す 。 ハ ー ド ディ スク は 、 フ ロッ ピー ディ スク と 同 
様 に に 、 プ ログ ラム や デー タ を 保存 する 装置 で す 。 

ここ で は 、 ハ ー ド ディ スク を 取り 扱う と き の 注 意 や メン テ ナ ン ス 方 法 、 バ ッ ク ア ッ プ の 方 法 
に つい て 説明 し て いま す 。 


ハー ド デ ィ スク を 取り 扱う と き の 注 意 。。。。。。。。。。。 


ハー ド デ ィ スク は 、 た い へ ん 精密 な 機械 で す 。 次 の こと に 注意 し て 取り 扱っ て くだ さい 。 


・ 電 源 が ON に な っ て いる と き や サ スペ ンド 中 は 、 本 機 に 振動 や 衝撃 を 加え 
た り 、 持 ち 運 ん だ り し な いで くだ さい 。 


・ 電 源 を OFF に し て 本 機 を 運ぶ と き で も 、 で きる だ け 人 慎重 に 扱っ て くだ さい 。 


際 本 機 を 使用 中 、 底 面 ( ハ ー ド ディ スク の 下部 ) が 熱く な る こと が あり ます 。 
周辺 機器 の 接続 や 使用 ソフトウェア に よっ て 、 発 熱量 は 多少 異な り ま す が 、 普 
段 よ り 熱 い 場合 や 、 手 を 触れ られ な い ほ ど 熱 い 場合 は 、 す ぐに 電源 を OFF に し 
て 電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 き 、 ご 購入 元 、 最 寄り の Bit-INN、 
また は 当社 指定 の サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 


区 e 別 ドラ イブ 番号 


バハ バード ディ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ に は 、 そ れ ぞ れ 呼 び 名 が 割り 当て られ て いま す 。 これ を 「 ド 
ライ ブ 番 号 」 と いい ます 。 本 機 の ハー ド デ ィ スク は 、 ご 購入 時 に は 2 つの 領域 に 分 割 さ れ て お り 、 そ れ ぞ 
れ の 領域 に ドラ イブ 番 号 が 割り 当て られ て いま す 。 


wrawsgs 。 AF ライ ブ ・ ハ ー ド ディ スク 


B ド ライ ブ : ハー ド デ ィ スク 


C ド ライ ブ : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 


35 イ イチ FD (C) 


Q ド ライ ブ : CD-ROM ド ライ ブ 


⑯) 


ハー ド デ ィ スク に つい て の の ら の 9 の 9@9@9@9@9@e@9@9@e@e@eeeeeee@e@ee@ 
田 ハ ー ド ディ スク の 領域 に つい て 


ハー ド ディ スク は 、 領 域 を 分 割 し て 確保 する こと が で きま す 。 
本 機 に 内 蔵 さ れ て いる ハー ド デ ィ スク は 、 あ ら か じ め 2 つ の 領域 に 分 割 さ れ て いま す 。 
・ 本 機 で 使用 で きる ハー ド デ ィ スク の セク タ 長 は 、512 バ イト で す 。 
・ ハード ディ スク の 記憶 容量 は 、1M バ イト 三 1.000.000 バ イト で 計算 し た と き 
の M バ イト 値 を 示し て あり ます 。 OS に よっ て は 、1M バ イト テ 1,048,576 バ 
イト で M バ イト 値 を 計算 し て いま す の で 、 巻 末 の 「 機 能 仕様 」 の 値 よ り も 小さ 
な 値 で 表示 され る 場合 が あり ます 。 の 
・ 領 域 を 2 つ に 分 割 し て いる 場合 、2 つ の 領域 は 、 そ れ ぞ れ 別 の ドラ イブ と し て 
扱わ れ ま す 。 
6 


・ ハー ド デ ィ スク の 領域 は 変更 する こと が で きま す 。 Windows 95 の 場合 
は 、『「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 MS-DOS の 場合 は 、 
FORMAT コ マン ド を 使用 し て くだ さい 。 


画 ハ ー ド ディ スク の 容量 
各 モ デル に 内 蔵 さ まれ て いる ハー ド デ ィ スク の 容量 は 次 の と お り で す 。 


還 iiii0s5 9821Nr15/S14F 約 1.4G バ 人 
PC- | PC-9821NrI57810 | 約 1G バ 人 
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ハバ ハー ド デ ィ スク の メン テ ナ ン ス Oooooeoeoeeees 
圏 ス キャ ン デ ィ ス ク 


スキ ャ ン デ ィ ス ク を 使う と 、 ハ ー ド ディ スク 自体 や ハー ド デ ィ スク に 保存 され て いる デー タ 
に 障害 が な いか どう か を 調べ る こと が で きま す 。 

スキ ャ ン デ ィ ス ク は [スタ ー ト ] 一 [プロ グラ ム ] 一 [アク セ サ リ ] 一 [シス テム ツー ル ] 一 [スキ 
ャ ン ディスク] を クリ ッ ク す る と 、 起 動 する こと が で きま す 。 

詳し く は 「Microsoft。 Windows。 95 フ ァ ー ス トス テッ プ ガ イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


田 不 良 セ クタ 、 ス キッ プ セ クタ に つい て 
ハー ド デ ィ スク は 、 き わ め て 精密 に 製造 され ます が 、 デ ー タ が 高密 度 で 記録 され る た め 、 
読み 出し エラ ー の 起こ りや すい 場所 が で きる こと が あり ます 。 これ を 「 不 良 セ クタ 」 ま た 
は 「 ス キッ プ セ クタ 」 と いい ます 。 パー ソナ ルコ ンピュータ は 、 こ の よう な 場所 に は デー 
タ を 記録 し な いよ うに し て いま す 。 
ハー ド デ ィ スク に 対し て 、Windows 95 の 「 ス キャ ン デ ィ ス ク 」 や MS-DOS の CHKDSK 
コマ ンド を 実行 する と 、|「 不良 セク タ 」 ま た は 「 スキップ セク タ 」 と 表示 され る こと が あり ます 
が 、 こ れ は 、 不 良 セ クタ 、 ス キッ プ セ クタ を 使わ な いよ うに 予防 され た こと を 表し て お り 、 異 
常 で は あり ませ ん 。 
な お 、| 不良 セク タ 」 ま た は 「 ス キッ プ セ クタ 」 が 表示 され た 場合 で も 、「 全 ディ スク 領域 」 ま 
た は 全 デ ィ ス ク 容 量 の バイ 介 数 が 、 次 の 表 の 値 以上 で あれ ば 不良 で は あり ませ ん の で 、 
正常 に お 使い いた だ け ま す 。 


PC-9821Nr15/S14F | 1.400.000.000 ソ \ 介 以上 


PC-9821Nr15/S10 | 1.000.000.000 バ 介 以 上 
* 内 蔵 ハ ー ド ディ スク は 、 あ ら か じ め 2 つ の 領域 に 分 けら れ て いま す 。 正 常 値 は 、2 つ の 領域 の バイ ト 数 を 合計 し た 値 
の 9 
ーー ーー 
較 デ フラ グ 


ハー ド デ ィ スク や フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど を 長い 間 使っ て いる と 、 デ ー タ が 空い て いる 場 
所 に 、 ば ら ば ら に 保存 され る よう に な り ま す 。 デー タ が 連続 し て いな いと 、 デ ー タ を 読み 
書き する 時 間 が 長く な り ま す 。 デフ ラグ を 使う と 、 こ の よう な ば ら ば ら に な っ た デー タ を 、 
最適 な 場所 に 整理 する こと が で きま す 。 


デフ ラグ は 、[ ス ター ト ] 一 [プロ グラ ム ] 一 [アク セ サ リ ] 一 [シス テム ツー ル ] を クリ ッ ク す る 


と 起動 で きま す 。 
詳し く は 「Microsoft。 Windows 。 95 フ ァ ー ス トス テッ プ ガ イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


本 つ デフ ラグ の 実行 中 は 、 絶 対 に 本 機 の 電源 を OFF に し た り サ スペ ンド 状態 に し 
た り し な いで くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク の バッ クア ッ プ 。。。。。。。。。 


保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を 、 保 管 の た め に 別 の 記憶 媒体 に コピ ー す る こと を 、 
バッ クア ッ プ と いい ます 。 

ハー ド デ ィ スク は 、 大 量 の デー タ や プロ グラ ム を 記憶 し て いま す 。 

それ だ け に 、 ハ ー ド ディ スク が 壊れ て し まっ た 場合 に は た い へ ん な 損害 に な り ま す 。 万 
一 に 備え て 、 必 ず 定 期 的 に ハー ド デ ィ スク の デー タ の バッ クア ッ プ を と る よう に し まし ょ う 。 


一 購入 時 の ハー ド デ ィ スク の 内 容 の バッ クア ッ プ 


本 機 を 使用 中 に ハー ド デ ィ スク を 購入 時 の 状態 に 戻し た い 場 合 は 、 添 付 の バッ クア ッ プ 
CD-ROM を 使用 し ます 。 


本 機 を ご 購入 時 の 状態 に 戻す 詳し い 方 法 に つい て は 、「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 』 を ご 覧 く 
だ さい 。 


と バッ クア ッ プ CD-ROM に よる 再 セ ッ ト ア ッ プ で は 、 お 客 様 が ご 自身 で イン スト 
に ー ル し た アプ リケーション ソフ ト 、 作 成 し た デー タ 、 各 種 設定 や ドラ イ バ は 元 の 
状態 に 戻す こと は で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 


了 本 機 に イン スト ー ル され て いる MS-DOS と Windows は 、 市 販 品 と 異な り 、 本 機 
固有 の 機能 に 対応 し て いま す 。 本 機 の ハー ド デ ィ スク を 初期 化し て 市 販 の 
Windows を イン スト ー ル し て も 本 機 固有 の 機能 は 使用 で きま せん 。 
な お 、 本 機 に イン スト ー ル され て いる OS か らし か 利用 で き な い 機能 に は 次 の よ 
うな も の が あり ます 。 
・ ハ イ バ ネ ーション 機能 
・Tranxit 3 


・ 密 度 変換 な ど 


画 大 切な デー タ を バッ クア ッ プ する 本 衣 
お 客 様 が イン スト ー ル され た ソフ トウ ェ ア や 作成 され た デー タ 、 各 種 設定 が 壊れ て し まっ 
た 場合 、 元 に 戻す こと は で きま せん 。 大 切な デー タ は 、 別 の 媒体 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ) 
に バッ クア ッ プ し て くだ さい 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ファ イル を コピ ー す る 方 法 は 、『 か ん た ん スタ ー ト ガイ ド 」 を ご 覧 くだ 


い 。 


区 W 過 バッ クア ッ プ を こま め に と り ま し ょ う ーー 


本 機 に 内 蔵 さ れ て いる ハー ド デ ィ スク は 、 非 常に 精密 に 作ら れ て いま す 。 毎 分 数 千 回 転 す る ディ スク 面 
と 情報 を 読み と る 磁気 ヘッ ド の 間 は 、 わ ず か が 数 ミク ロン (1000 分 の 数 ミリ ) し か 空い て いま せん 。 この た 
め 、 ハ ー ド ディ スク の デー タ の 読み 書き 中 (ステ ー タ スイ ンジ ケー タ の ハー ド デ ィ スク 表示 の 点 減 中 ) に 
は 、 少 し の 衝撃 を 与え て も 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 ハー ド デ ィ スク が 故障 する と 、 大 切な デー 
タ が 一 瞬 に し て 使え な く な っ て し まい ます 。 大 切な デー タ は 、 バ ッ ク ア ッ プ を こま め に と る こと を お すす 
めし ます 。 
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OM 


ドラ イプ ブ 


CD-ROM ド ライ ブ は 、CD-ROM を 読み 出す た め の 装 置 で す 。 
CD-ROM は 1 枚 で 大 き な 記 憶 容量 を 持ち 、 動 画 や 音声 、 電 子 辞典 な どの 大 量 の デー タ 
ここ で は 、CD-ROM を 取り 扱う と き の 注 意 や 、CD-ROM の 入れ 


を 扱う こと が で きま す 


Os ん 


方 、 出 し 方 に つい て 説明 し て いま す 。 


CD-ROM を 取り 扱う と き の 注 意 。.........・ 


CD-ROM を 壊さ な いよ う 、 次 の こと に 注意 し て 大 切 に 取り 扱っ て くだ さい 。 


信号 面 (文字 な ど が 印刷 され て いな い 
面 ) に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 


CD-ROM の 上 に も の を の せ た り 曲げ た 
り し な いで くだ さい 。 


落と し て 強い 衝撃 を 与え な いで くだ さ 


ケー ス の 中 央 を 押し な が ら 取 り 出 し て く 


文字 の 書か れ て いる 面 を 上 に し て 、CD 
トレ イ に て いね い に 置 いて くだ さい 。 


指紋 や ホコ リ が 付い た と き は 、 乾 いた 柔 
ら か い 布 で 、 内 側 か ら 外 側 に 向け て 拭い 


co) XX 


に 


清掃 の 際 は 、CD 専 用 の クリ ー ナ ー を お 
使い くだ さい 。 レ コー ド 用 の スプ レー、 ク 
リー ナー、 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な ど は 、 使 
わな いで くだ さい 。 


ゴミ や ホコ リ の 多い 場所 で の 使用 、 保 管 
は 避け て くだ さい 。 


直射 日 光 の 当たる 場所 や 暖房 器具 の 
近く な ど 温度 が 高く な る 場所 に 置か な い 


] 
使用 後 は 収納 ケー ス へ 入れ る よう に し 


て くだ さい 。 / 


CD-ROM ドライブ を 取り 扱う と き の 注 意 . . 。 。.。 


CD-ROM ド ライ ブ を 取り 扱う と き に は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


@ CD-ROM ド ライ ブ の レン ズ を 真 上 か ら 見 な いで くだ さい 。 
レー ザ 光 線 を 真 上 か ら 見 る と 、 視 覚 に 悪影響 を 及ぼ す 可 能 性 が あり ます 。 


・CD-ROM ドラ イブ の レン ズ に は 触れ な いで くだ さい 。 


・CD ト レイ に CD-ROM 以 外 の も の を 置い た り 、 無 理 な 力 を か けた り し な いで くだ さ 
い 。 


・CD ト レイ の 出し 入れ は 静か に ゆっ くり と 行っ て くだ さい 。 
・CD-ROM を 入れ た まま 本 機 を 持ち 運ば な いで くだ さい 。 


・ 本 機 底 面 の ツメ を 立て た 状態 で CD-ROM を 出し 入れ し な いで くだ さい 。 ツ メ を 
立て た まま CD トレ イ を イジ ェクト する と 、 ト レイ の 故障 や 破損 の 原因 と な る こと が 
あり ます 。 


・ ラ ベル を 貼っ て ある な どの 重心 バラ ンス の 悪い CD-ROM を 使用 する と 、 本 機 操 
作 中 手 に 振動 を 感じ る 場合 が あり ます 。 


CD-ROM を セッ ト す る / 取 り 出 す 。。。。。。、。。。.。。、 


グ | ここ で は PC-9821Nr15/S10 の A タ イプ の イラ スト を 使用 し て 説明 し て いま す 。 
場合 に よっ て イジ ェクト ボタ ン や LED、 穴 の 位置 が 多少 異な り ま す が 操 作 方 法 
は 同様 で す 。 


田 CD-ROM を セッ ト す る 


Er ) つ ・ 本 機 を バッ テリ パッ ク で 使用 中 に 動作 表示 用 LED が オレ ンジ 色 に 点灯 し 
| 夫 て いる と き に は 、CD-ROM を 入れ な いよ うに し て くだ さい 。 
・CD-ROM の 信号 面 (文字 な ど が 印刷 され て いな い 面 ) に 触れ な いよ うに し 
て くだ さい 。CD-ROM に 指紋 や 傷 が つき 、 デ ー タ が 読み 出せ な く な る こと 
が あり ます 。 


電源 が ON に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 電 源 が OFF に な っ て いる と き は 、 電 源 
スイ ッ チ で 電源 を ON に し ます 。 
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ボタ ン を 押し ます 。 


ら CD トレ イイ ジェ クト 


CD トレ イ が 少し 出 て きま す 。 


CD トレ イ の 前 面 の 部 分 を 持っ て 本 機 か ら 引き 出せ な く な る まで ゆっ くり と 引き 出し 


ます 。 


こ あ る 軸 に は め 
こ な っ て いる 


し て 、 CD-ROM を CD トレ イ の 中 心 
つい て いる 3 つの ボー ル が ディ スク より 上 側 ( 


ーー 


文字 の 書い て ある 面 を 上 ( 
込み ます 。 こ の と き 、 軸 1 


g 
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収 


ー 


し て 、CD ト レイ 前 面 を 押し 、 本 機 ( 


ー 


( 


う 


触れ な いよ 


CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン ( 


納 し ます 。 


山 て こ 


ミ 
* 


CD トレ イ か ら 手 を は な し て も CD トレ イカ 


れ で セッ トド は 完了 で す 。 
一 CD-ROM を 取り 出す 


ーー 
く ニ 


し ます 。 


が リ 
H 選 


有 CD-ROM ア クセ ス 表 示 用 LED が 点灯 し て いな いこ と を 確 


の CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン を 押し ます 。 


CD トレ イ が 少し 出 て きま す 。 


分 を 持っ て 本 機 か ら 引 き 出せ な く な る まで ゆっ くり 引き 出し ま 


3③ CD トレ イ の 前 面 の 部 


oO 
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2 CD-ROM を 取り 出し ます 。 


O コ ] CD-ROM の 回 転 が 完全 に 止ま っ て いる こと を 確認 し て か ら 取 り 出し て くだ さ 
っ MA 


に 1 CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン に 触れ な いよ うに し て 、 CD トレ イィ 前 面 を 押し 、 本 機 に 収 
納 し ます 。 


CD トレ イ か ら 手 を は な し て も 、 CD トレ イ が 出 て こない こと を 確認 し て くだ さい 。 


っ CD トレ イ を 出し た 状態 の まま で 本 機 を 放置 し た り 、 移 動 し た り し な いで くだ さ 


い 。CD-ROM ド ライ ブ の 故障 の 原因 と な り ま す 。 


一 非常 時 の CD-ROM の 取り 出し 方 


停電 や ソフ トウ ェ ア の 暴走 な ど に より 、 CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン を 押し て も CD トレ イ が 出 
て こ な く な っ た 場合 に は 次 の よう に し て CD-ROM を 取り 出し て くだ さい 。 


R 0O つ | 本 機 を 正常 に 操作 で きる と き に は 、 こ の 操作 は 行わ な いで くだ さい 。 
[ 了 ま 


太 さ が 1.0mm 程 度 、 ま っ すぐ な 部 分 の 長 さ が 20m 以 上 ( 指 で つま お 部 分 を 除く ) の 
針金 を 用 意 し て くだ さい 。 大 きめ の ペー パー クリ ッ プ を 伸ばし て 作る こと が で きま 
呈 


の CD トレ イ 前 面 の 下部 に 直径 2m 程 度 の 穴 (非常 時 ディ スク 取り 出し 穴 ) が あり ま 
す 。 そ の 穴 の 中 に 1 で 用 意 し た 針金 を 差し 込み 強く 押し ます 。 


CD トレ イ が 1cm ほ ど 飛 び 出 し ます 。 


3③ CD トレ イ を 手前 に 引き 出し CD-ROM を 取り 出し ます 。 
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4 CD トレ イイ ジェ クト ボタ ン に 触れ な いよ うに し て 、CD ト レイ の 前 面 を 押し 、 本 機 に 収 
納 し ます 。 


CD-ROM を 利用 する と き の 注 意 。。。。。。。。。。。。.。。 


CD-ROM か ら 起 動 し て いる プロ グラ ム を 実行 中 に 、CD-ROM を 取り 出す と 次 の よう 
な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ X : の CD-ROM 読 み 取 り エ ラー 


シリ アル 番号 XXXX-XXXX の CD-RHOM*** ネ ※※ を 、 
ドラ イブ X : に 入れ て くだ さい 。 


CD-ROM が ドラ イブ に 入っ て いる 場合 は 、 ク リー ニン グ が 必要 で す 。 


OK は Enter、 キ ャ ン セ ル は Esc キ ー を 押し て くだ さい 。 :OK 


この 場合 に は 、 取 り 出 し た CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に セッ ト し な お し て キー ボー ド 
の し 避 を 押し て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ に 表示 され て いる シリ アル 番号 は 無視 し て くだ さい 。 


こ で は 、 本 機 の 液晶 ディ スプ レイ や 別売 の CRT デ ィ ス プレ イ 、 テ レビ で の 解像度 と 表 
未 色 に っ いて 説明 し て いま す 。 


別売 の CRT デ ィ ス プレ イ や テレ ビ の 接続 に つい て は Part3 を ご 覧 くだ さい 。 


表示 で きる 解像度 と 表示 色 。。。。。。。。。。。。 


解像度 と は 、 デ ィ ス プレ イ の 画面 上 に 表示 で きる 文字 や 図形 な どの 情報 量 を 表す も の で 
す 。 こ の 数 字 が 大 きく な る ほど 、 画 面 上 に 一 度 に 多く の 情報 を 表示 する こと が で き 、 細 か 
な 表現 が で きま す 。 

本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ は 、 標 準 で 次 の 解像度 と 色 を 表示 で きま す 。 


640X400 ド ッ ト * | 4.096 色 中 16 色 


4,096 色 中 256 色 
640X480 ド ッ ト | 4,096 色 中 256 色 


・ 水平 走査 周波 数 を 31kHz に 設定 し て いる 場合 、CRT デ ィ ス プレ イ に の み 表 示 可 能 で す 。 
・ 画面 の まわ り が 黒く 表示 され ます 

・ フル スクリーン で 表示 可能 

: 表示 不可 


X 〇 倫 ※ 


表 の 解像度 を CRT デ ィ ス プレ イ で 表示 する に は 、CRT デ ィ ス プレ イ が その 解 
像 度 に 対応 し て いる こと が 必要 で す 。 ご 使用 に な る CRT デ ィ ス プレ イ が 表示 で 
きる 解像度 を 確認 し て くだ さい ( 室 P.146) 。 
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また 、 本 機 は 、 ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ 機 能 を 標準 で 搭載 し て いま す 。 


ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ 機 能 は 、Windows の 実行 スピ ー ド を 向上 させ 、Windows の 高 
解像度 ・ 多 色 表 示 を 行う 機能 で す 。 本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ で は 、 上 記 の 解 像 
度 と 表示 色 に 加え 、Windows 使 用 時 の み 次 の 解像度 と 表示 色 で 表示 で きま す 。 


640※X480 ド ッ ト 


26 万 色 中 256 色 


本 機 の 液晶 ディ スプ レイ と 
別売 の CRT デ ィ ス プレ イ 
の 同時 表示 *1 


別売 の CRT デ ィ ス プレ イ 
の み に 表 示 


TV の み に 表 示 


65,536 色 


1,677 万 色 


800X600 ド ッ ト 


26 万 色 中 256 色 


65,536 色 


1,677 万 色 


1.024X768 ド ッ ト 


26 万 色 中 256 色 


65,536 色 


1.280X1,024 ド ッ ト 


@ 画面 の まわ り が 黒く 表示 され ます 。(Windows 


能 ) 


26 万 色 中 256 色 


〇 : フ ルス クリ ー ン で 表示 可能 


X : 表 示 不 可 


95 使 用 時 に は 密度 変換 機能 で フル スク リー ン 表 示 可 


*1 : 本 機 に CRHT デ ィ ス プレ イ が 接続 され て な いと き に は 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ に の み 表 示 可 能 


別売 の CRT デ ィ ス プレ イ の 接続 方 法 は 、Part 3 の 「CRT デ ィ ス プレ イ を 使う | を ご 覧 くだ 


さい 。 


必 320X200 ド ッ ト お よび 320X240 ド ッ ト の GAME SDK 対 応 の アプ リケーション 


ソフ ト な ど は 、 本 機 で は 画面 の まわ り が 黒く 表示 され ます 。 


この よう な と き に は 、Windows 95 の 密度 変換 機能 で フル スク リー ン 表 示 が 可 
能 で す 。 また 、320X200 ド ッ ト お よび 320X240 ド ッ ト の 解像度 は テレ ビ の み 
に 表示 する こと も で きま す 。 


解像度 と 表示 色 を 変更 する 呈 EE 。、、。。。。。。。。。。。 


有 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て [設定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク 


し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


[画面 の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


[画面 ] ア イコ ン 馬 を ケ ナ ル クリ ッ ク し ます 。 


っ 


3③ [ディ スプ レイ の 詳細 ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 


g 解像度 また は 表示 色 を 変更 し ます 。 


・ 解 像 度 の 変更 
解像度 を 高 解像度 に 設定 する 場合 は 、[ デ スク トッ プ 領 域 ] の つま み を | 大 」 の 
方 向 へ ドラ ッ グ し て ずら し ます 。 低 解 像 度 に 設定 する 場合 は 、 つ まみ を 「 小 」 
の 方 向 へ ドラ ッ グ し て ずら し ます 。 

・ 表 示 色 の 変更 
表示 色 を 変更 する に は 、[ カ ラー パレ ッ ト ] の 欄 で 選択 し ます 。 カラ ー パ レッ ト 
の 選択 一 覧 に は 、 使 用 し て いる 液晶 ディ スプ レイ と ディ スプ レイ アダ プ タ が 対 
応 し て いる カラ ー パ レッ ト が 一 覧 表示 され て いま す 。 


。 Ru 3 65,536 色 の こと で す 。 
| |High Color (16 ヒッ ー 
He CE 62 2 も ーー ーー 同 _16 万 色 の こと で す 。 


に 設定 が 終了 し た ら 、[O 色 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[画面 の プロ パテ ィ ] ウィンド ウ が 閉じ ます 。 
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〆 グ 


640X480 ド ッ ト 表 示 固 定 の プロ ジェ クタ 等 と 本 機 の 液晶 ディ スプ レイ で 同時 
表示 を する 場合 、 以 下 の ひよ うに し て プロ ジェ クタ 等 の 表示 を フル スク リー ン に 
する こと が で きま す 。 


1 [スタ ー ト ] ボ タン の [設定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク し 
ます 。 


2 [画面 ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し 、[ デ ィ ス プレ イ の 詳細 ] タ ブ を クリ ッ ク し 
ます 。 


3 [詳細 プロ パテ ィ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
4 [アダ プ タ ] タブ を クリ ッ ク し 、 さ ら に [変更 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
5 [すべ て の ドラ イ バ を 表示 ] の ラジ オ ボ タ ン を クリ ッ ク し ます 。 


6 製造 元 か ら [NEC] を 選択 し 、 モ デル か ら [ ス タン ダー ド デ ィ スプ レイ アダ 
プ タ (9821 シ リー ズ )] を 選択 し ます 。 


7 [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

続け て [閉じ る ] を クリ ッ ク し ます 。 

さら に [閉じ る ] を クリ ッ ク し ます 。 
Windows を 再起 動 す る ダイ アロ グ ボ ックス が 表示 され る の で 、 他 の アプ リ ケ 
ーション が 終了 し て いる こと を 確認 し て か ら [ は い ] を クリ ッ ク す る と 、 プ ロジ ェ 


クタ 表示 を フル スク リー ン に する こと が で きま す 。 こ の と き 、 プ ロジ ェ ク タ の 最 
大 発色 数 は 256 色 に な り ま す 。 


また 、 こ の 方 法 で プロ ジェ クタ 等 と 本 機 の 液晶 ディ スプ レイ の 同時 表示 を 行っ 
て いる 場合 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ で は 画面 の まわ り が 黒く 表示 され ます 。 


密度 変換 ユー ティ リティ を 使用 する 中 表 .。 < 


本 機 で 画面 の 解像度 を 640X480 ド ッ ト の 通常 表示 モー ド で 使用 し て いる と 、 表 示 画 面 
は 、 本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ の 中 央 に 表示 され 、 画 面 の 上 下 左右 に 黒い 部 分 が で 
きま す 。 

Windows 95 の 密度 変換 ユー ティ リティ で 拡大 表示 モー ド に 設定 する と 、 画 面 い っ ぱ 
い に 拡 大 表示 され ます (た だ し 文字 や 野 線 の 太 さ は 不 均一 に な り ま す ) 。 


・ 密度 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ が 使用 で きる の は 、640X480 ド ッ ト の と きのみ で 
す 。 こ れ 以 外 の 解像度 と 色 数 を 使用 し て いる 場合 に 密度 変換 ユー ティ リ テ 
ィ を 起動 する と 、「 表 示 モ ー ド の 変更 は で きま せん 。」 と いう 内 容 の メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 この 場合 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


・ 本 機 で Windows 3.1 を 選択 し た 場合 は 、 密 度 変換 ユー ティ リティ は 使用 で 
きま せん 。 ま た 、Windows 3.1 を 選択 し 、Windows 95 に アッ プ グ レー ド し た 
場合 に も 使用 で きま せん 。 


区 0 補 度 変換 


本 機 の 液晶 ディ スプ レイ は 最大 で 横 800 ド ッ ト 、 縦 200 ド ッ ト が 表示 で きま す 。640X480 ド ッ ト の 解像度 を 
選択 し た と き に は 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ の ドッ ト 数 の うち 選択 し た ドッ ト 数 の み 使 っ て 画面 が 表示 され る た め 、 
800X600 ド ッ ト の 解像度 を 選択 し た こと き に くら べ 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ 上 に 表示 され る 画面 の 大 き さ が 小さ 
く な り ま す 。 640X480 ド ッ ト を 選ん だ と き の 画 面 表示 サイ ズ は 9.6 イ ンチ で す 。Windows 95 使 用 時 に 
密度 変換 機能 を 実行 し た 場合 は 画面 い っ ぱい に 拡大 表示 され ます 。 


640X480 ド ッ ト 


の 解像度 を 選択 
中 央 に 640X480 ド ッ ト 640x480 ド ッ ト の 解像度 
大 き さ で 小さ く 表示 され を 選択 し た と き に も 画面 
ます 。 いっ ぱい に 表示 され ます 。 
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表示 方 法 を 切り 替え る 。。。。 


本 機 に 別売 の ディ スプ レイ や テレ ビ を 接続 し た 場合 、 表 示す る 先 を 切り 替え た り 、 ま た 、 
表示 方 法 を 変え た た りす る こと が で きま す 。 
表示 方 法 を 切り 替え る に は 次 の よう に し ます 。 


4 
ら 


起動 し て いる すべ て の アプ リケーション ソフ ト を 終了 し ます 。 
タス ク バ ー の 記 アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 
メニ ュー が 表示 され ます の で 、 切 り 替 えた い 表 示方 法 を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


密度 変換 ユー ティ リティ が 起動 し ます 。 表 示方 法 を 選択 する こと が で きま す 。 
表示 モー ド は 、 次 の 中 か ら 選 択 で きま す 。 表 示 モ ー ド を 選択 し た ら [OK] ボ タン 
を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
・640X480 ド ッ ト 拡大 表示 (CRT デ ィ ス プレ イ 十 本 体液 晶 デ ィ ス プレ イ ) 
・640X480 ド ッ ト 通常 表示 (CRT デ ィ ス プレ イ 十 本 体液 晶 デ ィ ス プレ イ ) 


・ 本 体 表 示 


本 体液 量 デ ィ ス プレ イ に 表示 し ます 。CRT デ ィ ス プレ イ が 接続 され て いる 場合 
は CRT デ ィ ス プレ イ に も 同時 表示 し ます 。 


・ デ ィ ス プレ イ 出 力 


別売 の CRT デ ィ ス プレ イ に の み 表 示し ます 。 


・ テ レビ 出力 


別売 の テレ ビ に の み 表 示し ます 。 表 示方 法 は 次 の 2 つか ら 選 択 で きま す 。 
・ オ ー バ ー ス キャ ン … 画 面 全 体 を 見 る た め に 画像 を 縮小 し て 出力 
・ ア ンダ ー ス キャ ン … 画 像 を 縮小 せ ず に その まま 出力 


添付 の バッ テリ パッ ク を 取り 付け る と 、AC コ ン セ ント が な い 場 所 で 本 機 を 使用 する こと 
が で きま す 。 こ こ で は 、 バ ッ テ リ パッ ク の 取り 付け 方 や 充電 方 法 、 バ ッ テ リ の 交換 方 法 な 
ど に つい て 説明 し て いま す 。 


バッ テリ パッ ク を 取り 扱う と き の 注 意 。 。。 。。。。。。。 


@ バッ テリ パッ ク は 、 分 解 し な を いで くだ さい 。 
4 分 解す る と 、 破 裂 し た り 液 を れ し た りす る こと が あり ます 。 
発火 注意 破裂 注意 


信 バッ テリ パッ ク に は 強い 衝撃 を 加え な いで くだ さい 。 ま た 、 こ の マ 
ニュ アル の 指定 の 方 法 で 充電 し て くだ さい 。 


衝撃 を 加え た り 、 指 定 以外 の 方 法 で 充電 し た りす る と 、 発 熱 、 発 火 、 破 裂 、 液 も れ 
する こと が あり ます 。 


_ 供 バッ テリ パッ ク は 、 火 の 中 に 入れ な いで くだ さい 。 
火 の 中 に 入れ る と 、 爆 発し た り 、 破 裂 し た りす る こと が あり ます 。 
バッ テリ を 取り 扱う と き に は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 
・ 水 な どの 液体 が か が から な いよ うに し て くだ さい 。 


・ 金 属 端子 部 分 を 他 の 金属 類 に 触れ させ な いで くだ さい 。 ショ ー ト の 原因 と な り ま 
す 。 


バッ テリ パッ ク を 取り 付け て 充電 する .。。。..。... 


人 @ 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ます 。 


感電 注意 
@@ 雷 が 鳴り だ し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


バッ テリ パッ ク は 、 ご 購入 時 に は 充電 され て いま せん 。 バ ッ テ リ パッ ク を 使用 する 場合 は 
本 機 に 取り 付け て 充電 し て くだ さい 。 


弄 記 NSR に 5. 
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グ | 周囲 の 温度 に よっ て 、 充 電 に よる 電池 容量 は 変わ り ま す 。18*Cー28"C で の 充 
電 を お すす めし ます 。 


有 本 機 の 電源 が OFFR に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 


本 つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 電 源 ス イッ チ で 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 取 り 外 し ます 。 
本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 


本 機 の フタ (カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) を 閉じ て 、 本 機 を 裏返し ます 。 


ら 

3 

gg 本 機 に ケー ブル 類 が 接続 され て いる 場合 は 、 そ れ ら を すべ て 取り 外し ます 。 
計 バッ テリ スロ ッ ト の カバ ー を 矢印 の 方 向 に ずら し て 起こ し 、 取 り 外 し ます 。 


プ 浴 子 の 向き に 注意 し て 、 バ パッ テ リ パッ ク を バッ テリ スロ ッ ト に 取り 付け ます 。 
絹 パッ テリ スロ ッ ト に 、 手 順 6 で 取り 外し た カバ ー を 取り 付け ます 。 
回 本 機 に AC ア ダ プ タ を 接続 し ます 。 
上 電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント に 接続 し ます 。 
動作 表示 用 LED が 黄色 に 点灯 し 、 自 動 的 に バッ テリ の 充電 が 始ま り ま す 。 


本 つ 充電 中 は バッ テリ パッ ク を 外さ な いで くだ さい 。 ショート や 接触 不良 の 原因 に 
で な り ま す 。 


充電 が 完了 する と 、 動 作 表示 用 LED が 消灯 し ます 。 
これ で バッ テリ は フル 充電 され まし た 。 


バッ テリ パッ ク だ け で 本 機 を 使用 する 場合 に は 、 本 機 に AC ア ダ プ タ と 電源 コー ド 
を 接続 せ ず に 電源 を ON に し て くだ さい 。 


AC コ ン セ ント か ら 電 源 を 供給 し た いと き に 、 バ ッ テ リ パッ ク を 取り 外す 必要 は 
あり ませ ん 。 


本 つ バッ テリ が 十分 に 充電 され て いる と き は 、 バ ッ テ リ パッ ク の 不 必要 な 抜き 差し を 
し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


っ 


陶 ・ バッテリ の 過 充 電 や 劣化 を 防ぐ た め 、 バ ッ テ リ が フル 充電 に 近い 状態 で は 
充電 され ませ ん 。 こ の た め 充 電 し よう と し て も 動作 表示 用 LED が 点灯 し な 
いこ と が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 


・ バッテリ は 、 わ ず か ずつ 自然 放電 し て いま す 。 こ れ を 補充 する た め 、 フ ル 充 
電 か ら 一 定量 放電 され る と 、 自 動 的 に 充電 が 始ま り ま す 。 こ の た め 、AC ア ダ 
プ タ が 接続 され て いる と き に は 動作 表示 用 LED が まれ に 点灯 する こと が あ 
り ま す が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 


・ バ ッ テ リ 充電 中 や バッ テリ パッ ク だ け で 本 機 を 使用 し て いる と き は 、 バ ッ テ 
リ パ ッ ク が 熱く な る こと が あり ます 。 こ れ は 、 バ ッ テ リ パッ ク 内 部 で 電気 エネ 
ルギー を 発生 させ る 化学 反応 が 起き て いる た めで あり 、 故 障 で は あり ませ 
ん 。 


・ バ ッ テ リ パッ ク だ け で 本 機 を 使用 し て いる 場合 に は 、AC ア ダ プ タ で の 使用 
時 に くら べ 液 晶 デ ィ ス プレ イ の 明る さ が 自 動 的 に 抑え られ ます 。 


・ 添 付 の バッ テリ パッ ク と 別売 の バッ テリ パッ ク を 両方 と も 取り 付け れ ば 、 本 
機 を より 長 時 間 バ ッ テ リ 駆動 で 使用 する こと が で きま す ( テ P. 62) 。 


riNSRp 
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画 バ ッ テ リ パッ ク の 充電 時 間 
充電 に 必要 な 時 間 は 次 の と お り で す 。 


電源 の 状態 充電 時 間 


ON 約 4.0 時 間 
OFF 約 2.5 時 間 


テリ を 充電 する こと は で きま せん 。 


『 0 リコ 本 機 に CD-ROM ド ライ ブ を 取り 付け て いる と き に は 、 電 源 ON の 状態 で バッ 
っ 


・ 本 機 の 電源 が ON の 状態 で の 充電 時 間 は 、 本 機 の 使用 状況 に よっ て 変わ り 


ます 。 


・ ド ライ ブ ベ イ に バッ テリ パッ ク を 取り 付け た 場合 ドラ イブ ベイ の バッ テリ パ 


ッ ク の 充電 時 間 も バ ッ テ リ スロ ッ ト の 場合 と 同じ で す 。 


・ バ パッ テリ スロ ッ ト と ドラ イブ ベイ の 両方 に バッ テリ パッ ク が 取り 付け られ て い 


る と き に は 、 先 に バッ テリ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク が 充電 され ます 。 


・ バ ッ テ リ パッ ク だ け で 本 機 を 使用 し て いる と き は 、 バ ッ テ リ パッ ク が 熱く な る 


こと が あり ます 。 熱 く な っ た 状態 で 充電 を 行う と バッ テリ パッ ク の 性 能 が 低下 
する た め 、 本 機 は バッ テリ パッ ク の 温度 が 下がる まで 充電 待ち を し ます 。 こ の 
た め 、 バ ッ テ リ 充電 時 間 が 長く な る こと が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 


ん \ ッ テリ パッ ク で 本 機 を 使用 する 。。。。。。。。。。。。。。。 
バッ テリ パッ ク で の 使用 時 間 


本 機 を バッ テリ パッ ク だ け で 使用 で きる 時 間 は 、 次 の と お り で す 。 


パッ テリ の 状態 ーー 


使用 時 間 


バッ テリ スロ ッ ト の み 約 ※* 時 間 一 * ネ * 時 間 


ドラ イプ ベイ に バッ テリ 増設 時 | 約 ** 時 間 一 ** 時 間 


・ バ ッ テ リ パッ ク で の 使用 時 間 は 、 本 機 の 使用 状況 や 、 周 辺 機器 の 接続 状況 


に より 変わ る 場合 が あり ます 。 


・ ド ライ ブ ベ イ と バッ テリ スロ ッ ト の 両方 に バッ テリ パッ ク を 取り 付け た 場合 に 


は 、 先 に ドラ イブ ベイ の バッ テリ パッ ク が 消耗 し ます 。 


・ 周 囲 の 温度 が 低く な る と 、 化 学 反 応 が 緩慢 に な り 、 バ ッ テ リ パッ ク で の 使用 


時 間 が 短く な り ま す 。 バッ テリ パッ ク で 本 機 を 使用 する 場合 は 、 本 機 を 使 
用 する と き の 温 度 条 件 に 従っ て 使用 し て くだ さい (( 字 P.236) 。 


画 バ ッ テ リ 残 量 を 確認 する YE 


バッ テリ の 残 量 は 、 ス テー タス イン ジ ケ ー タ の 表示 で 確認 で きま す 。 また 、Windows 95 
で は 、 タ スク バー の [パパ ワー マネ ジメント ] ア イコ ン で 確認 で きま す 。 


館 ス テー タス イン ジ ケ ー タ で 確認 する 
左側 は バッ テリ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク 、 右 側 は ば ドラ イブ ベイ に 追加 し た バッ テリ パッ ク の 
バッ テリ の 残 量 を 表し て いま す 。 バッ テリ の 残 量 は 電源 を OFT に し て いる と き で も を 表 
示さ れ ま す 。 詳 し い 表示 内 容 に つい て は 、「 ス テー タス イン ジ ケ ー タ | ( 訪 P.8) を ご 覧 くだ 
きい 。 

バッ テリ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク 


ドラ イブ ベイ の バッ テリ パッ ク 


mmmm の 円 日 困 岡 句 


@Windows 95 で 確認 する 
Windows 95 を 利用 し て いる 場合 は 次 の 方 法 で バッ テリ 残 量 を 確認 する こと が で きま 
す 。 
・ タ スク バー の 電源 アイ コン を ポイ ント する 


ここ に バッ テリ の 状態 
が 表示 され る 


グ | 電源 を AC ア ダ プ タ か ら で は な く バ ッ テ リ か ら と っ て いる 場合 は 、[ 電 源 ] ア イコ ン 
は 次 の よう に 変わ っ て いま す 。 
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・ タ スク バー の 電源 アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る 


この アイ コン を ダブ ル 
クリ ッ ク す る 


・[ ス ター ト ]-[ 説 明 ]-[ コ ント ロー ル パ ネ ル ]-[ パ ワー マネ ジメント ] で 表示 され る [電源 の プ 
ロ パ ティ ] ウ ィ ン ド ウ で 確認 する 。 


画 動作 表示 用 LED が オレ ンジ 色 に 点灯 し た と き は 


バッ テリ で の 使用 中 に バッ テリ 残 量 が 少な く な る と 、 動 作 表示 用 LED が オレ ンジ 色 に 点 
灯 し 、 同 時 に 内 蔵 プ ブザー が 「 ピ ッ ピ ッ 」 と いう 警告 音 を 鳴ら し ます 。 
この よう な 状態 に な っ た ら 、 次 の いずれ か の 操作 を し て くだ さい 。 


・AC ア ダ プ タ を 接続 し 、AC コ ン セ ント か ら 電 源 を 供給 し ます 。 


電源 を 供給 する と 、 バ ッ テ リ の 充電 が 始ま り 、 動 作 表示 用 LED が 黄色 に 点灯 し ます 。 


グ AC ア ダ プ タ を 接続 する と 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 が 少し 明る く な り 、 タ スク バー 
グ の 電源 アイ コン が . 例 に 変わ り ます 。 


・ お 使い に な っ て いた ソフ トウ ェ ア を 終了 し て 、 電 源 を OFRFR に し ます 。 


上 記 の いずれ か の 操作 を 行わ な いで し ば らく た つと 、 次 の よう に な り ま す 。 

・ ハ イ バ ネ ーション 機能 が 設定 され て いる 場合 … ハ イ バ ネ ーション 状態 に な り ま す 。 

・ ハ イ バ ネ ーション 機能 が 設定 され て いな い 場 合 … サ スペ ンド 状態 に な り ま す 。 
動作 表示 用 LED が オレ ンジ に 点灯 し て いる 状態 で 本 機 の 電源 を OFF に し た り 、 本 機 
が サス ペン ド 状 態 や ハイ バネ ーション 状態 に な っ た 場合 、 次 に 電源 を ON に する と き は 
AC ア ダ プ タ を 接続 する か 、 充 電 さ れ た バッ テリ パッ ク に 交換 し て くだ さい 。 その まま の 
状態 で は 電源 を ON に し た り レ ジュ ー ム し た りす る こと は で きま せん 。 

3 
と 
役 
割 


3 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク の 読み 書き 中 に バッ テリ の 残 量 が な く な 

り 、 電 源 が OFF に な っ て し まう と 、 作 成 中 の デー タ が 失わ れる だ け で な く 、 フ ロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク や ハー ド デ ィ スク の デー タ が 壊れ て し まう こと が あり ます の で ご 
注意 くだ さい 。 


スピ ー カ の ボリ ュー ム を 最小 に し て いる と 、 バ ッ テ リ の 消耗 を 知ら せる 警告 音 
が 鳴り ませ ん 。 バ ッ テ リ パッ ク で 本 機 を 使用 する 場合 は 、 な る べく スピ ー カ の ボ 
リュ ー ム を 最小 に し な いで くだ さい 。 


画 バ ッ テ リ の 上 手 な 使い 方 


人 @ 省 電力 の 設定 を する 
パッ テリ パッ ク だ け で 長 時 間 本 機 を 使用 し た い 場 合 は 、 省 電力 機能 を 設定 し て くだ さ 


い 。 


省 電 力 機 能 に つい て は P.72 を ご 覧 くだ さい 。 


@ バ パ バッテリ パッ ク は 取り 付け た まま で 使う 


バッ テリ パッ ク は 、 不 意 の 停電 や 電圧 変動 に 対し て 、 本 機 の 動作 を 安定 させ る 働き が あ 
り ま す 。 ハ ー ド ディ スク や PO カー ド を 使う と き な ど は 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て いて も 、 な る 
べく バッ テリ パッ ク を 取り 付け た 状態 で 本 機 を 使用 し て くだ さい 。 


WAC アダ プ タ は な る べく 接続 し た まま で 使う 
AC ア ダ プ タ は 、 バ ッ テ リ の 充電 状態 を 最適 に 保持 する 働き が あり ます 。 
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の バッ テリ パッ ク は 十分 使い 切っ て か ら 充 電 す る 
バッ テリ パッ ク は 、 動 作 表示 用 LED が オレ ンジ 色 に 点灯 し て か ら 、 充 電 す る よう に し て く 
だ さい 。 バッ テリ の 残 量 が な く な りき ら な いう ち に 充電 を 始め た り 、 逆 に 完全 に 充電 し な 
いう ち に 充電 を や め た りす る こと を 繰り 返す と 、 バ ッ テ リ が フル 充電 され な く な っ た り 、 バ 
ッ テ リ で の 使用 時 間 が 短く な る こと が あり ます 。 


〇 バッ テリ が 
ピコ っ EV1 の 0 長く 使え る 


フル 充電 の 状態 動作 表示 用 LED フル 充電 動作 表示 用 LED フル 充電 


が オレ ンジ 色 に が オレ ンジ 色 に 
点灯 する まで バッ 点灯 する まで バッ 
テリ 駆動 テリ 駆動 


@2 て 3 ヵ月 に 一 度 は バッ テリ を 充電 する 
バッ テリ は 、 フ ル 充 電 さ れ て いて も 、 長 時 間 放置 する と 、 自 然 放電 し て し まい ます 。 本 機 を 
ご 使用 に な ら な い 場 合 で も 、2 一 3 ヵ月 に 一 度 は バッ テリ を 充電 する こと を お すす めし ま 
Rd 


@ バ パ バッテリ リフ レッ シュ を 行う 
本 機 の バッ テリ リフ レッ シュ 機能 は 、 バ ッ テ リ を 完全 に 放電 させ る 機能 で す 。 バ ッ テ リ を 十 
分 に 充電 し て も 、 バ ッ テ リ パッ ク で の 使用 時 間 が 極端 に 短く な っ て し まっ た 場合 に 、 こ の 
機能 を 使用 し ます 。 
バッ テリ リフ レッ シュ が 必要 な 場合 に は 、 次 の よう な 状態 に な り ま す 。 


・ 動 作 表示 用 LED が 次 の よう に 点灯 する 
電源 ON 時 : 緑 と 黄色 の 交互 点灯 
電源 OFF 時 : 黄色 の 点滅 
バッ テリ リフ レッ シュ は 、98NOTE メ ニュ ー の 「 動 作 環 境 の 設定 ] の 「 バッ テリ リフ レッ シュ 
モー ド 」 で 行い ます 。 詳 し い 操作 方 法 に つい て は P.164 を ご 覧 くだ さい 。 
バッ テリ リフ レッ シュ を 行っ て も 、 す ぐに ステ ー タ スイ ンジ ケー タ の 残 量 表示 枠 
が 点 減 す る 場合 は 、 バ ッ テ リ パッ ク の 寿命 が 尽き た も の と 判断 し て くだ さい 。 


@1 ヶ月 以上 使わ な いと き は 本 機 か ら 取 り 外 す 
バッ テリ パッ ク を 1 ヶ月 以上 使用 し な い 場合 は 、 バ ッ テ リ パッ ク の 性 能 を 維持 する た め に 
本 機 か ら 取 り 外 し 、 涼 し い 場 所 に 保管 し て くだ さい 。 


バッ テリ パッ ク を 交換 する 。。。。。。。。。。。。。。・・・・・・・ 


バッ テリ パッ ク は 消耗 品 で す 。 

長期 間 使用 する と 、 自 然 に 充電 能力 が 低下 し ます 。 

バッ テリ を 充電 し て も バッ テリ パッ ク だ け で の 本 機 の 使用 時 間 が 極端 に 短く な っ た 場合 
は 、 バ ッ テ リ パッ ク の 寿命 で す 。 バ ッ テ リ パッ ク の 寿命 が きた ら 、 別 売 の バッ テリ パッ ク 
(PC-9821NR-U02) を ご 購入 の うえ 、 新 し い バ ッ テ リ パッ ク と 交換 し て くだ さい 。 


人 @ 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 


、 感電 の 原因 と な り ます 。 
感電 注意 代 雷 が 鳴り だ し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な を いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


ここ で は 、 バ ッ テ リ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク を 交換 する 手順 を 説明 し て いま す 。 ド ライ ブ ベ 
イ に バッ テリ パッ ク を 取り 付け / 取 り 外 し する 手順 に つい て は Part3 の 「 ド ライ ブ ベ イ を 活 
用 する 」 を ご 覧 くだ さい 。 


EEE 革 。Q-co 


用 本 機 の 電源 が OFF に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 


本 0) つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 電 源 ス イッ チ で 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


の 電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 取 り 外 し ます 。 

3 本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 

4 1 本 機 に ケー ブル 類 が 接続 され て いる 場合 は 、 そ れ ら を すべ て 取り 外し ます 。 
国 本 機 の フタ (カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) を 閉じ て 、 本 機 を 裏返し ます 。 

芋 バッ テリ スロ ッ ト の カバ ー を 図 の 矢印 の 方 向 に ずら し て 取り 外し ます 。 
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プ 図 の 矢印 の 部 分 に 指 を か け て バッ テリ パッ ク を 取り 出し ます 。 


に 1 新しい バッ テリ パッ ク の 端子 部 分 を 、 柔 ら か い 布 な ど で よ く 拭き ます 。 


[と バッ テリ パッ ク の 端子 部 分 は 、 絶 対 に 手 で 触れ な いで くだ さい 。 接 触 不 良 の 原 
札 因 に な り ま す 。 


四 新しい バッ テリ パッ ク を 本 機 に 取り 付け ます 。 


4 手順 6 で 取り 外し た カバ ー を 本 機 に 取り 付け ます 。 


これ で バッ テリ パッ ク の 交換 が で きま し た 。 
不要 に な っ た バッ テリ パッ ク の 廃棄 方 法 に つい て は P.208 を ご 覧 くだ さい 。 


_ 本 機 の 機能 を 知る 


本 機 に 用 意 さ れ て いる 各種 機能 に つい て 説明 し て いま す 。 


@ サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 
@ ハ イ バ ネ ーション 機能 

@ 省 電力 機能 

代 セ キュ リティ 機能 

信人 通信 機能 

@ ホ 赤外線 通信 機能 


ド / レ ジュ ー ム 機能 


本 機 で は サス ペン ド / レ ジュ ー ム 機能 を 使う こと が で きま す 。 ここ で は 、 サ スペ ンド / レ ジ 
ュー ム 機 能 の 設定 の し か た や 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 を 利用 する 際 の 注意 事項 な 
ど に つい て 説明 し て いま す 。 


サス ペン ド / レ ジュ ー ム 機能 と は 。。。。。。。。。。。。。< 


本 機 で は 、 作 業 を 一 時 中 断 し た いと き な ど の た め に 便利 な サス ペン ド / レ ジュ ー ム 機能 
が あり ます 。 作 業 を 一 時 中 断 し た いと き に 作業 中 の 内 容 を メモ リ に 保存 する こと を サス 
ペン ド と いい ます 。 

サス ペン ド 状 態 に する と 、 本 機 の 動作 が 一 時 停止 状態 に な り ま す 。 サ スペ ンド され て いる 
内 容 は 作業 再開 時 に 自動 的 に 復元 され ます 。 こ の こと を レジ ュー ム と いい ます 。 


| 野球 部 員 募 人 | 野球 部 貞 募 集 | 
ノ 箇 9 | ノ 和 @? 


作業 の 内 容 が メモ リ 
に 記憶 され る 


メモ リ か ら 前 回 の 作 
業 内 容 が 呼び 出さ れる 
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サス ペン ド / ピ 


っ ・ サ スペ ンド 状態 の と き ( ス テー タス イン ジ ケ ー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 さ 

し れ て いる と き ) に は 、 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ て も 本 機 の 状態 は 変わ り ま 
せん 。 も と の 作業 状態 に 戻し たい ときには サス ペン ドス イッ チ を 押し て くだ さ 
も %。 


・ サ スペ ンド 状態 の と き ( ス テー タス イン ジ ケ ー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 さ 
れ て いる と き ) に は 、 機 器 の 取り 付け / 取 り 外 し を し な いで くだ さい 機器 の 取 
り 付け / 取 り 外 し を する と 、 本 機 が 正常 に 動作 し な く な る こと が あり ます 。 


・ 使 用 する PC カー ド に よっ て は レジ ュー ム で き な い こと が あり ます 。 詳 し く は 
PC カー ド の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


・ 使 用 する アプ リケーション ソフ ト に よっ て は レジ ュー ム で き な か っ た り 、 ア プ 
リケーション ソフ ト が 正常 に 動作 し な いこ と が あり ます 。 こ の よう な アプ リ ケ 
ーション ソフ ト の 使用 時 に は サス ペン ド / レ ジュ ー ム 機能 を 使用 し な いで く 
だ さい 。 


・ 通信 ソフ ト 使用 中 に は 、 通 信 ソ フト を 終了 させ て か ら サ スペ ンド 状態 に し て 
くだ さい 。 


・CD-ROM ド ライ ブ に フォ ト CD が 入っ て いる と き に サス ペン ド 状態 に し た 場 
合 は 、 レ ジュ ー ム に 若干 時 間 が か か る こと が あり ます 。 


サス ペン ド / レ ジュ ー ム する 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


本 機 で す ス ペン ド / レ ジュ ー ム する に は 、 つ ぎの よう な 方 法 が あり ます 。 


田 サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し て サス ペン ド / レ ジュ ー ム する 


作業 を 中 断 し た いと き に サス ペン ドス イッ チ を 押す と 、 サ スペ ンド 状態 に な り ま す 。 作 業 を 
再開 し た いと き に は サス ペン ドス イッ チ を 押す と 自動 的 に レジ ュー ム さ れ ま す 。 


に ) サス ペン ドス イッ チ を 連続 し て 押す と き に は 、 本 機 の 負担 に な り ま す の で 少な 
( 和 く と も 5 秒 以上 の 間隔 を あけ て くだ さい 。 


の 泊 嘆 菩 S 落 人 還 い UESS 
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圏 VWWindows 95 で サス ペン ド す る 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ サ スペ ンド ] を クリ ッ ク す る と サス ペン ド 状 態 に な り ま す 。 作 
業 を 再開 し た いと き に は 、 サ スペ ンド スイ ッ チ を 押す と 自動 的 に レジ ュー ム さ れ ま す 。 


紀 ) っ [コン トロ ー ル パネ ル ] の [パワ ー マ ネ ー ジ メン ト ] を 起動 し て 表示 され た 画面 
e で 、[ パ ワー マネ ー ジ メン ト ] を [オフ ] に 設定 し て いる と き に は 、 こ の 機能 は 使 
用 で きま せん 。 


スプ レイ の 開閉 に 連動 させ て サス ペン ド / レ ジュ ー ム 


液晶 ディ スプ レイ を 閉じ る と 自動 的 に サス ペン ド 状 態 に する こと が で きま す 。 ま た 、 液 晶 デ 
ィ ス プレ イ を 開け る と 自動 的 に レジ ュー ム さ せる こと が で きま す 。 こ の 機能 を 使う に は 、 
98NOTE メ ニュ ー ま た は 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ で の 設定 が 必要 で す 
( き P.169)。 


本 液晶 ディ スプ レイ の 開け 閉め は 、 少 な く と も 5 秒 以 上 の 間隔 を あけ て 行っ て く 
に だ さい 。 


サス ペン ド / ピ 


回 オー ト サ ス ペン ド 機 能 で サス ペン ド / レ ジュ ー ム する 


設定 時 間 が 経過 する まで 作業 を し な いで いる と 、 自 動 的 に 本 機 を サス ペン ド 状 態 に す 
る こと が で きま す 。 作 業 を 再開 し た いと き に は サス ペン ドス イッ チ を 押す と 自動 的 に レジ 
ュー ム さ れ ま す 。 こ の 機能 を 使う に は 、98NOTE メ ニュ ー ま た は 98NOTE メ ニュ ー ユ 
ー テ ィ リ ティ で の 設定 が 必要 で す (P.169)。Windows 95 で は [パワ ー マ ネ ジメント ] 
の [SL エン ハン ス オ プ ショ ン ] で 設定 し ます 。 


田 モ デム に より レジ ュー ム す る (FAX モデ ム ボ ー ド 内 蔵 時 の み ) 


サス ペン ド 中 に 電話 が か か っ て くる と 自動 的 に レジ ュー ム す る よう に 設定 で きま す 。 
この 機能 は 、 コ ミュ ニケ ーション スロ ッ ト に FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) を 取 
り 付 け て 電話 回 線 を 接続 し て いる 場合 の み 使 用 で きま す 。 

また 、 こ の 機能 を 使う に は 、Windows 95 で の 設定 が 必要 で す 。(P.75) 


グ | 本 機 を バッ テリ パッ ク で 使用 し て いる 場合 で ハイ バネ ーション 機能 を 設定 し て 
いな いと き に は 、 バ ッ テ リ の 残 量 が 少な く な る と 、 上 記 の 操作 を 行わ な く て も 自 
動 的 に サス ペン ド 状 態 に な り ま す 。 作 業 を 再開 し た いと き に は 、AC ア ダ プ タ を 
接続 する か 、 充 電 さ れ た バッ テリ パッ ク を 取り 付け て か ら サ スペ ンド スイ ッ チ を 

押し ます 。 


サス ペン ド / レ ジュ ー ム する と き の 注 意 。。。。。.... 
サ スペ ンド の 内 容 が 失わ れる 場合 


次 の 場合 は 、 サ スペ ンド の 内 容 が 失わ れ ま す 。 
・AC ア ダ プ タ を 未 接続 で 、 バ ッ テ リ が 消耗 し た と き 


・ キ ー ボ ー ド の [HELP] を 押し な が ら サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し て 98NOTE メ ニュ ー を 
起動 し た と き 


・ 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ な が ら サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し た と き 


・AC ア ダ プ タ を 未 接続 で 、 バ ッ テ リ パッ ク を 本 機 か ら 取 り 外 し て 一 定時 間 が 経過 し 
た と き 
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バッ テリ に よる サス ペン ド 内 容 の 保持 時 間 
人 
バッ テリ フル 充電 時 約 5 日 


バッ テリ パッ ク を 本 機 か ら 
取り 外し て か ら 絞 


約 1 時 間 


※1: ドラ イブ ベイ に 別売 の バッ テリ パッ ク を 追加 し た 場合 、 保 持 時 間 は 約 2 倍 に な り ま す 。 
※2: サブ バッ テリ の み の 保 持 時 間 で す 。 


| バッ テリ スロ ッ ト と ドラ イブ ベイ の 両方 に バッ テリ パッ ク を 取り 付け て 使用 し て 

環 いる 場合 で 、 ど ちら か 一 方 の バッ テリ パッ ク の 残 量 が な く な っ た と き ( ス テー タ 
スイ ンジ ケー タ の バッ テリ 残 量 表示 の 枠 の み 点灯 ) に バッ テリ パッ ク を 交換 す 
る と き は 、 必 ず ド ライ ブ ベ イ の バッ テリ パッ ク を 交換 し て くだ さい 。 誤 っ て バッ テ 
リス ロッ ト の バッ テリ パッ ク を 取り 外す と 、 サ スペ ンド 内 容 が 失わ れ て し まい ます 
の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


還 サ スペ ンド 内 容 の 復元 が 保証 され な い 場 合 


次 の よう な 作業 を し て いる と き に 、 サ スペ ンド を 実行 し た 場合 に は 、 レ ジュ ー ム 内 容 は 保 
証 さ れ ま せん 。 
次 の よう な 場合 に は 、 サ スペ ンド は 実行 し た いで くだ さい 。 


・ サ スペ ンド 内 容 の 記憶 中 、 ま た は 復元 中 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ 替え た と き 
・ サ スペ ンド 内 容 の 記憶 中 、 ま た は 復元 中 に CD-ROM を 入れ 替え た と き 


・ サ スペ ンド 内 容 の 記憶 中 、 ま た は 復元 中 に PC カー ド な どの 抜き 差し を する な ど 、 
本 機 の 環境 を 変更 し た と き 


・ サ スペ ンド 状態 の と き に 本 機 の 機器 構成 を 変更 し た と き 


・98 標 準 キー ボー ド (PC-9801-106) ま た は 98 標 準 キ ー ボ ー ド 95(PC-9801- 
119) 以外 の 外 付 け キ ー ボ ー ド を 接続 し て いる と き 


また 、 次 の よう な 状態 で サス ペン ド 状 態 に し た と き に は 、 レ ジュ ー ム の 内 容 は 保証 され ま 
せん 。 


・ プ リン タ へ 出力 中 の と き 


・ 赤 外線 通信 を 使用 し て いる と き ( 赤 外線 通信 用 の アプ リケーション ソフ ト を 実行 中 
の と き ) 


・ モ デム な ど を 使っ て 通信 中 の と き 

・ サ ウン ド 機 能 に より 音声 を 再生 し て いる と き 

・ 動 画 を 再生 中 の と き 

・ フ ロッ ピー ディ スク 、 ハ ー ド ディ スク を 読み 書き 中 の と き 
・CD-ROM を 読み 取り 中 の と き 

・16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト を 使用 し て いる と き 


サス ペン ド / 


サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 が 正しく 実行 され な い 場 合 


カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ に 「RESUME FAILURE 」 と 表示 され た と き は 、 サ スペ ンド / 
レジ ュー ム 機 能 に よる 作業 内 容 の 復元 に 失敗 し た こと を 表し て いま す 。 
また 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム を 行っ た 場合 に 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト に よっ て は 次 の 症状 
が で る こと が あり ます 。 

・ アプ リケーション ソフ ト が 動作 し な い 

・ サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 が 正しく 動作 し な い 

(内 容 を 復元 で き な い ) 
・ 電 源 ス イッ チ で 、 電 源 を OFF に で き な い 


これ ら の 場合 に は 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 は 使わ な いで くだ さい 。 

サス ペン ド / レ ジュ ー ム を 正常 に 行う こと の で き な い アプ リケーション ソフ ト を 使用 し て い 
て 、 万 一 本 機 の 電源 を OFR に で き な く な っ た と き に は 、 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ な が 
ら サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 強 制 的 に 電源 が OFF に な り ま す 。 ま た 、 こ の 場合 
ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 が ご 購入 時 の 設定 に 戻っ て いる こと が あり ます 。 必 要 な 場合 は 設 
定 し 直し て くだ さい 。 
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さ ネ ーション 機能 


本 機 で は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 利用 で きま す 。 こ こ で は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 の 設 
定 の し か た や 、 使 用 する 際 の 注意 事項 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 


ハイ バネ ーション 機能 と は 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


ハイ バネ ーション 機能 は 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 と 同様 に 、 作 業 を 一 時 中 断 す る と き 
に 便利 な 機能 で す 。 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 で は メモ リ に 作業 内 容 を 保存 する の に 対 
し 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 で は 作業 内 容 が ハー ド デ ィ スク に 保存 され ます 。 こ の た め 、 バ ッ 
テリ 残 量 が な く な っ て も 保持 され て いる 内 容 は 失わ れ ま せん 。 


作業 の 内 容 が ハー ドア ディス 
ク に 記憶 され る 


本 ・ ハ イ バ ネ ーション 状態 の と き は 、 機 器 の 取り 付け / 取 り 外 し を し な いで くだ さ 
い 。 機 器 の 取り 付け / 取 り 外し を する と 、 本 機 が 正常 に 動か な く な る こと が あ 
り ま す 。 


・ 使 用 する PC カー ド に よっ て は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 使用 で き な い こと が 
あり ます 。 詳 し く は PC カー ド の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


・ 使 用 する アプ リケーション ソフ ト に よっ て は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 使用 で 
き な い こと が あり ます 。 こ の よう な アプ リケーション ソフ ト の 使用 時 に は 、 ハ 
イ バ ネ ーション 機能 を 使用 し な いで くだ さい 。 


了 ハイ バネ ーション 機能 は 、 本 機 固有 の 機能 で す の で 、 市 販 の Windows 95 や 
Windows 3.1、MS-DOS で は 使用 で きま せん 。 本 機 で MS-DOS 6.2 と 
Windows 3.1 を 選択 し 、Windows 95 に アッ プ グ レー ド し て も 使用 で きま せん 。 
た だ し 、Windows 95 を 選択 し 別 の ドラ イブ に 市 販 の MS-DOS 6.2 と Windows 
3.1 を イン スト ー ル し て 、「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 の 「MS-DOS を 利用 する 」 と 
「Windows 3.1 を 利用 する 」 に 記載 され て いる 作業 を 実行 し た 場合 は 使用 で き 


64 ます 。 


ハイ バ パネ ーション 機能 を 設定 する 。。。。。。。。。.。。。.. 


本 機 で は 、 本 機 に イン スト ー ル され て いる Windows 95 ま た は 、Windows 3.1、MS- 
DOS 6.2 で ハイ バネ ーション 機能 を 利用 で きま す 。 な お 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 は 、 作 業 
内 容 を ハー ド デ ィ スク の 一 部 に 保存 する よう に な っ て いる た め 、 ハ ー ド ディ スク に ある 程 
度 の 空き 容量 を 必要 と し ます 。Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ で ハイ バネ ーション を 
実行 する よう に 設定 する と 、 作 業 内 容 を 記憶 する た め の フ ァイル が ハー ド デ ィ スク に 自動 
的 に 作成 され ます 。 次 の 手順 で 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 設定 し ます 。 


用 Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し ます 。 


・Windows 95 の 場合 
①Windows 95 の [スタ ー ト ] 一 [Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し ます 。 


②[ コ ンピュータ を MS-DOS モ ー ド で 再起 動 す る ] を クリ ッ ク し て [はい] ボタ 
ン を クリ ッ ク し ます 。 
本 機 が MS-DOS モ ー ド で 再起 動 し ます 。 


③ キ ー ボ ー ド か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
HIBER[ 


っ Windows 95 の [MS-DOS コ マン ド プ ロン プ ト ] ウィンドウ で は 、 こ の 機能 を 実 
行 す る こと は で きま せん 。 必 ず 、MS-DOS モ ー ド で 実行 し て くだ さい 。 


・Windows 3.1 と MS-DOS 6.2 の 場合 
①MS-DOS プ ロン プ ト の 画面 を 表示 させ て お きま す 。 
Windows 3.1 を 使用 中 の 場合 は 、Windows 3.1 を 終了 し ます 。MS- 
DOS コ マン ド メ ニ ュ ー が 表示 され た 場合 は 、 キ ー ボ ー ド の [STOP] を 押し て 
MS-DOS コ マン ド メ ニ ュ ー も 終了 し ます 。 


② キ ー ボ ー ド か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
HIBER[ 台 
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境 sg MS-DOS 6.2 と Windows 3.1 で ハイ バネ ーション 機能 を 利用 する に は 、 
POWER.EXE を 組み 込む 必要 が あり ます 。POWER.EXE に つい て は 「 再 
セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


・Windows 95 の MS-DOS モ ー ド で は 本 機能 は 使用 で きま せん 。 


・ 本 機 で MS-DOS 6.2 と Windows 3.1 を 選択 し た 場合 は 、 す で に 
POWER.EXE が 組み 込ま れ て いま す 。 


・Windows 3.1 の スタ ンダ ー ド モー ド で は 、 本 機能 は 使用 で きま せん 。 


次 の 画面 が 表示 され た ら 、 キ ー ボ ー ド の [1 [を 押し て 反転 表示 を [Hibernation 
を 使用 する に 設定 する ] に 移動 し て 、 同 を 押し ます 。 


ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 が 不足 し て いる こと を 示す メッ セー ジ が され た 場合 
に は 、 画 面 の 指示 に 従っ て ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 を 確保 し た 後 、 手 順 1 か 
ら や り 直 し て くだ さい 。 そ の 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 場合 は 、 そ れ ぞ 
れ の 画面 の 指示 に 従っ て 処置 し た あと 手順 1 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


3 次 の 画面 が 表示 され た ら 、 キ ー ボ ー ド の キー の どれ か を 押し ます 。 


Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ が 終了 し ます 。 
Windows 95 で 使用 する 場合 は 、 こ れ で 設定 は 終了 で す 。 


ハイ バネ ー ン 機 能 


Windows 3.1 で 使用 する 場合 は 、 さ ら に 次 の 設定 が 必要 で す 。 
SEDIT コ マン ド 等 を 利用 し て 次 の ファ イル を 書き 換え て くだ さい 。 


グ | 初回 起動 時 に MS-DOS 6.2 と Windows 3.1 を 選択 し た 場合 は 、 次 の よう な 内 
容 に 設定 され て いる の で 、 こ の 作業 は 必要 あり ませ ん 。 


・AUTOEXEC.BAT の 先頭 行 に 次 の 1 行 を 追加 
HIBER / 


・WINA.BAT を 次 の よう に 変更 


WIN 

@ECHO OFF 

IF ERRORLEVEL 255 GOTO ERROR1 
HIBER /| 

GOTO JUMP 

:ERROR1 

HIBER /| 

ECHO. 

ECHO 何 か キ ー を 押し て 下さ い 
PAUSE >NUL 

:JUMP 

ECHO ON 

CD \ 


際 Windows 3.1 を 起動 する と き に は 、MS-DOS コ マン ド メ ニ ュ ー か ら 起 動 する 
か 、WINAI[ 語 と 入力 し て 起動 し て くだ さい 。 こ の 方 法 で 起動 し な か っ た 場合 は 、 
Windows 3.1 終 了 後 ハイ バネ ーション 機能 が 利用 で きま せん 。 
WIN( 同 と し て 、Windows 3.1 を 起動 し た 場合 は 、Windows 3.1 終 了 後 ハイ バ 
ネー ショ ン 機 能 は 利用 で きま せん の で 、Windows 3.1 終 了 後 、「HIBER/ | 回 」 
と 入力 し て くだ さい 。 


MS-DOS 6.2 で 使用 する 場合 は 、 さ ら に 次 の 設定 を 行っ て くだ さい (な お 、MS-DOS 
6.2 と Windows 3.1 を 選択 し た 場合 に は 、 こ の 作業 は 必要 あり ませ ん )。 


・SEDIT コ マン ド 等 を 利用 し て 、AUTOEXEC.BAT フ ァイル の 先頭 に 次 の 一 行 
を 追加 し て くだ さい 。 


HIBER 
1 
半角 スペ ー ス 入る 
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1 ハイ バネ ーション 機能 の 設定 が 完了 し た こと を 確認 し ます 。 


・Windows 95、Windows 3.1 の 場合 


Windows 95 ま た は Windows 3.1 起 動 時 に は 指定 し な いか ぎり メッ セー ジ は 
表示 され ませ ん 。 


・MS-DOS 6.2 の 場合 


MS-DOS 6.2 起 動 時 に ハイ バネ ーション 機能 が 使用 で きる よう に な っ た こと を 
表す メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ハイ バネ ーション 機能 を 使う 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


作業 中 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 が 設定 され て いる 状態 で 、 本 機 の 電源 スイ ッ チ を スラ イド 
させ る と 、「 ハ ー ド ディ スク に 退避 中 !] と いう メッ セー ジ の 表示 後 、 本 機 の 電源 が 自動 的 
に OFE に な り 、 ハ イ バ ネ ーション 状態 に な り ま す 。 

作業 を 再開 し た いと き に は 電源 スイ ッ チ を スラ イド させ る と 本 機 の 電源 が ON に な り 、「 ハ 
ー ド ディ スク か ら 人 復旧 中 !] と いう メッ セー ジ の 表示 後 、 自 動 的 に 保存 され て いた 内 容 が 
表示 され ます 。 


の ・ ハ イ バ ネ ーション 機能 が 設定 され て いな い 場 合 に 電源 スイ ッ チ で 電源 を 

+ 得 昌 |)) OFF に する と 、 作 業 中 の 内 容 は すべ て 失わ れ て し まい ます 。 無 造作 に 電源 
スイ ッ チ を 操作 する と デー タ を 破壊 し て し まっ た り 、 機 器 や シス テム の 故障 
の 原因 と な る こと が あり ます の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


・ 電 源 ス イッ チ に よる 電源 の ON/OFF を 連続 し て 行う と き は 、 本 機 の 負担 に 
な り ま す の で 少な く と も 5 秒 以 上 の 間隔 を あけ て くだ さい 。 

・ 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ な が ら サ スペ ンド スイッチ を 押し て 本 機 の 電源 
を OFF に し た 場合 に は 、 ハ イ バ ネ ーション 状態 に な り ま せん 。 


本 機 を バッ テリ パッ ク で 使用 し て いる 場合 に ハイ バネ ーション 機能 が 設定 され 
て いる と 、 バ ッ テ リ パッ ク の 残 量 が 少な く な る と 自動 的 に ハイ バネ ーション 状態 
に な り ま す 。 


っ Windows 3.1 を 起動 する 場合 は WINA.BAT で 起動 し て くだ さい 。 


WINA_.BAT で 起動 し な い 場 合 は 、Windows 3.1 終 了 後 ハイ バネ ーション 機 
能 が 利用 で きま せん 。 


ハイ バ 


ハイ バネ ーション 機能 を 使う と き の 注 意 。。。。。。。.。 
圏 ハイ バネ ーション の 内 容 が 失わ れる 場合 


次 の 場合 は 、 ハ イ バ ネ ーション の 内 容 が 失わ れ ま す 。 


・ キ ー ボ ー ド の [HELP| を 押し な が ら 電 源 を ON に し て 98NOTE メ ニュ ー を 起動 し た 
と き 


田 ハ イ バ ネ ーション の 保存 内 容 の 復元 が 保証 で き な い 場合 
以下 の よう に 、 ハ イ バ ネ ーション 状態 の 本 機 の 状態 を 変更 し た り 、 一 部 の ハー ドウ ェ ア が 
処理 中 の 場合 に は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 の 動作 が 保証 され ませ ん 。 


・ ハイ バネ ーション の 内 容 を 記憶 中 、 ま た は 復元 中 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や CD- 
ROM を 入れ 替え た と き 


・ ハ イ バ ネ ーション の 内 容 を 記憶 中 、 ま た は 復元 中 に PC カー ド な どの 抜き 差し を す 
る な ど 、 本 機 の 環境 を 変更 し た と き 


・ ハ イ バ ネ ーション 状態 の と き に 本 機 の 機器 構成 を 変更 し た と き 


・98 標 準 キー ボー ド (PC-9801-106) ま た は 98 標 準 キ ー ボ ー ド 95(PC-9801- 
119) 以 外 の 外 付 け キ ー ボ ー ド を 接続 し て いる と き 


また 、 次 の よう な 状態 で 本 機 を ハイ バネ ーション 状態 に し た と き に は 保存 内 容 の 復元 は 
保証 され ませ ん 。 


・ プ リン タ へ 出力 中 の と き 


・ 赤外線 通信 を 使用 し て いる と き ( 赤 外線 通信 用 の アプ リケーション ソフ ト を 実行 中 
の と き ) 


・ モデ ム な ど を 使っ て 通信 中 の と き 

・ サ ウン ド 機 能 に より 音声 を 再生 し て いる と き 

・ 動画 の 再生 中 の と き 
・CD-ROM を 読み 取り 中 の と き 

・16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト を 使用 し て いる と き 


ハイ バネ ーション 機能 を 無効 に する 。。。。。。。。。。。。。 


一 度 ハイ バネ ーション 機能 を 設定 し た 後 で も 、 ハ イ バ ネー ショ ン 機 能 を 無効 に 設定 で きま 
す 。 “ 


| ハイ バネ ーション 機能 を 設定 する 」 の 手順 1 と 同じ 方 法 で 、Hibernation 設 定 ユ 
ー テ ィ リ ティ を 起動 し ます 。 
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キー ボー ド の を 押し て 反転 表示 を [Hibernation を 使用 し な い 設 定 に す 
る ] に 移動 し て 、[ 避 を 押し ます 。 


次 の 画面 が 表示 され た ら 、 キ ー ボ ー ド の キー の どれ か を 押し ます 。 


これ で 、 ハ イ バ パネ ー シ ョ ン 機 能 が 使え な く な り ま す 。 


較 Windows 上 で ハイ バネ ーション 機能 を 無効 に する 


Windows 95 や Windows 3.1 で ハイ バネ ーション 機能 を 使用 し て いる 場合 は 、 
Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し な く て も る 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 無効 に する 
こと が で きま す 。 


用 [ハイ バー ネー ショ ン 」 機 能 を 起動 し ます 。 


・Windows 95 の 場合 … スタ ー ト ボタ ン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し [コン ト 
ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク し て [ハイ バネ ーション ] ア イ 
ヨ ジ 還 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


・Windows 3.1 の 場合 …[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク し て [ハイ バネ ー シ ョ 
ツ ] ア ラジ 午 , を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


の 次 の よう な 画面 が 表示 され た ら 、[Windows 95 上 で ハイ バネ ーション 機能 を 有効 
に する ] の チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ ク し ます 。 
ここ を クリ ッ ク し て に する と 、Windows 上 
で の 設定 の 有効 / 無 効 が 表示 され る 


mn /。 ーーー 一 _ 
| ロ ョ PIT | 


40" 本 2 能 の 2 ン 無 を 表示 する 


ここ を チェ ッ ク し て に する と 、Windows 起 動 時 な ど 
に ハイ バネ ーション 機能 の 有効 / 無 効 が 表示 され る 


Windows 3.1 の 場合 は 実際 の 画面 と 多少 異な り ま す 。 


ハイ バネ 
3③ [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


これ で Windows 上 で ハイ バネ ーション 機能 が 無効 に な り ま し た 。 


田無 効 に し た ハイ バネ ーション 機能 を 再度 使え る よう に する 
用 「Windows 上 で ハイ バネ ーション 機能 を 無効 に する 」 の 手順 1 と 同じ 方 法 で 、[ ハ 
イ バ ネ ーション ] 機能 を 起動 し ます 。 
の [Windows 上 で ハイ バネ ーション 機能 を 無効 に する ] の チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ 
ク し て [ 良 に し ます 。 


3③ [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


これ で ハイ バネ ーション 機能 が 使え を る よう に な り ま し た 。 


田 ハ イ バ ネ ーション 機能 の 再 設 定 が 必要 な 場合 
次 の よう な 場合 は 、 ハ イ バ ネ ーション 機能 の 再 設定 が 必要 と な り ま す 。「 ハ イ バ ネ ーション 
機能 を 設定 する 」 の 手順 に 従っ て 、 再 設定 し て くだ さい 。 
・ メ モリ の 取り 付け 取り 外し を 行っ た 
・ 本 機 を 再 セ ッ ト ア ッ プ し た 


・ ハ ー ド ディ スク に ある ハイ バネ ーション 用 の 一 時 退避 ファ イル を 削除 し た (一 時 退 
避 フ ァイル と は 、「 ハ イ バ ネ ーション 機能 を 設定 する 」 の 手順 を 行う と 自動 的 に 作 
成 さ れる ファ イル で す )。 
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本 機 に は 、 さ ま ざ ま な 省 電 力 機 能 が 用 意 さ れ て いま す 。 バ ッ テ リ 駆動 時 な ど に 省 電 力 機 
能 を 設定 し て お く と 、 省 電力 機能 を 設定 し て いな いと き に くら べ 、 バ ッ テ リ で の 本 機 の 使用 
時 間 を 長く する こと が で きま す 。 


9S8NOTE メ ニュ ー/98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ 
リティ で 設定 で きる 機能 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


久 省 電力 モー ド 
本 機 の 動作 モー ド を 設定 する 機能 で す 。「 フ ル パ ワ ー」「 エコ ノミ ー」「 カス タム 」 の 3 段階 に 
設定 する こと が で きま す 。「 エコ ノミ ー」 ま た は 「 カ スタ ム 」 に 設定 する と 、 消 費 電力 を 押え る 
こと が で きま す 。 
今 液 晶 デ ィ ス プレ イ 自 動 停止 
一 定時 間 が 経過 する と 自動 的 に 液晶 ディ スプ レイ の バッ クラ イト が 消え る 機能 で す 。 
@ 内 蔵 固定 ディ スク 自動 停止 
ハー ド デ ィ スク の モー タ を 制御 する 機能 で す 。 
WCPU 自 動 停止 
CPU の 動作 を 制御 する 機能 で す 。 
@LCD 連 動 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 
液晶 ディ スプ レイ の 開け 閉め で サス ペン ド / レ ジュ ー ム が で きる よう に する 機能 で す 。 
@ び オー ト サ ス ペン ド 


設定 され た 時 間 内 に 本 機 が 使用 d さ れ な か っ た 場合 、 自 動 的 に サス ペン ド 状 態 に する 機 
能 で す 。 


詳し い 設定 の 方 法 に つい て は P.169 を ご 覧 くだ さい 。 
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Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ で 
設定 で きる 機能 。。。。。。 


@ ハ イ バ ネ ーション 
電源 OFFR 時 の 作業 内 容 を 自動 的 に ハー ド デ ィ スク に 保存 する 機能 で す 。 電 源 を ON/ 
OFF す る た びに 、 ソ フト ウェ ア を 起動 し た り 、 終 了 し た りす る 必要 が あり ませ ん 。 ま た 、AC 
アダ プ タ を 未 接続 で も デー タ が 保持 され ます 。 
際 Hibernation 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ で 「 ハイ バ ネ ーション を 使用 する 」 に 設定 する 
と 、 本 機 を バッ テリ パッ ク で 使用 し て いる と き に バッ テリ 残 量 が 少な く な る と 、 自 
動 的 に ハイ バネ ーション 状態 に な り ま す 。 


詳し い 設 定 の 方 法 に つい て は P.65 を ご 覧 くだ さい 。 


Windows で 設定 で きる 機能 ed .。.。。・・。・・・・ 


久 自 動 中 断 
設定 され た 時 間 内 に 本 機 が 使用 され な いと 自動 的 に サス ペン ド 状 態 に する 機能 で す 。 
依 モ デム に より レジ ュー ム す る 
本 機 に モデ ム ボ ー ド を 内 蔵 し て 電話 回 線 を 接続 し て いる と き に 設定 で きま す 。 サ スペ ン 
ド 中 に 電話 が か か っ て くる と 自動 的 に レジ ュー ム す る 機能 で す 。 
@ ハ ー ド ディ スク の モー タ 制 御 
設定 され た 時 間 内 に 本 機 が 使用 d れ な いと 、 ハ ー ド ディ スク の モー タ を 停止 する 機能 で 
宣 。 
⑱@CPU の クロ ッ ク 制 御 


CPU の クロ ッ ク 速 度 を 制御 する こと で 節電 を し ます 。 
@ び ディ スプ レイ の バッ クラ イト を 消灯 する 


設定 され た 時 間 内 に 本 機 が 使用 され な いと 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ の バッ クラ イト を 消灯 する 
機能 で す 。 パ ワー マネ ジメント に 対応 し た 別売 の CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 し て いる と き に 
は 、CRT デ ィ ス プレ イ の 表示 が 消え ます 。 


際 Windows 3.1 で は [メイ ン ] 一 [コン トロ ー ル パネ ル ] 一 [電源 管理 ] 一 [SL エン 
ハン ス オ プ ショ ン ] で 設定 し ます 。 詳 し く は 『「 ソ フト ウェ ア 補 足 ガ イド 」 を ご 覧 くだ 
さい 。 
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画 Windows 95 で の 設定 方 法 WE 


Windows 95 で は 、[ パ ワー マネ ジメント ] ウ ィ ン ド ウ で 省 電力 の 設定 が で きま す 。 


放 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] 一 [コント ロール パネ ル ] を クリ ッ ク し 、[/ パ ワー マ 
ネジ メン ト ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


[電源 の プロ パテ ィ ] ウィン ドウ が 表示 され ます 。 
・[ パ ワー マネ ジメント ] タブ で の 設定 
[ パワー マネジメ ント] タブ を クリ ッ ク し ます 。 
次 の ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で 、 必 要 な 設定 を し ます 。 


Windows の [電源 の プロ パ 
ティ ] で 電源 管理 を 行う 場合 
は チェ ッ ク し ます 。 


現在 の 電源 の 状態 を 表示 し 
て いま す 。 


他 に 設定 する 必要 が な い 場 合 は 、[OK] ボ タン を 、 そ の 他 の 設定 を する 場合 は [ 更 
新 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


・[ パ ワー マネ ジメント ] タ ブ の [詳細 プロ パテ ィ ] で の 設定 


[パワ ー マ ネ ジメント ] タ ブ の [詳細 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[詳細 ] タ ブ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で 、 必 要 な 項目 を 設定 し ます 。 


隊 に し て お く と スタ ー ト メ 
ニュ ー に サス ペン ドコ マン ド 
が 表示 され 、 サ スペ ンド コマ ン 
ド を クリ ッ ク す る と 、 サ スペ ンド 
状態 に で きま す 。 


本 機 で は 設定 で きま せん 。 


他 に 設定 する 必要 が な い 場 合 は 、[OK] ボ タン を 、 そ の 他 の 設定 を する 場合 は [ 更 
新 ] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


[トラ ブル シュ ー テ ィング ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 


[トラ ブル シュ ー テ ィング ] タ ブ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます の で 、 必 要 な 項目 を 設 


定 し ます 。 


Windows 95 が 電源 の 状態 を チェ ッ ク し な く な り ま す 。 


新 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


・[ パ ワー マネ ジメント ] タ ブ の [SL エン ハン スト オプ ショ ン ] で の 設定 


[パワ ー マ ネ ジメント ] タ プ の 講 還 ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
次 の 画面 が 表示 され ます の で 、 必 要 な 項目 を 設定 を し ます 。 


本 機 で は 設定 で きま せん 。 


タス ク バ ー に [電源 ] ア イコ ン が 表示 され な く な り 、[ パ ワー マネ ジメント ] 
アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て も 、 電 源 の 状態 が 表示 され な く な り ま す 。 


他 に 設定 する 必要 が な い 場 合 は 、[OK] ボ タン を 、 そ の 他 の 設定 を する 場合 は [ 更 


CPU の クロ ッ ク 速 度 を 制限 する こと が で きま す 。 
1009%%、509%%、259。、109% の 中 か ら 選 択 で きま す 。 割 合 が 減る に 従っ て 、 ク ロッ ク 速 度 は 遅く 
電 


rCPU 速 度 (C) 一 ーーーーー 
| YH 
サス ペン ド を 実行 する と きす ぐに サ 
スペ ンド 状態 に する か 、Windows 
ERR 95 が アイ ドル 状態 に な っ た と き に 
: 手 動 中 断 . 1 | サス ペン ド 状 態 に する か を 琶 症 し 
で 直ちに 中 断 ⑪ - 


で アイ ドル 状態 まで 待つ (D) 


本 機 に 内 蔵 の モデ ム ボ ー ド が 接続 
され て いる 場合 に 設定 で きま す 。 
レジ ュー ム 機 能 を 利用 し て サス ペ 
ンド 状態 に し て いる 状態 の 時 に 電 
話 が か か っ て きた ら 、 自 動 的 に レ 
ジュ ー ム され ます 。 


F9 分 後 (A): 


所 アロ ドル 状態 まで 待つ (U) 


サス ペン ド プ レジ ュー ム 機 能 を 利用 し て サス ペン ド 状 態 に し 
て いる 状態 の 時 に 設定 し た 時 間 に な る と 、 自 動 的 に レジ ュー 
ム さ れ ま す 。 

ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス ま た は キー ボー ド か ら の 入力 が な く 、 設 定 し た 時 間 が 経過 

し た ら 、 す ぐに サス ペン ド 状 態 に する か 、Windows 95 が アイ ドル 状態 に な っ た と き 

に サス ペン ド 状 態 に する か を 設定 し ます 。 


の 当惑 基 き 若 六 | Wo 区 
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設定 が 終了 し た ら 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[ パワー マネジメ ント] タプ ブ の ウィ ンド ウ に 戻り ます 。 


際 オー ト サ ス ペン ド を 設定 し な いで 、「 モ デム リン グ で 指定 」 を 設定 し た 場合 、 レ ジ 
影 」 ユー ム は 一 度 し か 有効 で は あり ませ ん 。「 モ デム リン グ で 指定 」 を 設定 する と き 
に 同時 に オー ト サ ス ペン ド を 設定 し て お く と 便利 で す 。 


・[ デ ィ ス ク ド ラ イプ ] タ ブ で の 設定 


[ディ スク ドラ イブ ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 
次 の 画面 が 表示 され ます の で 、 必 要 な 項目 を 設定 し ます 。 


本 機 の 電源 を AC コ ネ ク タ か ら 取 っ て 
いる と き 、 ハ ー ド ディ スク の モー タ を 
停止 させ る まで の 時 間 を 設定 し ます 。 


本 機 の 電源 を バッ テリ か ら 取 っ て い 
る と き 、 ハ ー ド ディ スク の モー タ を 停 
止 さ せる まで の 時 間 を 設定 し ます 。 


ら 必要 な 項目 の 設定 が すべ て 終了 し た ら 、[OKK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


区 る 史 アイ ドル 状態 


アイ ドル 状態 と は 英語 で 書く と 「idle」 の こと で 、Windows 95 が 何 の 処 理 も お こ な っ て いな く 、 命 令 が 
くる の を 待っ て いる 状態 を いい ます 。 簡 単に 言え ば 、 暇 に し て いる と きのこ と で す 。 


田 デ ィ ス プレ イ の バッ クラ イト を 消灯 する 
省 電 力 の た め 、 デ ィ ス プレ イ の バッ クラ 介 を 消す よう に する に は 、 次 の よう に 操作 し ます 。 


し | [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て [設定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク 
し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


し 4 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


ら [画面 ] ア イコ ン 


[画面 の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
3 [スク リー ン セ ー バ ー] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 
次 の 画面 が 表示 され ます 。 


低 電 力 ス タン バイ 

層 に し 、 時 間 を 設定 する 
と 、 設 定時 間 経過 後に 
液晶 ディ スプ レイ の バッ 
クラ イト が 消え 、 画 面 が 
真 暗 に な り ま す 。 パ ワー 
マネ ジメント に 対応 し た 
CRHT デ ィ ス プレ イ を 接続 
し て いる と き に は 、CRHT 
ディ スプ レイ の 表示 が 
消え ます 。 


の 泊 八 評 若 S 藻 條 本 いい 


電源 断 
選 に し て 、 時 間 を 設定 する と 、[ 低 電力 スタ ン バ イ ] と 同 
じ よ うに 設定 時 間 経 過 後 に 液晶 ディ スプ レイ の バッ クラ 
イト が 消え ます 。 パ ワー マネ ジメント に 対応 し た CRT デ ィ 
スプ レイ を 接続 し て いる と き は 、CRHT デ ィ ス プレ イ の 電源 
が OFF に な り ま す 。 


gg 設定 が 終了 し た ら 、[O 色 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[画面 の プロ パテ ィ ] ウィンド ウ が 閉じ ます 。 
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ディ スプ レイ の 省 電 力 機能 が 選択 で き な い と き は 次 の 方 法 で 確認 し て くだ さ 
い 。 


1 [画面 の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ の [ディ スプ レイ の 詳細 ] タ ブ の [詳細 
プロ パテ ィ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


2 [ディ スプ レイ の 詳細 プロ パテ ィ ] ウィンド ウ が 表示 され る の で 、[ モ ニ 
ター] タブ を クリ ッ ク し ます 。 


3[ 省 電力 ディ スプ レイ ] の 項目 が 、 墜 に な っ て いる か 、 確 認 し て くだ さ 
い 。 隊 な ら ば 、 ク リッ ク し て 了 に し て くだ さい 。 


4 [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


リティ 機能 


本 機 に は 、 本 機 の 不正 使用 や デー タ な どの 盗難 を 予防 する た め の セ キュ リティ 機能 が 
搭載 され て いま す 。 ここ で は 、 セ キュ リティ 機能 の 概要 と 、 設 定 し て いる と き の 電 源 の 
ON/OFF に つい て 説明 し て いま す 。 


) セキ ュ リ ティ 機能 を 使用 し た 場合 で も 、| 絶対 に 安全 」 と いう こと は あり ませ ん 。 
1 重要 な デー タ な どの 取り 扱い に は 、 充 分 に ご 注意 くだ さい 。 


画 パ ワー オン パス ワー ド 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 設定 する と 、 本 機 の 電源 を ON に し た と き に 、 パ スワ ー ド の 入力 を 
求め られ ます 。 パ スワ ー ド を 入力 し な いと 、 本 機 を 使用 する こと が で きま せん 。 パ スワ ー ド 
を 知ら な い 人 が 無断 で 本 機 を 使用 する の を 予防 する こと が で きま す 。 パ ワー オン パス ワ 
ー ド は 98NOTE メ ニュ ー で 設定 し ます (びき P.173) 。 


本) つ パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 忘れ る と 、 本 機 を 使用 で き な く な り ま す 。 設 定 し た パス 
ワー ド は 忘れ な いよ う 控 えて お く こ と を お すす めし ます 。 パス ワー ド を 忘れ て 
し まっ た 場合 に は 解除 処置 が 必要 で す の で 、Bit-INN、NEC サ ービス セン ター、 
サー ビス ステ ーション に ご 連絡 くだ さい (「 サ ービス 網 一 覧 表 ] を ご 覧 くだ さい ) 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 保証 期間 内 で も 有償 で す 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 原則 と し て お 客 様 の お 持ち 込み に よる 対応 と な り 
ます 。 
また 、 機 密 保 持 の た め 、 お 客 様 ご 本 人 か ら の ご 依頼 に 限り 処置 を お 受け 
い た し まず す 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を 依頼 され る と き に は 、 下 記 の も の を すべ て ご 用 意 く 
だ さい 。 
① 本 機 の 購入 を 証明 する も の (保証 書 等 ) 
② 身 分 証明 (お 客 様 ご 自身 を 確認 で きる も の ) 
③ 印 鑑 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を ご 依頼 の 際 、 受 付 に て お 客 様 ご 自身 に より 専用 の 
用 紙 に 必要 事項 を 記入 ・ 擦 印 し て いた だ く こ と が 必要 で す 。 

専用 用 紙 の 記載 事項 に ご 同意 いた だ け な い 場合 に は 、 処 置 の ご 依頼 に 
対応 いた し か ね る 場合 が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
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田 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド 
セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 する と 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 する と き に 、 パ スワ ー ド の 
入力 を 求め られ ます 。 パ スワ ー ド を 入力 し な いと 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 する こと が 
で きま せん 。 パ スワ ー ド を 知ら な い 人 が 、 無 断 で 98NOTE メ ニュ ー の 設定 を 変え る の を 
予防 する こと が で きま す 。 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド は 98NOTE メ ニュ ー で 設定 し ます 


( き P.173) 


】 


・ セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て いな い 場 合 、 使 用 者 以外 が 故意 に 、 ま た 


は 誤っ て パワ ー オン パス ワー ド や セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て し まう 
と 、 本 機 が 使用 で き な く な っ た り 、98NOTE メ ニュ ー が 起動 で き な く な り ま 
す 。 この よう な 恐れ が ある 場合 は 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て お い 
ん だ きも ゃ 。 


・ セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 忘れ る と 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 で き な く な り ま 
す 。 設定 し た パス ワー ド は 忘れ な いよ う 控え て お く こ と を お すす めし ます 。 
パス ワー ド を 忘れ て し まっ た 場合 に は 解除 処置 が 必要 で す の で 、Bit- 
INN、NEC サ ービス セン ター、 サ ービス ステ ーション に ご 連絡 くだ さい (「 サ 
ービス 網 一 覧 表 ] を ご 覧 くだ さい ) 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 保証 期間 内 で も 有償 で す 。 
・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 原則 と し て お 客 様 の お 持ち 込み に よる 対応 と な り 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を 依頼 され る と き に は 、 下 記 の も の を すべ て ご 用 意 く 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を ご 依頼 の 際 、 受 付 に て お 客 様 ご 自身 に より 専用 の 


ます 。 ま た 、 機 密 保 持 の た め 、 お 客 様 ご 本 人 か ら の ご 依頼 に 限り 処置 を お 
受け いた し ます 。 


だ さい 。 
① 本 機 の 購入 を 証明 する も の (保証 書 等 ) 
本 (お 客 様 ご 自身 を 確認 で きる も の ) 
印鑑 


用 紙 に 必要 事項 を 記入 ・ 捧 印 し て いた だ く こ と が 必要 で す 。 
専用 用 紙 の 記載 事項 に ご 同意 いた だ け な い 場合 に は 、 処 置 の ご 依頼 に 
対応 いた し か ね る 場合 が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


画 I/O ロ ッ ク 


シリ アル イン ター フェ イス 、 赤 外線 通信 機能 、 プ リン タ 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 使用 で 
き な い よう に 設定 する こと が で きま す 。 こ の 機能 に より 、 プ ログ ラム 、 デ ー タ な ど が 不正 に 
流出 する の を 予防 で きま す 。 こ の 機能 を 使用 する と き は 、 必 ず セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設 
定 し て くだ さい 。I/O ロ ッ ク は 、98NOTE メ ニュ ー で 設定 し ます (P.176)。 


の 。 


I/O 〇 ロッ ク は Windows 3.1、Windows 95、 Windows NT、OS/2 に の み 
対応 し て いま す 。 


・MS-DOS 用 の アプ リケーション ソフ ト を 利用 する 場合 に は 、!/ 〇 ロッ ク 機 能 


は 使用 で きま せん 。 


田 セ キュ リティ 機能 の 使用 例 
セキ ュ リ ティ 機能 は 、 本 機 の 使用 状況 に あわ せ て 次 の よう に ご 利用 くだ さい 。 


紹 因 利用 者 以外 が 本 機 の 設定 を 管理 し た い 場 合 
日 常 的 に 本 機 を 使用 する 人 と は 別 の 人 が 本 機 の 設定 を 管理 し た い 場 合 、 は じ め に 管理 


者 が セッ ト ア ッ プ パス ワー ド と パワ ー オ ン パ スワ ー ド の 両方 を 設定 し て お き 、 パ ワー オン パ 
スワ ー ド の み を 各 利 用 者 に 通知 し ます 。 こ の 設定 に より 、 管 理 者 以外 が 98NOTE メ ニュ ー 
の 設定 を 変更 する こと が で き な く な り 、 管 理 者 と 利用 者 以外 は 本 機 の 起動 が で き な く な 
り ま す 。 


【 】 
細 義 利用 者 自身 が 本 機 の 設定 を 管理 し た いり 場合 
日 常 的 に 本 機 を 使用 する 利用 者 が 98NOTE メ ニュ ー の 設定 も る 自由 に 行い た い 場 合 、 利 
用 者 が パワ ー オ ン パ スワ ー ド と セッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 両方 を 設定 し ます 。 こ の 設定 に よ 
り 、 利 用 者 以外 は 本 機 を 使用 し た り 98NOTE メ ニュ ー の 設定 を 変更 し た り で き な く な り ま 
お 。 還 
上 
を 
知 
る 


パス ワー ド を 設定 し て いる と き の 電 源 の ON 


(Windows 95 お よび Windows 3③.1)。。。。oococecoeeeeeee 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 設定 し て いる 場合 は 、 本 機 の 電源 スイ ッ チ を スラ イド させ る と 動作 
表示 用 LED が 点灯 し 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド = 邊 


キー ボー ド か ら 、 設 定 さ れ て いる パス ワー ド を 入力 し ます 。 


[短め パス ワー ド の 入力 中 に 、 キ ー ボ ー ド の [BS] を 押し て も 文字 を 修正 する こと は で 
きま せん 。 


し 5 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド と セッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 両方 が 設定 され て いる と き 
に は 、 ど ちら の パス ワー ド を 入力 し て も 本 機 を 起動 する こと が で きま す 。 81 
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ら キー ボー ド の を 押し ます 。 


正 し し 


ゝ パス ワー ド が 入力 され る と 、 メ モリ チェ ッ ク の あと Windows が 起動 し ます 。 


・ 誤 っ た パス ワー ド が 入力 され る と 、「 パス ワー ド 不 一 致 」 と 表示 され ます 。 正 


し い パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


・ パ スワ ー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 、「 パ スワ ー ド エラ ー」 と 表示 され 、「 ピ ー」 


と いう 警告 音 の あと 、 自 動 的 に 電源 が OFF に な り ま す の で 、 最 初 か の ら や り 直 
し て くだ さい 。 


・ セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て いる と き の 98NOTE メ ニュ ー の 起動 方 法 
に つい て は 、P. 159 を ご 覧 くだ さい 。 


・ パス ワー ド 設 定 中 に ハイ バネ ーション 状態 に し た と きも 、 上 記 を 同じ 手順 で 
本 機 を 起動 し て くだ さい 。 
正しい パス ワー ド が 入力 され る と 、 保 存 さ れ て いた 内 容 が 復元 され ます 。 


パス ワー ド を 設定 し て いる と き の レ ジュ ー ム 、.... 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 設定 し て いる と き に サス ペン ド 状 態 に し た 場合 に は 、 サ スペ ンド 
スイ ッ チ を 押す と 動作 表示 用 LED が 点灯 し 、「 ピ ッ ピ ッ ピ ッ 」 と 警告 音 が 鳴り ます 。 画 面 
に は 何 ゃ 表示 され ませ ん 。 


キー ボー ド か ら 、 設 定 さ れ て いる パス ワー ド を 入力 し ます 。 


[ テ パス ワー ド の 入力 中 に 、 キ ー ボ ー ド の [BS] を 押し て も 文字 を 修正 する こと は で 
て ノ きま せん 。 


の 


の つ キー ボ 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド と セッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 両方 が 設定 され て いる と き 
に は 、 ど ちら の パス ワー ド を 入力 し て も 本 機 を 起動 する こと が で きま す 。 


ー ド の [ 訓 を 押し ます 。 


正しい パス ワー ド が 入力 され る と 、 レ ジュ ー ム され サス ペン ド の 内 容 が 表示 され ます 。 


誤っ た パス ワー ド が 入力 され る と 、「 ピー ピッ ピッ 」 と 警告 音 が 鳴り ます 。 正 し 


アー e 


い パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


・ パ スワ ー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 、「 ピ ー」 と いう 警告 音 の あと 、 自 動 的 に 


サス ペン ド 状 態 に 戻り ます の で 、 最 初 か の ら や り 直 し て くだ さい 。 


PC-9821Nr15/S14F に 内 蔵 さ れ て いる FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) で は 、 
ファ クシ ミリ 通信 機能 、 デ ー タ 通信 機能 、 イ ンタ ーネット 通信 機能 、 ス ピー カホン 機能 、 劉 
守 番 電 話 機能 を 使う こと が で きま す 。 こ こ で は 、FAX モ デム ボー ド の 機能 を 説明 し ます 。 
回 線 の つなぎ 方 は 「 か ん た ん スタ ー ト ガイ ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 通 信用 の ソフ トウ ェ ア に つ 
いて は 、 そ れ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


陶 本 機 で FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) を 使う に は 、98NOTE メ ニュ ー 
の 「 入 出力 デバ イス の 設定 ] で 「 モ デム 」 を | 使用 する | に する 必要 が あり ます 。 


一 最高 33600bps ま で の 各種 通信 


(の ・ FAX モデ ム ボ ー ド は 、 加 入 電話 回 線 に 適合 する よう に 設定 され て いま す 。 
加入 電話 回 線 以外 と 接続 する と 、FAX モ デム ボー ド や パソ コン 本 体 等 を 
破損 する 場合 が あり ます 。 
・ FAX モデ ム ボ ー ド を 使っ て の 通信 中 に は 、 サ スペ ンド プレ ジュ ー ム の 機能 
の 動作 は 保証 され ませ ん 。 


電話 回 線 を 利用 し て 最高 33600bps の 全 二 重 デ ー タ 通信 と 最高 14400bps の 半 二 重 

ファ クシ ミリ 通信 が で きま す 。 

デー タ 通 信 :300/1200/2400/4800/7200/9600/12000/14400/ 
16800/19200/21600/24000/26400/28800/33600bps 

ファ クシ ミリ :300/2400/4800/720079600/12000/14400bps 


中 


・ 回 線 の 状態 に よっ て は 希望 の 通信 速度 で 通信 で き な い 場合 が あり ます 。 


・ 電 話 局 の 交換 機 の 種類 に よっ て は 、14400bps で ファ クシ ミリ の 通信 が で き 
な いこ と が あり ます 。 こ の 場合 は 通信 速度 を 9600bps に し て くだ さい 。 


囲 デー タ 通 信 機 能 


本 機 に イン スト ー ル され て いる 次 の デー タ 通 信 ソ フト ウェ ア を 使用 する こと に より 、 パ ソコ ン 
通信 等 の デー タ 通 信 を 行う こと が で きま す 。 


の 当 O 琴 基 藩 直 | Oo は 
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・Microsoft Windows。 95 の ハイ パー ター ミナ ル 
・Microsoft。Windows。3.1 の ター ミナ ル 
・PC-VAN ナ ビ ゲ ー タ 

・NIFTY Manager 

・Cheyenne BitWare 


上 記 以 外 の デー タ 通 信 ソ フト ウェ ア で は 動作 し な い 可 能 性 が あり ます 。 
・ デー タ 通 信 を 行う 場合 、 フ ロー 制御 は RTS/CTS に 設定 し て くだ さい 。 そ れ 以 
外 に 設定 する と デー タ 抜 けが 生じ る 可能 性 が あり ます 。 
田 フ ァ ク シミ リ 通 信 機 能 


パパ ソコ ン デ ー タ を ダイ レク ト に ファ ックス に 送信 で きま す 。 ま た 、 パ ソコ ン で ファ ックス を 受信 
で き 、 効 率 的 に ファ ックス の 送受 信 を サポ ー ト し ます 。 

本 機 に 搭載 され て いる FAX モデ ム ボ ー ド の ファ クシ ミリ 通信 機能 は 、 本 機 に イン スト ー ル 
され て いる 次 の FAX ソフ トウ ェ ア で の 動作 を 保証 し て いま す 。 


・Microsoft Windows 。 95 の Microsoft Fax 
・Cheyenne BitWare 


上 記 以 外 の FAX ソフ トウ ェ ア で は 動作 し な い 可能 性 が あり ます 。 


陶 ・ ス ピー カホン 通話 か ら 切り 換え て ファ ックス 送信 を 行う 場合 (手動 送信 時 )、 
スピ ー カ か ら モ ニタ 音 が 聞こ えな く な り ま す が 、 フ ァ ッ クス 送信 は 正常 に 行 
えま す 。 


・ ファッ クス を 送信 する 相手 が 音声 応答 機能 を 持っ た ファ ックス の 場合 、 相 手 
音声 の 内 容 に よっ て ファ ックス の 送信 が 行え な く な る こと が あり ます 。 そ の 
場合 は 、、 ス ピー カホン で 相手 の 音声 が 終わ っ た の を 確認 し て か ら 送信 を 開 
始 し て くだ さい 。 


・ ファ ックス の し か た に つい て は 、「 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


呈 イ ンタ ーネット 通信 機能 
Windows 95 を 使用 する 場合 に は 、 次 の イン ター ネッ ト ソ フト ウェ ア を 使用 する こと に よ 
り 、 イ ンタ ーネット に よる 通信 を 行う こと が で きま す 。 


・Microsoft 。 Windows 。 95 の イン ター ネッ ト エ クス プロ ー ラ 


また 、Windows3.1 で は 、 次 の イン ター ネッ ト ソ フト ウェ ア が 使用 で きま す 。 
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・ 別 売 の イン ター ネッ ト ソ フト ウェ アセ ッ ト ( スタン ダー ド ) (Windows。 版 )(Ver1.0) 
・ 別 売 の イン ター ネッ ト ソ フト ウェ ア セット ( エン トリ ) (Windows。 版 )(Ver1.0) 
上 記 以 外 の イン ター ネッ ト ソ フト ウェ ア で は 動作 し な い 可 能 性 が あり ます 。 


了 イン ター ネッ ト の し か た に つい て は 、PC-9821Nr15/S14F の 場合 は 「 け インターネ 
ッ ト ス ター ト ガ イド 」 を 、PC-9821Nr15/S10 の 場合 は 『 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ 
イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


画 留 守 番 電話 機能 - ス ピー カホン 機能 
本 機 に イン スト ー ル され て いる 次 の ソフ トウ ェ ア を 使用 する こと に より 、 パ ソコ ン で 電話 す 
る 以外 に も 留守 番 電話 機能 や スピ ー カ ホン 機能 を 使う) こと が で きま す 。 
・Cheyenne BitWare 


上 記 以 外 の ソフ トウ ェ ア で は 動作 し な い 可 能 性 が あり ます 。 


・ ス ピー カホン 機能 を お 使い に な る と き は 内 蔵 ま た は 別売 の マイ クロ ホン 、 
スピ ー カ や ヘッ ド ホ ン な ど を 使用 し て くだ さい 。 


・ スピ ー カ ホン 機能 と は 、 パ ソコ ン に 接続 され て いる マイ クロ ホン と スピ ー カ で 
電話 の よう に 通信 する 機能 で 、 ハ ンズ フリ ー 機 能 と 呼ば れる こと も あり ます 。 


・ 回 線 の 状態 に より 、 通 信 時 に 雑音 が 入る こと が あり ます 。 
・ ス ピー カホン 通話 中 に 相手 側 か ら の 肉声 以外 の 音 (保留 音 な ど ) が 入る と ス 
ピー カ か ら の 音 が 大 きく な っ た り 、 小 さく な っ た りす る こと が あり ます 。 そ の 場 
合 は 、 送 話 の 音量 レベ ル を 下げ て くだ さい 。 
回 MINP ク ラス 4/5 


エラ ー 訂 正 を 行う MNP ク ラス 4 と 、 エ ラー 訂正 お よび デー タ 圧 縮 を 行う MINP ク ラス 5 を 
搭載 し て いま す 。 
MNP ク ラス 5 で は 、 最 大 2 倍 程度 の 実効 通信 スピ ー ド が 得 ら れ ま す 。 
還 V.42(LAPM)、V42bis 
エラ ー 訂 正 を 行う V.42(LAPM) と デー タ 圧 縮 を 行う V.42bis を 搭載 し て いま す 。 
V.42 と V.42bis を 併用 する こと に より 、 最 大 4 倍 程度 の 実効 通信 スピ ー ド が 得 ら れ ま す 。 
圏 AT コマ ンド 


デー タ 通 信 の 制御 コマ ンド は 、 世 界 標準 で ある HayesAT コ マン ド 体 系 お よび S レ ジス タ 
に 準拠 し て いま す 。 
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還 プ ラグ & プ レイ モー ド 対 応 
FAX モデ ム ボ ー ド は 、 プ ラグ & プ レイ モー ド に 対応 し て いま す 。 


・ キャ ッ チ ホン サー ビス を 受け て いる 場合 、 モ デム で 通信 中 に 電話 が か か っ 
て くる と 、 モ デム に よる 通信 が 切れ て し まい ます 。 


・ FAX モデ ム ボ ー ド の ダイ ヤル 信号 は 、 ご 使用 に な る 加入 電話 回 線 の ダイ ヤ 
ル 信 号 に 合わ せ た 調 整 が 必要 で す 。( 付 録 の AT コマ ンド 一 覧 の 「 ダ イヤ ル 
パル スス ピー ド の 設定 ]」 を ご 覧 くだ さい ) 


・ コ ー ド レス ホン や 親子 電話 な どの 加入 電話 回 線 以外 の 回 線 を ご 使用 の 場 
合 は 、 正 常 な デー タ の 送受 信 が で き な く な る 場合 が あり ます 。 


・FAX モ デム ボー ド は ファ クシ ミリ 通信 網 に は 対応 し て いま せん 。 
・FAX モ デム ボー ド に 接続 で きる 回 線 は 2 線 式 の み で す 。 


・ 加 入 電話 回 線 が トー ン 式 か が ダイ ヤル 式 か お わか り に な ら な いと き は NTT に 
ご 確認 くだ さい 。 


・ 回 線 の 状態 に よっ て は 接続 し に くい 場合 が あり ます 。 


・ 回 線 の 状況 に よっ て は 、 希 望 の 通信 速度 で 通信 で き な い 場合 や 接続 し に く 
い 場 合 が あり ます 。 


区 電話 回 線 の 利用 


画 ダ イヤ ル の 設定 
本 機 に 電話 回 線 を 接続 し た と き に は Windows の コン トロ ー ル パネ ル で ダイ ヤル の 設定 が 必要 で す 。 


各 項 目 の 設定 に つい て 詳し く 知 り た い 場 合 は 、 こ の アイ コ 
ン を クリ ッ ク し た 後 で 、 目 的 の 項目 を クリ ッ ク す る と ヘル プ 


お 使い の 場所 の 市 外 が 表示 され ます 。 


局番 を 入力 し ます 。 

全 そ お 使い の 電話 回 線 を 選択 し ます 。 

例 : 0 発 信 の 場合 プッ シュ 回 線 を 使用 する と き は 「 ト ー ン 」、 ます ルル 佑 林 
使用 する と き に は 「 パ ルス 」 に 設定 し て くだ さい 


な お 、 お 使い の 電話 回 線 が わか ら な い 場 合 は NTT に お 問 
い 合 わせ くだ さい 。 


な お 、 うま く 回 線 が つ な が ら な い 場 合 は 、 こ の ダイ ヤル の 設定 が 間違っ て いる こと が 考え られ ます の で 、 
ヘル プ を 参照 し な が ら 、 正 し く 設 定 し 直し て くだ さい 。 


画 送 信 レ ベル に つい て 


通常 の 電話 回 線 を 使用 する 場合 、 送 信 レ ベル は 工場 出荷 時 の 設定 か ら 変 更 す る 必要 は あり ませ ん 。 た だ 
し 、 回 線 状 態 が 悪く 、 つ まく 接続 で き な い 場合 は 送信 レベ ル の 調整 が 必要 な 場合 が あり ます 。 送 信 レ ベル の 
調整 は 、 工 事 担 任 者 以外 が 行う こと は 法律 で 禁じ られ て いま す の で 送信 レベ ル の 調整 に つい て は .、 当 社 
指定 の サー ビス 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

当社 指定 の サー ビス 窓口 の 電話 番号 、 受 付 時 間 に つ いて は 添付 の 「 サ ービス 網 一 覧 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


ここ で は 、 本 機 の 赤外線 通信 ポー ト を 使用 し て 、 他 の 赤外線 通信 機器 と の 間 で 、 ケ ー ブ 
ル を 接続 せ ず に 簡単 に デー タ の や り と り を する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


画 赤外線 通信 機能 を 使う 
本 機 の 赤外線 ポー ト で は 、 内 蔵 の 「TranXitYM3 | を 使っ て 、 IrDA SIR Data Link 
Std. に 準拠 し た 通信 が で きま す 。 
[TranXit | に 関し て は 、「TranXitTM3 ク イッ クリ ファ レン スガ イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 


TranXit の 画 后 


異な る 機器 と の 通信 に は 、 両 装置 間 の 通信 に 対応 し た ソフ トウ ェ ア が 必要 で 
す 。 


っ 赤外線 通信 を 使用 し て いる と き ( 赤 外線 通信 用 の アプ リケーション ソフ ト を 実 
1 行 中 の と き ) に は 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 を 使用 で きま せん 。 赤 外線 通信 
用 の アプ リケーション ソフ ト を 終了 させ て か ら サ スペ ンド 状態 に し て くだ さい 。 


< 錠 > IrDA と SIR 方 式 ーー ーー 一 


IrDA(Infared DoTo Associgtion) は 米国 で 設立 され た 赤外線 デー タ 通 信 に 関す る 標準 化 団体 で す 。 
SIR 方 式 と は 、IrDA の 標準 仕様 の 赤外線 デー タ 通 信 方 式 で す 。 


の 当 W 豆 藻 ③ 藤 直 | Wev 店 
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画 通信 時 の 機器 の 配置 に つい て 
本 機 で 赤外線 通信 を 行う 場合 に は 、 通 信 を 行う 機器 を 次 の よう に 配置 し て くだ さい 。 
・ 互 い の 機 器 ど うし を 接触 ささ な いよ うに し て くだ さい 。 
・ 互 い の 機器 の 赤外線 通信 ポー ト が 真正 面 に 向き 合う よう に し て くだ さい 。 
・ 互 い の 機器 の 赤外線 通信 ポー ト の 距離 を 約 1m 以 内 に し て くだ さい 。 
・ 本 機 と 通信 相手 機器 と の 間 に 物 を 置か な いで くだ さい 。 


通信 相手 機器 


赤外線 通信 
ポー ト 


本 うつ 赤外線 通信 ポー ト を 汚し た り 、 傷 つけ た り し な い \ よ うに 注意 し て く だ さい い 。 
1 有 


グ 本 機 の 赤外線 通信 ポー ト の 指向 性 と し て は 約 15 度 程度 の 余裕 が あり ます が 、 
この 角度 が 広く な る に つれ 、 通 信 可 能 距離 は 短く な り ま す 。 


通信 相手 の 機器 が 本 機 の 通信 可能 範囲 内 に あっ て も 、 次 の よう な 場合 に は 通信 で きま 
せん 。 


人 @ 通 信 相手 機器 の 赤 外 光 が 本 機 に 届か な い 


通信 相手 機器 


@ 通 信 相 手機 器 の 通信 可能 距離 が 本 機 よ り 短 い 


通信 相手 機器 


この よう な と き は 、 お 互い の 赤外線 通信 ポー ト を 真正 面 で 向き あわ せ 、 で きる 限り 近く に 
置い て くだ さい 。 
な お 、 こ の と き 装 置 ど うし は 接触 させ な いよ うに し て くだ さい 。 
この 他 の 注意 事項 に つい て は 、 通 信 相 手機 器 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 
グ 次 の よう な と き に は 、 通 信 可 能 距 離 が 短く な る こと が あり ます 。 
・ 直 射 日 光 や 蛍光 灯 の 直下 
・ 異 な る 機器 と の 接続 時 (相手 の 機器 の 性 能 に 依存 し ます ) 
・ 機 器 ど うし が 正しく 向き 合っ て いな いと き 
・ 他 の 赤外線 通信 機器 の 近く 
・ ノ イズ を 発生 する 機器 の 近く 
・ 通 信 相 手機 器 が IrDA 規 格 に 準拠 し て いな い 場 合 


の 涯 品評 落 ③ 落 六 | Wo 選 
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事 了 * 


を 


1 
の 
に 


別売 の 周辺 機器 の 接続 方 法 や 取り 扱い 方 、 注 意 事 項 を 説明 し て いま す 。 


人 @ 接 続 で きる 周辺 機器 に つい て 

@ メ モリ を 増やす 

PC カー ド を 使う 

@ ド ライ ブ ベ イ を 活用 する 

@W い ろ い ろ な 入力 装置 を 使う 
@MIDI 対 応 機器 と ジョ イス ティ ッ ク を 使う 
サウ ンド 機器 を 使う 

⑱$ プ リン タ を 使う 

CRT デ ィ ス プレ イ を 使う 

テレ ビ を 接続 する 

@ コ ミュ ニケ ーション スロ ッ ト を 活用 する 
シリ アル コネ クタ に 通信 機器 を 接続 する 
念 割り込み レベ ル ・DMA チ ャ ネル ・ROM ア ドレ ス 空 間 


* き る 周辺 機器 に つい て 


プリ ンタ 、 デ ィ ス プレ イ 、 モ デム な ど 、 本 機 に 接続 し て 使用 する 機器 全般 を 、 周 辺 機器 と い 
いま す 。 こ こ で は 本 機 に 接続 で きる 周辺 機器 に つい て 、 一 覧 で 説明 し て いま す 。 


いろ いろ な 入力 装置 を 使う P.122) 


マウ ス | 『 サム マウ ス 
(PC-H98-U01) (PC-9801NL-02) 


MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル B(PC-9821N-K08) 
MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル A(PC-9821N-K07) 


別売 の キー ボー ド を 使う ( テ P.123) - MIDI 対 応 機器 や - 
ジェ イス ティ ッ ク を 使う 
デン キー ボー ド 98 標 準 キー ボー ド (PC-9801-106) Ei 要 0 
1 2 ーー ボー 所 円 
oo 98 標 準 キー ボー ド 95 (PC-9801-119) PE 
し 8 府 OFT 


楽々 キー ボー ド (PC-9801-98) 
文豪 DP キー ボー ド (PC-9801-115) 


106 キ ー ボ ー ド (PC-9801-116) な ど 
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CRT デ ィ ス プレ イ を 使う (ご P.141) 


CRT デ ィ ス プレ イ 


TH 
た は 
ディ スプ レイ イン タフ ェ ー ス 変換 アダ プ タ (PC-9821-K06) 


サウ ンド 機能 を 使う ( 全 P.127) 


マイ ク 
オー ディ オ 


⑤ ⑲⑨ 


ooooo 〇 


PC カー ド を 使う (=P.105) 


B4680 イ ンタ フェ ー ス カー ド T(PC-9801N-J12) 
SCSI カ ー ド (PC-9801N-J03R) 

FAX モデ ムカ ー ド セッ ト (PC-9801N-J15) 

デジ タル セル ラ カ ー ド (PC-9801N-J13、PC-9801N-J06R) 
フラ ッシュ メモ リカ ー ド (PC-FH02L/04L/10L/20L/40L) 
100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス カー ド (PC-9821-CS01) 

ビデ オキ ャ プチ ャ カー ド (PC-9821-CS02) 


の dl 時 語 藻 S 若 | 09…v は 


専用 FDD 外 付 ケ ー ブ ル 


プリ ンタ ケー ブル (PC-9821NB-K01)※ 
(PC-CA202/204) | 


プリ ンタ を 使う (P.136) 


ン リ アル コネ クタ に 通信 機器 
2 を 接続 する (( テ P.153) 


シリ アル イン ター フェ イス を 
備え た 機器 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ ※ レ 協 ら 


※ 本 機 に 添付 され て いま す 。 
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メモ リ を 増やす ( 全 P.98) 


増設 RAM ボ ー ド 


PC-9821NR-B01(8M バ イト ) 
PC-9821NR-B02(16M バ イト ) 
PC-9821NR-B03(32M バ イト ) 
PC-9821NR-B04(64M バ イト ) 
※ 増 設 HAM ボ ー ド の 形状 は ボー ド に より 異な り ま す 。 


テレ ビ を 接続 する ( 信 P.147) 
市 販 の テレ ビ 


コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト 
を 活用 する ( ほ P148) 


FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) ※ 


ee 市 販 の ビデ オケ ー ブ ル 


※PC-9821Nr15/S14F に は 標準 内 蔵 


ドラ イブ ベイ を 活用 する ( き P.119) 


バッ テリ パッ ク ( ニ ッ ケ ル 水 素 ) (PC-9821NR-U02) 
増設 用 8 倍速 CD-ROM ド ライ ブ (PC-9821NR-CO01) 
ハー ド デ ィ スク (PC-HD540NH、PC-HD1000NH) 


95 


別売 の 周辺 機器 に つい て 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


本 機 に 、 前 ペー ジ の よう な 別売 の 周辺 機器 を 取り 付け る 場合 、 周 辺 機器 が 本 機 に 対応 し 
て いる こと を ご 確認 くだ さい 。 ま た 、 周 辺 機 器 に よっ て は 、 使 用 上 の 制限 事項 が ある 場合 
が あり ます 。 説 明 書 な ど を よく ご 覧 の うえ 、 使 用 し て くだ さい 。 

当社 製 以 外 の 周辺 機器 を 使用 する 場合 は 、 機 器 の 製造 元 ま た は 発売 元 な ど に 上 記 の 
事項 を 確認 し て くだ さい 。 


周辺 機器 の 取り 付け / 取 り 外 し の 注意 。。。。。。。。..。。 


本 機 が サス ペン ド 状 態 の と き や ハ イ バ ネ ーション 状態 の と き に は 機器 の 取り 付け / 取 り 外 
し を し な いで くだ さい 。 

本 機 が 正常 に 動か な く な る こと が あり ます 。 

サス ペン ド 状 態 や ハイ バネ ーション 状態 の と き に 機器 の 取り 付け / 取 り 外 し を し た いと き 
に は 一 度 保持 され て いる 内 容 を 復元 させ て デー タ を 保存 し て か ら 本 機 の 電源 を OFE 
に し 、 機 器 の 取り 付け / 取 り 外 し を し て くだ さい 。 


周辺 機器 用 の ドラ イ バ 。。。。。。。。 


ドライバ ] は 言葉 の と お り 、 周 辺 機器 を 「 動 か す ]」 た め に 必要 な も の で す 。 周 辺 機器 を 増設 
し た 際 に は 、 ド ライ バ を 設定 し ます 。 周 辺 機器 を どの よう に 動か す の か 、 周 辺 機器 の 決ま り 
を パソ コン に 教え る 必要 が ある か ら で す 。 

Windows 95 で は 、 接 続 する 周辺 機器 に よっ て は 、 自 動 的 に ば ドライ バ が 組み 込ま れ ま す 。 


周辺 機器 を 接続 する 


\ 


電源 を ON 


起動 時 に Windows 95 が 自動 的 に 
新しい 周辺 機器 を 検出 


ハー ド デ ィ スク 内 に ある 周辺 機器 に 
対応 し た ドラ イ バ を 自動 的 に 組み 込み 


4 


周辺 機器 が 使え る よう に な る 


この 仕組 み に 対 応 し た 周辺 機器 で あり 、 か つ ハ ー ド ディ スク 内 に 対応 し た ドラ イ バ が ある 
場合 は 、 何 も する 必要 が あり ませ ん が 、 そ う で な い 場 合 は 、 自 分 で ドラ イ バ を 組み 込ま な 
けれ ば な り ま せん 。 こ の マニ ュ ア ル の それ ぞ れ の 機器 の ペー ジ や 、 周 辺 機器 に 添付 の マ 
ニュ アル を ご 覧 の 上 ドラ イ バ の 組み 込み を 行っ て くだ さい 。 


画 本 機 に 添付 され て いる 周辺 機器 用 ドラ イ バ 


本 機 に は 、 周 辺 機器 を 利用 する た め に 必要 な ドラ イ バ が 添付 され て いま す 。 ド ライ バ は 
Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク (AF ドラ イブ ) の [DRIVER] フ ォ ル 
ダ ま た は [DRIVER2] フ ォ ル ダ に 、 種 類 に 応じ て 分 類 し 格納 し て あり ます 。 


・ ド ライ バ の 機能 や セッ ト ア ッ プ 方 法 や 問い 合わ せ 先 に つい て は 、 各 ドラ イ バ 
の README フ ァイル を ご 覧 くだ さい 。 


・ ド ライ バ を 正しく 組み 込め な か っ た 場合 は 、 周 辺 機器 が 使え な い ば か りか 、 
本 機 の 動作 も 不安 定 に な る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 周辺 機器 の マニ ュ 
アル に し た が っ て 、 正 し く ド ライ バ を 組み 直し て くだ さい 。 


の dl 財 品 藻 S 若 六 | 9… 民 
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本 機 で は 、16M バ イト の RAM ボ ー ド が あら か じ め メ モリ スロ ッ ト に 取り 付け られ て いま す 。 
別売 の 増設 RAM ボー ド を 増設 用 スロ ッ ト に 取り 付け る こと で 、 ユ ー ザ ー ズ メモ リ の 容量 
を 増やし 、 大 量 の デー タ を より 高速 に 、 効 率 よ く 扱 うこ と が で きま す 。 こ こ で は 、 ユ ー ザ ー ズ 
メモ リ の 容量 の 増やし 方 と 容量 が 増え た か どう か の 確認 方 法 を 説明 し て いま す 。 


ほう 本 機 右側 面 た り の コネ クタ に 、RAM ボ ー ド を 1 枚 も 取り 付け て いな い 状 態 で 
ロビ 本 機 を 使用 する こと は で きま せん 。 


増設 RAM ボ ポー ド と メモ リ 容 量 。、。。。。..。........ 


増設 RAM ボ ー ド メモ リ 容 量 
PC -9821NR-B01 8M バ イト 
PC-9821NR-B02 16M バ 人 イト 
PC-9821NR-B03 32M バ 人 
PC-9821NR-B04 64M バ 條 


・ 増設 RAM ボ ー ド は 指定 の も の を お 使い くだ さい 。 


・ メ モリ 容量 を 最大 容量 (128M バ イト ) に 増設 し た いと き に は 、 あ ら か じ め ス ロ 
ッ ト に 取り 付け られ て いる RAM ボ ー ド を 取り 外し て か ら 、64M バ イト の 増設 
RAM ボ ー ド を 2 枚 取り 付け て くだ さい 。 


供 増 設 RAM ボ ー ド の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 電 源 コ ー ド を 

抜い て くだ さい 。 
感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 、 増 設 RAM ボ ー ド の 取り 付け / 取 

り 外 し を する と 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 

@ 添 れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 

信二 が 鳴り だ し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


久本 機 の 使用 直後 は 、 ハ ー ド ディ スク や ハー ド デ ィ スク の 周辺 に 触れ な いで 
し 4 db 
高温 注意 ハー ド デ ィ スク が 熱く な っ て いま す の で 、 手 を 触れ る と や けど を する お それ が あり ます 。 増 設 
RAM ボ ー ド の 取り 付け / 取 り 外 し は 電源 を OFE に し た あと 30 分 以上 た っ て か ら 行う こと を 
お すす めし ます 。 


・ 増 設 HAM ボー ド は 、 静 電気 に 大 変 静 い 部 品 で す 。 身 体 に 静電気 を 帯び た 状態 


で 増設 RAM ボ ー ド を 扱う と 、 増 設 HRAM ボ ー ド が 破損 する 原因 と な り ま す 。 
増設 RAM ボ ー ド に 触れ る 前 に 身近 な 金属 (アル ミサ ッ シ や ドア の ノブ な ど ) に 手 
を ふれ て 、 静 電気 を 取り 除く よう に し て くだ さい 。 


・ 増 設 HRAM ボ ー ド の コネ クタ 部 分 に は 手 を 触れ な いで くだ さい 。 接 触 不良 な ど 故 


障 の 原因 と な り ま す 。 
・ ボ ー ド 上 の 部 品 や ハン ダ 付 け 面 に 触れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


・ 増 設 HAM ボ ー ド の 向き に 注意 し て くだ さい 。RAM ボー ド を 間違っ た 向き で 無理 
に 取り 付け よう と する と 、 本 機 コ ネ ク タ 部 や 増設 RAM ボ ー ド が 故障 する 原因 と な 
り ま す 。 
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増設 RAIMI ボ ー ド を 取り 付け る / 取 り 外 す . eeeoee@e 
増設 HAM ボ ー ド の 取り 付け / 取 り 外 し に は 、 十 (プラ ス ) ド ライ バ が 必要 で す 。 


画 増 設 RAM ボ ポー ド を 取り 付け る 


用 本 機 の 電源 が OFF に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 


ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 


0 ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
1 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 取 り 外 し ます 。 

本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 

本 機 に ケー ブル 類 が 接続 され て いる 場合 、 す べ て 取り 外し ます 。 
本 機 の フタ (液晶 ディ スプ レイ ) を 閉じ て 本 機 を 裏返し ます 。 


図 の 2 カ所 の ネジ を プラ ス ド ラ イ バ で 取り 外し ます 。 


9 ロロ RCOOIO 


プ 本 機 を 裏返し 、 フ タ ( 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) を 開け ます 。 


の 左右 の スピ ー カ の カバ ー を 矢印 の 方 向 に スラ イド させ て 外し ます 。 
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紀 手前 を 軸 に し て キー ボー ド を ゆっ くり と 起こ し ます 。 


) キー ボー ド は 本 機 と ケー ブル で 接続 され て いま す 。 ケ ー ブ ル を 破損 し な いよ う 
5 に 注意 し て くだ さい 。 


4 増設 RAM ボ ー ド を 取り 付け ます 。 増 設 RAM ボ ー ド の 切り 欠き 部 分 を 本 機 コ ネ ク 
タ の 突起 部 に あわ せ て 、 端 子 部 が あたる まで 挿入 し ます 。 


増設 用 RAM ボ ー ド の 切り 欠き を 


ここ に 合わ せる 


る 増設 RAM ボ ー ド を 挿入 する と き の 人 角度 は 30 度 くら い に し て くだ さい 。 そ れ よ り 
に も 小さ いと 本 機 の コネ クタ が 破損 する 恐れ が あり ます 。 


増設 HAM ボ ー ド 


30 度 


4 カチ ッ と 音 が する まで ボー ド を 本 機 に 倒し 込み ます 。 
4g キー ボー ド を ゆっ くり と 倒し て 閉じ ます 。 
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43 手順 8 で 外し た 左右 の スピ ー カ の カバ ー を スラ イド させ て 取り 付け ます 。 
44 本 機 の フタ (液晶 ディ スプ レイ ) を 閉じ 、 本 機 を 裏返し ます 。 
4 手順 6 で 外し た ネジ を 2 カ所 、 取 り 付け ます 。 

これ で 、 増 設 RAM ボ ー ド の 取り 付け が で きま し た 。 


際 ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 が ご 購入 時 の 設定 に 戻っ て いる こと が あり ます 。 必 要 
アク 」 場合 は 設定 し 直し て くだ さい 。 


画 増設 RAM ポ ー ド を 取り 外す 


用 「 増 設 RAM ボー ド を 取り 付け る 」 の 1 一 9 の 手順 で キー ボー ド を 起こ し ます 。 


の コネ クタ の 両端 を 前 後に 押し 広げ な が ら 、 増 設 RAM ボ ー ド を 引き 起こ し て 取り 外 
し て くだ さい 。 


3 キー ボー ド を ゆっ くり と 倒し て 閉じ ます 。 
4 外し た 左右 の スピ ー カ の カバ ー を スラ イド させ て 取り 付け ます 。 
1 本 機 の フタ (液晶 ディ スプ レイ ) を 閉じ 、 本 機 を 裏返し ます 。 


用 外し た ネジ を 2 カ所 、 取 り 付 け ま す 。 


これ で 増設 RAM ボ ー ド が 取り 外せ まし た 。 


グ ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 が ご 購入 時 の 設定 に 戻っ て いる こと が あり ます 。 必 要 
な 場合 は 、 設 定 し 直し て くだ さい 。 


増やし た メモ リ を 確認 する 。。。。。 


増やし た メモ リ が 認識 され た か どう か を 確認 し ます 。 
有 電源 を ON に し ます 。 


次 の よう な メモ リ チ ェ ッ ク の 画面 が 表示 され ます 。 


CPU MODE High 
MEMORY 640K 了 ※※ メ XXKB OK この 部 分 を 確認 し ます 。 


メモ リ 容 量 を 確認 し ます 。 


103 


104 


・ 98NOTE メ ニュ ー の 「 動 作 環 境 の 設定 ]」 で 「 16M バ イト シス テム 空間 」 が | 使 
用 する } に な っ て いる と き に は 、 メ モリ チェ ッ ク で 表示 され る 容量 は 実際 の ユ 
ー ザ ー ズ メモ リ よ り 1M バ イト 少な い 値 に な り ま す 。 


・ ユ ー ザ ー ズ メモ リ 容 量 は 、 搭 載 メ モリ の 総 容量 より 0.4M バ イト 少な く 表 示さ 
れ ま す 。 


メモ リ 容 量 が 増え て いな か っ た ら 、 次 の こと を 確認 し て くだ さい 。 
・ 増 設 HAM ボ ー ド が 正しく 取り 付け られ て いる か 
・ 本 機 で 使え る 増設 HAM ボ ー ド を 取り 付け て いる か 


区 W 別 Windows 95 で メモ リ 容 量 を 確認 する 
増やし た メモ リ は Windows 95 で も 確認 で きま す 。 


人 4 (スタ ー ト ) ボ タン を クリ ッ ク し (設定) を ポイ ント レ 、( コ ント ロー ル パ ネ ル ) を クリ ッ ク し ます 。 
(コン トロ ー ル パネ ル ) ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
の システム) アイコン 馬 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


(シス テム の プロ パテ ィ ) ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
(情報 ) タ ブ プ ま た は (パフ ォ ー マ ンス ) タプ で 確認 する こと が で きま す 。 


ド を 使う 


本 機 に は 、PC カ ー ド (PC Card Standard 準 拠 ) が 使え る PC カー ドス ロッ ト が あり ま 
す 。 ま た 、 本 機 の PC カー ドス ロッ ト で は CardBus/Z V ポー ト に 対応 し た PC カー ド を 使う 
の と が で きま す 。 

ここ で は 、PC カ ー ド の 種類 や 、PC カ ー ド スロ ッ ト へ の カー ド の 入れ 方 / 出 し 方 、PC カ ー ド を 
使う た め に 必要 な 設定 方 法 な ど に つい て 説明 し て いま す 。 


必 ー ド に つい いで AO の woem eeeyee 
画 使 用 で きる PC カー ド の 枚数 


PC Card' Standard 準 拠 の PC カー ド に は 、TYPE 1 、TYPE II 、TYPE 由 の 3 つの 
タイ プ が あり 、 次 の よう な 大 き さ に 統一 され て いま す 。 


・ 縦 …85.6mm 

・ 横 …54.0mm 

・ 厚 さ … TYPE | …3.3mm 
TYPE II …5.0mm 
TYPE 昨 …10.5mm 


本 機 で は 、TYPE 1 か TYPE II の PC カー ド を 2 枚 、 ま た は TYPE 町 の PC カー ド を 1 枚 
まで 使う こと が で きま す 。 

また 、CardBus/ZV ポ ー ト 対応 の PC カー ド は 下 の ス ロッ ト ( ス ロッ ト 0) で 1 枚 使 用 する こ 
と が で きま す 。 


の di 当時 上 落 S 基 人 es 
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較 P じ カー ド の 種類 
本 機 で 使え る PC カー ド と し て は 次 の よう な も の が 用 意 さ れ て いま す 。 


@100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス カー ド (PC-9821-CS01) 


CardBus 対 応 の PC カー ド で す 。 
10BASE-T、100BASE-TX の イン ター フェ イス に 対応 し て いま す 。 


人 @ び ビデ オキ ャ プチ ャ カー ド (PC-9821-CS02) 
ZV ポ ー ト 対応 の PC カー ド で す 。 
本 機 と ビデ オデ ッ キ や ビデ オカ メラ を 接続 し て 画像 を 見 る こと が で きま す 。 


@⑱ び TV チュ ー ナ アダ プ タ (PC-9821-CS02-01) 
ビデ オキ ャ プチ ャ カー ド (PC-9821-C802) に 接続 し て テレ ビ の 映像 を 見 る と き に 使い ます 。 


。 CardBus/ZV ポ ー ト 対応 の PC カー ド は 本 機 に イン スト ー ル され て いる 
+ 科 Windows 95 で の み 使 用 で きま す 。 別 売 の Windows 95 で は 使用 で きま せん 。 


フラ ッシュ メモ リカ ー ド (PC-FHO2L/O04L/10L/20L/40L) 


フラ ッシュ メモ リ を 使用 し た ATA カ ー ド で 、TYPE Il の PC カー ド で す 。ATA カー ド の イン 
ター フェ イス を 持っ て お り 、 ハ ー ド ディ スク と 同じ よう に 使う こと が で きま す 。 


@B4680 イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド T(PC-9801N-J12) 
LAN と 接続 する た め の カ ー ド で 、TYPE IT の PC カー ド で す 。 


了 本 機 で は B4680 イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド T(PC-9801N-J02) は 使用 で きま せ 
ん 。 
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@SCSI カ ー ド (PC-980 1 N-JO3R) 


SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス を 持っ た PC カー ド で 、TYPE の PC カー ド で す 。 
SCSI カ ー ド を 使う と 、SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対応 し た ハー ド デ ィ スク や CD-ROM ド ライ 
プ ブ な ど を 接続 する こと が で きま す 。 


際 SCSI カ ー ド (PC-9801N-J03R,PC-9801N-J03) で ピン タイ プ の 周辺 機器 を 
接続 する 場合 に は 、 別 売 の SCSI 機 器 接続 用 ケー ブル (PC-9801N-J03-01) が 
必要 で す o 


@FAX モ デム カー ド セ ッ ト (PC-9801N-J 15 ) 


FAX の 送受 信 機 能 と モデ ム 通 信 機 能 を 持っ た TYPE II の PC カー ド で す 。 
ファ クシ ミリ 送受 信 ソ フト ウェ ア な ど が 添付 され て いま す 。 


本 機 で は モデ ムカ ー ド (PC-9801N-J01) は 使用 で きま せん 。 
ノ 4 


デジ タル セル ラ カ ー ド (PC-9801N-J13、PC-980 1N-JOG6R) 


本 機 と デジ タル 携帯 電話 機 を 接続 する た め の カ ー ド で 、TYPE II の PC カー ド で す 。 
電話 回 線 を 確保 し づら い 場 所 で の 無線 デー タ 通 信 を 実現 で きま す 。 


グ 本 機 で は 、 赤 外線 通信 イン タフ ェ ー ス カー ド (PC-9801N-J07、PC-9801N- 
影 ) Jo7R) を 使用 する こと は で きま せん 。 


本 機 で は これ 以外 に も さま ざま な PC カー ド が 使え ます 。PC カ ー ド が 本 機 で 使用 で きる か 
どう か は 、PC カ ー ド の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


の 当時 生 式 合い ・ 


区 負 選 SCSI- 周 辺 和 呈 を つなぐ 規格 一 


パソ コン と 周辺 機器 を 接続 し て 使う た め に は 標準 の イン ター フェ イス (規格 ) が 必要 で す 。 標 準 の イン タ 
ー フ ェ イ ス の 中 に 、SCSI( ス カジ ー) と 呼ば れる も の が あり ます 。 こ の SCSI は 8 ビット の 並列 信号 を 扱い 7 
台 ま で 周辺 機器 を 接続 する こと が で きま す 。 本 機 の PC カー ドス ロッ ト に SCSI カ ー ド を 入れ る と 、$SCSI に 対 
応 し た 機器 を 増設 する こと が で きま す 。 

SCSI に 対応 し た 機器 に は ハー ド デ ィ スク 、CD-ROM ド ライ ブ な ど が あり ます 。 
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PC カー ド を 取り 扱う と き の 注 意 。。。。。。。。。。。。。。。 


PC カー ド は 非常 に 精密 に で き て いま す 。PC カ ー ド や スロ ッ ト の 故障 を 防ぐ た め 、 次 の 点 
に 注意 し て くだ さい 。 


・ 高 温 ・ 低 温 ・ 多 湿 の 場所 に 放置 し な いで くだ さい 。 

・ 濡 ら さ な いで くだ さい 。 

・ 重 いも の を 載せ な いで くだ さい 。 

・ ぶ つけ た り 、 沙 と し た りな どの 衝撃 を 与え な いで くだ さい 。 

・PC カ ー ド の 端子 部 分 に 金属 な ど を 差し 込ま な いで くだ さい 。 


・ PC カード スロ ッ ト で は 、PC Card Standard に 準拠 し て いな い カ ー ド は 使え ませ 
ん 。 対 応 し て いな い カ ー ド を 無理 に 押し 込ま な いで くだ さい 。 故 障 の 原因 と な り ま 


す 。 
PC カー ド を 使う 前 に 確認 する 。。。。。。。。。。。。。。。。。 
一 設定 に つい て 


PC カー ド に よっ て は 、 本 機 側 と 割り 込み レベ ル な どの 設定 が 重なる 場合 が あり ます 。PC 
カー ド の マニ ュ ア ル を ご 覧 に な り 、 重 な ら な いか を 確認 し て くだ さい 。 重 な る 場合 は 、[ 割 
り 込 み レ ベル ・DMA チ ャ ネル ・ROM ア ドレ ス 空 間 」( テ P.154) と PC カー ド の マニ ュ ア 
ル を ご 覧 の 上 、 設 定 を 変更 し て くだ さい 。 

Windows 3.1 で PC カー ド を 使う と き に は 別冊 の [PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ アマ ニュ 
アル 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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久本 機 の 使用 中 や 使用 直後 は 、PC カ ー ド が 熱く な っ て いま す の で 、 出 し 入れ 
に ご 注意 くだ さい 。 
高温 注意 本 機 の 使用 中 や 使用 直後 は 、PC カ ー ド が 熱く な っ て いま す の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


P じ カー ド を 入れ る 


の ・ サ スペ ンド 中 に 機器 の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き に は 、 サ スペ ンド スイ ッ 
1 チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 
その 後に Windows を 終了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し て か ら カ ー ド を 取り 
付け て くだ さい 。 


・ PC カード の 方 向 に 注意 し て くだ さい 。PC カ ー ド に は 表 と 裏 が あり 、PC カ ー 
ドス ロッ ト に 挿入 する 向き が 決ま っ て いま す 。 逆 に 挿入 し よう と し て も で き 
な いよ うに な っ て いま す が 、 無 理 に 押し 込 も うと する と 本 機内 の ピン が 折れ 
て 、PC カ ー ド スロット が 壊れ て し まい ます 。PC カ ー ド の 向き は 、PC カ ー ド の 
マニ ュ ア ル を ご 覧 に な り 確 認 し て くだ さい 。 


アプ リケーション ソフ ト を 使用 し て いる と き は 、PC カ ー ド を 出し 入れ し な いで く 
だ さい 。PC カ ー ド の 出し 入れ や 取り 扱い に つい て は 、PC カ ー ド に 添付 の マニ 
ュ ア ル を あわ せ て ご 覧 くだ さい 。 


| PC カー ドス ロッ ト の カバ ー を 手前 に ひい て 開け ます 。 
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の PC カー ド の 上 面 ( 表 ) を 上 に し て 、 矢 印 の 方 向 へ 、 静 か に 差し 込み ます 。 


3 PC カー ド が 完全 に 差し 込ま れ た か どう か を 確認 し て くだ さい 。 完全 に 差し 込ま 
れる と 、PC カー ドス ロッ ト の イジ ェクト ボタ ン が 少し と び 出 し ます 。 


芝 ) つ PC カー ドス ロッ ト の カバ ー は 、 ケ ー ブ ル な ど を 接続 し な い 場合 は 、 破 損 防 止 の 
に た め に 閉じ て 使用 し て くだ さい 。 


瑞 P じ カー ド を 出す 


| PC カー ドス ロッ ト の カバ ー を 開け ます 。 


PC カー ドイ ジェ クト ボタ ン の うち 、 ど ちら か 取り 出し た い PC カ ー ド が 入っ た 方 に 対 
応 す る イジ ェクト ボタ ン を 押し ます 。 


PC カー ド が 少し と び 出 し ます 。 
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3③ PC カー ド を 持ち 、 矢 印 の 方 向 に 静か に 引き 抜き ます 。 


の di 敵 叶 旧知 若 き 藻 | 9… 違 
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PC カー ドサ ポー ト の 設定 を する rr ......... 


Windows 95 上 で PC カー ド を 使用 する に は 、PC カ ー ド に 対応 し た PC カー ドサ ポー ト が 
必要 で す 。PC カ ー ド サポ ー ト に は 、32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト (以降 、32 ビ ッ ト ) と 16 ビ ッ ト 
PC カー ドサ ポー ト ( 以 降 16 ビ ッ ト ) の 2 種類 が あり ます 。32 ビ ッ ト と 16 ビ ッ ト の 両方 を 同時 に 
利用 する こと は で きま せん 。 どちら の PC カー ドサ ポー ト を 利用 する か 設定 し ます 。 


際 Windows 3.1 を お 使い の 方 は 「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア マ ニュ アル 」 を 
ご 覧 くだ さい 。 


画 使 用 する PC カー ド の 種類 を 確認 する 
まず 最初 に 、 使 用 する PCO カード で どちら の PC カー ドサ ポー ト が 必要 か を 確認 し ます 。 


・CardBus 対 応 の PC カー ド を 使用 する 場合 
32 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト 


・ZV ポ ー ト 対応 の PC カー ド を 使用 する 場合 
16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 


・NEC 製 品 の PC カー ド (PC-9801N-J01/J02 を 除く ) の み を 使用 する 場合 
32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 


* 販 売 元 か ら Windows 95 用 ドラ イ バ が 提供 され て いる PC カー ド を 使用 する 場合 
32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 


* 販 売 元 か ら Windows 95 用 ドラ イ バ が 提供 され て いな い PC カー ド を 使用 する 場合 
16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト 


Windows 95 用 ドラ イ バ の 有無 は 、PC カ ー ド の 販売 元 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


アプ リケーション ソフ ト か ら PC カ ー ド を 使用 で き な い 場合 が あり ます 。 


・16 ビ ッ ト で PC カー ド を 使用 する 場合 は 、 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 機能 や ハイ 
バネ ーション 機能 を 使う こと は で きま せん 。 


本 つ < 16 ビ ッ ト で PC カー ド を 使用 する 場合 は 、 ハ イ パ ー ー ミ ナル な どの 32 ビ ッ ト 
1 


画 32 ピ ッ ト で PC カー ド を 利用 する 


本 機 に 初め て PC カー ド を 入れ る と 、 次 の 新しい ハー ドウ ェ ア の ダイ アロ グ ボ ックス が 表 
示さ れ 、 各 PC カー ド ご と に 必要 な 設定 が 自動 的 に 行わ れ ま す 。 


※ 画面 に 表示 され る メッ セー ジ は PC カー ド に より 異な り ま す 。 
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H る タ ァ | この 作業 に は 数 十 秒 か か り ま す の で 、 設 定 が 終了 する まで し ば らく お 待ち くだ 


さい 。 な お 、 同 じ PC カ ー ド を 挿入 し た 場合 、2 回 目 以降 は 上 記 の 画面 が 表示 
され ませ ん 。 


面 32 ビ ピット で フラ ッシュ メモ リカ ー ド ユー ティ リティ を 利用 する 
本 機 で フラ ッシュ メモ リカ ー ド ユー ティ リティ を 使用 する 場合 は 、 次 の 手順 で セッ ト ア ッ プ 
を 行っ て くだ さい 。 


4 
ら 


本 機 の 電源 を ON に し ます 。 


[Windows 95 を 起動 し て いま す .……」 の メッ セー ジ が 表示 され て いる 間 に 、 キ ー ボ 
ー ド の [f・8」 を 押し ます 。 


Windows 95 起 動 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


グ キー ボー ド の [f・-8 ] を 押す の が 遅れ た 場合 、Windows 95 が 起動 し ます 。 そ の 
場合 は 、Windows を 終了 させ て か ら 、 手 順 1 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


キー ボー ド の [1][ を 使っ て 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 に 反転 表示 を 合わ せ 、[ 同 
を 押し ます 。 


メモ 帳 や EDIT.REXE な どの テキ スト エディ タ を 使っ て 、CONFIG.SYS フ ァイル 
に 次 の 行 を 追加 し ます 。 


DEVICE= く Windows 95 の ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM\CSMAPPERSYS 
DEVICE= く Windows 95 の ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM\CARDDRV.EXE 
/SLOT=n /MODE=m 


n の 値 に は 、 本 機 の PC カー ドス ロッ ト の 数 を 指定 し ます 。 


11 く 
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また 、 CSMAPPER.SYS と CARDDRV.EXE の ファ イル が ぐ Windows 95 
の ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM フ ォ ル ダ に ある こと を 確認 し て くだ さ 
い 。 


m の 値 に は 、 使 用 する PC カー ド の 種類 に よっ て 、 次 の 値 を 指定 し ます 。 


SRAM カ ー ド 用 の ドラ イブ を 確保 しま す 。 フ ラッ シュ メモ リカ ー ド を 使用 
する こと は で きま せん 。 


フラ ッシュ メモ リカ ー ド 用 の ドラ イブ を 確保 し ます 。SRAM カー ド を 使用 
する こと は で きま せん 。 


SRAM カ ー ド 用 と フラ ッシュ メモ リカ ー ド 用 の ドラ イブ を 確保 レ し ます 。 
/SLOT=2 を 指定 し た 場合 の ドラ イブ の 割り 当て 方 は 、 次 の 通り で す 。 
最初 の 2 ドラ イプ:SRAM カー ド 

後 の 2 ド ライ ブ : フ ラッ シュ メモ リカ ー ド 用 


グ | ここ で 、 エ クス プロ ー ラ な ど を 使っ て 、CSMAPPER.SYS と CARDDRV.EXE 
ノ ス が ぐ Windows 95 の ドラ イブ 名 >:\WINDOWS\SYSTEM フ ォ ル ダ に 格納 さ 
れ て いる か 確認 し て くだ さい 。 


Windows を 終了 し て 、 本 機 を 再起 動 さ せま す 。 
コン トロ ー ル パネ ル の [アプ リケーション の 追加 と 削除 ] ダ ブル クリ ッ ク し ます 。 
[Windows フ ァイル ] タ ブ で [ディ スク 使用 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら イ ンス トー ル ] で 、WELUTL.INE を 指定 し て フラ ッシュ メ 
モリ カー ド ユ ー テ ィ リ ティ を イン スト ー ル し ます 。 


WEFLUTL.INF は く Windows 95 の ドラ イブ 名 >:\DRIVERS\STORAGRE 
\NEC\FELUTL フ ォ ル ダ に 格納 され て いま す 。 


画 16 ビ ピット で PC カー ド を 利用 する 


16 ビ ッ ト で PC カー ド を ご 利用 に な る 場合 は 、 次 の 手順 が 必要 で す 。 


(1) PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ アイ ンス トー ルディ スク を 作成 する 
(2) 「16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア 」 を イン スト ー ル する 
(3) 「16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア 」 を 登録 する 


(1)PC と カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ アイ ンス トー ルディ スク を 作成 する 


次 の 手順 で [PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ アイ ンス トー ルディ スク (以降 「 イ ンス トー ルディ ス 
ク 」) を 作成 し ます 。 


あら か じ め フ ォ ー マ ッ ト し て も よい 2HD フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 を 準備 し て お いて くだ さい 。 
この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 、「 イ ンス トー ルディ スク 」 と 書い た ラベ ル を 貼っ て お きま す 。 


な お 、 イ ンス トー ル の 作業 を 行う 前 に インス トール ディ スク 」 の 
README.PCC フ ァイル を よく お 読み くだ さい 。 


| 本 機 の 電源 を ON に し ます 。 


の 「Windows 95 を 起動 し て いま す ...」 と いう メッ セー ジ が 表示 され て いる 間 に キ 
ー ボ ー ド の [f・8] を 押し ます 。 


Windows 95 起 動 メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


の dl 沿 時 二 藻 若 | 09 区 
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3 キー ボー ド の [ 生 [ 上 を 使っ て 、「 コ マン ド プ ロン プ ト の み 」 に 合わ せ 、( 記 を 押し ます 。 
還 コマ ンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


CD \PCCARD 
CPCRDCFEG < フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 >: 


馬 画 岳 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て 、 フ ォ ー マ ッ ト し て よい 2HD フ ロッ ピー デ 
ィ ス ク (「 イ ンス トー ルディ スク 」 と 書い た ラベ ル を 貼っ た も る の) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ に セッ ト し て くだ さい 。 

何 か の キー を 押し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を 開始 し ます 。 フ ォ ー マ ッ ト し た 後 、「 イン スト ー ル デ 
ィ ス ク 」 の 作成 が 行わ れ ま す 。 


(2)「16 ビ ピッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を イン スト ー ル する 


Windows 95 上 で 、WINSTCRD.EXE は 使用 で きま せん 。 以下 の 操作 で イン スト 
ー ル を 行い ます 。 


本 機 の 電源 を ON に し ます 。 
「 イ ンス トー ルディ スク 」 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に セッ ト し ます 。 
[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ] を クリ ッ ク し ます 。 


名 前 の 欄 に 次 の よう に 入力 し ます 。 


R CO IO ー 


くべ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 名 > :\WINSTCRD 


WINSTCRD が 起動 し 、「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア 」 を イン スト ー ル し ます 。 
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(3) 「16 ビ ピッ ト PC カー ドサ ポー トン ソフトウェア 」 を 登録 する 


Windows 95 上 で 、WCARDCFG.EXE は 使用 で きま せん 。 以 下 の 操 作 で 登録 を 行 
いま す 。 


1 生 「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 を 登録 する と 、32 ビ ッ ト で PC カー ド 
ゼ を 使用 で き な く な り ま す 。 


[通っ 


電源 を ON に し ます 。 


[ スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ログ ラム ]-[PC カ ー ド ユー ティ リティ 1] の 順に ポイ 
ント し 、[WCARDCEG] を クリ ッ ク し ます 。 


[起動 ドラ イブ 」 を 指定 し 、| 登録 」 ボ タン を クリ ッ ク す る と CONEIG.SYS の 設定 が 
変更 され ます 。 


[ スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ ヘ ルプ ] を クリ ッ ク し ます 。 
[キー ワー ド ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 


[キー ワー ド ] の 画面 で TPC」 と 入力 し ます 。 


wo 60 IO 


表示 され た 項目 か ら 「 使 用 で き な い よう に する 」 を 選択 し ます 。 


32 ビ ッ ト で PC カー ド を 使用 で き な い よう に する と 、「16 ビ ッ ト PC カー ドサ ポー ト ソ 
フト ウェ ア 」 が 使用 で きま す 。 


以降 は 、「Windows の ヘル プ 」 の 指示 に し た が っ て 、 操 作 を 行う と 「16 ビ ッ ト PC 
カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア 」 が 利用 で きま す 。 


117 


PC カー ドサ ポー ト の 
設定 を 変更 する [本 3 eoeeeeeeeeeeeeeeeeeee@e@e@@ 
画 16 ビ ピッ ト か ら 32 ビ ピット に 変更 する 


3 本 機 で は 、 購 入 時 に 32 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト に 設定 され て いる た め 、 通 常 は 
アコ 以下 の 手順 は 必要 あり ませ ん 。16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト か ら 32 ビ ッ ト PC カ 
ー ド サポ ー ト に 変更 する 場合 に 以下 の 手順 を 行っ て くだ さい 。 


PC カー ドサ ポー ト を 16 ビ ッ ト か ら 32 ビ ッ ト に 変更 する 場合 は 、 次 の 操作 を 行っ て 
Windows の ヘル プ を 参照 し て くだ さい 。 


電源 を ON に し ます 。 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ログ ラム ]-[PC カ ー ド ユー ティ リティ ] の 順に ポイ 
ント し 、[WCARDCFG] を クリ ッ ク し ます 。 


「 起 動 ド ライ ブ 」 を 指定 し 、「 削除]」 ボ タン を クリ ッ ク す る と CONFIG.SYS の 設定 が 
変更 され ます 。 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ ヘ ルプ ] を クリ ッ ク し ます 。 
[目次 ] の 画面 で トラブル シュ ー テ ィング ] を クリ ッ ク し ます 。 


表示 され た 項目 か ら [PC カ ー ド (PCMCIA) に 関す る 問題 ] れ クリ ッ ク し ます 。 


wo 00 DS 


[PC カー ド を 挿入 し て も 自動 的 に イン スト ー ル され ませ ん ] を クリ ッ ク し ます 。 


以降 は 、[ ヘ ルプ ] の 指示 に し た が っ て 操作 を 行っ て くだ きい 。 32 ビ ッ ト で PC カー ド 
を 利用 する こと が で きま す 。 


32 ビ ッ ト で 利用 する よう に 設定 する と 16 ビ ッ ト は 利用 で き な く な り ま す 。 


画 32 ビ ピッ ト か ら 16 ビ ピッ ト に 変更 する 


PC カー ドサ ポー ト を 32 ビ ッ ト か ら 16 ビ ッ ト に 変更 する に は 前 ペー ジ の 手順 で 再度 登録 を 
行い ます 。16 ビ ッ ト で 利用 する よう に 登録 する と 、32 ビ ッ ト は 利用 で き な く な り ま す 。 
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プ ベ イ を 活用 する 


ドラ イブ ベイ に 取り 付け られ て いる 機器 を 取り 外す と ドラ イブ ベイ に 別売 の 機器 を 取り 
付け る こと が で きま す 。 ここ で は ドラ イブ ベイ に 取り 付け られ る 機器 の 種類 や ドライブ 
ベイ に 取り 付け る 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


本 機 に 添付 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を ドラ イブ ベイ に 取り 付け る こと 
が で きま す 。 こ の 場合 、 下 の 図 A の 部 分 は 折り た た まれ て いな い 状 態 に し て 
くだ さい 。 


取り 付け られ る 機器 の 種類 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


田 バ パッ テリ パッ ク ( ニ ッ ケ ル 水 素 )(PC-982 1NR-U02) 


本 機 に 添付 され て いる バッ テリ パッ ク に 加え て 、 さ ら に ドラ イブ ベイ に バッ テリ パッ ク を 取り 
付け る と 、 バ ッ テ リ で の 使用 時 間 を 長く する こと が で きま す 。 

バッ テリ パッ ク の 充電 時 間 や 使用 時 間 、 サ スペ ンド 内 容 の 保持 時 間 に つ いて は P.249 を 
ご 覧 くだ さい 。 


グ | ・ 別 売 の バッ テリ パッ ク を ドラ イブ ベイ に 取り 付け る と き は 、 バ ッ テ リ パッ ク に 
添付 され て いる バッ テリ ケー ス を 取り 付け て くだ さい 。 詳 し く は 、 バ ッ テ リ パ 
ッ ク の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


・ ド ライ ブ ベ イ と バッ テリ スロ ッ ト の 両方 に バッ テリ パッ ク が 取り 付け られ て い 
る 場合 、 バ ッ テ リ スロ ッ ト の バッ テリ パッ ク を 先 に 充電 し て か ら 、 ド ライ ブ ベ イ 
に 取り 付け た バッ テリ パッ ク の 充電 が は じ ま り ます 。 


・ ド ライ ブ ベ イ と バッ テリ スロ ッ ト の 両方 に バッ テリ パッ ク が 取り 付け られ て い 
る 場合 、 先 に ドラ イブ ベイ の バッ テリ パッ ク が 消耗 し ます 。 


の 当時 知立 S の 1 症 en・ 
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画 固 定 デ ィ ス ク ド ラ イブ 
(PC-HD540NH、PC-HD 1000NH) 


本 機 に 標準 で 搭載 され て いる ハー ド デ ィ スク に 加え て 、 ド ライ ブ ベ イ に も ハー ド ディ スク を 
取り 付け る こと が で きま す 。 
別売 の ハー ド デ ィ スク を 使用 する と き は 、 次 の 点 に ご 注意 くだ さい 。 


・ 本 機 に 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク が 取り 付け られ て いな いと き に は 、 別 売 の ハー ド デ ィ 
スク は 使用 で きま せん 。 


・98NOTE メ ニュ ー の 「 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 ] で SW2-6 を {切り 離す } に 設定 し 
て いる と き に は 、 ハ ー ド ディ スク は 使用 で きま せん 。 


・98NOTE メ ニュ ー の 「 省 電力 の 設定 」 で {内 蔵 固定 ディ スク 自動 停止 | を 設定 し 
て いる と き 、 別 売 の ハー ド デ ィ スク も 内 蔵 ハ ー ド ディ スク と 同様 に 制御 され ます 。 


ドラ イブ ベイ に 機器 を 取り 付け る 。。。。。、。。。。。。..。 


ドラ イブ ベイ に 機器 を 取り 付け る と き に は 、 す で に 取り 付け られ て いる 機器 を 取り 外し ます 。 


ド を 抜い て くだ さい 。 


感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま ドラ イブ ベイ の 機器 の 取り 付け / 取 
り 外し を する と 、 感 電 の 原因 と な り ます 。 


@ ドラ イブ ベイ の 機器 の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 電 源 コ ー > 


@@ 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ます 。 


代 雷 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


有 本 機 の 電源 が OFF に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 


っ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
に ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


の 電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 きま す 。 

3 本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 

力 本 機 こ ケー ブル 類 が 接続 きれ て いる 場合 は 、 そ れ ら を すべ て 取り 外し ます 。 
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人 に 
ドラ イブ する 


本 機 の フタ (カラ ー 液 量 デ ィ ス プレ イ ) を 閉じ て 、 本 機 を 裏返し ます 。 


本 機 底面 の PF ライ ブ ベ イア ン ロ ッ ク を スラ イド させ な が ら 、 ド ライ ブ ベ イイ ジェ クト レバ 
ー を スラ イド させ る と 、 ド ライ ブ ベ イ の 機器 が 少し と び 出し ます 。 


グ | 取り 外し た 機器 は 、 端 子 部 分 を 柔らか い 布 な ど で く る み 、 大 切 に 保管 し て くだ さ 
清 ) い 。 ま た 、 衝 撃 を 与え な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 


ドラ イブ ベイ で 使用 し た い 機 器 を 向き に 注意 し な が ら 、 奥 まで し っ か り 差 し 込み ます 。 
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\ ろ な 入力 装置 を 使う 


本 機 で は 、 い ろ い ろ な 入力 装置 を 接続 し て 使え ます 。 こ こ で は 、 接 続 で きる 入力 装置 と 接 
続 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


の 衝 介 提 areees 


マウ ス は 、 本 機内 蔵 の 98 ス ライ ドド パッド と 同じ 働き を する ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス で す 。 机 
の 上 の 平ら な 場所 で 動か し て 使い ます 。 マ ウス を 動か す と 、 デ ィ ス プレ イト 上 の マー ク ( マ 
ウス ポイ ンタ ) が マウ ス の 動き に 応じ て 動き ます 。 

本 機 で は 、 別 売 の マウ ス (PC -H98-U01) が 使用 で きま す 。 


グ 本 機 に 別売 の マウス や サム マウ ス を 接続 し た と き に は 、 内 蔵 の 98 ス ライ ド パ 
ッ ド と 別売 の マウ ス や サム マウ ス の 両方 を 使用 で きま す 。 


圏 マ ウス を 接続 する 
1 本 機 の 電源 を OFF に し て 、 本 機 背 面 の カバ ー を 開け ます 。 


本 つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
J ンド スイッチ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 
終了 し 、 電 源 ス イッ チ で 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


ら 本 機 背面 の マウ ス 用 コネ クタ に 、 マ ウス の コネ クタ を 接続 し ます 。 
マウ ス の コネ クタ は 、 刻 印 の ある 方 を 上 に し て 差し 込み ます 。 


ト 王 了 マウ ス は ほこ りや 消し ゴム の カス な ど が な い 場 所 で 使っ て くだ さい 。 マ ウス の 
1 動作 不良 の 原因 に な り ま す 。 
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サム マウ ス を 全う まさ Ue あせ 


サム マウ ス も 、98 ス ライ ド バ パッ ド や マウ ス と 同じ 働き を する ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス で す 。 
サム マウ ス は 、 手 の ひら で 握り 、 ボ ー ル を 親指 で 動か し て 使い ます 。 マ ウス と 違っ て 、 動 
か す た め の スペ ー ス を 必要 と し ませ ん 。 

本 機 で は 、 別 売 の す サム マウ ス (PC -9801NL -02) を 使用 で きま す 。 本 機 と の 接続 は マウ 
ス と 同じ で 、 本 機 背 面 の マウ ス 用 コネ クタ に 接続 し ます 。 


キー ボー ド / テ ン キ ー ボ ー ド を 使う 。。。.。.....・・・ 


本 機 で は 、 別 売 の キー ボー ド や テン キー ボー ド な ど を 使用 で きま す 。 
テン キー ボー ド は 、 数 字 と いく つか の 記号 と で 構成 され て いる キー ボー ド で す 。 表 計算 ソ 
フト な ど 、 数 値 を 入力 する 場合 に 大 変 便利 で す 。 
還 キ ー ボ ー ド / テ ン キ ー ボ ー ド を 接続 する 
本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


本 機 背 面 の キー ボー ド 用 コネ クタ に 、 キ ー ボ ー ド また は テン キー ボー ド の コネ クタ を 
刻印 の ある 方 を 上 に し て 差し 込み ます 。 


98 標 準 キ ー ボ ー ド (PC-9801-106) ま た は 98 標 準 キ ー ボ ー ド 95(PC-9801- 
119) 以 外 の 外 付け キー ボー ド を 接続 し た 場合 、 レ ジュ ー ム の 内 容 は 保証 され ま 
せん 。 


3③ 電源 を ON に し て キー ボー ド の 設定 を し ます 。 
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回 キー ボー ド の 設定 を する 


別売 の キー ボー ド を 本 機 に 接続 し た 場合 、 本 機 で 使え る よう に キー ボー ド の 設定 を する 
必要 が あり ます 。 


2 
ら 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て か ら [ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ 


ッ ク し ます 。 


[キー ボー ド ] ア イコ ン 鐘 調 を ダ プ ルク リッ ク し ます 。 
[キー ボー ド の プロ パテ ィ ] ウィンドウ が 表示 され ます 。 
[情報 ] タ ブ プ を クリ ッ ク し ます 。 

[情報 ] タ プ ブ の ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 


[変更 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

「 モ デル 」 に 表示 され て いる 一 覧 の 中 か ら 設定 する キー ボー ド を クリ ッ ク し ます 。 
設定 する キー ボー ド が 一 覧 に な い 場 合 は [すべ て の デバ イス を 表示 ] を クリ ッ ク レ 
ます 。 イ ンス トー ルディ スク を お 持ち の 時 は [ディ スク 使用 ] を クリ ッ ク し ます 。 詳 し く 
は 、 キ ー ボ ー ド に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 

設定 が 終了 する と 、[ 再 起動 し ます か 」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

[は い ] を クリ ッ ク し ます 。 

本 機 が 再起 動 さ れ ま す 。 


これ で 、 キ ー ボ ー ド が 使え る よう に な り ま す 。 


ョ ヨ イス ティ ッ ク を 使う 


本 機 に は 、 シ ン セ サイ ザー な どの MIDI 対 応 機 器 や ジョ イス ティ ッ ク を 接続 する こと が 
で きま す 。 こ こ で は 、 接 続 の 方 法 と 設定 の 変更 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 

詳し い 接 続 方 法 に つい て は 、MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル に 添付 の マニ ュ ア ル を ご 
覧 くだ さい 。 


MIDI 対 応 機器 お よび ジョ イス ティ ッ ク の 接続 。。。。。 


MID1 対 応 ジ ョ イス ティ ッ ク を 接続 する に は 、 別 売 の MIDLJOYSTICK 変 換 ケ テーブル A 
(PC-9821N-K07) ま た は MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル B (PC-9821N-K08) 
が 必要 で す 。 


| 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


er つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
に ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 取 り 外 し ます 。 
本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 


本 機 背面 の プリ ンタ 用 コネ クタ に 、MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル を 差し 込み 
ます 。 


の dl 消 叶 品 乱 蔵 き 藻 拓 ・ 


COIO 


MIDILJOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル に 、MID1JOYSTICK 機 器 接続 用 の ケー ブ 
ル を 接続 し ます 。 
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陶 ・ 本 機 に は MPU-401 対 応 MIDI 機 器 ま た は Sound Blaster16 対 応 ジ ョ イス テ 
ノ ィ ッ ク を 接続 する こと が で きま す 。 各 機器 に つい て は 、 製 造 元 ま た は 発売 元 
に お 問い 合わ せく だ さい 。 


・ MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル に は 、MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル A 
(PC-9821N-K07) と MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル B(PC-9821N-K08) 
の 2 種類 が あり ます 。 
MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル A を 使用 し て MIDI 機 器 や ジョ イス ティ ッ ク を 
接続 する と き に は 、 プ リン タ は 接続 で きま せん 。 
MIDI/JOYSTICK 変 換 ケ ー ブ ル B を 使用 する と 、 本 機 に プリ ンタ と MIDI 対 応 
機器 の 両方 を 接続 する こと が で きま す 。 


ジョ イス ティ ッ ク の 設定 を 変更 する ee eo@e@e@@@@@@@ 


し | [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て か ら [ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ 
ク し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
レコ [ジョ イス ティ ッ ク ] ア イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 


[ジョ イス ティ ッ ク の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


3 ジョ イス ティ ッ ク に 添付 され て いた マニ ュ ア ル を ご 覧 の う ぇ 、 各 項目 を 設定 し て くだ 
さい 。 


gg 設定 が 終わ っ た ら 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 
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本 機 に は 各種 サウ ンド 機能 が 用 意 さ れ て お り 、 外 部 オー ディ オ 機 器 や マイ クロ ホン 、 ヘ ッ 
ド ホ ン な どの サウ ンド 機器 を 接続 する こと も で きま す 。 こ こ で は サウ ンド 機器 を 接続 する 
方 法 と ボリ ュー ム を 調節 する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


画 PCM 録 音 / 再 生 機能 


PCM 録 音 / 再 生 機能 は 、 内 蔵 の マイ クロ ホン か ら 入 力 し た 音声 な どの アナ ログ 信号 を 、 
デジ タル 信号 に 変換 し て いろ いろ な 処理 を 加え る 機能 で す 。 人 の 音声 な ど を 、 原 音 に 近 
い 音 で 再現 で きま す 。 

イン スト ー ル され て いる Windows の サウ ンド 機能 を 使え ば 、 ソ フト ウェ ア に 含ま れる 音声 
デー タ を 再生 し た り 、 入 力 し た 音声 を 編集 し た り 、 文 書 な ど に 貼り 付け た り で きま す 。 


画 FM 音源 


FM 音源 は 、 音 色 ・ 音 程 ・ 音 の 強弱 と いう 、 音 の 三 要 素 を すべ て 表現 で き 、 楽 器 の 音色 に 
近い 音声 や 効果 音 を 合成 で きま す 。 

FM 音源 を 使う と 、 ゲ ー ム な どの 音楽 の 演奏 や 、 エ レク トリ ッ ク 楽 器 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 
な ど 、 い ろ い ろ な 音声 を 楽し め ま す 。 

本 機 に は 、 エ ン ハ ンス ド FM 音 源 機能 (標準 FM 音源 [FM 音源 6 音 、 リ ズム 音源 6 音 、 
SSG 音 源 3 音 ]、 拡 張 M 音 源 [FM 音 源 20 音 ]) が 搭載 され て いま す 。 


画 エ ン ハ ンス ド ・ ス テレ オ 機 能 
擬似 サラ ウン ド 効 果 に より サウ ンド の 再生 が より よい 音質 で 楽し め ま す 。 


回 MIDI 音 源 


MIDI は 、Musical Instruments Digital Interface の 頭 文字 を 取っ た も の 
で 、 楽 器 同士 を 接続 し て 演奏 情報 や 音色 情報 を や り と りす る た め の 規 格 で す 。 

この MID1I 規 格 に 対応 し た 音源 が MID1 音 源 で す 。 

MIDI で は 、 音 程 や 音色 な どの 演奏 に 関す る 情報 の 他 、 設 定 を 切り 替え る た め の 情 報 、 
テン ポ を コン トロ ー ル する た め の 情 報 な どの さま ざま な 情報 を や り と り で きる の で 、MTIDI 
音源 に より 表現 力 豊か な 演奏 が で きま す 。 


tt : 当 (0…o ば 
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田 マ イク ロホ ン 


本 機 に は 、 マ イク ロホ ン が 内 蔵 さ れ て いま す 。 ま た 、 市 販 の マイ クロ ホン を 本 機 の マイ クロ 
ホン 端子 に 接続 し て 使用 する こと も で きま す 。 マ イク ロホ ン か ら 本 機 に 音声 を 取り 込ん 
で 、 い ろ い ろ な アレ ンジ を する こと が で きま す 。 

Windows 95 で は [サウ ンド レコ ー ダ ] を 利用 する と 、 簡 単に マイ クロ ホン を 利用 する こと 
が で きま す 。 詳 し く は 、「 マ イク ロホ ン の ボリ ュー ム を 調節 する 」( さ P.147) を ご 覧 くだ さい 。 


男 内 蔵 ス ピー カ 


本 機 に は ステ レオ スピ ー カ が 内 蔵 さ れ て いま す 。 内 蔵 ス ピー カ の 音量 調節 は 、 本 機 左 側 
面 の スピ ー カ 音量 調節 つま み で 行っ て くだ さい 。 背 面 側 に 回 す と 大 きく 、 手 前 に 回 す と 小 
さく な り ま す 。 

Windows で サウ ンド 機能 を 利用 し て いる と き は 、 次 の 手順 で 音量 調節 で きま す 。 


( 。 スピ ー カ の ボリ ュー ム を 最小 に し て いる と 、 各 種 の 警告 音 が 鳴り ませ ん 。 ス ピー 
1 電 め | カ の ボリ ュー ム は な る べく 最小 に し な いで くだ さい 。 


一 音量 を 調節 する 
@Windows 95 で 音量 を 調節 する 5 


し | [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て [プログ ラム ] 一 [アク セ サ リ ] 一 [マル チ メ デ ィ ア ] の 
順 で ポイ ント し 、[ ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ] を クリ ッ ク し ます 。 


[ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
遇 


タス ク バ ー の [音量 ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し て 、[ ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ] ウ 
ィ ン ド ウ を 表示 させ る こと も で きま す 。 


の 「 ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ] の 音量 の つま み を 上 下 に ドラ ッ グ し て 、 音 量 を 調整 し ま 
本 


3③ 談 ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] ウィンド ウ が 閉じ ます 。 


サウ ン 使う 
[ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] が イン スト ー ル され て いな い 場 合 は 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] の [ ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト の 追加 と 削除 ] で イン スト ー ル し て くだ さい 。 イ ンス トー ル の 方 法 に つ 
いて は 、 ヘ ルプ の [キー ワー ド ] 画 面 で 。「 Windows フ ァイル 」 の 項目 を 検索 し て くだ さい 。 
@Windows 3.1 で 音量 を 調節 する 
Windows 3.1 で サウ ンド 機能 を 利用 し て いる と き は 、[ メ イン 2] グ ルー プ の [ボリ ュー ム 


コン トロ ー ル ] を 起動 し て 、 音 量 調節 する こと が で きま す ( 詳 し く は 、[ ボ リュ ー ム コン トロ ー 
ル ] の ヘル プ を ご 覧 くだ さい ) 。 


田 エンハンスド ・ ス テレ オ 機 能 の ON/OFF を 切り 替え る 


し | [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て [プログ ラム ] 一 [アク セ サ リ ] 一 [マル チ メ デ ィ ア ] の 
順 で ポイ ント し 、[ ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ] を クリ ッ ク し ます 。 


[ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] ウィンドウ が 表示 され ます 。 


ら [ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] の 全 ミ ュー ト の 下 に [トー ン ] ボ タン が 表示 され て いな い 場 
合 は [オプション] メニ ュー の [トー ン 調 整 ] を クリ ッ ク し ます 。 


[トー ン ] ボ タン が 追加 表示 され ます 。 


3③ [トー ン ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[ボリ ュー ム コン トロ ー ル の 詳細 設計 ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


の wl 当 時 旧 琴 若 落 條 還 いみ 月 
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4 [その ほか の 調整 ] の [Sound Enhance] チェ ッ ク ボ ックス を クリ ッ ク し ます 。 
サウ ンド エン ハン メス 機能 の 設定 は 、 チ ェ ッ ク さ れ て いれ ば ON 、 チ ェ ッ ク さ れ て い 
な けれ ば OFE で す 。 


呈 設定 が 終わ っ た ら 、 市 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
[ボリ ュー ム コン トロ ー ル の 詳細 設計 ] ウ ィ ン ド ウ が 閉じ ます 。 


画 サ ウン ド 機 能 を 利用 する 際 の 注意 


本 機 で は 、 本 体内 蔵 の サウ ンド 機能 、 ま た は 別売 の PC カー ド を 増設 し て 、Windows 95 
上 で マル チ メ デ ィ ア 機能 を 利用 する こと が で きま す 。 
利用 で きる マル チ メ デ ィ ア の 各 機 能 、 必 要 な 周辺 機器 に つい て 次 の 表 に 示し ます 。 


ウェ ー プ フォ ー ム デー タ の 録音 、 再 生 


MIDI デ ー タ の 再生 


MIDI デ ー タ の 録音 、 再 生 


〇 : 本 体内 蔵 の サウ ンド 機能 で 利用 で きま す 。 
へ : オプ ショ ン 機 能 の 増設 で 利用 で きま す 。 
し 4 
注 


・ 利用 で きま せん 。 
注 1 : 外部 MIDI 音 源 * を 使用 する 場合 は MIDI/JOYSTIC 変 換 ケ ー ブ ル A/B(PC-9821N-K07、PC-9821 
N-K08) を プリ ンタ コネ クタ に 接続 する こと に より 、 利 用 で きま す 。 


* 外 部 MIDI デ ー タ 音源 は 、GENERAL MIDI 規 格 対応 音源 の 使用 を 推奨 し ます 。 
注 2 : FM 音源 で の 再生 は 可能 で す 。 


・ MIDI デ ー タ の 録音 を 行う に は 、 別 途 ア プリ ケー ショ ン ソ フト が 必要 で す 。 


・ MIDI デ ー タ の 再生 を FM 音源 で 行う 場合 、 同 時 に 再生 で きる 音 の 数 が 限ら 
れ て いる た め 、 再 生 で き な い デー タ が あり ます 。 


・ MIDI デ ー タ の 再生 を FM 音源 で 行う 場合 、 外 部 MIDI 音 源 を つない だ 場合 よ 
り も 音質 が 悪く な り ま す 。 


・ ボリ ュー ムコ ント ロー ル に 表示 され て も 、 ハ ー ド ウェ ア に その 機能 が な いと 
き は 、 コ ント ロー ル で きま せん 。 


区 Q 別 簡単 に 内 蔵 スピ ー カ ボリ ュー ム を 調節 する 本 
内 蔵 ス ピー カボ リュ ー ム は 、[ 音 量 ] ア イコ ン を クリ ッ ク し て 表示 され る 画面 で も 調節 で きま す 。 


この ボタ ン を ドラ ッ グ 
し て 調節 する 


この アイ コン を クリ ッ ク す る 


外部 オー ディ オ 機 器 を 使う 。。。。。。。。。、。。。。。.....・ 


本 機 に は 市 販 の オー ディ オ 機 器 を 接続 する こと が で きま す 。 オ ー デ ィ オ 機器 を 接続 する 
と 、 迫 力 の ある サウ ンド が 楽し め ま す 。 


オー ディ オ 入 力 端子 へ の 接続 
オー ディ オケ ー プ ブル の ミニ プラ グ を 、 本 機 左側 面 の 「LINE IN」 と 書か れ た ミニ ジャ ッ 
ク に 差し 込み ます 。 


僅 オ ー デ ィ オ 出力 端子 へ の 接続 


オー ディ オケ ー ブ ル の ミニ プラ グ を 、 本 機 左側 面 の 「LINE OUT」 と 書か れ た ミニ ジ 
ッ ク に 差し 込み ます 。 


オー ディ オ 機 器 の 
出力 半 (LINE OUT) よ り 


オー ディ オ 機器 の マン 
入力 端子 (LINE IN) へ 


画 外部 オー ディ オ か ら の 録音 レベ ル を 調整 する YE 


し | [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ プ ログ ラム ] 一 [アク セ サ リ ] 一 [マル チ メ デ ィ ア ] の 順 
に ポイ ント し 、[ ボ リュ ー ム コン トロ ー ル ] ア イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 


[ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] ウィンドウ が 表示 され ます 。 


の [オプ ショ ン ] メ ニュ ー の [プロ パテ ィ ] を クリ ッ ク し ます 。 


の dl 順 時 若 藻 S 若 電 | 9 外 


[プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
3③ [音量 の 調節 ] で [録音 ] を クリ ッ ク し ます 。 
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4 録音 レベ ル を 調整 する デバ イス (ライ ン 入 力 ) の チェ ッ ク ボ ックス 尺 が チェ ッ ク さ れ 
て いる こと を 確認 し 、[OKK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


に] [ライ ン 入 力 ] の 音量 の つま み を 上 下 に ドラ ッ グ し て 、 録 音 レ ベル を 調節 し ます 。 


呈 謀 を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 閉じ ます 。 
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マイ クロ ホン を 本 導入 あり い こま くく 


本 機 に は 内 蔵 の マイ クロ ホン の 他 に 市 販 の マイ クロ ホン を 接続 する こと が で きま す 。 マ イ 
クロ ホン を 接続 する と 、 音 声 を 取り 込ん で 、 い ろ い ろ な アレ ンジ を する こと が で きま す 。 
マイ クロ ホン は 本 機 左側 面 の 「MIC」 と 書か れ た ミニ ジャ ッ ク に 差し 込み ます 。 


区 g 史 ハウ リン グ 


マイ クロ ホン を 本 機 の 内 蔵 ス ピー カカ に 近づけ る と 、 ス ピー カ か ら キ ー ン と いう 大 き な 音 が 出る こと が あり 
ます 。 こ れ を ハウ リン グ 現 象 と いい ます 。 ご の 場合 は 、 次 の 対策 を 行っ て くだ さい 。 


・ ス ピー カ 音 量 調節 つま み を 回 し て 、 ボ リュ ー ム を 小さ くす る 
・98NOTE メ ニュ ー で マイ クボ リュ ー ム を 下げ る 
・ マ イク ロホ ン を 内 蔵 ス ピー カ か ら 遠 ざけ る 


・Windows 95 の [音量 ] ア イコ ン で 表示 され る [ボリ ュー ムコ ント ロー ル ] ウィンドウ の [マイ ク ] の 音量 つ 
まみ で ボリ ュー ム を 小さ くす る 


et や) 2 天 OO 
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咽 マ イク ロホ ン の ボリ ュー ム を 調節 する 


WWindows 95 を 使用 し て いる 場合 


Windows 95 を 使用 し て いる と き は 、 マ イク ロホ ン の ボリ ュー ム 調 節 は Windows 95 上 
で 行い ます 。 98NOTE メ ニュ ー で の 設定 は 無効 に な り ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


4 Windows 95 を 起動 し ます 。 


の タスクバー に 表示 され て いる [音量 ] ア イコ ン を ダ プ ルク リッ ク し ます 。 
TEE (この 画面 は モデ ル に よっ て 多少 異な り ま す ) 
この アイ コン を ダブ ルク リッ ク す る 
ボリ ュー ムコ ント ロー ルウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
3③ [オプ ショ ン ] 一 [プロ パテ ィ ] を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


4 [音量 調整 ] の [録音 ] を クリ ッ ク し て [OK] ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
1 [マイ ク ] の 音量 つま み の 部 分 で ボリ ュー ム を 調節 し て くだ さい 。 


記 刀 節 が 終わ っ た ら 、 ボ タン を 押し て 、 こ の 画面 を 閉じ て くだ さい 。 


人 @ そ の ほか の ソフ トウ ェ ア の 調節 


OS や アプ リケーション ソフ ト に よっ て 異な り ま す が 、 本 機 を MS-DOS モ ー ド で 使用 する 
と き な ど は 、98NOTE メ ニュ ー で マイ ク の ボリ ュー ム を 調節 し ます (C 地 P.163)。 
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サウ > 使う 
副 マ イク ロホ ン か ら 音 を 取り 込む WW 


サウ ンド レコ ー ダ ー を 使っ て 、 マ イク ロホ ン か ら 音 声 を 録音 する こと が で きま す 。 

サウ ンド レコ ー ダ ー を 使っ て 録音 し た サウ ンド は 、 フ ァイル と し て 保存 する こと が で きる の 
で 、 加 工 し た り 、 他 の アプ リケーション に 取り 込ん を だ りす る こと が で きま す 。 

サウ ンド レコ ー ダ ー は [スタ ー ト ] ボ タン 一 [プログラム] 一 [アク セ サ リ ] 一 [マル チ メ デ ィ ア ] 
の 順に ポイ ント し 、[ サ ウン ドレ コー ダー] を クリ ッ ク す る と 起動 する こと が で きま す 。 


委 | 


詳し い 使い 方 は ヘル プ を ご 覧 くだ さい 。 


IE 大全 yt0d ers 


本 機 に は 市 販 の ヘッ ド ホ ン を 接続 する こと が で きま す 。 


市 販 の ヘッ ド ホ ン の ミニ プラ グ を 、 本 機 左側 面 の ヘッ ド ホ ン 端 子 に 接続 し ます 。 


の dl 購 mW 巧 華 項 | eo 


グ 本 機 の ヘッ ド ホ ン 端 子 は 、 ミ ニ ジ ャ ッ ク で す 。 イ ン ピ ー ダ ンス 16O 〇 の ヘッ ド ホ ン 
之 」 を 接続 する こと が で きま す 。 
較 ヘッ ド ホ ン の ボリ ュー ム を 調節 する [WW 


ヘッ ド ホ ン の ボリ ュー ム を 調節 する 方 法 は 内 蔵 ス ピー カ の ボリ ュー ム を 調節 する 方 法 と 同 
じ で す 。P.128 を ご 覧 くだ さい 。 


虹 ヘ ッ ド ホン の ボリ ュー ム 調 節 時 の 注意 


[CD プレ ー ヤ ー] な ど で オ ー デ ィ オ CD 再生 中 に 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] に ある [マル チ メ 
ディ ア ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し 、[ 音 楽 CD] タ ブ で ヘッ ド ホ ン の ボリ ュー ム を 調節 し た 
場合 、 そ の 変更 が 有効 に な る の は 、 次 回 [CD プレ ー ヤ ー] な どき を 起動 し た と きか ら で す 。 
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夕 を 使う 


プリ ンタ は 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ が 処理 し た デー タ や 、 画 面 に 表示 され て いる デー タ 
を 紙 に 印刷 する 装置 で す 。 こ こ で は 、 プ リン タ を 接続 する 方 法 と プリ ンタ を 使用 する た め 
に 必要 な 設定 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


プリ ング や で 失 絆 ず 和 


McBEE > 
だ さい 。 


感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 、 プ リン タ の 取り 付け / 取 り 外し を す 


る と 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


信 濡 れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 

@ 二 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


区 q 光 プリ ンタ の 種類 


プリ ンタ は 印字 方 式 の 違い か ら 、 い くつ か の 種類 に 分 けら れ ま す 。 


一 ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ (シリ アル プリ ンタ ) 
イン クリ ボン を 紙 に 押し 当て 、 イ ンク リポ ン の 上 か ら 、 細 い ピ ン で ドッ ト ( 点 ) を 打ち 付け て 印刷 レ し ます 。 印 刷 
音 が 比較 的 大 きく 、 印 刷 品質 も や や 落ち ます が 、 印 刷 コ スト が 低い と いっ た 利点 が あり ます 。 


田 熱転写 プリ ンタ 

熱 で 溶け る イン クリ ボン を 紙 に 押し 当て 、 イ ンク リボ ポン の 上 か ら 熱し た ヘッ ド を 押し つけ て 印刷 し ます 。 印 
刷 品 質 が 比較 8 的 高く 、 鮮 明 な カラ ー 印 刷 が で きま す が 、 ぞ その 反面 印刷 コス ト が 高く 、 印 刷 速度 も 遅く な り 
ます 。 

較 イン クジ ェ ッ ト プ リ ンタ 

紙 に イン ク を 吹き 付け る こと に よっ て 印刷 し ます 。 消 費 す る 電力 も 小さ く 、 印 刷 音 も 静か な うえ 比較 的 早 
く 印 刷 で きま す 。 

圏 ペー ジ プ リ ンタ 

コピ ー 機 と 同じ 原理 で トナ ー と いう 細か い 粉 を 紙 に 付着 させ て 印刷 し ます 。 消 費 電力 は や や 大 きく な り ま 
す が 、 印 刷 速 度 が 早く 、 高 品質 な 印刷 が で きま す 。 


プリ ンタ と の 接続 に は 、36 ピ ン パ ラ レ ル イン タフ ェ ー ス に 対応 し た 別売 の プリ 
ンタ ケー ブル (PC-CA202/204) の ご 使用 を お すす めし ます 。 従 来 の 98NOTE 
シリ ー ズ 用 の プリ ンタ ケー ブル (POC-9801N-19、PC-9801LV-13) は 接続 で き 
ませ ん 。 


有 本 機 と プリ ンタ の 電源 を OFF に し ます 。 


本 ) つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が され て いる と き に は 、 サ スペ ンド 
J スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終了 
し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


本 機 の 電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 きま す 。 
本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 


R CO IO 


本 機 背 面 の プリ ンタ 用 コネ クタ に 、 プ リン タケ ー ブ ル の 小さ い 方 の コネ クタ を 差し 込 
み ま す 。 


1 プリ ンタ ケー ブル の 大 きい 方 の コネ クタ を 、 プ リン タ の コネ クタ に 差し 込み 、 ス トッ パ 
で 止め ます 。 


グ プリ ンタ は 、 機 種 に よっ て 接続 する コネ クタ の 位置 が 異な り ま す 。 詳 し く は 、 使 
用 する プリ ンタ の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


笑 プリ ンタ の 電源 ケー ブル を 、AC コ ン セ ント に 接続 し ます 。 


プ 本 機 の 電源 コー ド を 、AC コ ン セ ント に 接続 し ます 。 
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プリ ンタ の 設定 を する pmwwg .. <・ 


プリ ンタ を 使う に は どん な プリ ンタ を 使用 する の か 、 設 定 する 必要 が あり ます 。 


<y] ・ プリ ンタ の 設定 を する 前 に プリ ンタ の 製造 元 と 製品 (モデ ル ) 名 を 確認 し て 
グ の] < 
こ で い 。 


・ プ リン タ ド ライ バ が 組み 込ま れ て いな いと 、 印 刷 出 力 時 に フォ ント が 不正 に 


な る 場合 が あり ます 。 出 荷 時 に 組み 込ま れ て いる プリ ンタ ドラ イ バ は 削除 し 
な いで くだ さい 。 


プリ ンタ が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し ます 。 


ピコ [ スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し [設定 ] を ポイ ント し 、[ プリンタ] を クリ ッ ク し ます 。[ プ リン 
タ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 す で に 設定 済み の プリ ンタ が ある 場合 は 、[ プ リン タ ] 
ウィ ンド ウ に プリ ンタ の アイ コン が 表示 され て いま す 。 


] フリ ツタ の 追加 


[プリ ンタ の 追加 ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
プリ ンタ ウィ ザー ド が 表示 され ます 。 


4 [次 へ ] を クリ ッ ク し ます 。 


っ 


呈 表示 され る リス ト の 中 か ら 、 使 用 する プリ ンタ の 製造 元 と プリ ンタ 、 ま た は 互換 性 の 
ある プリ ンタ を 選択 し ます 。 


計 [次 へ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


プリ ンタ に イン スト ー ル ディ スク (ドラ イ バ デ ィ ス ク ) が つい て いる 場合 は 、[ デ 
之 」 イィ スク 使 用 ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、 イ ンス トー ルディ スク の デー タ を イン スト ー 
ル し ます 。 


プ 表示 され る リス ト か ら 、 プ リン タ を 使用 で きる ポー ト ( 接 続 先 ) を 選択 し ます 。 


115 2Kbps 7 
第 2 通信 ホー ト 115.2Kbps サポ ー ト 
Microsoft Fax Monitor 
ィ ス に ファ イル 雪 作 成 


IMicrosoft Fax Monitor 


8 [次 へ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
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先 使用 する プリ ンタ に 名 前 を 付け ます 。 


4 テス トペ ー ジ を 印刷 する 場合 は 「 は い 」 を 選択 し ます 。 


4g 設定 が 終了 し た ら [ 完 了 ] を クリ ッ ク し ます 。 
手順 5 で イン スト ー ル し な か っ た 場合 、 イ ンス トー ル が 必要 な 場合 は 、 こ こ で [ディ ス 
ク の 挿入 ] 画 面 が 表示 され ます の で 、 プ リン タ に 添付 され て いた マニ ュ ア ル を ご 覧 
の うえ ぇ 、 指 示さ れ た ディ スク を セッ ト し て くだ さい 。 設 定 が すべ て 終了 する と 、 新 し く 
追加 し た プリ ンタ の アイ コン が [プリ ンタ ] ウ ィ ン ド ウ に 表示 され ます 。 


区 w 過 ネッ トワ ー ク 上 の 共有 プリ ンタ を 使う 


ネッ トワ ー ク に 接続 され て いる プリ ンタ を 使用 する 場合 は 、 次 の よう に 設定 し ます 。 
設定 する に は 、 あ ら か じ め プ リン タ の パス を 調べ て お く 必 要 が あり ます 。 


| 「 プ リン タ の 設定 を する 」 の 1 一 3 の 手順 を 行い ます 。 
ら [次 へ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

3 画面 上 で 「 ネ ットワーク プリ ンタ 」 を クリ ッ ク し ます 。 
その 後 の 手順 は 、「 プ リン タ を 設定 する 」 と 同じ で す 。 
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※ ィ スプ レイ を 使う 


本 機 に は 、 別 売 の CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 で きま す 。 こ こ で は CRHT デ ィ ス プレ イ を 接続 
する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 する 。。。。。。。。。。。。.。..・ 


仙 CRT デ ィ ス プレ イ の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 電 源 コ ー 
ド を 抜い て くだ さい 。 

感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 、CRT デ ィ ス プレ イ の 取り 付け / 
取り 外し を する と 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


信 濡 れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 

信二 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


| 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


本 つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
J ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 きま す 。 
本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 


ディ スプ レイ 用 ケー ブル の コネ クタ を 本 機 背面 の CRT コ ネ ク タ に 差し 込み 、 ネ ジ を 
回 し て 固定 し ます 。 


CO 


CRT デ ィ ス プレ イ の 電源 ケー ブル の コネ クタ を 、 デ ィ ス プレ イ 背 面 の 電源 コネ クタ 
に 差し 込み ます 。 
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角 CRT デ ィ ス プレ イ の 電源 ケー ブル の プラ グ を AC コ ン セ ント に 接続 し ます 。 


・ CRT デ ィ ス プレ イ を 接続 し た 場合 、 本 機 は AC ア ダ プ タ で お 使い くだ さい 。 ま 


た 、 本 機 と は 別に 、CRT デ ィ ス プレ イ 用 に 電源 が 必要 で す 。 


・ 使用 する ディ スプ レイ に よっ て は 、 別 売 の ディ スプ レイ イン タフ ェ ー ス 変換 


アダ プ タ (PC-9821-K06) が 必要 で す 。 


・ デ ィ ス プレ イ 用 ケー ブル を ディ スプ レイ に 接続 する 場合 、 デ ィ ス プレ イ 側 の 


アナ ログ RGB コ ネ ク タ は 15 ピ ンタ イプ を 使用 し て くだ さい 。21 ピ ンタ イプ の 
コネ クタ は 使用 で きま せん 。 


了 ディ スプ レイ 用 ケー ブル の ディ スプ レイ 側 コ ネ ク タ に は 、「 固定 され て いる タイ 
プ 」 と 「 着 脱 で きる タイ プ 」 が あり ます 。 着 脱 で きる ケー ブル の と き に は 、 手 順 4 
と 同様 に に し て ケー ブル を ディ スプ レイ に 接続 し て くだ さい 。 


ディ スプ レイ イン タフ ェ ー ス 変換 アダ プ タ を 使用 する 場合 の 接続 方 法 


〈① ディ スプ レイ イン ター フェ イス 変換 アダ プ タ を 、 本 機 至 面 の CRT コ ネ ク タ 
に 差し 込み 、 ネ ジ を 回 し て 固定 し ます 。 


② ディ スプ レイ 用 ケー ブル の コネ クタ を ディ スプ レイ イン ター フェ イス 変換 
アダ プ タ に 差し 込み 、 ネ ジ を 回 し て 固定 し ます 。 


CRT デ ィ ス プレ イ に 合わ せ て 


別売 の CRT デ ィ ス プレ イ を 使用 する 場合 は 、CRT デ ィ ス プレ イ に 合わ せ て 、 本 機 の 設定 
を 変更 する 必要 が あり ます 。 

久 設定 の 方 法 
| CRT デ ィ ス プレ イ が 本 機 に 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し ます 。 


640X400 ド ッ ト の 解像度 を 使用 する 場合 は 手順 2 へ 、 そ れ 以 外 の 場合 は 電源 を 
ON に し た あと 手順 3 へ 進ん で くだ さい 。 


の キー ボー ド の と [1] ま た は [2] の どちら か を 同時 に 押し な が ら 、 本 機 の 電源 
を ON に し ます 。[1] と [2] の どちら の キー を 押す か は 下 の 表 を 参照 し て くだ さい 。 す 
で に 電源 が ON に な っ て いる と き に は 、 一 度 電源 を OFF に し て か ら ON に し な お 
し て くだ さい 。 


解像度 (ドッ ト ) | 水平 走査 周波 数 


24KHz 
31KHz* 


[GRPHI と [1] を 押し な が ら 電 源 を ON に する 
[GRPHI と [2] を 押し な が ら 電 源 を ON に する [ご 購入 時 の 設定 ] 


※: 31kHz に 設定 する と 本 機 の 液晶 ディ スプ レイ に は 画面 が 表示 され な く な り ま す 。 ま た 、 別 売 の CRT デ ィ ス 
プレ イ を 接続 し て いな いと き に は 、31kHz で 起動 し て も 自動 的 に 24kHz に な り ま す 。 


640 メ 400 


143 


3 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し [コン トロ ー ル パネ ル ] を クリ ッ ク し ま 
1 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


ン 蘭 。 ケ ナ ル クリ ッ ク し ます 。 


[画面 の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


和 [ディ スプ レイ の 詳細 ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 
ディ スプ レイ の 詳細 に 関す る 画面 が 表示 され ます 。 
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則っ へ 


3 [詳細 プロ パテ ィ ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[詳細 プロ パテ ィ ] ウィンドウ が 表示 され ます 。 


プ [アダ プ タ ] タ ブ の 画面 の [変更 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


1 以降 は 、CRT デ ィ ス プレ イ に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を ご 覧 の 上 、 画 面 に 表示 
され る 指示 に 従っ て 操作 し て くだ さい 。 
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CRT デ ィ ス プレ イ の 種類 と 解像度 。。。。。。。。。。。。.。 


1.024X768 


PC-KD1511 
PC-KD1521 
PC-KD854N 
PC-KD1421 
PC-KD1522 
PC-KKH1711 
PC-KH2021 
PC-KM141*3 
PC-KM151 
PC-KM152*3 
PC-KM153*9 
PC-KM153R*3 
PC-KM153R2*3 


当 


半 
に 


PC-KM171 
PC-KM172*3 
POC-KM173*3 
PC-KM173R 
PC-KM174*3 
PC-KM211*3 
POC-KM212*3 
PC-KM291*3 
PC-KM411*3 
PO-KM651*3 
PC-TD151 
PC-TD211 

へ: 要 

人 る: 不要 

〇 : 表 示 可 能 

*1: 別 売 の ディ スプ レイ イン タフ ェ ー ス 変換 アダ プ タ (PC-9821-K06) 

*2: 初 め て この 解像度 を 使用 する 場合 、 画 面 位 置 補正 (ディ スプ レイ の 前 面 ス イッ チ 操作 ) が 必要 で す 。 

*3: こ の ディ スプ レイ は 、Windows の パワ ー マ ネ ジメント 機能 に 対応 し て いま す 。 

※*4:CRT デ ィ ス プレ イ に 添付 され て いる 変換 アダ プ タ を 使用 し て 接続 し ます 。 

*5: こ の 解像度 を 使用 する 場合 、 画 面 位置 補正 (ディ スプ レイ の 前 面 スイ ッ チ 操作 ) が 必要 で す 。 ま た 、 画 面 位置 補 

正 を 行っ た 後 で 他 の 解像度 を 使用 する 場合 は 、 再 度 、 画 面 位置 補正 を 行う 必要 が あり ます 。 


グ 解像度 と 表示 色 を 変更 する 方 法 に つい て は Part1 の 「 画 面 表 示 」 の 「 解 像 度 と 
多 ) 表示 色 を 変更 する 」 を ご 覧 くだ さい 。 


は 
ドコ 


IIOOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIO 


キ 
に 


IIOIOI IIOIOIOIOIO 


OOIOIOOIOIOOIOIOIOIOOIOIOIOIOIOIOIOIOIOITI 
OIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIQOIOI[ 
IIOIOL IIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIOIO 


0 30313130203131441314 ジ 


OIOIOIOIO[ 


| 
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を 接続 する 


市 販 の ビデ オケ ー ブ ル を 使っ て 本 機 に テレ ビ を 接続 する こと が で きま す 。 
ここ で は 、 テ レビ を 接続 する 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 
テレ ビ で 表示 で きる 解像度 や 表示 の し か た に つい て は Part2 を ご 覧 くだ さい 。 


テレ ビ を 接続 する oe @@@@@@e@e@eeeoeeeeeeeee@e@e@e@@@ 


くだ さい 。 
感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 、 テ レビ の 取り 付け / 取 り 外し を 
する と 、 感 電 の 原因 と な り ます 。 


@ テレ ビ の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 電 源 コ ー ド を 抜い て 鐘 


念 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 

念 雷 が 鳴り 由 し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


1 ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
に ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 


電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 きま す 。 
本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 
本 機 右側 面 の ビデ オォ 出力 端子 に 市 販 の ビデ オケ ー ブ ル を 接続 し ます 。 


OR CO IO 


ビデ オケ ー ブ ル を テレ ビ の 映像 入力 端子 に 接続 し ます 。 


際 テレ ビ を 接続 し た 場合 、 本 機 は AC ア ダ プ タ で お 使い くだ さい 。 
また 、 本 機 と は 別に テレ ビ 用 に 電源 が 必要 で す 。 


の dt 河 時 全 工 S 藻 人 | 09 
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> ーション スロ ッ ト 
本 機 の コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト に 通信 機器 を 接続 する と 、 電 話 回 線 を 通し て 通信 する 


こと が で きま す 。 


接続 で きる 機器 の 種類 。。。。。。。。。。。。。.。.......・ 


本 機内 部 の コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト に は 、 次 の よう な 機器 を 接続 する こと が で きま す 。 


み ク 


・FAX モ デム ボー ド (PC-9821NR-B05) (PC-9821Nr15/S14F で は 内 蔵 済 ) 


・100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-9821NR-B06) 
各 機 器 の 詳細 に つい て は 、 各 ボー ド の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト に 機器 を 取り 付け る 。。。。 


儲 コ ミュ ニケ ーション スロ ッ ト の 機器 の 取り 付け 取り 外し を する 
と き は 、 本 機 の 電源 を OFF に し て くだ さい 。 
感電 注意 電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 、 コ ミュ ニケ ーション スロ ッ ト の 機器 


の 取り 付け 取り 外し を する と 、 感 電 の 原因 と な り ます 。 

念 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ます 。 

人 @ 雷 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


・ コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト の 機器 の 取り 付け / 取 り 外 し に は 十 ( プ ラス ) ド ラ 
イ バ が 必要 で す 。 
・ 本 機 で FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) を 使用 する に は 、98NOTE メ 
ニュ ー の 「 入 出力 デバ イス の 設定 ]」 で 「 モ デム 」 を {使用 する ) に する 必要 が 
あり ます 。 
・ PC-9821Nr15/S14F で 内 蔵 の FAX モデ ム ボ ー ド を 取り 外し て 別売 の 
100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 取り 付け る と き に は 、 接 続 さ れ て いる 
回 線 ( モ ジュ ラー コネ クタ ) を 取り 外し て か ら 下 記 の 手順 を 行っ て くだ さい 。 


| 本 機 の 電源 が OFE( こ な っ て いる こと を 確認 し ます 。 


本 つ ステ ー タ スイ ンジ ケー タ に サス ペン ド 表 示 が 表示 され て いる と き に は 、 サ スペ 
J ンド スイ ッ チ を 押し て いっ た ん も と の 状態 に 戻し ます 。 そ の 後に Windows を 終 
了 し 、 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。 
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コミ ュ ニケ ーション スロ ッ 記 
電源 コー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 抜 きま す 。 
本 機 に ケー ブル 類 が 接続 きれ て いる 場合 は 、 そ れ ら を すべ て 取り 外し ます 。 
本 機 の フタ (カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) を 閉じ て 、 本 機 を 裏返し ます 。 


図 の 位置 の ネジ を 1 カ所 プラ ス ド ラ イ バ で は ず し ます 。 


OR OO 


区 別 通 信 機能 の いろ いろ 
電話 回 線 を 使っ て 、 さ ま ざ ま な 通信 が で きま す 。 

圏 パ ソコ ン 通 信 
パン コン や モデ ム を つなぎ 、 電 話 回 線 を 通し て パソ コン 通信 サー ビス の ホス トコ ンピュータ ー に つなぎ 、 
情報 交換 を する 通信 を いい ます 。 
パソ コン 通信 を 利用 する と 電子 メー ル 、 チ ャ ッ ト 、 会 議 オ ン ラ イン ショ ッ ピ ング 、 デ ー タ ベー ス 検 索 な ど が 
利用 で きま す 。 パ ソン コン 通信 の サー ビス を 利用 で きる の は 、 会 員 に 限ら れ て いま す 。 
圏 イ ンタ ーネット 
パソ ンコ ン 通 信 は 一 つの ホス トコ ンピュータ ー の 中 に つない だ 会 員 の み が コ ミュ ニケ ーション を は か る こと 
が で きま す が 、 こ れ に 対 レ イン ター ネッ ト は 、 会 員 に 限ら ず 国 籍 と 加入 電話 の 違い を 越え て 、 世 界 中 の 人 々 
と コミ ュ ニ ケー ショ ン を は か る こと が で きま す 。 詳 細 は 『 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ イド 」 を ご 覧 くだ さい 。 
圏 FAX 送受 信 
Microsoft Exchange 、Cheyenne BiTWare な どの 通信 ソフ ト を 使っ て 、 パ ソコ ン で 作成 し た デー タ 
を FAX で 送っ た り 、FAX を 受信 し た りす る こと が で きま す 。 詳 し く は 『「 ア プリ ケー ショ ン 操 作 ガ イド 」 を ご 覧 
ぐだ さい 。 


の dd 時 上 語 藤 藻 六 | (Oo ば 
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スラ イド させ て 取り 外し ます 。 


ー 


図 の 矢印 の 方 向 ( 


ー ド ディ スク を 


ノ \ 


7 


に 注意 し て くだ さい 。 


“ディ スク の 取り 付け / 取 り 外 し を する と き は 、 ハ ー ド ディ スク に 衝撃 を 加え 


ハー ド 
な いよ 


う 


位置 の ネジ 1 カ所 を プラ ス ド ラ イ バ で は ず し コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト の カバ 


図 の 
ー を は ず し ます 。 


ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト に FAX モデ ム 


られ て いま す 。FAX モ デム ボー ド は 図 の 矢印 の 方 向 へ 取り 外 


さこ 
ご 
1) 


PC- 9821Nr15/S14F で は あら か じ め コ 


ボー ド が 取り 付け 


し て くだ 


グ | 


Go 


さい 
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100BASE-TX ミ SN 
イン タフ ェ ー ス ボー ド 用 い 
コネ クタ 


4 手順 8 で 取り 外し た カバ ー を 本 機 に 取り 付け 、 ボ ー ド と いっ し ょ に ネジ で 固定 し ま 
す 。 


Mk | ハー ド デ ィ スク を 取り 外し た と き と 逆 の 手順 で 本 機 に 取り 付け ます 。 
4 の ハー ド デ ィ スク の カバ ー を 取り 付け 、 ネ ジ で 固定 し ます 。 


これ で 本 機 へ の 機器 の 取り 付け が 完了 し まし た 。 
電話 回 線 へ の 接続 の し か た な ど に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 機器 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ 
さん 0 


コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト か ら 機 器 を 取り 外す と き に は 、 接 続 さ れ て いる 回 線 
(モジ ュ ラ ー コ ネ ク タ ) を 取り 外し て か ら 、 上 記 と 逆 の 手順 で 機器 を 取り 外し て 
くだ さい 。 


151 


152 


一 FAX モデ ム ボ ポー ド の 取り 付け 方 


PC-9821Nr15/S14F で 内 蔵 の や AX モデ ム ボ ー ド を 取り 外し た 場合 、 再 度 コ ミュ ニケ 
ーション スロ ッ ト へ 取り 付け る と き に は 以下 の よう に し て くだ さい 。 


^ 鎧 ボー ド の コネ クタ の 先端 で 手 を 傷つけ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


けが 注意 


FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) は 2 枚 の ボー ド か ら 構 成 さ れ て いま す 。 
本 機 に 取り 付け る と き に は 次 の よう に し て 取り 付け て くだ さい 。 


コネ クタ は 奥 ま で し っ か り 接 続 し て くだ さい 。 す きま が ある と 本 機 に 取り 付け る 際 故 障 の 
原因 と な り ま す 。 


こ 通 信 機 器 を 接 


本 機 背 面 の シリ アル コネ クタ に 通信 機器 を 接続 し 通信 機器 の 設定 を する と 、 本 機 で 通信 
する こと が で きま す 。 

弄 シ リア ルコ ネ ク タ に 通信 機器 を 接続 する 
本 機 背 面 の シリ アル コネ クタ に は 、 次 の よう な 別売 の 通信 用 の 拡張 機器 を 接続 する こと 
が で きま す 。 


・ 外 付け モデ ム 
・ モ デム 内 蔵 の 多 機能 電話 
・ 音 響 カ プラ 


本 機 に 通信 機器 を 接続 する 方 法 と 通信 機器 を 電話 回 線 に 接続 する 方 法 に つい て は 、 
各 通 信 機器 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


画 通 信 機 器 の 設定 を する 


本 機 に 通信 機器 を 接続 し た ら 、 通 信 機 器 の 設定 を する 必要 が あり ます 。 
通信 機器 の 設定 に つい て は 、 通 信 機器 の マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


の dl 過 時 語 若 S 藤 視 「 09 臣 


区 錠 紀 モデ ム に つい て 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


変 復調 装置 を キモ デム と いい ます 。 一 般 の 公衆 回 線 は 、 電 話 で 人 が 話 を する と き に は アナ ログ 信号 (音声 ) の 
受け 渡し を 行い ます 。 同 じ 回 線 を 使っ て 、 コ ンピュータ で 作っ た デー タ ( デ ジタル デー タ ) の 送受 信 を する 
場合 に は 、 こ の モデ ム を 使っ て 、 ア ナ ロ グ デー タ と デジ タル デー タ を 変換 し て いま す 。 パ ンコ ン で 通信 する 
に は 、 こ の デジ タル デー タ の や り と り を 行う の で モデ ム が 必要 で す 。 
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ラーン 
て (一 


み レ ベル -DMA チ ャ ネル ・- 
アド レス 空間 


で は 、 本 機内 蔵 の 各種 イン ター フェ イス で 使っ て いる 「 割り 込み レベ ル 」「DMA チ ャ 


ネル 」「ROM ア ドレ ス 空 間 」 に つい て 説明 し て いま す 。 


本 機 に 周辺 機器 を 接続 し て 使用 する 場合 は 、 周 辺 機 器 の イン ター フェ イス が 本 機内 蔵 
の イン ター フェ イス と 同じ 「 割 り 込 み レ ベル 」、「DMA チ ャ ネル 」、「ROM アドレス 空間 」 
( 下 表 参照 ) を 使用 し な いよ うに 、 周 辺 機器 の イン ター フェ イス の 設定 を 変更 し て か ら 取 
り 付 け て くだ さい 。 な お 、 周 辺 機器 の イン ター フェ イス が 使用 する [割り 9 込み レベ ル 」、 
「DMA チ ャ ネル 」、[ROM ア ドレ ス 空 間 ] や 設定 の 変更 方 法 な ど に つい て は 、 周 辺 機器 
に 添付 され て いる マニ ュ ア ル を ご 覧 くだ さい 。 


画 本 機 が 使用 し て いる 割り 込み レベ ル 


イン ター フェ イス 
肉 蔵 フ ロッ ピー ディ スク 
イツ タ ー フ ェ イ ス 


割り 込み レベ ル | INTO 
(IRQ3) | (RG5 


INT2 
(IRQ6) 


INT3 
(IRQ9) 


ニー 


| 1M パ 人 1.44M パ 人 1/E 


INT41INT42| INT5 | INT6 
(IRQ10) | (IRQ11) | (IRQ12) | (IRQ13) 


(⑥j3 


内 蔵 マ ウス イン ター フェ イス 


内 蔵 ハー ド デ ィ スク イン ター フェ イス O 


MIDI イ ンタ ー フ ェ イ ス O 〇 まき 4 
赤外線 通信 機能 〇 *e| 


内 蔵 サ ウン ド 機 能 


PC カー ドス ロッ ト 放 *% | 区 | 区 3 
コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト 


〇 : 工 場 出荷 時 の 設定 


※1: 
※2: 
※3: 
※4: 


※5: 


INT42 は 内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク が 使用 する た め 、 他 の 周辺 機器 で は 使用 で きま せん 。 

INT6 は 内 蔵 の 98 ス ライ ド パ ッ ド が 使用 する た め 、 他 の 周辺 機器 で は 使用 で きま せん 。 

INT3 は ハー ド デ ィ スク が 使用 する た め 、 他 の 周辺 機器 で は 使用 で きま せん 。 

INT41 は 、98NOTE メ ニュ ー の 「 動 作 環境 の 設定 」 の 「 サ ウン ド 」 を {使用 し な い } に 設定 する と 他 の 周辺 機器 
で 使用 で きま す 。 

98NOTE メ ニュ ー で 「 赤 外線 通信 機能 」 を {使用 する } に 設定 し た 場合 、INT1 は 赤外線 通信 機能 が 使用 する 
た め 、 他 の 周辺 機器 で は 使用 で きま せん 。 {使用 し な い | に 設定 する と 、 他 の 周辺 機器 で 使用 で きま す 。 
Windows 3.1 を ご 使用 の 場合 で 、「 赤 外線 通信 機能 」 を {使用 し な い | に 設定 し た 場合 、PC カ ー ド の 使用 す 
る 資源 の 設定 を 変更 し て くだ さい 。 詳 し く は 「PC カ ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア マ ニュ アル 」 の 「 資 源 の 設定 方 法 」 
を ご 覧 くだ さい 。 


・ 赤外線 通信 機能 は 、 割 り 込 み レ ベル INT1(IRQ5) で の み 使 用 で きま す 。 他 の 機器 で この 割り 込み を 使用 し て 


いる と き に は 「 赤 外線 通信 機能 ] を {使用 する | に 設定 する こと が で き な く な り ま す 。 {使用 する } に する と き に は 、 
必ず INT1 (IRQ5) が 解放 され る こと を 確認 し て くだ さい 。 


:・ 98NOTE メ ニュ ー の 「 動 作 環境 の 設定 ] の 「 サ ウン ド 」 を | 使用 し な い | に 設定 する と 、 他 の 周辺 機器 で 使用 で 


きま す 。 


・ 別売 の 100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-9821NR-B06) 取り 付け 時 に 使用 可能 で す 。 
・16 ビ ッ ト PC カ ー ド サポ ー ト を 使用 する PC カー ド で は 使用 で きま せん 。 
・ PC カー ドス ロッ ト を 使用 する アプ リケーション ソフ ト 、 ま た は PC カー ド に 添付 の ドラ イ バ で 設定 し ます 。 こ こ で 


設定 し た INT は 、 他 の 周辺 機器 で は 使用 で きま せん 。 

また 、PC カ ー ド スロ ッ ト は 、INT3、INT42、INT6 に は 設定 で きま せん 。 
FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) で 使用 可能 で す 。 

使用 する OS に よっ て 設定 を 変更 し て くだ さい 。 


割り 込み レベ ル ・DMA チ ャ ネル ・R6 
画 本 機 が 使用 し て いる DMIA チ ャ ネル 


イン ター ブフ ェ イ ス 

内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク イン ター フェ イス | 
内 蔵 サ ウン ド 機 能 

赤外線 通信 機能 


⑥: 工 場 出荷 時 の 設定 


副本 機 が 使用 し て いる 「ROM アド レス 空間 」 


了 有 DWSERORE7FC ス 5 
D8000h 一 DBFTFTFh 


ハー ド デ ィ スク / CD-ROM イ ンタ ー フ ェ イ ス 
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- 重 革 * LE ュー キャ キム に ァ 外 る Yi 衝 


UL 導 ます 


| 
4 


4 1 IP 


1 
5 mo 
| ま ロ 衣 
3 6 1 
日 
ここ 
を 条 
小 ミ き 
ず 
H 
3 
」 
語 
ES 
9 大 H 
1 の 
> 
E 
『 
Ei 
『 
PD 
5 員 


ンス テム の 設定 を 変更 する 


本 機 の シス テム 設定 を 変更 する 方 法 を 説明 し て いま す 。 


@98NOTE メ ニュ ー で 設定 する 
@98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ で 設定 する 
の メモ リス イッ チ (98 環 境 設定 ユー ティ リティ ) 


シ 
る 
テ 
ム 
。 
を 
ロ 
す 
る 


“ OTE メ ニュ ー で 設定 する 


98NOTE メ ニュ ー は 、 使 用 する アプ リケーション ソフ ト や 接続 する 周辺 機器 に 合わ せ て 
本 機 の 使用 環境 を 設定 する た め の 内 蔵 プ ログ ラム で す 。 98NOTE メ ニュ ー は 、 ご 購 
入 時 に あら か じ め 標 準 的 な 環境 に 設定 され て いる の で 、 特 に 必要 な い 場 合 は 変更 し な い 
で くだ さい 。 こ こ で は 、98NOTE メ ニュ ー の 起動 方 法 、 操 作 方 法 、 設 定 で きる 各 項 目 の 概 
要 に つい て 説明 し て いま す 。 


98NOTE メ ニュ ー を 起動 する ..。。。.。.。.。...・・・ 


98NOTE メ ニュ ー は 次 の 方 法 で 起動 し ます 。 
画 本 機 の 電源 が OFF に な っ て いる と き の 起 動 の し か た 


人 4 キーボード の [HE を 押し な が ら 電 源 スイ ッ チ を スラ イド させ ます 。 


本 ハイ バネ ーション 状態 の と き に は 、 こ の 方 法 で 98NOTE メ ニュ ー を 起動 する 
て 朝 了 )| と 保存 され て いた 内 容 が 失わ れ ま す 。 


際 電源 を ON に し て 「 ピ ポッ 」 と いう 音 が し た ら 、 キ ー ボ ー ド の [HELP| か ら 手 を 離し 
て くだ さい 。「 ピ ポッ 」 と いう 音 が する 前 に 手 を 離す と 、98NOTE メ ニュ ー が 起動 
し ませ ん 。 ま た 、 こ の と き ス ピー カ の ボリ ュー ム を 最小 に し て いる と 「 ピ ポッ ]」 と 

いう 音 が 鳴ら な いた め ご 注意 くだ さい 。 


98NOTE メ ニュ ー の 「 メ イン メニ ュー 画面 」 が 表示 され ます 。 


9 8NOTE メ ニュ - Copyright (C) NEC Corporation XXxX 


メイ ン メ 
使用 する 
マイ クボ リュ ー バ OFF 
1 6M バ イト シス テム 空 隊 使用 する 


バッ テリ リフ レッ シュ 設定 し な い 
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98NOTE メニ 


画 サ スペ ンド 状態 の と き の 起動 の し か た 


| キー ボー ド の [HELP| を 押し な が ら サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し ます 。 


本 つ この 方 法 で 98NOTE メ ニュ ー を 起動 する と 、 サ スペ ンド の 内 容 が 失わ れ ま 
本 


グ 電源 を ON に し て 「 ピ ポッ 」 と いう 音 が し た ら 、 キ ー ボ ー ド の [HELP] か ら 手 を 離し 
て くだ さい 。「 ピ ポッ 」 と いう 音 が する 前 に 手 を 離す と 、98NOTE メ ニュ ー が 起動 
し ませ ん 。 ま た 、 こ の と き ス ピー カ の ボリ ュー ム を 最小 に し て いる と 「 ピ ポッ ]」 と 

いう 音 が 鳴ら な いた め 注 意 し て くだ さい 。 


98NOTE メ ニュ ー の 「 メ イン メニ ュー 画面 」 が 表示 され ます 。 


田 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド 設 定 中 の 起動 の し か た 


用 キー ボー ド の [HELP| を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を スラ イド させ て 電源 を ON に し ま 
す 。 


次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


セッ ト ア ッ プ パス ワー ド = 自 


ー キー ボー ド か ら 、 設 定 さ れ て いる パス ワー ド を 入力 し ます 。 


( 。 パス ワー ド の 入力 中 に 、 キ ー ボ ー ド の [BS 許 押 し て 文字 を 修正 する こと は で き 
1 坦 め ませ ん 。 
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ス 
テ 
ム 
を 
変 
し 
す 
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区 1 キー ボー ド の [を 押し ます 。 


正しい パス ワー ド が 入力 され る と 、98NOTE メ ニュ ー が 起動 し ます 。 


本 つ ・ 誤 っ た パス ワー ド が 入力 され る と 、「 パ スワ ー ド 不一致 」 と 表示 され ます 。 正 
ピ し い パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


あっ 
・ パ スワ ー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 、「 パ スワ ー ド エラ ー」 と 表示 され 、「 ピ ー」 
と いう 警告 音 の あと 、 自 動 的 に 電源 が OFF に な り ま す の で 、 最 初 か の ら や り 直 
し て くだ さい 。 


・ パ スワ ー ド 設定 中 に ハイ バネ ーション 状態 に し た と きも 、 上 記 と 同様 の 手順 
で 98NOTE メ ニュ ー を 起動 する こと が で きま す 。 


・ ハイ バネ ーション 状態 の と き に 98NOTE メ ニュ ー を 起動 する と 保存 され て 
いた 内 容 が 失わ れ ま す 。 


・ ハイ バネ ーション 状態 か ら 本 機 を ON に し て 上 記 の 手順 を 行っ た 場合 、 パ ス 
ワー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 、「 パ スワ ー ド エラ ー」 と 表示 され 、「 ピ ー」 と い 
う 警 告 音 の あと 、 自 動 的 に 電源 が OFF に な っ て ハイ バネ ーション 状態 に 戻 
り ま す 。 


一 サ スペ ンド 中 の 起動 の し か た 


セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て いる と き に サス ペン ド 状 態 に し た 場合 に は 、98NOTE 
メニ ュー の 起動 時 に セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 2 回 入力 する 必要 が あり ます 。 


人 サス ペン ド 中 に 98NOTE メ ニュ ー を 起動 する と 、 サ スペ ンド の 内 容 が 失わ れ 
で ます 。 


し | キー ボー ド の [HELP| を 押し な が ら 、 サ スペ ンド スイ ッ チ を 押し ます 。 
動作 表示 用 LED が 点灯 し ます 。 


セッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 入力 を 求め る 「 ピッピ ッ ピ ッ 」 と いう 警告 音 が 鳴り ます ( 画 
面 に は 何 も 表示 され ませ ん )。 


の セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 入力 し ます 。 


98NOTE メニ 


・ パ スワ ー ド の 入力 中 に 、 キ ー ボ ー ド の [BS| を 押し て 、 文 字 を 修正 する こと は 


で きま せん 。 


・ 誤 っ た パス ワー ド が 入力 され る と 、「 ピ ーッ ピッ ピッ 」 と 警告 音 が 鳴り ます 。 正 


し い パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


・ パ スワ ー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 「 ピ ー」 と いう 警告 音 の あと 、 自 動 的 に サ 


スペ ンド 状態 に 戻り ます の で 、 最 初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 


3③ キー ボー ド の [ 同 を 押し ます 。 


正しい パス ワー ド が 入力 され る と 、「 セッ ト ア ッ プ パス ワー ド =」 と いう 画面 が 表示 さ 
れる の で 、 も う 一 度 パ スワ ー ド を 入力 し 、[ 同 を 押し ます 。 


・ 誤 っ た パス ワー ド が 入力 され る と 、「 パ スワ ー ド 不一致 」 と 表示 され ます 。 正 


し い パ スワ ー ド を 入力 し て くだ さい 。 


・ パ スワ ー ド の 入力 に 3 回 失敗 する と 、「 パス ワー ド エ ラ ー」 と 表示 され 、「 ピ ー」 


と いう 警告 音 の あと 、 自 動 的 に サス ペン ド 状 態 に 戻り ます の で 、 最 初 か ら や 
り 直 し て くだ さい 。 


98NOTE メ ニュ ー が 起動 し ます 。 


98NOTE メ ニュ ー を 操 作 する 。。。。。。。。。。。。。。.。。。 


98NOTEB メ ニュ ー を 起動 する 2 と 、 ま ず メ イン メニ ュー が 表示 され ます 。 各 項目 の 設定 は 、 
メイ ン メ ニュ ー か ら 設 定 画面 を 表示 させ て 行い ます 。 


倫 メイ ン メ ニュ ー メイ ン メ ニュ ー に は 設定 で きる メニ ュー の 一 覧 が 表示 され ます 。 


白い 四角 


選択 し た メニ ュー で 選択 で きる 項目 と 、 現 在 の 
設定 が 表示 され て いま す 。 


選択 し た メニ ュー に つい て の ヘル プ メ ッ セ ー ジ 
が 表示 され ます 。 


キー ボー ド の [1 を 押し て 白い 四角 を 設定 し た い メ ニュ ー に 合わ せ て [ 語 を 押し ます 。 


Y 
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信 設 定 画面 設定 で きる 各 項 目 と 設定 値 が 表示 され ます 。 設 定 値 を 選択 し て 設定 し ます 。 
PIN2RpNeeAo dot NR232082 が 0 設定 で きる 項目 の 一 覧 で す 。 

キー ボー ド の | 1 | [ ! | を 押し て 設定 し た い 項 目 に 白 

い 四 角 を 合わ せま す 。 


ー 白い 四角 で 表示 され て いる も の が 設定 値 と な り ま 
す 。 キ ー ボ ー ド の [一 | [ 呈 必 押 し て 選択 し ます 。 


設定 し て いる 項目 に つい て の ヘル プ メ ッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 


| 


ーー キー ボー ド の [ESC| を 押す か 、| 1 ] | 」 | を 押し て 白い 四角 を 「 終 了 」 に 合わ せ て [を 押し ます 。 


き @ メ イン メニ ュー 


NOTE 


メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


98NOTE メ ニュ ー を 終了 する 。。。。。。。。。。。。.・.・ 


98NOTE メ ニュ ー を 終了 する と 、 設 定 が 有効 に な り ま す 。 次 の 方 法 で 、 メ イン メニ ュー を 
終了 し て くだ さい 。 


| 画面 右側 の 各 項 目 の 設定 値 が 、 変 更 し た 設定 値 に 変わ っ て いる こと を 確認 し ま 
すら 


の 次 の どちら か の 方 法 で メイ ン メ ニュ ー を 終了 し ます 。 
・ キ ー ボ ー ド の [ESCI を 押す 
・「 終 了 」 を 選択 し 、 キ ー ボ ー ド の [を 押す 


98NOTE メ ニュ ー が 終了 し 、 本 機 が 自動 的 に 再起 動 し ます 。 
これ で 設定 が 有効 に な り ま す 。 


98NOTE メニ ュ 


各 メ ニュ ー の 設定 の の の @@ の の の @@9@@@e@eeeeeeeeeeeeeee@e@ee@e 
画 動 作 環境 の 設定 


98NOTE メ 


更 用 する 使用 し な い 


2 ボリューム oN (し 


る ⑳ サ ウン ド 
内 蔵 の サウ ンド 機能 を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。 
サウ ンド 機能 と EMS を 同時 に 使用 し 、RMS の ペー ジフ レー ム ア ド レス を CC000h 一 
CFFFFh 番 地 に 設定 する と き に 設定 し ます 。 


・EMS を 使用 する アプ リケーション ソフ ト を 起動 する と 、「 メモ リ が 足り ませ ん 」 
と 表示 され る と き は 、{BIOS を 切り 離す ) に 設定 し て くだ さい 。 


・ Windows 3.1 と MS-DOS で FM 音源 を 使用 する 場合 、「 サ ウン ド 」 を {使用 す 
る ) に 設定 し て くだ さい 。 た だ し 、 こ の 場合 本 機 の PC カー ドス ロッ ト を 使う こと 
は で き な く な り ま す 。 


倫 マ イク ボリ ュー ム 


マイ クロ ホン の 入力 レベ ル を 調節 し ます 。 

{ON (レベ ル 578)} に 設定 し た 場合 レベ ル は キー ボー ド の 区 財 、 還 紀 で 変更 で きま す 。 
還 を 押す と ボリ ュー ム が 大 きく な り 、[ 遇 類 を 押す と ボリ ュー ム が 小さ く な り ま す 。 入 力 レベ 
ル は 8 段階 で 調節 で きま す 。 

「 サ ウン ド 」 を {使用 し な い } に 設定 し て いる 場合 、「 マ イク ボリ ュー ム 」 の 項目 は 設定 で き 
ませ ん 。 


了 Windows で サウ ンド を 使用 し て いる と き は 、Windows の 機能 を 使っ て 音量 調 
人 節 す る こと が で きま す (P.128) 。 


@16M バ イト シス テム 空間 
メモ リア ドレ ス F00000h 一 FEFFFFFh の 空間 を 16M バ イト シス テム 空間 と 呼び ます 。 
この シス テム 空間 を 使用 する OS、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト を 使う 場合 や 、Windows を 使 
用 する 場合 に は {使用 する } に 設定 し て くだ さい 。 
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際 {使用 する } に 設定 し 、 メ モリ を 16M バ イト (ユー ザー ズ メ モリ 15.6M バ イト ) 以上 
搭載 し て いる 場合 、 メ モリ チェ ッ ク 時 に 表示 され る メモ リ 容 量 は 、 実 際 の メモ 
リ 容量 より 1M バ イト 少な い 容 量 が 表示 され ます 。 


@ バ パッ テリ リフ レッ シュ モー ド 
バッ テリ リフ レッ シュ モー ド を 使用 する と き に 設定 し ます 。 
バッ テリ リフ レッ シュ モー ド は 、 バ ッ テ リ を 完全 に 放電 させ て バッ テリ の 能力 を 復旧 させ る 


機能 で す 。 に 
ステ ー タ スイ ンジ ケー タ の バッ テリ 残 量 表示 枠 が 点滅 し た ら 、 こ の 機能 を 実行 し て 
くだ さい 。 は 9 


< バッ テリ リフ レッ シュ の 手順 > 
| 本 機 か ら AC ア ダ プ タ を 取り 外し ます 。 
Pe 98NOTE メ ニュ ー を 起動 し ます 。 


3 98NOTE メ ニュ ー の | 動作 環境 の 設定 ] の 画面 で 、 バ ッ テ リ リフ レッ シュ モー ド を 
設定 する | に し ます 。 


記 設定 する | に し た と き 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て いる と AC ア ダ プ タ を 取り 外す 

叶 よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 何 か キー を 押し て か ら メ イン メニ ュー に 戻り 、 
98NOTE メ ニュ ー を 終了 し て 本 機 の 電源 を OFF に し ます 。AC ア ダ プ タ を は 
ず し て か ら 再 度 は じ め か ら や り 直 し て くだ さい 。 


3 分 後に カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ に 「 バ ッ テ リ リフ レッ シュ 中 」 と 表示 され ます 。 
・ バッ テリ リフ レッ シュ モー ド を 実行 中 に 98NOTE メ ニュ ー を 終了 する と 、 
バッ テリ リフ レッ シュ モー ド は 中 断 さ れ ま す 。 
・ バッテリ リフ レッ シュ モー ド の 実行 中 に は 、 本 機 か ら バ ッ テ リ を 取り 外さ な い 
で ぐだ さい 。 
4 自然 に 電源 が OFF に な る と バッ テリ リフ レッ シュ モー ド の 終了 で す 。 


呈 AC ア ダ プ タ を 接続 する と 、 動 作 表 示 用 LED が 黄色 に 点灯 し 、 バ ッ テ リ の 充電 が 
始ま り ま す の で 、 動 作 表示 用 LED が 消灯 する まで 充電 し て くだ さい 。 


ブ ベ イ の 両方 に バッ テリ を 取り 付け て いる と き は 、 バ ッ テ リ リフ レッ シュ に 必要 
な 時 間 は 約 2 倍 に な り ま す 。 


バッ テリ リフ レッ シュ に 必要 な 時 間 は 約 1.6 時 間 で す 。 バ ッ テ リ スロ ッ ト と ドラ イ 


圏 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 
メイ ン メ ニュ ー で 「 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 」 を 選択 する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ま 
お 。 
ディ ッ プ スイ ッ チ は 、 本 機 を 機器 の 構成 に 応じ て 正しく 動作 させ た り 、 機 能 を 変更 し た り 
する た め の 重 要 な スイ ッ チ で す 。 デ ィ ッ プス イッ チ は 、 あ ら か じ め 一 般 的 な 使用 条件 に そ 
っ て 、 工 場 出荷 時 に 設定 され て いま す 。 特 に 必要 の な い 限 り は 、 変 更 し な いで くだ さい 。 


キー ボー ド の | 一 |:| で 設定 し 
た い ス イッ チ に 反転 表示 を あ 
わせ 、| 1 | | | で ON/OFF を 設 


定 し ます 。 


MFI で ご 購入 時 の 設定 に 

戻り ます 。 設 定 が 終了 し た ら 、 
5 [ESCI を 押し て メイ ン メ ニュ ー 
ご 購入 時 の 設定 た 講 

選択 し て いる スイ ッ チ の 説明 と 、 現 在 の 購入 時 の 設定 に 戻り ます 。 

設定 値 が 表示 され て いま す 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ を 変更 し た 場合 、8W2-5 の み 設 定 と 同時 に 有効 に な り ま す 。 そ れ 以 外 
の ディ ッ プ スイ ッ チ に つい て は 、 本 機 を 起動 し な お し た と きか ら 有 効 に な り ま す 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ の 機能 
それ ぞ れ の スイ ッ チ の 機能 と ON/OFE 時 の 設定 値 は 次 の と お り で す 。 


SW1 


スイ ッ チ の 機能 
未 使用 


未 使用 


シリ アル 伝送 方 式 注 1 参照 

2 常に ON の 状態 で 使用 
本 し て くだ さい 。 

グラ フィ ッ ク モ ー ド 拡張 モー ド 


シ 
る 
テ 
ム 
、 
を 
変 
更 
す 
る 
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注 1 SW1-5、SW1-6 シ リア ル の 伝送 方 式 の 選択 

BCTI 同 期 送信 タイ ミン グ に 本 機内 部 タイ マ を 使用 、 受 信 タ イミ 
ング に は モデ ム の クロ ッ ク を 使用 

送 ・ 受 信 タ イミ ング と し て 、 モ デム より 供給 され る ク 

ロッ ク を 使用 


ST2 同 期 


同期 刻 時 受信 タイ ミン グ は 受信 デー タ か ら 作 られ る クロ ッ ク を 
% 使用 、 送 信 は 本 機内 部 タイ マ を 使用 


調歩 同期 送 ・ 受 と も に 本 機内 部 タイ マ を 使用 


議 還 ご 購入 時 の 設定 


SW1-5、SW1-6 (シリ アル 伝送 方 式 ) 
通信 を する と き の 、 送 信 タ イミ ング と 受信 タイ ミン グ を 設定 し ます 。 


SW1-8 (グラ フィ ッ ク モ ー ド ) 
カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ の 画面 表示 を 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド で 表示 する か 、 基 本 グラ フ 
ィ ッ クモ ー ド で 表示 する か を 設定 し ます 。{ONj} (拡張 モー ド ) に 設定 する と 4,096 色 中 
16 色 表示 に 、{OFF} (基本 モー ド ) に 設定 する と 8 色 中 8 色 表 示 に な り ま す 。 


に 2 は ドイ SM 
ーーーーー ゴ 系 本 用 


未 使用 


メモ リス イッ チ 初期 化し な い 
固定 ディ スク 切り 離す 
使用 し な い 


軸 記 ご 暗 入 時 の 設定 
SW2-5 (メモ リス イッ チ ) 

メモ リス イッ チ は 、 デ ィ ッ プス イッ チ と 同じ よう に 、 本 機 の 状態 を 設定 する スイ ッ チ で す 。 メ 
モリ スイ ッ チ の 内 容 は 、Windows 95 で は 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] の [98 環 境 ] で 設定 し 
ます 。 ま た 、MS-DOS の 場合 は 、SWITCH コ マン ド で 設定 し ます 。 設 定 方 法 は 「 メ モリ 
スイ ッ チ 」(P.183) を ご 覧 くだ さい 。 
この ディ ッ プ スイ ッ チ で は 、 電 源 を ON に し た と き な ど に 、 変 更 し た メモ リス イッ チ の 内 容 を 
初期 化す る か 、 変 更 し た 内 容 を 保持 する か を 設定 し ます 。 
メモ リス イッ チ を 変更 する 場合 に は 、 メ モリ スイ ッ チ の 変更 の 前 に 必ず この SW2-5 を 
{ONj) (初期 化し な い ) に し て くだ さい 。{OFF) (初期 化す る ) の まま で 、 電 源 を OFF に す 
る と 、 メ モリ スイ ッ チ の 内 容 が ご 購入 時 の 状態 に 戻っ て し まい ます 。 


SW2-6 (固定 ディ スク ) 
本 機内 蔵 の ハー ド デ ィ スク を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。{ON) (切り 離す ) に する 
と 、 内 蔵 の ハー ド デ ィ スク は 使用 で き な く な り ま す 。 


SW2-7 (vf キ ー) 
キー ボー ド の vf キ ー を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。vf キ ー を 使用 する か どう か は 、 お 
使い に な る アプ リケーション ソフ ト に より ます 。 な お 、vf キ ー を 使用 する と き は 、 キ ー ボ ー ド 
の [NUM| を ロッ ク し て くだ さい 。 


陶 メモ リス イッ チ の 内 容 は 、 本 機内 蔵 の リチウム バッ テリ に よっ て 保 た れ て いま 
す 。 本 機 の 電源 を OFF に し た まま の 状態 が 2 カ月 ほど 続く と 、98NOTE メ ニュ ー 
で メモ リス イッ チ を (初期 化し な い ) に し て いて も 、 ご 購入 時 の 設定 に 戻っ て し ま 
うこ と が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 メ モリ スイ ッ チ を {初期 化す る } に 設定 
し 、 一 度 98NOTE メ ニュ ー を 終了 し ます 。 メ ニュ ー が 終了 し 、 本 機 が 再起 動 し た 
の ち 、 再 度 メ モリ スイ ッ チ を (初期 化し な い }) に し て か ら メ モリ スイ ッ チ を 設定 し 

な お し て くだ さい 。 


SW2-8 (GDC モ ー ド ) 


グラ フィ ッ ク 処 理 速度 を 選択 し ます 。 

ご 購入 時 に は 、 高 速 に グラ フィ ッ ク 描 画 が で きる よう に {ON}(5MHz) に 設定 され て いま 
す 。 市 販 の アプ リケーション ソフ ト の 中 に は 、 ま れ に この 設定 で 正常 に 動作 し な いも の が 
あり ます の で 、 そ の よう な 場合 は 、(OFF} (2.5MHz) に 設定 し て くだ さい 。 


SW3 


語 還 ご 暗 入 時 の 設定 


使用 する | サ W す 


の 叶 湯 肉 谷 古 球 2 
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・ 次 に 本 機 を 起動 し な お し た と きか ら 設 定 内 容 が 有効 に な り ま す 。 
・ 設 定時 間 後 に 有効 と な る 機能 を 設定 し た 場合 、 必 ず Windows 95 の CD- 
ROM の 自動 再生 を OFF に し て くだ さい 。ON の まま だ と 機能 が 実行 され な い 
場合 が あり ます 。 
人 る 省 電 力 モ ー ド 
本 機 の 動作 モー ド を 設定 し ます 。 「 エ コノ ミー」 ま た は 「 カ スタ ム | に する と 消費 電力 を 抑 
える こと が で きま す 。 
項目 ka 機能 
フル パワ ー 本 機 の 機能 を 最大 限 に 使用 する モー ド で す 。 


二 コ ノミ ー 液 曲 デ ィ ス プレ イ 自 動 停止 ( 約 1 分 ) 、 内 蔵 固定 ディ スク 自動 停 
止 ( 約 1 分 )、CPU 自 動 停 止 が 自動 的 に 設定 され る モー ド で す 。 


液晶 ディ スプ レイ 自動 停止 、 内 蔵 固定 ディ スク 自動 停止 、 
CPU 自動 停止 を 自由 に 設定 する こと が で きる モー ド で す 。 


>] 「「 フ ルー に 設定 する と [液晶 ディ スプ レイ 自動 人 上 内蔵 固定 ディ ス 
放 ク 自動 停止 」[CPU 自 動 停止 」 は 「 設 定 し な い 」 に 固定 され ます 。 


・「 エ コノ ミー」 に 設定 する と 、[ 液晶 ディ スプ レイ 自動 停止 」「 内 蔵 固定 ディ ス 
ク 自 動 停止 」「CPU 自 動 停止 」 は 「 設 定 する 」 に 固定 され ます 。 


今 液 晶 デ ィ ス プレ イ 自 動 停止 

{設定 する } に 設定 し て お く と 、 キ ー ボ ー ド や ポ ボ ポインティング デバ イス 、CD -ROM ド ライ ブ 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 、 ハ ー ド ディ スク 、 プ リン タ 、 モ デム (シリ アル イン ター フェ イス ) を 
使用 し な いで 設定 し た 時 間 が 経過 する と 、 カ ラー 液晶 ディ スプ レイ の バッ クラ 介 ガ が 自動 
的 に 消灯 し ます 。 キ ー ボ ー ド や ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス を 使う と 、 バ ッ ク ラ イト が 再び 点灯 し 
まず 。 

時 間 の 設定 は 、 キ ー ボ ー ド の [| 康行 いま す 。 を 押す と 、 時 間 が 長 
く な り 、 を 押す と 、 時 間 が 短く な り ま す 。 最 小 約 1 分 か ら 最大 約 13 分 まで 設定 する 
こと が で きま す 。 


了 ディ スプ レイ の 制御 は 、 本 機 の カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ に 対し て の み 機 能 し ま 

影 」 す 。 別 売 の CRT デ ィ ス プレ イ ( パ ワー マネ ジメント 対応 の も の を 含む ) に 対し て 
は 、 機 能 し ませ ん 。 別 売 の CRHT デ ィ ス プレ イ の 省 電 力 機能 に つい て は P.77 を ご 
覧 くだ さい 。 


98NOTE メニ ュ 


内蔵 固定 ディ スク 自動 停止 


内 蔵 の ハー ド デ ィ スク の モー タ の 制御 時 間 を 設定 し ます 。 
{設定 する }) に し て お く と 、 ア クセ ス し な いで 設定 し た 時 間 を 経過 する と 、 内 蔵 の ハー ド デ 
ィ ス ク の 回 転 を 自動 的 に 停止 し ます 。 再 び ア クセ ス を 行う と 、 自 動 的 に 回 転 を 始め ます 。 


時 間 の 設定 は 、[ 証 ] で 行い ます 。 を 押す と 、 時 間 が 長く な り 、 記 9 


を 押す と 、 時 間 が 短く な り ま す 。 最 小 約 1 分 か ら 最 大 約 13 分 まで 設定 する こと が で きま 
す 。 


@CPU 自 動 停止 
バッ テリ で 使用 し て いる と き に 、 消 費 電力 を 押え 、 パ ッ テ リ で の 使用 時 間 を の ば す 機 能 
で す 。 


陶 AC ア ダ プ タ を 接続 し て いる と き に は 、CPU 自 動 停止 は 働き ませ ん 。 


@LCD 連 動 サ スペ ンド / レ ジュ ー ム 


使用 する | に する と 、 液 晶 デ ィ ス プレ イ の 開閉 で サス ペン ド / レ ジュ ー ム する こと が で きま 
す 。 液 晶 デ ィ ス プレ イ を 閉じ る と 、 作 業 中 の 内 容 が 自動 的 に サス ペン ド さ れ ま す 。 ま た 、 液 
卓 ディ スプ レイ を 開け る と 、 自 動 的 に レジ ュー ム さ れ ま す 。 


閉 は 、 少 な く と も 5 秒 以 上 の 間隔 を あけ て くだ さい 。 


『 EO | 連続 し て 液晶 ディ スプ レイ を 開閉 する と 、 本 機 に 負担 が か か り ま す 。 フ タ の 開 
1 


⑯ オー ト サ ス ペン ド 

オー ト サ ス ペン ド は 、 キ ー ボ ー ド や ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス 、CD -ROM ド ライ プ 、 フ ロッ ピー 
ディ スク ドラ イブ 、 ハ ー ド ディ スク 、 プ リン タ 、 モ デム (シリ アル イン タフ ェ ー ス ) 、 赤 外線 通信 を 
使用 し な いで 設定 し た 時 間 が 経過 する と 、 自 動 的 に 本 機 を サス ペン ド 状 態 に する 機能 
で す 。 作 業 を 再開 し た いと き に は 、 サ スペ ンド スイ ッ チ を 押す と レジ ュー ム さ れ ま す 。 

時 間 の 設定 は 、 キ ー ボ ー ド の | ROLL | | で 行い ます 。 | F 誠 上 を 押す と 、 時 間 が 長 
く な り 、 | を 押す と 、 時 間 が 短く な り ま す 。 最 小 約 5 分 か ら 最大 約 29 分 まで 設定 す 
る こと が で きま す 。 


愉 poinrioo 


シ 
る 
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画 入 出力 デバ イス の 設定 


9.8NOTE メ ニュ - Copyright (C) NEC Corporation XXXX 
入出 力 デ バイ ス 
9 8 スラ イド バッ ド | 使用 し な い 
タッ プ & ド ラッ グ 機 能 望 別 無効 
キー ボー ド 指 定 隊 評 外 付 け 
NUM キー の ロッ ク 機 能 詩 別 無効 
赤外線 通信 機能 使用 し な い 


使用 する 


…98 ス ライ ド パ バッド 
98 ス ライ ド バ パッ ド を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。 
{使用 し な い }) に する と 、98 ス ライ ド バ パッ ド が 使用 で き な く な り 、 ワ ー プ ロ な どの キー 入力 操 
作 時 の 誤操作 を 防ぐ こと が で きま す 。 


s@ タ ッ プ & ド ラッ ク グ 機 能 
98 ス ライ ド バ パッ ド で の タッ プ & ド ラッ グ の 操作 (ご P.16) を 有効 に する か どう か を 設定 し ま 
す 。{ 無 効 け に する と 、 タ ッ プ & ド ラッ グ の 操作 が で き な く な り ま す 。 
[98 ス ライ ド パ ッ ド 」 を {使用 し な い } に 設定 し て いる 場合 、「 タ ッ プ & ド ラッ グ 」 の 項目 は 設 
定 で きま せん 。 


⑯ キー ボー ド 指 定 
本 機 に 別売 の 外 付け キー ボー ド を 接続 し た 場合 、 本 機 の キー ボー ド と 外 付け の キー ボー 
ド の どちら を 使う か を 設定 し ます 。 


ググ 「 キ ー ボ ー ド 指定 」 は 本 機 に 別売 の 外 付 け キ ー ボ ー ド を 接続 し て いる 場合 の み 
設定 で きま す 。 


@ び NUM キー の ロッ ク 機 能 


[NUMI の ロッ ク 機 能 を 使用 する か どう か を 設定 し ます 。 
(無効 ) に する と 、 [NUMI を ロッ ク で き な く な り 、 テ ン キ ー 入 力 モ ー ド や [vf] キ ー が 使用 で き 
な く な り ま す 。 
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98NOTE メニ ュ 


赤外線 通信 機能 
赤外線 通信 機能 を 使う か どう か を 設定 し ます 。 
赤外線 通信 機能 を 使う と き は 、{ 使 用 する } に 設定 し て くだ さい 。 
(使用 し な い } に する と 、 割 り 込 み レ ベル INT1 (IRQ5) が 解放 で きま す 。 


本 ) ・「 セ キュ リティ の 設定 」 で 「 赤 外線 通信 機能 !/O 〇 ロッ ク 」 を 「 設定 する 」 に し て 

p< いる と き に は 「 赤 外線 通信 機能 」 の 項目 は 設定 で きま せん 。 

・ 赤 外線 通信 機能 は 、 割 り 込み レベ ル INT1(IRQ5) で の み 使 用 で きま す 。 
他 の 機器 で この 割り 込み を 使用 し て いる と き に は 「 赤 外線 通信 機能 」 を { 使 
用 する } に 設定 する こと が で き な く な り ま す 。 


・{ 使 用 する } に 設定 する と き に は 、 必 ず INT1 (IRQ5) が 開放 され て いる こと 
を 確認 し て くだ さい 。 


際 Windows 3.1 を ご 使用 の 場合 で 、「 赤 外線 通信 機能 」 を (使用 し な い } に 設定 し 
た 場合 、PC カ ー ド の 使用 する 資源 の 設定 を 変更 し て くだ さい 。 詳 し く は 「PC カ 
ー ド サポ ー ト ソフ トウ ェ ア マ ニュ アル 」 の 「 資源 の 設定 方 法 ]」 を ご 覧 くだ さい 。 


W@ モ デム 
モデ ム を 使う か どう か を 設定 し ます 。 モ デム を 使う と き に は 、{ 使 用 する } に 設定 し て くだ さ 
い 。PC-9821Nr15/S810 で は 、 別 売 の FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) を 取 
り 付 けた 場合 の み 設定 で きま す 。 
コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト に FEAX モ デム ボー ド (PCO-9821NR-B05) が 取り 付け られ て 
いな いと き に は 設定 で きま せん 。 


圧 セ キュ リティ の 設定 


9 8NOTE メ 3 Copyright 〔C) NEC Corpo 
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・ |/O ロ ッ ク は Windows 3.1、Windows 95、Windows NT、OS/2 に の み 対 

応 し て いま す 。 

・ MS-DOS 用 の アプ リケーション ソフ ト を 利用 する 場合 に は 、!/O ロ ッ ク 機 能 は 
使用 で きま せん 。 

・ Windows 95 で IO ロッ ク を 使用 する 場合 に は 、98NOTE メ ニュ ー の 設定 の 
前 に 「I/O ロ ッ ク を 使用 する と き の 注 意 困 馬 本 護 講 」( す P.177) を ご 覧 くだ さ 
い 。 

・ Windows NT で IO ロッ ク を 使用 する 場合 に は 、「 再 セッ ト ア ッ プ ガイ ド 」 を 
ご 覧 くだ さい 。 


@ パ ワー オン パス ワー ド 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 設定 する と 、 本 機 の 電源 を ON に し た と き に 、 パ スワ ー ド の 入力 を 
求め られ ます 。 パ スワ ー ド を 入力 し な いと 、 本 機 を 使用 する こと が で きま せん 。 パ スワ ー ド 
を 知ら な い 人 が 、 無 断 で 本 機 を 使用 する の を 予防 する こと が で きま す 。 

パワ ー オ ン パ スワ ー ド の 設定 方 法 は P.173、 変 更 方 法 は P.174 を ご 覧 くだ さい 。 


本 つう パワ ー オ ン パ スワ ー ド を 忘れ る と 、 本 機 を 使用 で き な く な り ま す 。 設 定 し た パス 
ルネ ワー ド は 忘れ な いよ う 控 えて お く こ と を お すす めし ます 。 
パス ワー ド を 忘れ て し まっ た 場合 に は 解除 処置 が 必要 で す の で 、Bit-INN、 
NEC サ ービス セン ター、 サ ービス ステ ーション に ご 連絡 くだ さい (「 サ ービス 
網 一 覧 表 」 を ご 覧 くだ さい ) 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 保証 期間 内 で も 有償 で す 。 

・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 原則 と し て お 客 様 の お 持ち 込み に よる 対応 と な り 
ます 。 ま た 、 機 密 保 持 の た め 、 お 客 様 ご 本 人 か ら の ご 依頼 に 限り 処置 を お 
受け いた し ます 。 

・ パ スワ ー ド 解除 処置 を 依頼 され る と き に は 、 下 記 の も の を すべ て ご 用 意 く 
だ さい 。 


① 本 機 の 購入 を 証明 する も の (保証 書 等 ) 


② 身 分 証明 書 ( お 客 様 ご 自身 を 確認 で きる も の ) 
③P 印 鑑 
・ パ スワ ー ド 解除 処置 を ご 依頼 の 際 、 受 付 に て お 客 様 ご 自身 に より 専用 の 
用 紙 に 必要 事項 を 記入 ・ 捧 印 し て いた だ く こ と が 必要 で す 。 
専用 用 紙 の 記載 事項 に ご 同意 いた だ け な い 場合 に は 、 処 置 の ご 依頼 に 
対応 いた し か ね る 場合 が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
@ セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド 
セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 する と 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 する と き に 、 パ スワ ー ド の 
入力 を 求め られ ます 。 パ スワ ー ド を 入力 し な いと 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 する こと が 
で きま せん 。 パ スワ ー ド を 知ら な い 人 が 、 無 断 で 98NOTE メ ニュ ー の 設定 を 変え る の を 
予防 する こと が で きま す 。 
セッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 設定 方 法 は P.173、 変 更 方 法 は P.174 を ご 覧 くだ さい 。 
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計り 


98NOTE メニ 


・ セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て いな い 場 合 、 使 用 者 以外 が 故意 に 、 ま た 


は 誤っ て パワ ー オ ン パ スワ ー ド や セッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て し まう 
と 、 本 機 が 使用 で き な く な っ た り 、98NOTE メ ニュ ー が 起動 で き な く な り ま 
す 。 こ の よう な 恐れ が ある 場合 は 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て お いて 
くだ さい 。 


・ セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 忘れ る と 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 で き な く な り ま 


す 。 設 定 し た パス ワー ド は 忘れ な いよ う 控 えて お く こ と を お すす めし ます 。 パ 
スワ ー ド を 忘れ て し まっ た 場合 に は 解除 処置 が 必要 で す の で 、Bit-INN、 
NEC サ ービス セン ター、 サ ービス ステ ーション に ご 連絡 くだ さい (「 サ ー ビ 
ス 網 一 覧 表 ]」 を ご 覧 くだ さい ) 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 保証 期間 内 で も 有償 で す 。 
・ パ スワ ー ド 解除 処置 は 原則 と し て お 客 様 の お 持ち 込み に よる 対応 と な り 


ます 。 ま た 、 機 密 保 持 の た め 、 お 客 様 ご 本 人 か ら の ご 依頼 に 限り 処置 を お 
受け \ た し ます 。 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を 依頼 され る と き に は 、 下 記 の も の を すべ て ご 用 意 く 


だ さい 。 

① 本 機 の 購入 を 証明 する も の (保証 書 等 ) 

② 身 分 証明 書 ( お 客 様 ご 自身 を 確認 で きる も の ) 
③ 印 鑑 


・ パ スワ ー ド 解除 処置 を ご 依頼 の 際 、 受 付 に て お 客 様 ご 自身 に より 専用 の 


用 紙 に 必要 事項 を 記入 ・ 擦 印 し て いた だ く こ と が 必要 で す 。 
専用 用 紙 の 記載 事項 に ご 同意 いた だ け な い 場合 に は 、 処 置 の ご 依頼 に 
対応 いた し か ね る 場合 が あり ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


人 W パ ワー オン パス ワー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 する 
パワ ー オ ン パ スワ ー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド と も 、 パ スワ ー ド の 設定 方 法 は 同じ で す 。 
用 キー ボー ド の [1 を 押し て 、「 パ ワー オン パス ワー ド 」 ま た は 「 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー 
ド 」 を 選び ます 。 
の キー ボー ド の [に | を 押し て 、{ 使 用 する } を 選び ます 。 
画面 の 下部 に 、 パ スワ ー ド の 入力 画面 が 表示 され ます 。 


3③ キー ボー ド か ら パ スワ ー ド を 入力 し ます 。 


・ 使 用 で きる 文字 は 、A か ら Z ま で の アル ファ ベッ ト と 、0 か ら 9 ま で の 数 字 で す 。 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 と 小文字 は 区 別 さ れ ま せん 。 パ スワ ー ド は 、 最 小 1 文 
字 か ら 最 大 8 文字 まで 入力 で きま す 。 

・ キー ボー ド の [ESCI を 押す と 、 パ スワ ー ド の 入力 は 中 止 され 、{ 使 用 し な い ) に 
戻り ます 。 


パス ワー ド を 入力 する と 、 カ ー ソ ル の と ころ に 「* | が 表示 され ます 。 


届 piarioo 
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gg キー ボー ド の 癌 を 押し ます 。 


画面 の 下部 に 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


確認 の た め 再度 パス ワー ド を 入力 し て 下さ い 
固 


が 29- ド 入力 モー ト 解除 BS キー : 一 文字 訂正 


確認 の た め 、 手 順 3 で 入力 し た パス ワー ド を も う 一 度 入力 し ます 。 

パス ワー ド を 入力 する と 、 カ ー ソ ル の と ころ に 「*」 が 表示 され ます 。 

キー ボー ド の を 押し ます 。 

入力 し た パス ワー ド が 正しい 場合 は 、「OK!」 と 表示 され パス ワー ド の 設定 が 終了 
し ます ず 。 


入力 し た パス ワー ド が 誤っ て いる 場合 は 、 パ スワ ー ド の 設定 は 中 止 さ れ 、{ 使 用 


計っ し な い } に 戻り ます 。 


@ パ ワー オン パス ワー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド の 変更 方 法 


パワ ー オ ン パ スワ ー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド と も 、 パ スワ ー ド の 変更 方 法 は 同じ で す 。 


用 キー ボー ド の | 1] [!] を 押し て 、「 パ ワー オン パス ワー ド 」 ま た は 「 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー 
ド 」 を 選び ます 。 


の キー ボー ド の [| を 押し て 、{ 変 更 する } を 選び ます 。 
画面 の 下部 に 、 パ スワ ー ド の 入力 画面 が 表示 され ます 。 


現在 の パス ワー ド を 入力 し て 下さ い 
L」 


W 47ー ト 入力 エド 解除 BS キー: 


③ キー ボー ド か ら 、 現 在 使用 し て いる パス ワー ド を 入力 し ます 。 
パス ワー ド を 入力 する と 、 カ ー ソ ル の と ころ に 「* | が 表示 され ます 。 


g キー ボー ド の 【 同 を 押し ます 。 
入力 し た パス ワー ド が 正しい 場合 は 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


キル 29- ト 入力 モー ト 解除 BS キー : 一 文字 訂正 


98NOTE メニ 


レス 


| め 入力 し た パス ワー ド が 誤っ て いる 場合 は 、 パ スワ ー ド の 変更 は 中 止 され 、{ 使 用 
ピ する } に 戻り ます 。 


に 1 キー ボー ド か ら 、 新 し い パ スワ ー ド を 入力 し ます 。 


・ 使 用 で きる 文字 は 、A か ら Z ま で の アル ファ ベッ ト と 、0 か ら 9 ま で の 数 字 で す 。 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 と 小文字 は 区 別 さ れ ま せん 。 パ スワ ー ド は 、 最 小 1 文 
字 か ら 最 大 8 文字 まで 入力 で きま す 。 


・ キー ボー ド の [ESC| を 押す と 、 パ スワ ー ド の 変更 は 中 止 され 、{ 使 用 する } に 戻 
り ま す 。 


パス ワー ド を 入力 する と 、 カ ー ソ ル の と ころ に 「*」 が 表示 され ます 。 
キー ボー ド の を 押し ます 。 
確認 の た め 、 手 順 5 で 入力 し た パス ワー ド を も う 一 度 入 力 し ます 。 
キー ボー ド の [ 同 を 押し ます 。 


入力 し た パス ワー ド が 正しい 場合 画面 下部 に 「 パ スワ ー ド は 変更 され まし た 」 と 表 
示さ れ て パス ワー ド の 変更 が 終了 し 、{ 使 用 する } に 戻り ます 。 


@ パ ワー オン パス ワー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 解除 する 
パワ ー オ ン パ スワ ー ド 、 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド と も 、 パ スワ ー ド の 解除 方 法 は 同じ で す 。 


00 NM 0) 


| キー ボー ド の [1][』] を 押し て 、「 パ ワー オン パス ワー ド 」 ま た は 「 セ ッ ト ア ッ プ パス ワー 
ド 」 を 選び ます 。 


の キー ボー ド の [ 過 を 押し て 、! 使 用 し な い | を 選び ます 。 
画面 の 下部 に 、 パ スワ ー ド の 入力 画面 が 表示 され ます 。 
キー ボー ド か ら 現 在 使用 し て いる パス ワー ド を 入力 し ます 。 
キー ボー ド の [ 同 を 押し ます 。 


入力 され た パス ワー ド が 正しい 場合 は 、 画 面 下部 に 「OK!」] と 表示 され 、 パ スワ ー ド 
が 解除 され ます 。 
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er つ 入力 し た パス ワー ド が 誤っ て いる 場合 に は 、 パ スワ ー ド の 解除 は 中 止 さ れ 、| 合 
ば 用 する | に 戻り ます 。 


176 


@ シ リア ル I/O ロ ッ ク 


{設定 する } に する と 、 次 回 起動 時 か ら は シリ アル イン ター フェ イス が 使用 で きま せん 。 こ の 
機能 に より 、 シ リア ルイ ンタ ー フ ェ イ ス か ら プ ログ ラム 、 デ ー タ な ど が 不正 に 流出 する の を 
予防 で きま す 。 

この 機能 を 使用 する と き は 、 必 ず セ モッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て くだ さい 。 


R 0 Windows 95 使 用 時 に 「 シ リア ル I/O ロ ッ ク 」 を 1 設定 する | に する と 、 赤 外線 
し 通信 に 使用 する 通信 ポー ト * が COM1 に 自動 的 に 割り 当て られ ます 。 シ リア 
ル 通 信 に 使用 する 通信 ポー ト * を COM1 に 戻す に は 、 い っ た ん 「 シ リア ル |/O 
ロッ ク 」 を | 設定 し な い | 、[ 赤 外線 通信 機能 |/O ロ ッ ク 」 を | 設定 する } に し て 、 
Windows95 を 起動 し 、 再 度 | 赤外線 通信 機能 !! 〇 ロッ ク 」 を {設定 し な い ! に し 

て Windows95 を 再起 動 し て くだ さい 。 
*: 通信 ポー ト の 割り 当て は 、 ス ター トメ ニュ ーー「 設 定 ] 一 「 コ ント ロー ル パ ネ ル 」 一 「 シ 
ステ ム 」 の [デバ イス マネ ー ジ ャ ]" コ ンピュータ"ー”" ポ ー ト (COM と LPT) "で 確認 

する こ と が で きま す 。 


@ 赤 外線 通信 機能 !/O 〇 ロック 


{設定 する } に する と 、 次 回 起動 時 か ら は 赤外線 通信 機能 が 使用 で きま せん 。 こ の 機能 に 
より 、 赤 外線 通信 を 利用 し て プロ グラ ム 、 デ ー タ な ど が 不正 に 流出 する の を 予防 で きま す 。 
この 機能 を 使用 する と き は 、 必 ず セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て くだ さい 。 


ト ァ 「 入 出力 デバ イス の 設定 」 の [「 赤外線 通信 機能 」 が [使用 し な い 」 に な っ て いる 
J 尼 と き に は この 項目 は 設定 で きま せん 。 


W プ リン タ I/O ロ ッ ク 


{設定 する ! に する と 、 次 回 起動 時 か ら は プリ ンタ が 使用 で きま せん 。 こ の 機能 に より 、 プ リ 
ンタ か ら プ ログ ラム 、 デ ー タ な ど が 不正 に 流出 する の を 予防 で きま す 。 
この 機能 を 使用 する と き は 、 必 ず セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て くだ さい 。 


@FD I/O ロ ッ ク 


{設定 する }) に する と 、 次 回 起動 時 か ら は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 使用 で きま せん 。 こ 
の 機能 に より 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 利用 し て プロ グラ ム 、 デ ー タ な ど が 不正 に 流 
出す る の を 予防 で きま す 。 

この 機能 を 使用 する と き は 、 必 ず セ ッ ト ア ッ プ パス ワー ド を 設定 し て くだ さい 。 


っ Windows 3.1 で FD 1/O ロ ッ ク を | 設定 する | に し た 場合 、 メ モリ カー ド は 使 
E 用 で きま せん 。 ま た 、CONFIG.SYS に 以下 の 行 が ある 場合 、 こ の 行 を 削除 し 
て ご 使用 くだ さい 。 
DEVICEHIGH=A:\DOS\MCDRV.SYS 


98NOTE メニ ュ 


@I/O 〇 ロッ ク を 使用 する と き の 注 意 5 
人 「 セ キュ リティ の 設定 」 で |/O 〇 ロック を 設定 し た 場合 、 外 部 記憶 装置 (ハー ド デ ィ スク 、 光 
磁気 ディ スク 装置 等 を 接続 し な いで くだ さい 。 


人 PC カー ド で 接続 され て いる 外部 記憶 装置 で は !/O ロ ッ ク 機 能 を 使用 する こと は で き 
ませ ん 。 


人 シリ アル 1/O ロ ッ ク 以 外 の I/O ロ ッ ク を 設定 する 場合 に は 、98NOTE メ ニュ ー を 起動 
する 前 に 必ず 次 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ 
ッ ク し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
の [シス テム ] ア イコ ン 上 琴 を ダブル クリ ッ ク し ます 。 
[シス テム の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
[デバ イス マネ ー ジ ャ ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 
1/O ロ ッ ク の 対象 と な る 装置 に マウ スポ イン タ を 合わ せ ク リッ ク し ます 。 


[削除 (RE)] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


OR 09 


対象 と な る 装置 が 削除 され ます 。 


思 [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
デバ イス マネ ー ジ ャ が 終了 し ます 。 
『/ Windows 95 を 終了 し ます 。 
金 誤っ て 、 上 記 の 操作 を 行わ ず に Windows 95 を 起動 し て し まっ た と き 、[ デ ィ ス プレ 


イ ] の 競合 エラ ー ダ イア ログ が 表示 され る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 次 の 操作 を 行 
っ で くだ さい 。 


4 エラ ー ダ イア ログ の [キャ ン セ ル ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
コ [ディ スプ レイ ] の 設定 ダイ アロ グ が 表示 され ます が 、 そ の まま の 状態 で [OK] 


ボタ ン を クリ ッ ク し ます ([OK] ボ タン を クリ ッ ク し た 後 、 再 起動 を 促す ダイ アロ 
グ ボ ックス が 表示 され ます が [キャ ン セ ル ] を 選択 し 、 再 起動 を 行い ませ ん )。 
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3 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク 
し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
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0 JO 刷 


[シス テム ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

[シス テム の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 

[デバ イス マネ ー ジ ャ ] タ ブ を クリ ッ ク し ます 。 

I/O ロ ッ ク の 対象 と な る 装置 に マウ スポ イン タ を 合わ せ ク リッ ク し ます 。 


[削除 (E)] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
対象 と な る 装置 が 削除 され ます 。 


[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
デバ イス マネ ー ジ ャ が 終了 し ます 。 


Windows 95 を 終了 し ます 。 


|/O ロ ッ ク を [設定 ) の 状態 か ら 1 設定 し な い } に 変更 する 場合 は 次 の 操作 を 行っ 
て くだ さい 。 


4 
ら 


00 ヽ 』 6) 


98NOTE メ ニュ ー の [セキ ュ リ ティ の 設定 ] で 、I/O ロ ッ ク を 設定 し な い 「 に し 
ます 。 


Windows 95 を 起動 し ます 。 


[ スター ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し て [コン トロ ー ル パネ ル ] を クリ 
ッ ク し ます 。 


[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


[ハー ドウ ェ ア ] ア イコ ン 織 区 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 


[ハー ドウ ェ ア ウ ィ ザ ー ド ] ウ ィ ン ド ウ が 起動 し ます 。 


ハー ドウ ェ ア の 自動 検出 を 実行 し 、I/O ロ ッ ク を {設定 し な い } に 変更 し た 装 
置 の 登録 を 行い ます 。 


[OK] を クリ ッ ク し ます 。 

デバ イス マネ ー ジ ャ が 終了 し ます 。 

[ スタート ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[Windows の 終了 (U)…] を クリ ッ ク し ます 。 
[コン ピュ ー タ を 再起 動 す る (R)] を クリ ッ ク し ます 。 

[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 

本 機 が 再起 動き され ます 。 


98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ は 、98NOTE メ ニュ ー の うち よく 使う 設定 項目 を 、 
MS-DOS や Windows か ら 直 接 設 定 変更 で きる よう に し た ユー ティ リティ で す 。 

ここ で は 、98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ の 起動 方 法 、 操 作 方 法 、 設 定 で きる 項目 に 
つい て 説明 し て いま す 。 

各 項 目 の 概要 に つい て は 、「98NOTE メ ニュ ー で 設定 する 」 を ご 覧 くだ さい 。 


98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 する .... 


98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 する に は 、 次 の 方 法 が あり ます 。 


圏 Windows 95 を お 使い の 場合 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ログ ラム ][ ア クセ サリ ] の 順に ポイ ント し 、 
[98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ ] を クリ ッ ク し ます 。98NOTE メ ニュ ー ユ 
ー テ ィ リ ティ が 起動 し ます 。 


グ 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ は 、MS-DOS プ ロン プ ト か ら 起 動 す る こと も で 
きま す 。 起 動 方 法 は 次 の 通り で す 。 
1 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し て 、[ プ ログ ラム ] を クリ ッ ク し ます 。 


2 メニ ュー の 中 か ら [MS-DOS プ ロン プ ト ] を クリ ッ ク し ます 。 


3 「POPMENU」 と 入力 し て [を 押し ます 。 
この 方 法 で 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し た 場合 、Windows 95 の 
スタ ー ト ボタ ン か ら 起 動 し た と き と 多 少 画面 イメ ー ジ が 異な り ま す 。 


動作 環境 の 9 正 。 | 
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圏 Windows 3.1 を お 使い の 場合 


有 プロ グラ ム マ ネー ジャ の [メイン] アイコン を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
[ メイン ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


ら [ メイン] ウィン ドウ の 中 か ら [98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ イ ] ア イコ ン を ダブ ルク リ 
ッ ク し ます 。 


98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ が 表示 され ます 。 


グ 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ は 、MS-DOS プ ロン プ ト か ら 起 動 す る こと も で 
きま す 。 起 動 方 法 は 次 の 通り で す 。 


1 プロ グラ ム マ ネー ジャ の [メイ ン ] ア イコ ン を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
[メイ ン ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 

2 [メイ ン ] ウ ィ ン ド ウ の 中 か ら [MS-DOS プ ロン プ ト ] ア イコ ン を ダブ ル 
クリ ッ ク し ます 。 


3「POPMENU」 と 入力 し て キー ボー ド の [ 同 を 押し ます 。 
98SNOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 終了 する .... 


設定 画面 を 終了 する と 、 メ イン メニ ュー に 戻り 、 設 定 が 有効 に な り ま す 。 次 の 方 法 で 、 メ イ 
ン メ ニュ ー を 終了 し て くだ さい 。 


| 画面 右側 の 各 項 目 の 設 定 値 が 、 変 更 し た 設定 値 に 変わ っ て いる こと を 確認 し ま 
較 訂 
の 次 の どちら か の 方 法 で メイ ン メ ニュ ー を 終了 し ます 。 
・ キ ー ボ ー ド の [ESCI を 押す 
・「 終 了 」 を 選択 し 、 キ ー ボ ー ド の を 押す 


98NOTEB メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ が 終了 し 、Windows ま た は MS-DOS に 戻り ます 。 
これ で 設定 が 有効 に な り ま す 。 


98NOTE メニ ュー ユー ティ リ デ 


各 メ ニュ ー の 設定 @@e@e@e@e@ee@e@e@eeeeeeeeeeeeeeeeee@ee 
還 動 作 環境 の 設定 


9 8NOTE メ < ィ リ ティ Copyright (C) NEC Corporation xxxx 


ーーー- 動作 環境 ーーーーーーーーーーーーー 


メモ リス イッ 有志 酸 3 初期 化し な 


終了 


各 項 目 の 概要 に つい て は 、「98NOTE メ ニュ ー で 設定 する 」 の P.163 を ご 覧 くだ さい 。 


画 省 電力 の 設定 


Copyright (〔C) NEC Corporatio 
省 電力 ーー 
コノ スタ ム 
ィ ス プレ イ 自 動 停止 設定 する ( 約 11 分 設定 し な い | 
ディ スク 自動 停 上 6 
CPU 自動 停止 設定 する 


使用 する 


各 項 目 の 概 要 に つい て は 、「98NOTE メ ニュ ー で 設定 する 」 の P.168 を ご 覧 くだ さい 。 
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回 入 出力 デバ イス の 設定 


各 項 目 の 概 要 に つい て は 、「98NOTE メ ニュ ー で 設定 する 」 の P.170 を ご 覧 くだ さい 。 


[NUM]J を ロッ ク し て いる 状態 で 98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 し 、 
「NUM キ ー の ロッ ク 機 能 」 を {無効 ) に し て も 、[NUMI の ロッ ク は 解除 され ませ 


ん 。 
98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ を 終了 させ て か ら [NUM| を 押し て ロッ ク を 解 
除 し て くだ さい 。 


メモ リス イッ チ は 、 コ ンピュータ 本 体内 の 専用 メモ リ に ある ソフ トウ ェ ア 的 な スイ ッ チ で す 。 
98NOTE メ ニュ ー と 同様 、 本 機 の 状態 を 設定 する こと が で きま す 。 通 常 は ご 購入 時 の 状 
態 の まま で 使用 し ます 。Windows 95 を お 使い の 場合 は 、「98 環 境 ユ ー テ ィ リ ティ ]」 を 使 
っ て メモ リス イッ チ を 変更 する こと が で きま す 。 

ここ で は 、 変 更 す る 方 法 に つい て 説明 し て いま す 。 


メモ リス イッ チ は 、 例 えば 次 の よう な 場合 に 変更 し ます 。 
・RS-232C の ボー レー ト な ど を 設定 する 
起動 す る ドラ イブ の 検索 順番 を 変更 する (BOOT 装 置 を 変更 する ) 
・ オ プシ ョ ン ボ ー ド を 使用 する 
・ 画 面 の 表示 色 を 変え る 


メモ リス イッ チ を 変更 する 前 に 。。。。。。。。。。。。。 < 


設定 ] の 「 メ モリ スイ ッ チ 」 を | 初期 化し な い | (SW2-5 ON) に 設定 し て くだ さ 
い 。「 メ モリ スイ ッ チ 」 が | 初期 化す る | (SW2-5 OFF) の まま で は 、 メ モリ スイ 
ッ チ の 変更 は 保持 され ませ ん 。 そ の た め 、 変 更 後に 電源 を OFF に し た りす る 
と 、 メ モリ スイ ッ チ の 内 容 は 初期 化 さ れ 、 ご 購入 時 の 初期 状態 に 戻っ て し まい 
ます 。 


リコ | メモ リス イッ チ を 変更 する 前 に は 、98NOTE メ ニュ ー の 「 デ ィ ッ プス イッ チ の 
MI 


グ メモ リス イッ チ の 内 容 は 、 本 機内 蔵 の リチウム バッ テリ に よっ て 保 た れ て いま 

す 。 本 機 の 電源 を OFF に し た まま の 状態 が 2 ヵ月 ほど 続く と 、98NOTE メ ニュ ー 
で メモ リス イッ チ を [初期 化し な い | に し て いて も 、 ご 購入 時 の 設定 に 戻っ て し 
まう こと が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 メ モリ スイ ッ チ を [初期 化す る ! に 設 
定 し 、 一 度 98NOTE メ ニュ ー を 終了 し ます 。 メ ニュ ー が 終了 し 、 本 機 を 再起 動 し 
た ら 、 再 度 メ モリ スイ ッ チ を | 初期 化し な い | に し て か ら 、 メ モリ スイ ッ チ を 設定 し 
な お し て くだ さい 。 こ の と き 、AC ア ダ プ タ を 接続 し て 本 機 の 電源 を 約 40 時 間 
ON の まま に し て 、 内 蔵 の リチウム バッ テリ を 充電 し て くだ さい 。 
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98NOTE メ ニュ ー を 起動 し 、「 デ ィ ッ プス イッ チ の 設定 」 を 選択 し ます 。 


の 「SW2] の 「5」 を 選択 し 、[] で スイ ッ チ を ON ( 下 ) に し ます 。 


9 8NOTE メ ニュ ー - テ ィ リ ティ Copyright (C) NEC Corporation XXXX 


ッ プ スイ ッ チ 


HOME CLR] キ ー で 工場 出荷 時 の 設定 に 戻す に 


メモ リス イッ チ を 変更 する 中 "3 。。。。。。。...・・-・ 


98 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ で 、 本 機 の シス テム 環境 を 設定 し ます 。 


4 Windows 95 を 起動 し て 、[ スタ ー ト ] メ ニュ ー を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ 
ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク し ます 。 


の 98 環境 ] ア イコ ン <8 益 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 
[98 環 境 の 設定 の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 
g8 環 埼 の 設定 の ロバ ティ 


99 環境 | 
泊り 2 イ の 変更 ※ 行 いま す 
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メモ リス イッ チ (98 環境 設定 ユー 


次 の 表 を 参考 に し て 、 各 項目 を 設定 し ます 。 画 面 上 の 各 項 目 に ある 市 を クリ ッ ク 
し 、 表 示さ れ た 中 か ら 選 択 し た いも る の を クリ ッ ク し ます 。 設 定 を 変更 する ご と に [ 更 
新 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[転送 速度 ] RS-232C の 設定 で 、 モ デム の デー タ 転 送 速度 を 設定 し ます 。 複 
数 の 速度 で 通信 で きる モデ ム も ある の で 、 モ デム の マニ ュ ア ル を 
調べ て 、 双 方 の シス テム に 使え る 通信 速度 を 選ん で くだ さい 。 


[キャ ラク タ 長 ] RS-232C の 設定 で 、2 台 の コン ピュ ー タ 間 で や り 取 りさ れる デー 
タ パ ケ ッ ト の デー タビ ッ ト 数 を 設定 し ます 。 


[パリ ティ ] RS-232C の 設定 で 、 転 送 デ ー タ の パリ ティ 属性 の 種類 を 設定 し 
ます 。 


[スト ッ プ ビッ ト ] RS-232C の 設定 で 、 転 送 デ ー タ の 終了 ビッ ト 数 を 設定 し ます 。 
[XX パラ メー タ ] RS-232C の 設定 で 、XON/XOFTF 制 御 を 設定 し ます 。 
[BOOT 装 置 の 設定 ] シス テム を 起動 する ディ スク 装置 を 指定 し ます 。 


グ | RS-232C や BOOT 装 置 の 設定 は 、MS-DOS モ ー ド の SWITCH コ マン ド で 設 
定 す る こと も で きま す 。MS-DOS プ ロン プ ト の 画面 か ら 次 の よう に 入力 し て くだ 
さい 。 


SWITCH 


設定 を 有効 に する 場合 は 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 変 更 し な い 場 合 
は 、[ キ ャ ン セ ル ] ボ タン を クリ ッ ク し て くだ さい 。 


本 機 を 再起 動 さ せま す 。 


[スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し ます 。 表 示さ れ た 
[Windows の 終了 ] ウィンドウ で [コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を クリ ッ ク し て 、 
[は い ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


本 機 が 再起 動 し た ら メ モリ スイ ッ チ の 変更 の 作業 は 終了 で す 。 


シ 
る 
帳 
ム 
: 
を 
変 
更 
す 
る 
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と 


付録 


@Windows 95 で MS-DOS モ ー ド を 利用 する 
@ 本 機 の お 手入れ 

@ 本 機 の 廃棄 方 法 に つい て 

AT コマ ンド (電話 回 線 接続 時 ) 
パン コン 用 語 集 

久 目 的 別 案 引 

@ 素 引 

@98NOTE メ ニュ ー 早 見 表 
98NOTE メ ニュ ー ユ ー テ ィ リ ティ 早見 表 

人 @ 機 能 仕 様 


@FAX モ デム ボー ド 機 能 仕様 


mdows 95 で MIS-DOS 
ド を 利用 する PE 


ここ で は 、Windows 95 で MS-DOS モ ー ド を 利用 する た め に 便利 な 、 ユ ー テ ィ リ ティ や 
MS-DOS コ マン ド ドラ イ バ の 使用 方 法 や 注意 事項 に つい て 説明 し て いま す 。 


コマ ンド 書式 の 説明 で は 、 次 の よう な 意味 で 記号 を 使用 し て いま す 。 
| … こ の 中 の 項目 は 、 必 ず 入 力 し ます 。 


・ こ の 中 の 項目 は 、 必 要 に 応じ て 入力 し ます 。 
… こ の 記号 で 区 切ら れ た 項目 の うち 、 ど れ か ーー つ を 入力 し ます 。 


MS-DOS モ ー ド を 利用 する 。。。。。。、。。、。、。。、。..。 


MS-DOS モ ー ド を 利用 する と 、 従 来 の MS-DOS で 起動 し た と き と 同じ よう な 環境 で 本 
機 を 使う こと が で きま す 。 
MS-DOS モ ー ド を 利用 する に は 、 次 の よう に 操作 し ます 。 


画 本 機 を MS-DOS モ ー ド で 再起 動 す る 


| [ スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[Windows の 終了 ] を クリ ッ ク し ます 。 


[MS-DOS モ ー ド で コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を クリ ッ ク し て 、[ は い ] ボ タン を クリ 
4 ク し レ ま 39.8 


本 機 が MS-DOS モ ー ド で 再起 動 し 、 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


生 寺 才 有 夫 が 介 可能 で す 
辞書 ド A: の \WINDOWSWSYSTEMYNECAI DIC で す 


A:WWINDOWS 
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Windows 95 で IMIS-DOS モ 
画 MIS-DOS モ ー ド を 終了 する 


コマ ンド プロ ンプ ト の 画面 か ら 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


EXIT[ 同 
Windows 95 が 再起 動 し ます 。 


WW 別 MS-DOS モ ー ド と MS-DOS プ ロン プ ト 


MS-DOS を 利用 する に は 、「MS-DOS モ ー ド 」 と 「MS-DOS プ ロン プ ト 」 と が あり ます 。 
「MS-DOS モ ー ド 」 は 、 従 来 の MS-DOS で 起動 し た と き と 同 じ よ うな 環境 に な る た め 、 他 の アプ リ ケ ー シ ョ 
ン と 一 緒 に 使う こと は で きま せん 。 

「MS-DOS プ ロン プ ト 」 は 、MS-DOS を Windows 95 上 で マル チタ スク の アプ リケーション と し て 使用 で 
きる よう に し た も の で す 。 

「MS-DOS プ ロン プ ト 」 を 利用 する に は 、 次 の よう に 操作 し ます 。 


有 [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ プ ログ ラム ] を ポイ ント し 、[MS 二 DOS プ ロン プ ト ] を クリ ッ ク し ま 
び 。 


「MS-DOS プ ロン プ ト 」 ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


な お 、 コ マン ド や アプ リケーション に よっ て は 、「 [MS 一 DOS プ ロン プ ト ] か ら は 使用 で き な い も の 
も あり ます 。 
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DpOS 環 境 設定 ユー ティ し 生生 


従来 か ら の MS-DOS の 環境 や MS-DOS ア プリ ケー ショ ン を 引き 続き ご 利用 に な る 方 の た 
め に 、DOS 環 境 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ を 用 意 し て いま す 。 

DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ は 、 シ ステ ム 構 築 フ ァイル (CONEIG.SYS) と 自動 起動 フ 
ァイル (AUTOEXEC.BAT) を MS-DOS モ ー ド で 快適 に ご 利用 に な る た め の 設 定 を 
変更 し ます 。 

Windows 95 の 起動 ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に CONFIG.SYS 、AUTOEXEC. 
BAT を 作成 し ます 。 既 に CONFIG.SYS が 存在 する 場合 は それ を 更新 し ます 。 


し て いま せん の で 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 設定 変更 に よ 


人 " Windows 95 は 、 従 来 の Windows 3.X の よう に MS-DOS を ベー ス に 動作 は 
る 影響 は Windows 95 に は あり ませ ん 。 


画 CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 する 


CONFIG.SYS や AUTOEXEC.BAT は テキ スト 形式 の ファ イル な の で 、[ メ モ 帳 ] な 
どの テキ スト エディ タ で 編集 更新 する こと が で きま す 。 こ の DOS 環 境 設定 ユー ティ リ テ 
ィ を 使用 する と 、 よ り 簡 単に 編集 更新 する こと が で きま す 。 


@CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 編集 
DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ で 、CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 し ま 


す 。 

| [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ 設 定 ] を ポイ ント し 、[ コ ント ロー ル パ ネ ル ] を クリ ッ ク し ま 
す 。 
[コン トロ ー ル パネ ル ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 

つの DOS 環境 ] ア イコ ン 諸 を ダブ ルク リッ ク し て くだ さい 。 


[DOS 環 境 の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


REM [Hesder] 
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Windows 間 


3③ [設定 項目 ] の [CD-ROM]、[EMS メ モリ ] 、[BREAK] を 設定 し 、 
[CONFIG.SYS の 内 容 ] を 変更 し 、[ 詳 細 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


[RMS メ モリ の 設定 ] ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます 。 


[ペー ジ 数 ]、[/ 選 オプション ]、[/UMB オ プシ ョ ン ] 、[/HIGHSCAN] を 設定 し た 
後 、[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


に 編集 し た い 内 容 を 直接 入力 し て 設定 する に は 、[ 編 集 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[CONEIG.SYS の 内 容 ] と [AUTOEXEC.BAT の 内 容 ] が 表示 され ます 。 


記入 力 し た 変更 内 容 を 有効 に する に は [保存 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[DOS 環 境 の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス に 戻り ます 。 


プ 今 ま で の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT の 設定 を 有効 に する 場合 は 、 
[OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 ま た 、 元 に 戻す 場合 は 、[ 元 に 戻す ] ボ タン を クリ ッ ク し 
ます 。 
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@CONFIG.SYS の 設定 内 容 


CONFIG.SYS は 、MS-DOS モ ー ド で 使用 する ハー ドウ ェ ア の 構成 や メモ リ の 環境 を 
設定 する ファ イル で す 。 

CONFIG.SYS は 、Windows 95 の 起動 する ドラ イプ の ルー トディ レク トリ に 作成 され ま 
す 。CONFIG.SYS の 設定 項目 に つい て は 、 次 の 通り で す 。 


金 CD-ROM 

MS-DOS モ ー ド で 使用 する CD-ROM の ドラ イ バ を 組み 込み ます 。 次 の 書式 で 指定 さ 
まう が 

DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 


オプ ショ ンス イッ チ 機 能 


7/D:CD_101 /L:y CD-ROM を 使用 する た め の 指 定 を し ます 。y は CD-ROM を 割り 当て る ドラ イ 


プ 名 で す 。 


本 MS-DOS モ ー ド で CD-ROM を 使用 する に は 、CD-ROM ド ライ バ を 組み 込 
ん だ 後に 、MSCDEX.EXE を 実行 する 必要 が あり ます 。 


ぐ 書 式 例 > 
A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX.EXE/D:CD_101 

な お 、Windows 95 用 の CD-ROM ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな けれ 
ば 、CD-ROM の チェ ッ ク ボ ックス は 選択 で きま せん 。 


BREAK 

プロ グラ ム ま た は 処理 の 実行 を 中 止 する [CTRL[C] の 機能 を 、 デ ィ ス ク を 対象 と し た 読 
み 書 き 作業 な ど に 拡張 し た り 、 設 定 の 解除 を し ます 。 次 の 書式 で 指定 され ます 。 
BREAK=| ON | OFEFE ] 


オプ ショ ンス イッ チ 


プロ グラ ム ま た は 処理 の 実行 を 中 止 する 機能 を 拡張 し ます 。 


拡張 する 設定 を 解除 し ます 。 


人 す EMS メ モリ 


Windows 95 で MS-DOS モ “ 


プロ テク トメ モリ を EMIS メ モリ と し て 使え る よう に し ます 。 ま た 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ を 
節約 する た め に 、UMB メ モリ を 使用 で きま す 。 次 の 書式 で 指定 され ます 。 
DEVICE=A:\WINDOWS\EMM386.EXE [RAM | /P=XXX | /E=XXXX- 
YYYY 17UMB | /HIGHSCAN ] 


オプ ショ ンス イッ チ 


機 能 


RAM 


/P=XXX 


/E=XXXX-YYYY 


/UMB 


/HIGHSCAN 


上 位 メ モリ の 未 使用 メモ リ 和 領域 を コン ベン ショ ナル メモ リ の よう に 利用 で きま 
8 


使用 する ペー ジ 数 を 指定 し ます 。 指 定 で きる 範囲 は 、0 一 664 で す 。 
UMB と し て アロ ケー ト し な い 男 囲 を 設定 し ます (MS-DOS と 同様 )。 
RAM と 同等 で す 。 


UMB ま た は EMS と し て 使う 上 位 メ モリ が 使用 で きる か どう か を チェ ッ ク す る 
よう に 指定 し ます 。 


届き 展 台 コマ ツン 六 入 入 入 六 oo oooo eo oo esse e 


USKCGM コ マン ド は 、 ユ ー ザ が 定義 する 文字 パタ ー ン (ユー ザ 定 義文 字 、 ま た は 外字 ) 
を 作成 し た り 、 フ ァイル へ の 保存 や ファ イル か ら 読 み 出 し た りす る ユー ティ リ テ 
ィ で す 。 ま た 文字 パタ ー ン を メモ リ に 読み 込ん だり 、 プ リン タ に 送っ て 印字 し た り 


する こと も で きま す 。 


USKCGM コ マン ド の 書式 


USKCGM コ マン ド は 、 次 の 書式 で コマ ンド プロ ンプ ト か ら 実 行 し ます 。 

USKCGM [[ く < ドラ イブ 名 :>][ く パス 名 >] く ファ イル 名 >][/P] 

< ファ イル 名 > を 指定 する と 、 指 定 さ れ た ファ イル を 外字 ファ イル (ユー ザ 定 義文 字 パ ター 
ン を 格納 し た ファ イル ) と し て 読み 込み 、 そ の 内 容 を パー ソナ ルコ ンピュータ 本 体内 の メ 
モリ に 登録 し ます 。 ま た 、 す べ て の パラ メー タ を 省略 する と 、 機 能 を 選択 する メニ ュー が 表 


示さ れ ま す 。 


USKCGM コ マン ド の オプ ショ ンス イッ チ 


オプ ショ ンス イッ チ 


く フ ァイル 名 > で 指定 し た 外字 ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 送り ます 。 


以後 その プリ ンタ は その 文字 パタ ー ン を 印字 で きる よう に な り ま す 。 
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USKCGM コマ ンド を 使用 する 
ここ で は 、 メ ニュ ー を 利用 し て USKCGM コ マン ド を 実行 し ます 。 


W⑳USKCGM コマ ンド の 起動 
コマ ンド プロ ンプ ト か ら USKCGM コマ ンド を 起動 し ます 。 
| [スタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し [プロ グラ ム ] を ポイ ント し 、[MS-DOS プ ロン プ ト ] を クリ 
ッ ク し ます 。 


MS-DOS の コマ ンド プロ ンプ ト が 表示 され ます 。 
の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
USKCGM 


ユー ザ 定 義文 字 管理 ユー ティ リティ (USKCGM) が 実行 され ます 。 
ユー ザ 定 義文 字 管理 ユー ティ リティ の 機能 を 選択 する メニ ュー が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マヤ マンド Ver. X.XX 
P Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 
機能 選択 


ピー ザー 正 馬 フン アデ イル び EDM 
ュー ザー 定義 文字 ファ イル の 更新 
シス テム の 更新 
シス テム へ の 登録 

ブリ ンタ へ の 登録 

「 間 粒 蘭 6 


矢印 キー で 項目 を 選択 し 、 リ ター ン キ ー を 押し て くだ さい 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 作成 
ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル を 作成 し ます 。 


放 機 能 選択 画面 で 、[ ユ ー ザ 定義 文字 ファ イル の 作成 ] に キー ボー ド の [ 和 1][] で 白い 
四角 を 合わ せ た 後 、 剛 を 押し ます 。 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 作成 画面 が 表示 され ます 。 
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Windows 95 で MS-DOS モー 灰 衝 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
ーー も 【6) EC OOPpofetitoti.AO004K。NANR = 
ユー ザー 定義 文字 ファ イル の 作成 


文字 バ パターン サ イズ 回 間 還 証 


出力 ファ イル 名 USKCG15 SS 


し 衝 志 約 し 、 リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 
E SC キー を 押す と 処理 を 中 止 し 、 機 能 選 択 画面 に 戻り ます ) 


還 雇 呈 22 ド ッ ト 


の ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 作成 画面 で 、[ 文 字 パ ター ン サ イズ ] と [出力 ファ イル 名 ] 
を 設定 し ます 。 


3③ ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 作成 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 
の 後 キ ー ボ ー ド の [Y] 還 を 押し て くだ さい 。 ユ ー ザ 定義 文字 ファ イル が 作成 され ま 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 更新 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル を 更新 し ます 。 


放 機能 選択 画面 で 、[ ユ ー ザ 定義 文字 ファ イル の 更新 ] に キー ボー ド の [人 生 [] で 白い 
四角 を 合わ せ 、 問 を 押し ます 。 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 更新 画面 が 表示 され ます 。 
USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
ュー ザー 室 義 文字 ファ イル の 更新 Copyright (C) NEC Corporation XXXX。XXXX 


入力 対象 に ァ ィ リリ 


入力 ファ イル 名 


出力 ファ イル 名 還 REE 還 


Eh キー で 入力 訪 
ESC キ ー を 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 更新 画面 で 、[ 入 力 対象 ][ 入 力 フ ァイル 名 ]、[ 出 力 ファ 
イル 名 ] を 設定 し ます 。 


3 ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル の 更新 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 
の 後 キ ー ボ ー ド の [Y] 加 を 押し ます 。 


ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル が 更新 され ます 。 
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W シ ステ ム の 更新 
シス テム を 更新 し ます 。 


| 機能 選択 画面 で [シス テム の 更新 ] に キー ボー ド の [ 和 1][1] で 白い 四角 を 合わ せ 、 
較 を 押し ます 。 シ ステ ム の 更新 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM Ver.X.XX 
現在 の コー ド : 7621 
文字 バタ ー ン : 


前 進 0 
i 隊 


Mil 


・ つ の ・ 


iimiitmiTtmiiim 


反転 


PR 
TNIWIHIM 


終了 


1 

1 
参 昭 レー 
ESC: 処理 中 止 H 


ホー ム 


り JIS コー ド : 
(7621-767E, 7721-777E) 


ら シス テム の 更新 画面 で 、 シ ステ ム の 更新 を 設定 し ます 。 


3③ シス テム の 更新 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 キ ー ボ ー ド 
の [Y] 剛 を 押し ます 。 
シス テム が 更新 され ます 。 


@ ユ ー ザ 定義 文字 ファ イル の シス テム へ の 登録 
ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル を シス テム に 登録 し ます 。 


2 機能 選択 画面 で 、[ ン ステ ム へ の 登録 ] に キー ボー ド の [ 和 ][ 和 ] で 白い 四角 を 合わ 
せ 、[ 敵 を 押し ます 。 


シス テム へ の 登録 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 


Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 
シス テム へ の 登録 5 2 2 


入力 ファ イル 名 


入力 し て くだ さい (省略 し た 場合 は USKcG16.SYS と な り ま す ) 
処理 を 中 止 し 、 機 能 選 択 画面 に 戻り ます ) 


Windows 95 で MS-DOS モ 


シス テム へ の 登録 画面 で 、[ 入 力 ファ イル 名 ] を 設定 し ます 。 


シス テム へ の 登録 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 キ ー ボ ー 
ド の [Y] 較 を 押し ます 。 


ユー ザ 定 義文 字 が シス テム へ 登録 され ます 。 


本 () つ ユー ザ 定 義文 字 を シス テム へ 登録 する に は 、 コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう 
で に 入力 する 方 法 も あり ます 。 
USKCGM < ドラ イブ 名 > こく パス 名 > こく 入力 ファ イル 名 > 


W ユ ー ザ 定義 文字 ファ イル の プリ ンタ へ の 登録 
ユー ザ 定 義文 字 フ ァイル を プリ ンタ に 登録 し ます 。 


人 | 検 能 選 択 画面 で 、[ プ リン タ へ の 登録 1] に キー ボー ド の [ 生 [] で 白い 四角 を 合わ 
せ 、 回 を 押し ます 。 


プリ ンタ へ の 登録 画面 が 表示 され ます 。 


USKCGM コ マン ド Ver. X.XX 
ブリ ンタ へ の 登録 
入力 対象 ファ イル 


Copyright (C) NEC Corporation XXXX,XXXX - 


入力 ファ イル 名 回 軸 EEE 了 3 男 


し た 場合 は USkcG24.SYS と な り ます ) 
画面 に 戻り ます) 


プリ ンタ へ の 登録 画面 で 、[ 入 力 ファ イル 名 ] を 設定 し ます 。 


プリ ンタ へ の 登録 を 確認 する メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 確 認 の 後 キー ボー ド 
の [YI 較 を 押し ます 。 


ユー ザ 定 義文 字 が プリ ンタ へ 登録 され ます 。 


[py] ニー 定義 文字 を プリ ンタ へ 登録 する に は 、 コ マン ド プロ ンプ トカ ら 次 の よう 
て テー に 入力 する 方 法 も あり ます 。 


USKCGM < ドラ イブ 名 > く パ ス 名 > く 入 力 ファ イル 名 > /P 
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AVGDR コ マン ド 、AVSDRV コ マン ド 。。..。.。 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ (AVGDRV.SYS ま た は AVGDRV.EXE) と 拡張 サウ ンド ド 
ライ バ (AVSDRV.SYS ま た は AVSDRV.EXE) を 合わ せ て 、 拡 張 マ ル チ メ ディ ア 対 
応 ド ライ バ と いい ます 。 

Windows 95 で は 、 こ れ ら に 該当 する マル チ メ デ ィ ア 機能 が イン スト ー ル 時 に 自動 的 に 
組み 込ま れ ま す が 、MS-DOS モ ー ド で マル チ メ デ ィ ア 対応 の MS-DOS ア プリ ケー ショ 
ン を 使用 する 場合 は 、 こ れ ら の ドラ イ バ を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 

本 機 で これ ら の コマ ンド で 利用 する と き は 、 本 機 を MS-DOS モ ー ド で 再起 動 し て くだ さ 


い 。 


回 AVGDRV コ マン ド に つい て 


AVGDRV.SYS は 拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 を 利用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 ウ ィ ン 
ドウ アク セラ レー タ 機 能 を 使用 し な いで 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 を 256 色 以上 に 表示 する こと 
が で きま す 。AVGDRV コ マン ド で AVGDRV.SYS を 組み 込む こと に よっ て 、 拡 張 グ 
ラフ ィ ッ クス 機能 が 利用 で きる よう に な り ま す 。 


@AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド の 注意 事項 
・AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド は 、 コ ンピュータ 本 体 が 拡張 グラ フィ ックス 機 
能 を サポ ー ト し て いる 機種 の み 、 利 用 する こと が で きま す 。 
・MS-DOS プ ロン プ ト で は 、Windows 95 の シス テム の ドラ イ バ が 動作 する た め 、 
AVGDRV.SYS、AVGDRV コ マン ド は 使用 し な いで くだ さい 。 
・AVGDRV コ マン ド の スイ ッ チ /R で は 、ADDDRV コ マン ド や CONEIG.SYS で 組み 
込ん だ AVGDRV.SYS を 常駐 解除 する こと は で きま せん 。 
・AVGDRV で /E スイッチ を 指定 する 場合 は 、 次 の こと を 確認 し て くだ さい 。 
・ ペ ー ジ フレ ー ム が C0000HーCFEEEFH の 連続 し た 64 氏 B で ある こと 
・ 連 続 し た 4 ペー ジ 以 上 の EMS メ モリ が 使用 可能 で ある こと 


@AVGDRV コ マン ド の 書式 
次 の 書式 で [メモ 帳 ] や [DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ ] な どの テキ スト エディ タ を 利用 し 
て 、ADDDRV 用 定義 ファ イル 、 ま た は CONTFIG.SYS に 記述 し ます 。 
DEVICE=[< ド ライ ブ 名 :>][ く パス 名 >]AVGDRV.SYS [/E1/C17S 17/R] 


AVGDRV コ マン ド の オプ ショ ンス イッ チ 


オプ ショ ンス イッ チ 機 能 


ドラ イ バ の 一 部 を EMS メ モリ に 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 押え ます 。 


数 値 演算 コ プ ロ セッ サ を 使用 し ます 。 数 値 演算 コ プ ロ セッ サ が 実装 され て いる 
場合 に の み 指定 で きま す 。 


描画 系 の 機能 を 切り 離し て 、 設 定 系 の 機能 の み を 組み 込み ます 。 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ の 常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、ADDDRV コ マン ド や 
CONFIG.SYS で 設定 し て 組み 込ん だ 場合 は 、 解 除 で きま せん 。 
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Windows 95 で MS-DOS . 価 


AVGDRV コ マン ド を 使用 する 


拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ は 、MS-DOS モ ー ド の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 常 駐 プ ログ ラム と 
し て 組み 込む こと が で きま す 。 ま た 、 必 要 な い 場 合 は メモ リ へ の 常駐 を 解除 する こと も で 
きま す 。 


久 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ド ラ イ バ の 組み 込み 

拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ を メモ リ に 常駐 プロ グラ ム と し て 組み 込む に は 、 次 の よう に 入力 
し ます 。 

AVGDRV 


念 拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ の 解除 

拡張 グラ フィ ッ ク ド ライ バ を メモ リ か ら 解 除 す る は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
AVGDRV /R 

必要 に 応じ て オプ ショ ンス イッ チ を 設定 し ます 。 


回 AVSDRV ソ コマ ンド に つい て 


AVSDRV.SYS は 拡張 サウ ンド 機能 を 利用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。PCM 音 
源 を 標準 搭載 し て いる 機種 、 ま た は PC-9801-86、PC-9801-73 相 当 の サウ ンド ボー 
ド を 取り 付け て いる 機種 で 利用 で きま す 。AVSDRV コ マン ド で AVSDRV.SYS を 組 
み 込 むこ と に よっ て 、 拡 張 サ ウン ド 機 能 が 利用 で きる よう に な り ま す 。 


@AVSDRV.SYS、AVSDR コ マン ド の 注意 事項 

・ イ ンス トー ル 時 に 2 種類 の デバ イス ドラ イ バ を 同時 に 選択 し た 場合 、 デ バイ ス ド ラ イ バ が 
正しく イン スト ー ル され な いこ と が あり ます 。 必 ず 1 種 類 の み 選 択 し て くだ さい 。 

・AVSDRV.SYS は コン ピュ ー タ 本 体 が 拡張 サウ ンド 機能 を サポ ー ト し て いる 機種 の 
み 、AVSDRV コ マン ド は 、 コ ンピュータ 本 体 が FM 音源 と PCM 音 源 を サポ ー ト し て い 
る 機種 の み 、 利 用 する こと が で きま す 。 

・MS-DOS プ ロン プ ト で は 、Windows 95 の シス テム の ドラ イ バ が 動作 する た め 、 
AVSDRV.SYS、AVSDRV コ マン ド は 使用 し な いで くだ さい 。 

・AVSDRV コ マン ド の スイ ッ チ /R で は 、ADDDRV コ マン ド や CONFIG.SYS で 組み 
込ん だ AVSDRV.SYS を 常駐 解除 する こと は で きま せん 。 

・AVGDRV で /E ス イッ チ を 指定 する 場合 は 、 ペ ー ジ フレ ー ム が C0000HーCFFFFH 
の 連続 し た 64KKB で ある こと と 、 連 続 し た 4 ペー ジ 以 上 の REMS メ モリ が 使用 可能 で 
ある こと を 確認 し て くだ さい 。 
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@AVSDRV コ マン ド の 書式 


次 の 書式 で [メモ 帳 ] や [DOS 環 境 設定 ユー ティ リティ ] な どの テキ スト エディ タ を 利用 し 
て 、ADDDRV 用 定義 ファ イル 、 ま た は CONFIG.SYS に 記述 し ます 。 
DEVICE=[< ド ライ ブ 名 >:][ く パス 名 >]AVSDRV.SYS [/E | /F 1/P | /R] 


AVSDRV コ マン ド の オプ ショ ンス イッ チ 


オプ ショ ンス イッ チ 機 能 


ドラ イ バ の 一 部 を MS メモ リ に 組み 込み 、 メ イン メモ リ の 消費 を 押え ます 。 
FM 音源 機能 の み を 組み 込み ます 。 


PCM 音 源 機能 の み を 組み 込み ます 。 


拡張 サウ ンド ドラ イ バ の 常駐 を 解除 し ます 。 た だ し 、ADDDRV コ マン ド や 
CONFIG.SYS で 設定 し て 組み 込ん だ 場合 は 、 解 除 で きま せん 。 


@⑱AVSDRV コ マン ド を 使用 する 


拡張 サウ ンド ドラ イ バ は 、MS-DOS モ ー ド の コマ ンド プロ ンプ ト か ら 常 駐 プ ログ ラム と し 
て 組み 込む こと が で きま す 。 ま た 、 必 要 な い 場 合 は メモ リ へ の 常駐 を 解除 する こと も で き 
ます 。 


久 拡 張 サ ウン ドド ライ バ の 組み 込み 

拡張 サウ ンド ドラ イ バ を メモ リ に 常駐 プロ グラ ム と し て 組み 込む に は 、 次 の よう に 入力 し 
まず 。 

AVSDRV 


久 拡 張 サ ウン ドド ライ バ の 解除 

拡張 サウ ンド ドラ イ バ を メモ リ か ら 解 除 す る は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
AVSDRV /R 

必要 に 応じ て オプ ショ ンス イッ チ を 設定 し て くだ さい 。 


[MS-DOS プ ロン プ ト ] 上 で は Windows 95 の か な 漢字 変換 、 ま た は DOS か な 漢字 変 
換 を 使用 し 日 本 語 の 入力 が 行え を ます 。DOS か な 漢字 変換 が 組み 込ま れ て いな い 場 合 
は 、 自 動 的 に Windows 95 の か な 漢字 変換 が 動作 し 、 入 力 で きる し くみ に な っ て いま 
の 

DOS か な 漢字 変換 の 組み 込み 方 法 は 次 の と お り で す 。 
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Windows 95 で MS-DOS . 全 上 


| [スタート ] ボ タン を クリ ッ ク し [プロ グラ ム ] を ポイ ント し て [MS-DOS プ ロン プ ト ] を ク 
リッ ク し ます 。 


の プロ パテ ィ バボ タン 較 較 クリ ッ ク し ます 。 


[MS-DOS プ ロン プ ト の プロ パテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


3③ [プロ グラ ム ] タ ブ を クリ ッ ク し 、[ バ ッ チ ファ イル ] に 次 の よう に 入力 し ます 。 
DOSIME.BAT 


gg [OK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 


NECAI DOS か な 漢字 変換 は Windows 95 の NECAIIME95 と 辞書 を 共有 し て お 
り 、 登 録 し た 単語 や 学習 情報 を その まま 使用 する こと が で きま す 。 辞 書 を 切り 替え た い 場 
合 は 、Windows 95 の NECAIIME95、 環 境 設定 の [辞書 | タブ で 行っ て くだ さい 。 
な お 、Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イプ (通常 は [A:]) の ルー トディ レク トリ 
に ある DOSIME.SYS フ ァイル (ADDDRV 用 定義 ファ イル ) の 内 容 を 書き 替え れ ば 、 
お 好み の DOS か な 漢字 変換 に 変更 する こと も で きま す 。 


本 ・Windows 95 上 で Windows 3.1 の か な 漢字 変換 を お 使い の 場合 は 、 
1 [MS-DOS プ ロン プ ト ] で は DOS か な 漢字 変換 に よる 日 本 語 入 力 し か 行え 
ませ ん 。 


・ADDDRV に より MS-DOS か な 漢字 変換 を 組み 込む 場合 は 、Windows 
95 用 の 「KKCFUNC.SYS」 を 使用 し て くだ さい 。 通 常 「KKCFUNC.SYS」 
は 、WINDOWS デ ィ レ クト リ に あり ます 。 な お 、 従 来 の MS-DOS 用 
KKCFUNC.SYS は 使用 で きま せん 。 
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CD-ROM は 。 OR 


MS-DOS モ ー ド で 、CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する 場合 は 、 次 の 手順 が 必要 で す 。 
CONFIG.SYS、AUTOEXEC.BAT の 編集 方 法 は 、「DOS 環 境 ユ ー テ ィ リ ティ ] の 
「CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT を 編集 する 」(C テ P.190) を 参照 し て くだ さ 


い 。 


人 @ 現 在 の MS-DOS 設 定 を 使う 場合 
本 機 で 別売 の CD-ROM ド ライ ブ プ を ドラ イプ ベイ に 増設 し た 場合 に 関す る 内 容 で す 。 


| CONFIG.SYS に 次 の 内 容 を 追加 し 、 接 続 さ れ て いる CD-ROM ド ライ ブ に 対応 
し た CD-ROM ド ライ バ を 登録 し ます (Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ド 
ライ ブ お よび ディ レク トリ を A:\WINDOWS、 イ ンス トー ル し た CD-ROM ド ライ バ 
を NECCD.SYS と し ます )。 


く 追 加 す る 内 容 > 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 


の AUTOEXEC.BAT に 次 の 内 容 を 追加 し ます (CD-ROM を 割り 当て る ドラ イプ 
を Q ド ライ ブ と し ます )。 


く 追 加 す る 内 容 > 
A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX\D:CD_101 /L:Q 


 ) 内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ と SCSI1 モ ー ド また は SCSI2 モ ー ド 用 CD-ROM 
3 ドラ イブ を 同時 に 使用 する 場合 は 、 上 記 手 順 1、2 そ れ ぞ れ の 追加 する 内 容 を 、 
次 の よう に 読み 替え て くだ さい 。 


く 手 順 1 で 追加 する 内 容 > 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCDB.SYS /D:CD_102 
く 手順 2 で 追加 する 内 容 > 

A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q 
A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_102 /L:R 


3③ [Windows の 終了 ] か ら [MS-DOS モ ー ド で コン ピュ ー タ を 再起 動 す る ] を 選択 す 
る か 、[MS-DOS プ ロン プ ト の プロ パテ ィ ] ダ イア ログ ボッ クス の 詳細 設定 で 、 
[MS-DOS モ ー ド ] お よび [現在 の MS-DOS 設 定 を 使う 3 チェ ッ ク ボ ックス を ON に 
設定 し 、MS-DOS プ ロン プ ト を 起動 し ます 。 


Windows 95 で MS-DOS モー 寺 


@ 新 し い MS-DOS 設 定 を 指定 する 


新しい MS-DOS 設 定 を 指定 する 場合 、MS-DOS モ ー ド 上 で CD-ROM ド ライ ブ を 使 
用 する に は 、 次 の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


州 [フタ ー ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ プ ログ ラム ] を ポイ ント し [エク スプ ロー ラ ] を クリ ッ ク し 
ます 。 


[エク スプ ロー ラ ] ウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 
の 新しい MS-DOS 設 定 を 指定 し た い プ ログ ラム を クリ ッ ク し ます 。 
プロ グラ ム 名 が 反転 表示 され ます 。 
[エク スプ ロー ラ ] の [ファ イル ] メ ニュ ー か ら [ プ ロ パ ティ ] を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ グラ ム ] タ ブ を クリ ッ ク し て 、[ 詳 細 設定 ] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[MS-DOS モ ー ド ] お よび [新しい MS-DOS 設 定 を 指定 する ] チ ェ ッ クボ ックス を 
ON に 設定 し 、CONEIG.SYS、AUTOEXEC.BAT の リス ト ボ ックス に 、 次 の 内 
容 を 追加 し ます (Windows 95 が イン スト ー ル され て いる ドラ イブ お よび ディ レク ト 


リ り を A:\WINDOWS、 イ ンス トー ル し た CD-ROM ド ライ バ を NECCD.SYS、 
CD-ROM を 割り 当て る ドラ イプ を Q ド ライ ブ と し ます )。 


OR 09 


く CONFIG.SYS に 追加 する 内 容 > 
DEVICE=A:\WINDOWS\COMMAND\NECCD.SYS /D:CD_101 
ぐ く AUTOEXEC.BAT に 追加 する 内 容 > 
A:\WINDOWS\COMMAND\MSCDEX /D:CD_101 /L:Q 

記 「OKJ ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ グラ ム の 詳細 設定 ] ウ ィ ン ド ウ が 閉じ ます 。 


プ [OKK] ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 
[プロ パテ 1] の 画面 が 閉じ ます 。 


1 [エク スプ ロー ラ ] で 新しい MS-DOS 設 定 を 指定 し た プロ グラ ム を ダブ ルク リッ ク 
し ます 。 


MS-DOS モ ー ド で 起動 し ます 。 
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例外 付け 用 CD-ROM ド ライ ブ を 使う 場合 


本 機 で 外 付 け (SCSI-1 ま た は SCS1-2 モ ー ド ) 用 CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する に は 次 
の 手順 で 行っ て くだ さい 。 


4 
ら 


[ スター ト ] ボ タン を クリ ッ ク し 、[ プ ログ ラム ] を ポイ ント し [MS-DOS プ ロン プ ト ] を ク 
リッ ク し ます 。 


コマ ンド プロ ンプ ト か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 
CD \WINDOWS\COMMAND 回 

カレ ント ディ レク トリ が 変更 され ます 。 

次 の よう に 入力 し ます 。 


COPY NECCD.SYS NECCD.ORG 回 


- NECCD.SYS の ファ イル 名 が NECCD.ORG に 変更 され ます 。 


次 の よう に 入力 し ます 。 
COPY NECCDB.SYS NECCD.SYS 回 


NECCDB.SYS が NECCD.SYS に コピ ー さ れ ま す 。 


「 上 書き し ます か 」 の メッ セー ジ が 表示 され た ら キ ー ボ ー ド の [Y] 加 を 押し ます 。 


[現在 の MS-DOS 設 定 を 使う 場合 ] を 参照 し て 、CONEIG.SYS、 
AUTOEXEC. BAT を 変更 し て くだ さい 。 


Windows 95 で MS-DOS モー 


ト 4 本 機 で 、 上 記 手 順 を 行う と 本 機内 蔵 の CD-ROM ド ライ ブ は 使用 で き な く な り 
| ます 
本 機 で 、 上 記 手 順 を 行っ た あと で 、 本 機内 蔵 CD-ROM ド ライ ブ を 使用 する 場 
合 は 、 次 の 手順 で CD-ROM ド ライ バ を 元 に 戻し て くだ さい 。 
① [スタ ー ト ] メ ニュ ー の [プログラム] から [MS-DOS プ ロン プ ト ] を 起動 し 
ます 。 
〈② コ マン ド プ ロン プ ト か ら 次 の よう に 入力 し て 、 カ レン トディ レク トリ を 変更 し 
ます 。 


> 


CD \WINDOWS\COMMAND 回 
③ 次 の よう に 入力 し ます 。 
COPY NECCD.ORG NECCD.SYS 回 
「 上 書き し ます か 」 の メッ セー ジ が 表示 され た ら 「Y 同 ] と 入力 し て くだ さい 。 


CD-ROM ド ライ バ の 注意 事項 


イン スト ー ル 時 に 2 種類 以上 の ドラ イ バ を 同時 に 選択 し た 場合 ドラ イ バ が 正しく イン スト ー 
ル さ れ な いこ と が あり ます 。 必 ず 1 種 類 の み 選 択 し て くだ さい 。 
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ここ で は 、 本 機 の お 手入れ 方 法 を 説明 し て いま す 。 


人 @ お 手入れ の 前 に は 、 本 機 の 電源 を OFF に し て 電源 コー ド を 抜い 
て くだ さい 。 


感電 注意 電源 コー ド の プラ グ が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま お 手入れ する と 、 感 電 の 
原因 と な り ま す 。 


人 @ 雷 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 


人 @ 電源 コー ド の プラ グ に ほこ り が た まっ た 状態 で 本 機 を 使用 し な いで くだ さ 

MS 

発火 注意 電源 コー ド の プラ グ ゲ に ほこ り が た まっ た まま 長い 間 清 掃 し な いと 、 プ ラグ の ピン の 間 で 放電 
(トラ ッ キ ング 現象 ) が 起こ り 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 


画 電 源 コ ー ド 
電源 コー ド の プラ グ を 長 時 間 AC コ ン セ ント に 接続 し た まま に する と 、 プ ラグ に ほこ り が た 
まる こと が あり ます の で 、 定 期 的 に 清掃 する こと を お すす めし ます 。 


画 本 機 外側 


乾い た きれ いな 布 で 拭い て くだ さい 。 


汚れ が ひど い 場 合 は 、 水 か 中 性 洗剤 を 布 に 含ま せ 、 か た くし ぼっ て か ら 拭 き 取 っ て くだ 
さい 3。 


っ ・ 水 や 中 性 洗剤 は 、 絶 対 に 本 機 に 直接 か け な い で くだ さい 。 故 障 の 原因 と な 
に り ます 。 


・ シ ン ナ ー や ベン ジン な どの 揮発 性 の 有機 溶剤 や 化学 どう きん は 、 使 用 し な 
いで くだ さい 。 本 機 の 外装 を 傷め た り 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


画 液 晶 デ ィ ス プレ イ 
乾い た 柔らか いき れい な 布 で 、 軽 く 拭 いて くだ さい 。 


| ・ 水 や 中 性 洗剤 は 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい .。 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
い ・ シ ン ナ ー や ベン ジン な どの 揮発 性 の 有機 溶剤 や 化学 どう きん は 、 使 用 し な 
いで くだ さい 。 液 晶 デ ィ ス プレ イ を 傷め た り 、 故 障 の 原因 と な り ます 。 


田 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 、 ひ と 月 に 一 回 程度 を 目安 と し て 、 清 掃 す る こと を お すす め 
し まず 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 清掃 用 と し て 、 ク リー ニン グ デ ィ ス ク が あり ます (別売 ) 。 
クリ ー ニ ング ディ スク に つい て は 、 ご 購入 元 ま た は NEC サ ービス セン ター、 サ ービス ステ 
ーション に お と いあ わせ くだ さい 。 


回 キー ボー ド 


乾い た きれ いな 布 で 拭い て くだ さい 。 

汚れ が ひど い 場 合 は 、 水 か 中 性 洗剤 を 布 に 含ま せ 、 か た くし ぼっ て か ら 拭 き 取 っ て くだ 
さい 。 

キー の すき ま に ゴ ミ な ど が 入っ た 場合 は 、 掃 除 機 で 吸い 出す な ど し て 、 取 り 除 いて くだ さ 
い 。 ゴ ミ が と れ な い 場 合 は 、 最 寄り の NEC サ ービス セン ター、 サ ービス ステ ーション に ご 相 
談 く だ さい 。 


因 と な り ま す 。 


・ シ ン ナ ー や ベン ジン な どの 揮発 性 の 有機 溶剤 や 化学 ぞう きん は 、 使 用 し な 
いで くだ さい 。 本 機 の 外装 を 傷め た り 、 故 障 の 原因 と な っ た り し ます 。 


の ・ 水 や 中 性 洗剤 は 、 絶 対 に キー ボー ド に 直接 が け な い で くだ さい 。 故 障 の 原 


圏 ス ライ ド パ バ パッド 


パッ ド 上 に 汚れ が 付着 し た 場合 は 、 電 いた きれ いな 耐 で 軽く 拭い て くだ さい 。 
汚れ が ひど い 場 合 は 、 水 か うす め た 中 性 洗剤 を 布 に 含ま せ 、 か た くし ぼっ て か ら 拭 き 取 
っ て くだ さい 。 


り ま す 。 
・ シ ン ナ ー や ベン ジン な どの 揮発 性 の 有機 溶剤 や 化学 どう きん は 、 使 用 し な 
いで くだ さい 。 パ ッ ド を 傷め た り 、 故 障 の 原因 と な っ た り し ます 。 


・ 水 や 中 性 洗剤 を 使用 し た 場合 、 乾 いて か ら 操 作 し て くだ さい 。 濡 れ た まま だ 
と 、 マ ウス ポイ ンタ が 移動 し な く な る 場合 が あり ます 。 


0 ・ 水 や 中 性 洗剤 は 、 絶 対 に 本 機 に 直接 か け な い で くだ さい 。 故 障 の 原因 と な 
っ 


207 


208 


廃棄 方 法 に つい て 


ここ で は 、 本 機 の 廃棄 方 法 に つい て 説明 し ます 。 本 機 を 廃棄 する と き は 、 地 方 自治 体 の 
条例 に 従っ て 処理 し て くだ さい 。 詳 し く は 、 各 地方 自治 体 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


+ 和 8 バッ テリ パッ ク 、 サ ブ バ ッ テ リ 、 リ チ ウ ム バ ッ テ リ は 、 本 機 か ら 取 り 外し て 、 地 方 自 
加 治 体 の 条例 に 従っ て 廃棄 し て くだ さい 。 


バッ テリ パッ ク の 廃棄 に つい て 。。。。。。。。。。。。。。。。。 


本 機 に 添付 され て いる バッ テリ パッ ク は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 バ ッ テ リ で す 。 本 機 か ら 取り 外し 
て 廃棄 し て くだ さい 。 バ ッ テ リ パッ ク の 取り 外し 方 は 、P.55 を ご 覧 くだ さい 。 


鎧 バッ テリ パッ ク は 、 火 の 中 に 入れ な いで くだ さい 。 
火 の 中 に 入れ る と 、 爆 発し た り 、 破 裂 し た りす る こと が あり ます 。 


発火 注意 破裂 注意 


サ プ バ ッ テ リ の 廃棄 に つい て 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 


本 機 に は 、 サ ブ バ ッ テ リ が 内 蔵 さ れ て いま す 。 サ ブ バ ッ テ リ は 、 本 機 か ら 取り 外し て 廃棄 
し て くだ さい 。 


画 サ プ バ ッ テ リ の 取り 外し 
バッ テリ は 、 次 の 手順 で 取り 外し て くだ さい 。 


サブ バッ テリ の 取り 外し に は 十 ( プ ラス ) ド ライ バ が 必要 で す 。 


信 サブ バッ テリ は 、 絶 対 に 口 に 入れ な いで くだ さい 。 
SEN 。 サ プ バ ッ テ リ 内 部 に は 、 人 体 に 有害 な 物質 が 含ま れ て 
毒物 注意 いま す 。 万 一 ロロ に 入れ た り 飲み 込 ん だ り し た 場合 は 、 
すぐ に 吐き 出し 、 う が い を し て 、 了 医師 に 相談 レ し て くだ さい 。 


@ サブ バッ テリ は 、 短 絡 (ショ ー ト ) 防 止 対策 を し て くだ さい 。 ま た 、 他 の 電池 と 
混ぜ な いで くだ さい 。 
端子 に 絶縁 テー プ を 貼る な どの 短絡 (ショ ー ト ) 防 止 対 策 を せ ず に 乾電池 な ど 他 の 電池 と 
混ぜ る と 、 化 学 反 応 が お こり 、 内 部 の 液 が 漏れ て 皮膚 な ど を 痛め る こと が あり ます 。 


作 注 意 


電源 コー ド が AC コ ン セ ント に 接続 され た まま 機器 の 取り 外し を する と 、 感 電 の 
感電 注意 原因 と な り ま す 。 


人 @ 揚 器 の 取り 外し を する と き は 、 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 > 


@@ 濡れ た 手 で 電源 コー ド を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ます 。 


人 @ 雷 が 鳴り 出し た ら 、 電 源 コ ー ド に 触れ な いで くだ さい 。 
落雷 に よる 感電 の お それ が あり ます 。 
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用 本 機 の 電源 を OFF に し て 、 電 源 コ ー ド の プラ グ を AC コ ン セ ント か ら 取 り 外 し ます 。 
記 AC ア ダ プ タ を 本 機 か ら 取 り 外 し ます 。 

3 本 機 に ケー ブル 類 が 接続 され て いる 場合 は すべ て 取り 外し ます 。 

本 機 の フタ (カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) を 閉じ て 本 機 を 裏返し ます 。 

図 の 位置 の ネジ 1 カ所 を プラ ス ド ラ イ バ で 取り 外し ます 。 


時 ハー ド デ ィ スク の カバ ー を 矢印 の 方 向 へ スラ イド させ 本 機 か ら 取 り 外 し ます 。 
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こ ス ライ ド さ せ て 取り 外し ます 。 


ハー ド デ ィ スク を 矢印 の 方 向 


7 


デム カル バー を 取り 外し ます 。 


的 図 の 位置 の ネジ を プラ ス ド ラ イ バ で 取り 外し 、 モ 


引き 抜き ます 。 


ド を 矢印 の 方 向 に 


村 | モデ ム ボ ー ド が 入っ て いる 場合 は 、 ボ 


部 分 を カッ ター 等 で 切り 取り 、 サ プ バ ッ テ 


シン 目 


さ 
べべ 
で 


底部 の 


ケー ショ ンス ロッ ト 
リ を 本 機 か ら 取 り 外 し ます 。 


コ ベ ュ ニー 
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44 サブ プ バ ッ テ リ の ケー ブル 先端 部 の コネ クタ を 本 機 か ら 引 き 抜 きま す 。 
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マン ド ( 電 話 回 線 接続 時 ) 


AT コマ ンド と は 、 電 話 回 線 に 対し て DTE( パ ソコ ン な どの 端末 機器 ) か ら の コマ ンド に よ 
り 自 動 発着 信 を 行う た め に 米国 Hayes 社 が 開発 し た コマ ンド 体系 で “AT” で 始ま る こと 
か ら こ の よう に 呼ば れ て いま す 。 


コマ ン は 


AT コマ ンド セッ ト (A/ コ マン ド を 除く ) で は 、DTE が 送る 各 コ マン ドラ イン は キャ ラク ター シ 
ー ケ ンス AT で 始ま り 、 キ ャ リッ ジリ ター ン で 終了 し な けれ ば な り ま せん 。 

AT シー ケン ス は 、 い くつ も の コマ ンド を その 次 に 続け る こと が で きま す 。 た だ し 、Z み 、D、A 
の よう な コマ ンド は 除き ます 。 コ マン ドラ イン の 最大 キャ ラク タ 数 は 64 で す 。 も し 
コマ ンド ライ ン の どこ か で 構文 エラ ー が 見 つか っ た 場合 に は 、 ラ イン の 残り 0 は 無視 され ま 
す 。 
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AT コマ ンド ( 


AT コマ ン Ia 
画 基 本 AT コマ ンド 


アン サー モー ド で 回 線 
接続 


コマ ンド の 再 実 行 


アン サー モー ド で 回 線 に 接続 し 、 通 信 状 態 に な る 。 自 動 応 答 に し て いな い 状 態 で 、 応 答 
する 場合 に 使用 する 。 

直前 に 実行 し た コマ ンド を 再 実行 する 。 こ の コマ ンド の 値 に は 「AT」 は つけ な い 。 ま た 、 最 
後 の [ 剛 も つけ な い 。 


ITU-T 規 格 の 設定 支 


300、1200bps の スピ ー ド で 接続 する 場合 の 通信 規格 を 指定 する 。 
BO ITU- 了 規格 (初期 値 )。 初 期 値 で 使用 し て くだ さい 。 


ダイ ヤル の 実行 


指定 され た 電話 番号 に ダイ ヤル し 、 接 続 する 。 
パル ス ダ イ ヤル (ダイ ヤル 回 線 )。 
トー ンダ イヤ ル (プッ シュ 回 線 )。 
第 2 ダイ ヤル トー ン を 検出 する (DD 双 等 の ダイ ヤル トー ン を 検出 する )。 
5 秒間 の 無音 状態 を 検出 する 。 検 出 で き な い 場 合 は [NO ANSWER」 
を 返す 。 
S8 レ ジス タ で 指定 され た 時 間 、 ダ イヤ ル を 待つ 。 構 内 交換 機 、 ぜ ロ 発 信 
等 で ダイ ヤル を 待つ 場合 に 使用 する 。 
相手 の 電話 番号 を ダイ ヤル する 。 ダ イヤ ル 番 号 を 見 や すく する た め に 、 
スペ ー ス 、「 一 」、「( )」、[「[ ]」 等 が 使用 で きる 。 な お 、「*」、「##]」 は トー ンダ 
イヤ ル の み 使 用 で きる 。 
ダイ ヤル 後 コ マン ドモ ー ド に 戻る 。 
0.5 秒 間 、 回 線 を オン フッ ク ( 回 線 断 ) す る 。 
&Zn で 登録 し た 電話 番号 に ダイ ヤル する 。 
最後 に か けた 番号 に リダイヤル する 。 
V.25 コ ー リ ング トー ン を 出力 する 。 断 続 の 1300Hz コ ー リ ング トー ン を 出 
力 す る (デー タモ ー ド )。 連 続 の 1300Hz コ ー リ ング トー ン を 出力 する 
(FAX モー ド )。 


コマ ンド エコ ー 有 無 の 
設定 広 


DTE (パソ コン 側 ) か ら 送 られ た コマ ンド の エコ ー( 文 字 を その まま 送り 返す ) の 有無 を 指 
定 する 。 

EO コマ ンド モー ド 時 DTE か ら 入 力 し た コマ ンド 文字 を DTE に 返さ な い 。 

E1 コマ ンド モー ド 時 DTE か ら 入 力 し た コマ ンド 文字 を DTE に 返す (初期 値 )。 


回 線 の 接続 切断 


識別 コー ド 表 示 


HO 回 線 を 切断 (オン フッ ク ) す る 。 

1 回 線 を 接続 (オフ フッ ク ) す る 。 

モデ ム の 識別 コー ド を 表示 する 。 

10 製品 コー ド を 表示 する 。 

I1 ROM の チェ ッ ク サ ムコ ー ド を 表示 する 。 
I2 ROM の チェ ッ ク を 実行 する 。 

13 メー カ 名 お よび 品名 を 表示 する 。 


モニ ター スピ ー カ 最大 | 敵 
音量 設定 福 


本 機 の ボリ ュー ム が 最大 位置 に ある と き の ス ピー カ の 音量 を 設定 する 。 
LO 音量 小 。 

L1 音量 小 。 

2 音量 中 。 

L3 音量 大 (初期 値 )。 


モニ ター スピ ー カ の 動 
作 設定 載 


AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 


内 部 モニ ター スピ ー カ の ON 、OFE の タイ ミン グ を 指定 する 。 
MO スピ ー カ を 常に OFFR に する 。 

M1 キャ リア を 検出 する まで ON に する (初期 値 ) 。 

M2 スピ ー カ を 常に ON に する 。 

M3 ダイ ヤル 終了 か ら キ ャ リア 検出 まで ON に する 。 
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オン ライ ン モ ー ド に 戻る 


O 


相手 モデ ム と の 通信 速度 決定 の 方 法 を 指定 する ( 十 MS コマ ンド も 参照 ) 。 
NO 相手 モデ ム と の 通信 速度 決定 を 自動 で 行わ な い 。 

十 MS の 自動 モー ド =0 と 同じ 。 
N1 相手 モデ ム と の 通信 速度 決定 を 自動 で 行う 。 

十 MS の 自動 モー ド =1 と 同じ 。 


| オン ライ ン モ ー ド 中 に エス ケー プ コ マン ド ( 十 十 十 ) に よっ て コマ ンド モー ド に な っ た と き 
に 、 再 び オ ン ラ イン モー ド に 戻る の に 使用 する 。 

O0 オン ライ ン モ ー ド に 戻る 。 

O1 トレ ー ニ ング を 再度 実行 し て 、 オ ン ラ イン モー ド に 戻る 。 


パル ス 回 線 ( ダ イヤ ル 
回 線 ) モ ー ド の 設定 支 


ダイ ヤル を パル ス で 行う モー ド に 設定 する 。 


リザ ルト コー ド の 設定 区 


S レ ジス タ の 読み だ し 
S レ ジス タ の 設定 


トー ン 回 線 ( プ ッシュ 回 
線 ) モ ー ド の 設定 文 


リザ ルト コー ド を DTE (パソ コン 側 ) に 返す か 、 返 さ な い か の モー ド を 指定 する 。 

QO リザ ルト コー ド を パソ コン に 返す (初期 値 )。 

Q1 リザ ルト コー ド を パソ コン に 返さ な い 。 

S レ ジス タ r の 内 容 を 読み だ す 。ATSO? [ 剛 で S0 レ ジス タ の 内 容 を 読み だ す 。 

S レ ジス タ n を 設定 する 。 

ATSr=n[ 過 で r に 設定 し た い レ ジス タ の 番号 、n に レジ スタ の 値 を 10 進 数 で 設定 する 。 
ATS2=43[ 過 で 82 レ ジス タ に 43 (10 進 数 ) を 設定 する 。 


リザ ルト コー ド タ イ プ の 
設定 福 


接続 リザ ルト コー ド 拡 
張 ( エ ラー 訂正 ) の 設 
定 福 


ダイ ヤル を トー ン で 行う モー ド に 設定 する 。 


AT コマ ンド の リザ ルト コー ド の 形式 を 指定 する 。 


V0 リザ ルト コー ド を 数 字 表 示 に 設定 する 。 
V1 リザ ルト コー ド を 文字 表示 に 設定 する (初期 値 )。 
※V0 を 指定 し た 場合 は 、YV コ マン ド に よる 拡張 は 無効 と な り 、CONNEOCT XXXX に 
対応 する 数 字 の み が 返 る (SB95 に よる 指定 は 除く ) 。 
モデ ム 接 続 時 の リザ ルト コー ド の 拡張 方 法 を 指定 する 。 
WO 接続 時 に DTE スピ ー ド の み を 返す (初期 値 )。 
( 例 CONNECT 19200) 
W1 接続 時 に キャ リア スピ ー ド 、 エ ラー 訂正 プロ トコ ル 、DTE スピ ー ド の 順に 返す 。 
W2 接続 時 に DCE ス ピー ド の み を 返す 。 
注 ) 本 指定 は 875 の b0 が 0 の 場合 の み 有 効 。 


接続 時 の リザ ルト コー ド 
の 設定 福 


プレ ー ク 信号 の 動作 指 
定 福 


広 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 


モデ ム 接 続 時 の リザ ルト コー ド の 拡張 方 法 を 指定 する 。 

XX0 リザ ルト コー ド の 拡張 は 行わ な い 。 

1 リザ ルト コー ド に 接続 時 の スピ ー ド を 付加 する 。1200bps 以 上 の スピ ー ド で 接続 さ 
れ た 場合 、「CONNECT XXXX」 と スピ ー ド を 表示 する 。 

XX2 XX1 に 加え て 、 ダ イヤ ル 時 に ダイ ヤル トー ン の 検出 を 行う 。 ダ イヤ ル 時 に 5 秒 以内 に 
ダイ ヤル トー ン を 検出 で き な か っ た ら 「NO DIALTONE」 を 表示 する 。 

X3 XX1 に 加え て 、 ビ ジー トー ン ( 話 中 音 ) の 検出 を 行う 。 ビ ジー トー ン を 検出 し た ら 
「BUSY」 と 表示 する 。 

X4 X2、X3 を あわ せ て 表示 、 ま た は 検出 する (初期 値 ) 。 

プレ ー ク 信号 に 関す る 動作 を 指定 する 。 

Y0 ブレー ク 信 号 を 受信 し て も 、 回 線 を 切断 し な い ( 初 期 値 )。 

Y1 プレ ー ク 信号 を 1.6 秒 間 以 上 受信 する と 、 回 線 を 切断 する 。 回 線 切断 時 (ATH 等 
の コマ ンド ) は 、 プ レー ク 信 号 を 相手 モデ ム に 4 秒間 送出 する 。 

※ ダ イレ クト 、 ノ ー マ ル モー ド 接 続 時 の み 有 効 。 エ ラー 訂正 プロ トコ ル (V42、MNP) で 接 

続 さ れ て いる 場合 は 、 プ ロト コル の 動作 に 従う 。 


AT コマ ンド ( ) 


モデ ム の 初期 化 モデ ム を 不揮発 性 メモ リ の 保存 内 容 で 初期 化す る 。 


Z0 不揮発 性 メモ リ の プロ ファ イル 0 の 保存 内 容 で 初期 化す る 。 

Z1 不揮発 性 メモ リ の プロ ファ イル 1 の 保存 内 容 で 初期 化す る 。 

※ こ の コマ ンド は 完了 まで に 約 2 秒 か か り 、 実 行 中 に 他 の コマ ンド は 受け 付け られ な い 。 
な お 、 コ マン ド 列 の 中 に この コマ ンド が 含ま れ て いる と き は 、 そ れ 以 降 の コマ ンド は 無視 


され る 。 
キャ リア 検出 信号 (CD) &C CD 信号 (DCD) の 動作 を 指定 する 。 
の 動作 &CO CD 信号 を 常に ON に する 。 

&C1 CD 信号 は キャ リア が 検出 され る と ON に な る (初期 値 )。 
デー タ 端 末 レ ディ | &D | DTR 信 号 が ON か ら 5OFE に 変化 し た 場合 の 動作 を 指定 する 。 
(DTR) の 動作 。 式 &D0 DTR 信 号 は 無視 し 、 常 に ON と し て 扱う 。 


を D1 DTR 信 号 が OFF に な る と 、 コ マン ドモ ー ド に な る 。 

&D2 DTR 信 号 が OFF に な る と 、 回 線 を 切断 し コマ ンド モー ド に な る (初期 値 ) 。 
&D3 DTR 信 号 が OFF に な る と 、 初 期 化 され る 。 
(ATZ コ マン ド 実 行状 態 に な る ) 。 
リザ ルト コー ド の スピ ー &E リザ ルト コー ド の スピ ー ド 表示 を 指定 する 。 
ド 表示 は &EO DCE ス ピー ド を 表示 する (初期 値 )。 

&E1 DTE スピ ー ド を 表示 する 。 
※S75 の b0 が 1 の 場合 の み 有効 。 
&F 各種 パラ メー タ を 工場 出荷 時 の 設定 に 戻す 。 
※AT&Y コ マン ド は 初期 化 さ れ な い 。 
ガー ド ト ー ン の 設定 支 &G モデ ム の ガー ド ト ー ン の 有無 を 指定 する 。 
&GO ガー ド ト ー ン な し (初期 値 )。 
&G1 ガー ド ト ー ン な し 。 
&G2 1800Hz の ガー ド ト ー ン あり 0。 
DTE (パソ コン 側 ) の フロ ー 制 御 (RTS/CTS、XON/XOFF) を 指定 する 。 
を KO フロ ー 制 御 を し な い 。 
&K3 RTS/CTS フ ロー 制御 を する (初期 値 )。 
&K4 XON/XOFFE フ ロー 制御 を する 。 
&K5 透過 XON/XOFF フ ロー 制御 を する 。 
&K6 RTS/CTS と XON/XOFF フ ロー を 同時 に 行う 。 
通信 モー ド の 設定 区 &M 通信 モー ド を 指定 する (&Q の 一 部 コマ ンド と 同様 )。 
を MO ダイ レク ト 非同期 モー ド で 接続 する 。 
ダイ ヤル パル スス ピー &P ダイ ヤル パル ス の スピ ー ド を 指定 する 。 
ド の 設定 区 交 PO ダイ ヤル パル ス を 10PPS に する (表示 は &P1) 。 
多 P1 ダイ ヤル パル ス を 10PPS に する 。 
&P2 ダイ ヤル パル ス を 20PPS に する (初期 値 )。 
通信 モー ド の 設定 支 &Q 通信 モー ド を 指定 する 。 
&QO ダイ レク ト 非 同期 モー ド で 接続 する 。 
&Q5 エラ ー 訂 正 プ ロト コル で 接続 する (初期 値 ) 。 
&Q6 ノー マル モー ド で 接続 する 。 
RTS/CTS の 設定 支 &R RTS/CTS の 制御 で 、 モ デム が CTS 線 を どの よう に 制御 する か を 指定 する 。 
&RO V25bis の ハン ド シ ェ ー ク に 従っ て 動作 する 。 
| &R1 CTS は フロ ー 制 御 が 必要 な 場合 の み OFF に な る (初期 値 )。 
デー タ セ ッ ト レ ディ &S DSR 信 号 の 動作 を 指定 する 。 
(DSR) の 制御 &S0 DSR 信 号 は 常に ON。 
&S1 DSR 信 号 が 回 線 接続 中 に ON に な る (初期 値 )。 


パラ メー タ の 初期 化 支 


DTE の フロ ー 制 御 区 &K 


祥 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 
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テス トモ ー ド の 設定 


層 T 


モデ ム の テス ト を 行う 。 
系 TO テス ト を 終了 する 。 
和 &T1 ロー カル アナ ログ ルー プ バ ッ ク テ スト を 行う 。 
&T3 ロー カル デジ タル ルー プ バ ッ ク テ スト を 行う 。 
&T4 相手 側 モ デム と し て 、 リ モー ト デ ジ タル ルー プ バ ッ ク テ スト を 許可 する 。 
&T5 相手 側 モ デム と し て 、 リ モー ト デ ジ タル ルー プ バ ッ ク テ スト を 禁止 する 。 
&T6 リモ ー ト デジ タル ルー プ バ ッ ク テ スト を 行う (自己 診断 は 行わ な い )。 
&T7 リモ ー ト デジ タル ルー プ バ ッ ク テ スト と 、 自 己 診断 を 行う 。 
&T8 自己 診断 と 、 ロ ー カ ルアナ ログ ルー プ バ パック テス ト を 行う 。 
※ テ スト コマ ンド 実行 後 (AT&T0 以 外 ) は 、 必 ず AT&T0 を 実行 する こと 。 
ATS18 レ ジス タ と 合わ せ て 使用 する 。 
ルー プ バ ッ ク テ スト の 詳細 に 関し て は ITU-T の V54 を 参照 。 
ノー マル モー ド 、 ま た は ダイ レク トモ ー ド で 実行 する こと 。 


パラ メー タ の 書き 込み 


プロ ファ イル の 設定 壇 


ド A)4 


現在 の 設定 され て いる 状態 を 、 不 揮発 性 メモ リ に 書き 込む 。 

&WO 不揮発 性 メモ リ の プロ ファ イル 0 に 書き 込む 。 

&W1 不揮発 性 メモ リ の プロ ファ イル 1 に 書き 込む 。 

※ こ の 値 は 、 電 源 を オン し た と き (AT&Yn コ マン ド で 0 、1 を 指定 ) 、 ま た は ATZn コ マン ド 
で 初期 化し た と き に 使わ れる 。 各 々 の コマ ンド を 参照 。 


電話 番号 の 保存 文 


&Y 


&Z 


| 電源 立ち 上 げ 時 の プロ ファ イル 読み 込み を 設定 する 。 
&YO プロ ファ イル 0 を 指定 する 。 
& を Y1 プロ ファ イル 1 を 指定 する 。 
ATDS=<n > コマ ンド で ダイ ヤル する 場合 の 、 電 話 番号 を 指定 する 。 
&Zn=XXXXXXX 
n=0 一 3、XXXX は 電話 番号 (34 桁 以下 ) 
例 ) AT&Z2=03-1234-5678 
ダイ ヤル 番号 バッ ファ 2 に 指定 の 番号 を 保存 する 。 
※ 電 話 番号 と し て 使用 で きる の は 、ATD コ マン ド の 電話 番号 の うち 「:」、「S=n」 以 外 
の コマ ンド 。 


デー タ 圧 縮 の 指定 区 


リト レー ニン グ 等 の 自 
動 再 実行 


%C 


%E 


デー タ 圧 縮 の 方 法 を 指定 する 。 

%C0 デー タ 圧 縮 を し な い 。 

%C1 MNP5 の デー タ 圧 縮 を 行う 。 

%C2 V42bis の デー タ 有 圧縮 を 行う 。 

%C3 V.42bis/MNP5 の デー タ 圧 縮 を 行う (初期 値 ) 。 

回 線 の 状態 を 監視 し て 、 状 態 が 変化 し た 場合 や 悪い 場合 に トレ ー ニ ング シー ケン ス の 

再 実行 (トレーニング) 、 回 線 速度 を 変更 する か どう か の 指定 を する 。 

%EO リト レー ニン グ を 自動 で 再 実行 し な い 。 

%E1 リト レー ニン グ を 自動 で 再 実 行 す る 。 

%E2 回 線 速 度 の 変更 を 可能 に する (初期 値 )。 

%E3 リト レー ニン グ の 自動 再 実行 を 行う が 、 回 線 状 態 が 切断 レベ ル ま で 悪化 し た 場合 
は すぐ に 回 線 を 切断 する 。 

※ デ ー タ エラ ー が 多い 場合 の リト ライ 動作 を 指定 する も の で は な い 。 


最大 プロ ッ ク サ イズ の 
設定 式 


YA 


MNP で 接続 する と き の プ ロッ クサ イズ を 設定 する 。 
YAO 最大 プロ ッ ク サ イズ 64 

YA1 最大 プロ ッ ク サ イズ 128 (初期 値 ) 

YA2 最大 プロ ッ ク サ イズ 192 

YA3 最大 プロ ッ ク サ イズ 256 


プレ ー ク 信号 を 送信 


京 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 


nX100ms の プ ブレーク 信 号 を 送信 する 。 


AT コマ ンド ( 


プレ ー ク 信号 の 動作 文 
“時 に パソ コン か ら プ レ ン ラ イン 昌 直 
プレ ー ク 信号 を 受け た 


コマ ンド モー ド に な る 。 相 手 モ デム に は 
プレ ー ク を 送ら な い 。 デー タバ ッ フ ァ を 空 に し て 、 パ ソコ ン に 
デー タバ パッ ファ を 空 に し て 、 相 手 モ デム | プレ ー ク を 送る 

に プレ ー ク を 送る 。 


YK0 と 同じ Rs 
パッ ファ の デー タ よ り 優先 し て 相手 モ 人 St 


デム に プレ ー ク を 送る 
2 ケッ ワ ボー RU 
デム に プレ ー ク を 送る 
通信 モー ド の 設定 区 エラ ー 訂 正 プ ロト コル の 動作 を 設定 する 。 
ノー マル モー ド で 通信 する 。V.42、MNP 等 は 使用 し な い 。 
ダイ レク トモ ー ド で 通信 する 。 
V.42、MNP モ ー ド で 接続 する 。 
相手 モデ ム が V.42、MNP モ ー ド で な い 場 合 は 接続 し な い 。 
V.42、MNP モ ー ド で 接続 する (初期 値 )。 
相手 モデ ム が V.42、MNP で な い 場 合 は 、 ノ ー マ ル モー ド で 接続 する 。 
V.42 モ ー ド で 接続 で きる 。 
相手 モデ ム が V.42 で な い 場 合 は 、 接 続 し な い 。 
MNP モ ー ド で 接続 する 。 
相手 モデ ム が MNP で な い 場 合 は 、 接 続 し な い 。 
※V.42、MNP の 場合 は 、V.42ーMNP の 順に 相手 モデ ム と の 接続 を 試す 。 
&M、&Q コ マン ド も 参照 。 
DTE の フロ ー 制 御 支 DTE (パソ コン 側 ) の フロ ー 制 御 (RTS/CTS、XON/XOFE) を 指定 する 。 
YQO フロ ー 制 御 を し な い 。 
YQ1 XON/XOFF フ ロー 制御 を する 。 
\YQ2 RTS/CTS フ ロー 制御 を する 。 
YQ4 RTS/CTS と XON/XOFF フ ロー 制御 を 同時 に 行う 。 
※& 代 コマ ンド を 参照 。 
モデ ム の 状態 表示 現在 設定 され て いる コマ ンド の 一 覧 を 表示 する 。 
YSO 現在 の 状態 を 表示 する 。 
YS1 保存 され て いる 状態 を 表示 する 。 
拡張 リザ ルト コー ド の 指 拡張 リザ ルト コー ド を 指定 する 。 
定 拡張 リザ ルト コー ド を 使用 し な い 。 
拡張 コー ド に エラ ー 訂 正 の 表示 を する 。 
/LAMP、/REL 
拡張 コー ド に エラ ー 訂 正 、 圧 縮 を 含ん だ 表示 を する (初期 値 )。 
/MNP、/LAPM 
/MNP5、/V42bis、 
\V3 拡張 コー ド に 圧縮 、 ま た は エラ ー 訂 正 を 含ん だ 表示 を する 。 
例え ば 、CONNECT 28800/LAPM/V42bis 
※ こ の コマ ンド は 8S75 の b0 が 1 の 場合 の み 有 効 。 


式 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 
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変調 方 式 の 指定 文 十 MS=< 変 調 方 式 >、 く 自動 モ ー ド 〉、 く 最低 スピ ー ド 〉、 く 最高 スピ ー ド 〉 番 目 以降 の パラ メ 
ー タ は 、 省 略 可能 (途中 の 省略 は 不可 )。 

相手 モデ ム と の 通信 方 式 、 手 順 、 ス ピー ド 等 を 指定 する 。 

変調 方 式 

0 SW.24 300bps で 接続 され る 。 

1 :V.22 1200bps で 接続 され る 。 

2 :V.22bis 240071200bps で 接続 され る 。 

9 :V.32 9600/4800bps で 接続 され る 。 

10 :V.32bis 14400 一 4800bps で 接続 され る 。 

11 :V.34 28800 一 2400bps で 接続 され る (初期 値 )。 

自動 モー ド 接続 時 の 自動 ネゴシエーション の 指定 を 行う 。 

0: 自 動 モ ー ド (V.8) を 使用 し な い 。 

1: 自 動 モ ー ド (V.8) を 使用 する (初期 値 )。 

最低 スピ ー ド 最低 の 変調 速度 を 指定 する (初期 値 300) 
300、1200、2400、4800、7200、9600、12000、14400 

16800 、19200、21600、24000 ,26400、28800 が 指定 で きる 。 

最高 スピ ー ド 最高 の 変調 速度 を 指定 する (初期 値 28800) 
300、1200、2400、4800、7200、9600、12000、14400, 
16800、19200、21600、24000、26400、28800 が 指定 で きる 。 

オン ライ ン モ ー ド の と き 、 パ ソコ ン か ら 前 後 1 秒間 (SB12 レ ジス タ で 設定 可能 ) の 時 間 を あけ 
て 、「 十 十 十 ] の コマ ンド が 入力 され る と 、 回 線 を 切断 する こと な く 、 コ マン ドモ ー ド に 移る 。 
「 十 十 士 」 の 前 後に 他 の 文字 が 入力 され る と エス ケー プ コ マン ド と 判断 され な い の で 回 
等 は 入力 し な いこ と 。 


広 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 


 ) 相手 FAX が 音声 応答 の FAX の 場合 、 接 続 で き な い 可能 性 が あり ます 。 
ェ その 場合 は 以下 の コマ ンド に より BUSY ト ー ン 検出 を OFF に し て くだ さい 。 


コマ ンド 構文 :ATX0 
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圏 リザ ルト コー ド 


喘 


字 


0 OK コマ ンド を 実行 し た 
1 CONNEOCT 回 線 接続 し た (X0 一 X4 時 ) 
2 RING 呼び 出し 信号 を 検出 し た 
3 NO CARRIER キャ リア が 検出 で き な い か 、 キ ャ リア が 消滅 し た 
・ コ マン ド エラ ー 
4 ERROR ・1T コ マン ド に 値する チェ ッ ク サ ム が NG 
・ そ の 他 、 動 作 不可 の コマ ンド を 実行 し た 
5 CONNECT 1200 1200bps で 接続 し た (X1 一 X4 時 ) 
6 NO DIALTONE ダイ ヤル トー ン が 検出 で き な い 
・X2、X4、W コ マン ド 設 定時 
BUSY 話 中 音 が 検出 され た 
8 NO ANSWER @ コ マン ド 使 用 時 に 、5 秒 間 無音 状態 が 検出 で き な か っ た 
10 CONNECT 2400 DCE-DCE、DTE-DOE 間 を 2400bps で 接続 し た 
11 CONNECT 4800 DCE-DCE、DTE-DOE 間 を 4800bps で 接続 し た 
12 CONNECT 9600 DCE-DCE、DTE-DOE 間 を 9600bps で 接続 し た 
13 CONNECT 7200 DCE-DCE、DTE-DOE 間 を 7200bps で 接続 し た 
14 CONNECT 12000 DCE-DCE、DTE-DOE 間 を 12000bps で 接続 し た 
15 | CONNECT 14400 DCE-DCE、DTE-DCE 間 を 14400bps で 接続 し た 
16 CONNECT 19200 DTE-DOE 間 を 19200bps で 接続 し た 
17 CONNEOCT 38400 DTE-DCE 間 を 38400bps で 接続 し た 
18 CONNECT 57600 。 | DTE-DOE 間 を 57600bps で 接続 し た 
19 CONNECT 115200 DTE-DOE 間 を 115200bps で 接続 し た 
24 DELAYED リダイヤル 不可 (S75 b1=0 の 場合 ) 
38 |rAx 自動 モー ド で FAX モー ド に な っ た 
35 | DATA 自動 モー ド で DATA に な っ た 
40 CARRIER 300 0 一 300bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
46 CARRIER 1200 1200bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
47 CARRIER 2400 2400bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
48 CARRIER 4800 4800bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
49 CARRIER 7200 7200bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
50 CARRIER 9600 9600bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
51 CARRIER 12000 耳 12000bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
52 CARRIER 14400 14400bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
53 CARRIER 16800 16800bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
54 CARRIER 19200 19200bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
55 CARRIER 21600 21600bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
56 | CARRIER 24000 24000bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
57 CARRIER 26400 Ll 26400bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
58 | CARRIER 28800 28800bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 
CONNECT 16800 DTE-DOE 間 を 16800bps で 接続 し た 
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CONNECT 21600 


DTE-DCE 間 を 21600bps で 接続 し た 


CONNECT 24000 


DTE-DCE 間 を 24000bps で 接続 し た 


CONNECT 26400 


DTE-DCE 間 を 26400bps で 接続 し た 


CONNECT 28800 


DTE-DCE 間 を 28800bps で 接続 し た 


COMPRESSION :CLASS 5 | MINP ク ラス 5 で 接続 し た 


COMPRESSION Y.42BIS | V.42bis で 接続 し た 


COMPRESSION NONE 圧縮 無し で 接続 し た 


人 きら 
PROTCOL:NONE 


エラ ー 訂 正 無し で 接続 し た 


PROTCOL:LAP-M 


エラ ー 訂 正 _V.42LAPM で 接続 し た 


CARRIER 31200 


31200bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 


CARRIER 33600 


33600bps の デー タレ ー ト が 検出 され た 


PROTCOL:ALT 


エラ ー 訂 正 _MNP4 で 接続 し た 


CONNEOCT 33600 


33600bps で 接続 し た 


CONNECT 31200 


31200bps で 接続 し た 


し ーーー 


十 FCERROR 


FA 又 コマ ンド エラ ー 


AT コマ ンド ( 還 


回 S$ レジ スタ 


説 明 
自動 着信 する 呼び 出し 回 数 設定 呼び 出し 音 (リン グ ) の 何 回 目 で 自動 着信 する か を 設定 。 
S0=0 自動 着信 し な い ( 初 期 値 ) 
S0=1 一 255 n 回 目 の 呼び 出し を 受け る と 自動 着信 。 
呼び 出し 回 数 の カウ ント 呼び 出し 音 の 回 数 を カウ ント 。 呼 び 出し 音 が 検出 され る と 、S1 レ ジ 
スタ の 値 が 十 1 さ れる 。 な お 、 呼 び 出 し 音 が 止ま っ て か ら 8 秒 た つと 
S1 は 0 に な る 。80 が 0 の 場合 は 、S1 は 十 1 さ れ な い 。 初 期 値 は 
S1=0。 
エス ケー プ コ ー ド の 文字 設定 広 | エス ケー プ コ ー ド に 使う キャ ラク タコ ー ド を 0 一 127 の 値 の 間 で 設 
定 。 初 期 値 は 82=43 (キャ ラク タ 「 十 」)。 
復帰 (キャ リッ ジリ ター ン ) コー ド の 文字 設定 復帰 コー コ ド の キャ ラク タコ ー ド を 0 一 127 の 値 の 間 で 設定 。 初 期 値 
は 8S3=13(16 進 数 で 0D) 。 
改行 (ライ ン フィ ー ド ) コ ー ド の 文字 設定 改行 コー コ ド の キャ ラク タコ ー ド を 0 一 127 の 値 の 間 で 設定 。 初 期 値 
は S4=10(16 進 数 で 0A)。 
バッ クス ペー スコ ー ド の 文字 設定 バッ クス ペー スコ ー ド の キャ ラク タコ ー ド を 設定 。 コ マン ド の 1 文字 
訂正 に 使用 。0 一 32 お よび 127 が 設定 可能 。 こ の レジ スタ に は 表 
示 可 能 な コー ド (33 一 126) は 設定 で き な い 。 初 期 値 は S5=8(16 
進数 で 08)。 
ダイ ヤル 開始 まで の 待ち 時 間 オン フッ ク し て か ら ダ イヤ ル す る まで の 待ち 時 間 を 設定 。X コ マン ド 
が ダイ ヤル トー ン を 検出 し な い 場合 (X0、1、3) に 有効 。 ダ イヤ ルト 
ー ン を 検出 する 場合 (X2、4) は S6 レ ジス タ の 値 は 無効 。8 一 10 の 
値 を 秒 単位 で 指定 。 初 期 値 は S6=4(4 秒 ) 。 
接続 待ち 時 間 の 設定 ダイ ヤル し て か ら 接 続 さ れる まで の 接続 待ち 時 間 を 30 一 58 の 間 
で 秒 単 位 で 設定 。 設 定 し た 時 間 内 に 接続 されない と 「NO 
CARRIER 」 が パソ コン に 返さ れる 。 初 期 値 は 87=50 (50 秒 )。 
ポー ズ コ マン ド の 時 間 設 定 ダイ ヤル 時 の ポー ズ コ マン ド 「,」 の 待ち 時 間 を 2 一 255 の 値 で 秒 
単位 で 設定 。 初 期 値 は S8=2(2 秒 ) 。 
キャ リア 検出 の 時 間 設 定 区 | 相手 モデ ム か ら の キャ リア を 検出 する 時 間 を 設定 。 接 続 時 に 、 設 
定 し た 時 間 以 上 連続 し て キャ リア が 検出 され る と 、 回 線 を 接続 。 
1 一 255 の 値 を 0.1 秒 単位 で 設定 。 初 期 値 は S9=6(0.6 秒 )。 
キャ リア 断 検出 の 時 間 設定 回 線 の 接続 中 に 、 設 定 し た 時 間 以 上 連続 し て キャ リア が 検出 で き 
な い 場 合 に キャ リア 断 と し て 回 線 を 切断 。1 一 255 の 値 を 0.1 秒 単 
位 で 設定 。8310=255 の 場合 は キャ リア 断 を 無視 (キャ リア が 切れ 
て も 回 線 を 切断 し な い )。 初 期 値 は 8 は 10=14(1.4 秒 ) 。 
エス ケー プ コ ー ド の ガー ド タ イ ム の 設定 エス ケー プ コ マン ド ( 十 十 十 ) の 前 後 の ガ ー ド 時 間 を 設定 。 エ スケ 
ー プ コマ ンド の 前 後に は 、 設 定 さ れ た ガー ド 時 間 以 上 デー タ の な 
い 時 間 が 必要 で あり 、 十 と 十 の 間 は この 時 間 よ り 短 く な けれ ば な ら 
な い 。0 一 255 の 値 を 1/50 秒 単位 で 設定 。 初 期 値 は S12=50(1 
秒 ) 。 
テス ト 時 間 の 設定 AT&TT で 行わ れる テス ト 時 間 を 設定 。818=0 の 場合 は 、 テ スト は 
中 断 さ れる まで 連続 し て 行わ れる 。0 一 255 の 値 を 1 秒 単位 で 設 
ピ 定 。 初 期 値 は 818=0。 
スリ ー プ 時 間 の 設定 モデ ム が スリ ー プ モー ド に 入る まで の 時 間 を 設定 。0 一 255 の 値 を 
1 秒 単位 で 設定 。0 の 場合 は スリ ー プ モー ド に 入ら な い 。 初 期 値 は 
S24=10。 
DTR 遅 延 設定 DTR が 変化 し た こと を 検出 する まで の 遅延 時 間 を 0 一 255 の 値 
の 間 で 0.01 秒 単位 で 設定 。 初 期 値 は S25=5。 


AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 
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説 明 


無 通信 タイ マ 


デー タ の 送受 信 が 行わ れ な い 場 合 の 回 線 切断 タイ マ で 、0 一 255 
の 値 の 間 で 10 秒 単位 で 設定 。830=0 の 場合 は デー タ の 送受 信 
が 行わ れ な い 場 合 で も 回 線 切断 は 行わ れ な い 。 初 期 値 は 
S30=0。 


| 回 線 切断 の 時 間 設 定 


切断 コマ ンド ATHO(DTR 信 号 で 切断 する よう に コマ ンド され て 
いる と き ) に よっ て 切断 され る まで の 時 間 を 設定 。 
S38=0 一 254 の 場合 

設定 し た 時 間 リ モー トモ デム を 待機 さき せ 、 バ ッ フ ァ 内 の デー タ を 読 
み と っ て か ら 切 断 。 デ ー タ を 送る 前 に タイ ム ア ウ ト し た と き は 「NO 
CARRIER | と な り 、 タ イム アウ ト 前 に すべ て の デー タ を 送出 し た と き 
は 「OKK」 を 返す 。 

S38=255 の 場合 

タイ ム ア ウ ト し な いで 、 接 続 が 切れ る まで 、 ま た は デー タ を 送り 終わ 
る まで バッ ファ 内 の デー タ を 送信 。 

初期 値 は 838=20(20 秒 )。 


拡張 リザ ルト コー ド 


リザ ルト コー ド の 形式 を 指定 。 

b0 リザ ルト コー ド の 形式 を 指定 。 
=0 S95 の 指定 に 従う 。 
=1 1 行 で すべ て の リザ ルト を 返す (初期 値 ) 。 
リダイヤル 規制 の リザ ルト コー ド の 形式 を 指定 。 
=0 「DELAYED」 で 返す 。 
=1 「NO CARRIER」 で 返す (初期 値 )。 


拡張 リザ ルト コー ド の 設定 


反 AT&Wn で バッ クア ッ プ 可能 


| リザ ルト コー ド の 返し 方 を 指定 。 


b0 CONNECT の スピ ー ド を DCE ス ピー ド で 返す (W2)。 
b1 /ARQ の エラ ー 訂 正 を CONNECT の 後ろ に つけ る 。 
接続 中 に CARRIER XXXX の リザ ルト を 返す 。 
接続 中 に PROTOCOL XXXX の リザ ルト を 返す 。 
接続 中 に COMPRESSION XXXX の リザ ルト を 返す 。 
この S レ ジス タ の 指定 は 、S75 の b0 が 0 の 場合 の み 有 効 。 初 期 値 
は 8S95=0。 


ソフ トウ ェ ア で 、 コ マン ド ( 命 令 ) や 処理 を 表現 する た 
め に 使用 する 絵文字 。 

ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス で アイ コン の 上 に マウ スポ イ 
ンタ を 動か し クリ ッ ク す る こと で 、 コ ンピュータ に さま 
ざま な 指示 を 与え る こと が で きる よう に な っ て いる 。 


較 ア クセ ス 
メモ リ や 周辺 機器 か ら デ ー タ を 呼び だ し た り 、 あ る い 
は 書き 込ん だ りす る こと 。 


圏 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
文書 作成 、 デ ー タ 管理 、 表 計算 と いっ た 各々 の 作業 
を 実行 する た め の ソ フト ウェ ア の こと 。 


圏 イ ンス トー ル 

オペ レー ティ ング シス テム (OS) や アプ リケーション ソ 
フト を 、 ハ ー ド ディ スク な ど に 組み 込ん で 使用 で きる 
状態 に 設定 する こと 。 


園 イ ンタ ー フ ェ イ ス 
装置 と 装置 の 境界 部 分 。 通 常 、 パ ソコ ン 本 体 と 周辺 
機器 と を つなぐ コネ クタ を 指す こと が 多い 。 


圏 ウ ィ ン ド ウ ア クセ ラレー タ 
Windows の 実行 スピ ー ド を 向上 させ 、Windows の 高 
解像度 表示 を 実現 で きる 機能 こと 。 


圏 液晶 ディ スプ レイ 

電圧 の ONOFF に より 、 分 子 を 規則 正しく 並べ る こと 
の で きる 液晶 を 利用 し た ディ スプ レイ 。 小 型 軽 量 で 、 
どこ に で も 持ち 運べ る ほか 、 低 消費 電力 で バッ テリ 
駆動 が 簡単 に で きる と いう の が 大 き な を 特長 。 液 晶 デ 
ィ ス プレ イ に は STN 型 、TFT 型 な ど が ある 。 


田 オ ペレ ー テ ィング シス テム (OS) 

ハー ドウ ェ ア と アプ リケーション ソフ ト の 間 で 、 プ ログ 
ラム の 制御 や 管理 、 入 出力 の 制御 な ど を 行う た め の 
ソフ トウ ェ ア 全 般 を 指す 。 基 本 ソフ トウ ェ ア と も いう 。 


圏 カ ー ソ ル 

ディ スプ レイ 画面 上 に 文字 や 図形 を 入力 、 表 示す る 
位置 示す マー ク の こと 。 四 角 が 画面 上 に 点滅 する 
も の 、 下 線 が 点滅 する も の な ど が ある 。 


圏 拡張 メモ リ 
メイ ン メ モリ 以外 で ある 特定 の 手段 を と る こと で 、 利 
用 可能 に な る メモ リ 。 


国 起 動 

シス テム に 電源 を 入れ て 、 動 作 を 開始 する こと 。 あ る 
い は 、 プ ログ ラム を 呼び 出し て 、 実 行 す る こと 。「 立 ち 
上 げ る 」 と も いう 。 


圏 キ ャ ッシュ メモ リ 

CPU と メイ ン メ モリ の 間 に 置 か れる メモ リ 。 キ ャ ッシュ 
メモ リ を 使用 する と 、CPU は 、 読 み 込 み の た め に い 
ちい ち メ モリ まで アク セス する 必要 が な く な る の で 
処理 速度 が 向上 する 。 


圏 グ ラフ ィ ッ ク 

絵 や 図形 な どの 画像 の こと 。PC 一 9800 シ リー ズ で 
は 、 文 字 と は 違う 画面 に 表示 され る の が 普通 で あ 
る 。 通 常 テ キス ト 画 面 (文字 画面 )1 枚 と グラ フィ ッ ク 
画面 2 枚 を 持ち 、 そ れ を 重ね 合わ せ て ディ スプ レイ 
上 に 表示 する こと が で きる 。 


圏 クロ ッ ク 周 波数 

パソ コン 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる CPU の 動作 周波 数 
の こと 。 同 じ CPU で あれ ば 、 こ の 数 値 が 大 きい ほど 、 
パソ コン の 処理 速度 は 速い 。 


圏 コ マン ド 
OS や アプ リケーション ソフ ト 、 周 辺 機器 な ど に 各種 の 
処理 を 行わ せる た め の 命令 の こと 。 
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圏 コ ンピュータ ウイ ルス 

コン ピュ ー タ の プロ グラ ム に 侵入 し 、 フ ァイル の 内 容 
を 破壊 し た り 、 プ ログ ラム を 暴走 させ た りす る な どの 
有害 な 動作 を する プロ グラ ム の こと 。 


田 サ スペ ンド 
作業 中 の 状態 を 一 時 的 に メモ リ に 保存 する こと 。 


園 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア 
オペ レー ティ ング シス テム な ど 、 コ ンピュータ を 動か 
す た め の 基本 的 な ソフ トウ ェ ア の こと 。 


圏 シ ステ ム デ ィ ス ク 

シス テム ソフ トウ ェ ア が 記録 され て いる フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス の と と 。 

この フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 、 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア を 
読み 込ん で コン ピュ ー タ を 動作 させ る 。 


画 周 辺 機器 

プリ ンタ 、 デ ィ ス プレ イ 、 モ デム な どの 、 コ ンピュータ 本 
体 に 接続 し て 使用 する 、 本 機 以外 の 機器 全般 の こ 
の 


一 初期 化 

周辺 機器 や 記録 媒体 を 使用 で きる 状態 に する こと 。 
どこ に どう いう 情報 を 書き 込む か 、 ど の 情報 を 読む 
か な ど を コン ピュ ー タ に わか る よう に 、 い わ ば 区 画 整 
理 を し て 、 あ る ソフ トウ ェ ア の も と で 使用 で きる 状態 
に する こと を 「 初 期 化 また は 「Format( フ ォ ー マ ッ 
ト )」 と いう 。 


一 シリ アル イン ター フェ イス 

コン ピュ ー タ と 周辺 装置 の 間 で デー タ を や り と りす る 
際 に 、1 ビ ッ ト 単位 で デー タ を 送る こと が で きる 方 式 
の と どど 。 


一 スク ロー ル 
画面 に 表示 する 範囲 を 、 上 下 左右 に 移動 させ る こ 
と 。 


一 赤外線 通信 
赤外線 を 使っ て 、 コ ー ド レス で 他 の 機器 と デー タ の 
や り と り を する こと 。 


圏 全 二 重 通 信 
端末 どう し の 通信 で 、 送 信 と 受信 が 同時 に 行わ れる 
通信 方 式 の こと 。 


較 ソ フト ウェ ア 

アプ リケーション ソフ ト 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム な 
ど プ ログ ラム 全般 の こと 。 

コン ピュ ー タ 本 体 、 周 辺 機器 な どの ハー ドウ ェ ア に 
対し て 、 こ の よう に 呼ば れる 。 


た 
画 通 信条 件 


パソ コン と 周辺 機器 な ど と の 間 で 取り 決め る 通信 の 
条件 。 送 信 お よび 受信 側 と は 同じ 条件 に 設定 し な 
けれ ば 通信 で き な い 。 


田 通 信 速 度 
1 秒間 に 送る デー タ の 通信 量 。 
bps( Bit per Second) の 単位 が 使用 され る 。 


圏 デ ィ ッ プス イッ チ 

コン ピュ ー タ の 状態 を 変更 する た め に 使わ れる スイ 
ッ チ の こと 。ON/OFF を 切り 替え る こと で 、 シ ステ ム の 
状態 を 変更 で きる 。 


較 デ ー タ 
コン ピュ ー タ が 扱う 情報 の こと 。 文 字 デ ー タ 、 画 像 デ 
ー タ な ど が ある 。 


圏 デ ジタル サン プリ ング 機能 

オー ディ オ 入 力 端 子 や マイ クロ ホン か ら 入 力 し た 音 
声 な どの アナ ログ 信号 を 、 デ ジタル 信号 に 変換 し て 
サン プリ ング する 機能 。 人 の 声 な ど 、FM 音 源 で は 再 
現 で き な い 音 も 、 簡 単に 雑音 の 少な い 原 音 に 近い 
音 で 再現 で きる 。 

な お 、 本 機 の デジ タル サン プリ ング は 、PCM(PulseC 
ode Modulation) 方 式 。 


圏 デ ュ ア ルス キャ ン STN 液 晶 デ イィ スプレイ 
液晶 ディ スプ レイ の 表示 方 法 の 1 つ 。 液 晶 の 分 子 を 
90 度 より 大 きく ね じ る こと で 、 明 暗 の コン トラ スト を よ 
り は っ きり と させ る こと が で きる STN 液 晶 を 、 上 下 に 2 
分 割 し て 、 同 時 に 表示 させ る こと で さら に 見 や すく し 
た も の 。 


一同 期 通 信 
通信 する デー タ に タイ ミン グ を 合わ せる 信号 を 入れ 、 
送信 側 と 受信 側 で 同期 を 取り な が ら 転送 を 行う 方 


式 。 
田 入 力 装 置 
コン ピュ ー タ に 命令 や 情報 な ど を 入力 する た め に 用 


いる 装置 。 代 表 的 な も の が キー ボー ド で ある 。 マ ウス 
や イメ ー ジ スキ ャ ナ な ども 入力 装置 の 一 種 。 


圏 ネ ットワーク 

複数 の コン ピュ ー タ を 電話 回 線 な どの 通信 網 で つ 
な ぎ 、 デ ー タ で や り と りす る 形態 の こと 。 

パソ コン 通信 や LAN も ネッ トワ ー ク の 一 種 。 


圏 バ ー ジ ョ ン 

ソフ トウ ェ ア や ハー ドウ ェ ア な どの 開発 され た 順番 を 
示す 表現 。 通 常 は 数 字 な ど で 表 され 、 新 し く 開 発 さ 
れ た も の ほど 数 字 が 大 きく な る 。 


圏 ハ ー ド ウェ ア 

コン ピュ ー タ 本 体 や 周辺 機器 な どの 機械 類 の こと を 
総称 し て 、 ハ ー ド ウェ ア と いう 。 こ れ に 対し て 、 ハ ー ド 
ウェ ア を 動か す プ ログ ラム の こと を ソフ トウ ェ ア と い 
y/ 


圏 ハー ドコ ピー 
プリ ンタ を 用 いて 、 紙 に ディ スプ レイ 画面 の 表示 と 同 
様 の コピ ー を と る こと 。 


圏 ハー ド デ ィ スク 

補助 記憶 装置 の ひひ と つ で 、 固 定 デ ィ ス ク と も いう 。 表 
面 に 磁性 体 を 塗っ た 円 盤 数 枚 か ら な る 。1 台 の パソ 
コン で 複数 の アプ リケーション ソフ ト を 切り 替え な が 
ら 使用 する 場合 、 ハ ー ド ディ スク に 登録 し て お く と 、 
いち いち フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り 替え な く で よい 。 


圏 ハ ー フ ビ ピッチ 

接続 用 コネ クタ 内 の ピン の 間隔 が 、 従 来 の も の より 
狭い 仕様 の も の 。 

本 機 で は 、 シ リア ルコ ネ ク タ 、 プ リン タ 用 コネ クタ が ハ 
ー フ ピッ チ 仕 様 で ある 。 


圏 バ イト 

コン ピュ ー タ が 扱う デー タ の 基本 的 な 単位 。 
01000001 の よう に 、2 進 法 8 桁 で 表現 され る 。 

また 、2 進 法 の 1 桁 キ ビッ ト と 呼ぶ 。 つ まり 、8 ビ ッ ト で 1 
バイ ト と な る 。 


圏 パ ソコ ン 通 信 

電話 回 線 な ど を 介し て 、 手 元 の パソ コン を 相手 の パ 
ソコ ン や 大 型 コ ンピュータ (ホス トコ ンピュータ ) な ど 
と 接続 し 、 情 報 ( デ ー タ ) を や り と りす る こと 。 


一 バッ クア ッ プ 
ディ スク や ファ イル の トラ ブル に 備え て 、 予 備 の ディ 
スク や ファ イル を 作る こと 。 


圏 パ バラ レル イン ター フェ イス 

複数 の 線 を 使用 し 、 デ ー タ を 並列 (パラ レル ) に 送る 
方 式 の こと 。 本 機 で は 、 プ リン タ 用 の コネ クタ が パラ 
レル イン ター フェ イス で ある 。 

これ に 対し て 、 デ ー タ を 1 ビッ ト ず つ 送 る シリ アル イン 
ター フェ イス が ある 。 


画 半 二 重 通信 

端末 どう し の 通信 で 、 送 信 と 受信 が 同時 に 行え を な い 
通信 方 式 の こと 。 送 信 と 受信 を くり 返し て 通信 を 行 
う 5 
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圏 ビ ッ ト 

コン ピュ ー タ が 扱う 情報 量 の 最小 単位 。 

0( ゼ ロ ) か 1 の いづ れ か の 情報 を も つこ と が で きる 。 
ビッ ト が 8 つ で 8 ビッ ト と な り 、 こ れ を 1 バイ ト と いう 。 


圏 非同期 通信 

デー タ の 前 に スタ ー ト ビッ ト 、 後 に スト ッ プ ビッ ト を 付け 
て 送信 する 通信 方 式 。 こ れ に 対し て 同期 通信 が あ 
る 。 


圏 フォ ー マ ッ ト 
ディ スク を 初期 化す る こと 。 あ る い は 書式 の こと 。 


較 プ ログ ラム 

コン ピュ ー タ が 処理 を 行う た め の コ ンピュータ へ の 
指示 。 命 令 語 や 条件 文 、 デ ー タ な どか ら 構 成 さ れる 。 
アプ リケーション ソフ ト な ども この プロ グラ ム の 組み 
合わ せ で ある 。 


圏 プ ロン プ ト 
コマ ンド の 入力 を 受け 付け て いる こと を 知ら せる 表 


MS-DOS で は A> な どの 記号 が 表示 され る 。 


圏 ポ ボイン ティ ング ディ バイ ス 

ディ スプ レイ の 表示 画面 上 の マウ スポ イン タ を 動か 
し て 、 特 定 の 一 点 を 指定 する た め の 入 力 装置 。 マ ウ 
ス や 98 ス ライ ド パ ッ ド な ど に 代表 され る 。 


較 ホ ー ム ポジ ショ ン 

キー を 速く 、 正 確 に 打つ た め に は 、 指 を キー ボー ド 上 
の 一 定 の 位置 に 置く こと が 大 切 で 、 こ の 定位 置 を ホ 
ー ム ポジ ショ ン と いう 。 

左手 の 人 差し 指 を F( は ) キ ー に 、 右 手 の 人 差し 指 を 
J( ま ) キー に 置き 、 そ れ 以 外 の 指 は それ ぞ れ の 隣 の 
キー に 置く よう に する 。 親 指 は スペ ー ス キー の 上 に 
置く 。 


圏 マ ウス 

画面 上 に ある 一 点 を 指し 示す た め の 入 力 用 周辺 機 
容 。 

形状 が ネズ ミ に 似 て いる こと か ら 、 こ の 名 が ある 。 


圏 マ ウス ポイ ンタ 

98 ス ライ ド パ ッ ド や マウ ス が 画面 上 の どの 位置 を 指 
し て いる か を 示す も の 。 矢 印 の 形 を し て いる も の が 
ほとん ど で あ る 。 

マウ スカ ー ソ ル と も いわ れる 。 


較 メ ニュ ー 

処理 内 容 や コマ ンド の 種類 を 一 覧 に し て 画面 に 表 
示し た も の 。 ユ ー ザ は 、 こ の 中 か ら 必 要 な 処理 を 選 
択 し 、 次 の 処理 を 行う 。 

選択 は 、 カ ー ソ ルキ ー や 98 ス ライ ド パ ッ ド な ど で 行 
Mo 


較 メ モリ 

内 部 記憶 装置 の こと 。 

CPU が デー タ を 処理 する 際 に 、 そ の デー タ を 一 時 
的 に 保管 する 場所 を いう 。 自 由 に デー タ を 読み 書き 
で きる RAM (ラム ) と 、 書 か れ て いる デー タ を 読み 
出す こと し か で き な い ROM (ロム ) が ある 。 一 般 
RAM に 書き 込ま れ た デー タ は 電源 を 切る と 消え て し 
まう が 、ROM に 書き 込ま れ た デー タ は 消え る こと は 
な い 。 


圏 メ モリ スイ ッ チ 

ディ ッ プ スイ ッ チ 同様 、 コ ンピュータ の 状態 を 変更 す 
る た め に 用 いら れる スイ ッ チ 。 

コン ピュ ー タ 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる 不揮発 性 メモ リ 
を 使っ て 行う の で 、 電 源 を 切っ て も 記憶 され て いる 
内 容 は 消え な い 。 


圏 モ デム 
[MODEM:MOdulator 王 変調 器 、 
Ye9 \ う 変 復調 器 の 英語 
ゝ ら 造 語 さ れ た も の で 、 デ ー タ (情報) 通信 に 用 いら 
IE 
電話 回 線 の 音声 信号 (アナ ログ 信号 ) を コン ピュ ー 
タ が 処理 で きる デジ タル 信号 に 復調 し た り 、 あ る い 
は 、 こ の 逆 の 処理 (変調 ) を 行う 。 


則 


較 ユ ー テ ィ リ ティ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト や 、 デ ィ レ クト リ の 管 
理 な ど 、OS の コマ ンド を 使わ な く て も 簡単 に 操作 で 
きる ソフ トウ ェ ア の こと 。 


Seas 
圏 ラ イト プロ テク ト 
書き 込み 禁止 の こと 。 大 切な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 誤 
っ て 他 の 情報 を 書き 込ん で し まわ な いよ う 、 ラ イト プ 


ロ テ ク トノ ッ チ を 押し 上 げ る な ど し て 、 フ ロッ ピー ディ 
スク 全体 を 保護 する 。 


較 レ ジュ ー ム 
サス ペン ド 内 容 を も と に 復元 する こと 。 


圏 割 り 込 み レ ベル 

CPU の 作業 中 、 周 辺 機器 か ら 命令 が 送ら れ た 場合 
な ど に 、 現 在 の 作業 を 中 断 し て 、 後 か ら の 命令 を 実 
行 す る こと を [割り込み ] と いう 。 中 断 し た 作業 は 、 割 
り 込ん だ 命令 が 終了 し た 後に 改め て 実行 で きる 。 
CPU が 作業 を 終了 する の を 待た ず に すむ た め 、 効 
率 の よい 処理 が 可能 に な る 。 割 り 込 み は 幾 つか の 
レベ ル に 分 けら れ 、INT ま た は IRQ と いう 番号 で 
区 別 さ れ て いる 。 


圏 ANK 文 字 

アル ファ ベッ ト (Alphabet) 、 数 字 (Numeric) 、 カ 
ナ (Kana) 文 字 の こと 。 す べ て 1 バイ ト (8 ビ ッ ト ) で 表 
現さ れる 。 


較 CD 一 ROM 

音楽 用 の CD (コン パク トディ スク ) と 同じ 形状 を し た 
読み 出し 専用 の 記憶 媒体 。 文 字 デ ー タ の ほか 画像 
な ど 大 量 の デー タ を 収め られ る 。 


田 CPU 

Central Processing Unit の 略 。 人 間 の 脳 に あ 
た る コン ピュ ー タ の 中 心 と な る 部 分 。 

いろ いろ な 演算 や 制御 を 行う 。 


圏 CRT デ ィ ス プレ イ 

CRT と は 英語 の Cathode Ray Tube (陰極 線 
管 ) の 略 。 

パソ コン か ら 送 られ た 文字 や グラ フィ ックス を 画面 に 
表示 する 装置 。 

テレ ビ の プラ ウン 管 と 同じ よう に 、 蛍 光 体 に 電子 ビー 
ム を 当て て 文字 や グラ フィ ックス を 描く 仕組 み に な 
っ て いる 。 


較 DC コ ネ ク タ 
交流 電源 を と る た め の 端 子 。AC コ ン セ ント と 、 電 源 
コー ド で 接続 する 。 


較 DMA チ ャ ネル 

Direct Memory Access Channel の 略 。 
周辺 機器 と メモ リ の デー タ の や りら り 取り を 制御 する こ 
と に よる CPU の 負担 を 減ら す た め 、 コ ンピュータ に 
は 、CPU を 通さ ず に デー タ を や り と りす る DMA コ ン 
トロ ー ラ が 内 蔵 さ まれ て いる 。DMA コ ント ロー ラ が 持 
つ デ ー タ の 経路 を DMA チ ャ ネル と いう 。 


較 Enter キ ー 
コン ピュ ー タ に 作業 の 実行 な ど を 指示 する キー。 


較 LAN( ラ ン ) 
Local Area Network の 略 。 
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限定 され た 場所 ・ 地 域 ・ 建 物 の 中 に ある 複数 の コン 
ピュ ー タ を 結び 、 デ ー タ の や り 取 り が で きる よう に し 
た ネッ トワ ー ク の こと 。 


圏 MS 一 DOS 
パソ コン の オペ レー ティ ング シス テム の 一 種 。 


較 OS( オ ー エ ス ) 


っ オペ レー ティ ング シス テム 。 


圏 PCM 

Pulse Code Modulation の 略 。 

人 間 の 声 や 楽器 の 音 な ど 、 ア ナ ロ グ 信号 で 表 さ れ 
る 音声 信号 を 、 デ ジタル 信号 に 変換 する 方 式 の こ 
3 


圏 RAM( ラ ム ) 

Random Access Memory の 略 。 

自由 に 読み 書き で きる メモ リ の こと 。 プ ログ ラム の ほ 
と ん ど が 、RAM に 読み 込ま れ て 動作 する よう に な 
っ て いる 。 ま た 、 デ ー タ も RAM に 読み 込ん で か ら 処 
理 さ れる 。 


田 ROM( ロ ム ) 

Read Only Memory の 略 。 
読み 出す こと し か で き な い メモ リ の こと 。 シ ステ ム ソ 
フト は ROM に 書き 込ま れ て いる こと が 多い 。 ま た 、 
漢字 の 字体 の デー タ が 記録 きれ て いる 漢字 ROM 
も ある 。 


一 ROM ア ドレ ス 空 間 

コン ピュ ー タ 内 部 の ROM の 中 は 、 バ イト 単位 に 「 ア 
ドレ ス ( 番 地 ) 」 と 呼ば れる 数 値 が 付け られ て お り 、 
ROM 中 の 情報 が 書き 込ま れ て いる 部 分 を 「ROM 
アド レス 空間 」 と 呼ぶ 。 


圏 RS 一 232C 
米 電子 工業 学会 (RIA) に よっ て 規定 され た コン ピ 
ュー タ と 周辺 装置 と の イン ター フェ イス の 規格 。 


田 SCSI( スカ ジー) 
ハー ド デ ィ スク や CD-ROM 装 置 な どの 周辺 機器 


を 、 コ ンピュータ 本 体 に 接続 する た め の イ ンタ ー フ ェ 
イス の 規格 。ANSI (米国 規格 協会 ) が 規格 し た 。 最 
大 8 台 ま で の SCS1 対 応 の 周辺 機器 を 鎖 状 に つ な 
ぐ こ と が で き る 。 


田 TFT 液 晶 デ ィ ス プレ イ 

Thin Film Transistor (薄膜 トラ ンジ スタ ) の 略 。 
液晶 ディ スプ レイ の 表示 方 式 の 一 つ 。 各 画素 に 半 導 
体 の スイ ッ チ を 組み 込ん を だ アク ティ ブ マ トリ ックス 方 
式 の ディ スプ レイ で 、 半 導体 に 薄膜 トラ ンジ スタ を 使 
っ た も の を さす 。 


一 Windows 

Windows( ウ ィ ン ド ウズ ) と は 、| 見 た だ け で わか る 、 
誰 で も 簡単 に 操作 で きる OS を 」 と いう 主旨 で 、 ア メ 
リカ の マイ クロ ソフ ト 社 が 開発 し た OS の こと 。 操 作 す 
る 内 容 は 、 ひ と 目 で わか る さま ざま な 色 の グラ フィ ッ 
ク ( 絵 や 図形 ) で 画面 に 表示 され 、 基 本 的 な ほとん 
どの 操作 は ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス で 行え る 。 
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SSNOTE メ ニュ ー 早 見 表 


動作 環境 の 設定 
サウ ンド 使用 する 貞 l 仙 8 旨 区 瑞 使用 し な い 
マイ クボ リュ ー ム 1 選 環 ON( レ ベル 5/8) 
16M バ イト シス テム 空間 話 用 画廊 切り 離す 
バッ テリ リフ レッ シュ モー ド 設定 する 譲 証 員 右 軸 


ディ ッ プ スイ ッ チ の 設定 
SW1-5、SW1-6( シ リア ル ) 展 胃 周 謀 同期 刻 時 ST2 同 期 BCI 同 期 
SW1-8( グ ラフ ィ ッ クモ ー ド ) 基本 モー ド 開 汽 誠 証 請 剛 
SW2-5( メ モリ スイ ッ チ ) 股 期 租 縛 廊 初期 化し な い 
SW2-6( 固 定 デ ィ ス ク ) 訂 用 表記 切り 離す 
SW2-7(vf キ ー) 用 用 還 玉 使用 し な い 
SW2-8(GDC モ ー ド ) 2.5MHz 上 本 記 


省 電力 の 設定 
省 電 力 モ ー ド 語 明 衣 症 昌 エコ ノミ ー カス タム 
液晶 ディ スプ レイ 自動 停止 *? 設定 する ( 約 11 分 ) 請 痕 員 


内 蔵 固定 ディ スク 自動 停止 “> 設定 する ( 約 3 分 ) 設 証 誠 疾 則 
CPU 自動 停止 "2 

LCD 連 動 サ スペ ンド プレ ジュ ー ム 

オー ト サ ス ペン ド 設定 する ( 約 13 分 ) 股 証 過 名 四 


入出 力 デ バイ ス の 設定 
98 ス ライ ド パッ ド 陣 肝 縛 廊 使用 し な い 
タッ プ & ド ラッ グ 機 能 床 問 無効 
キー ボー ド 指 定 ** 訂 工 | 外 付け 
NUM キー の ロッ ク 機 能 語 芋 無効 
赤外線 通信 機能 隆 用 還 廊 使用 し な い 
モデ ム き 5 使用 する 同朋 因 頒 思 


セキ ュ リ ティ の 設定 
パワ ー オ ン パ スワ ー ド 
セッ ト ア ッ プ パス ワー ド 
シリ アル IO 〇 ロック 
赤外線 通信 機能 !【O ロ ッ ク ぎ *9 
プリ ンタ 1I/O ロ ッ ク 
FD |/O ロ ッ ク 


請 議 軒 … 工 場 出荷 時 の 設定 で す 。 
「 サ ウン ド 」 が 1 使用 し な い | だ と 設定 不可 。 


「 省 電力 モー ド 」 が [フル パワ ー| だ と [設定 し な い } に 、| エ コノ ミー| だ と {設定 する } に 固定 され る 。 
「98 ス ライ ド パッ ド 」 が 1 使用 し な い } だ と 設定 不可 。 

別売 の キー ボー ド 接 続 時 の み 設 定 可 。 

FAX モデ ム ボ ー ド (POC-9821NR-B05) 接続 時 の み 設定 可 。 

「 入 出力 デバ イス の 設定 」 の 「 赤 外線 通信 機能 」 が {使用 し な い }] に な っ て いる と き に は 設定 不可 。 
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98NOTE メ ニュ ー 
ユー ティ リティ 早見 表 
動作 環境 の 設定 

メモ リス イッ チ 肢 期 仙 縛 廊 初期 化し な い 
省 電力 の 設定 


省 電 力 モ ー ド 展 衣 組 請 較 エコ ノミ ー カス タム 
液晶 ディ スプ レイ 自動 停止 * 設定 する ( 約 11 分 ) 認証 軸 記 
内 蔵 固定 ディ スク 自動 停止 ** 設定 する ( 約 3 分 ) 譲 証 護 台 還 
CPU 自動 停止 * 設定 する 譲 証 記 誠 軸 

LCD 連 動 サ スペ ンド プレ ジュ ー ム 使用 する 乃 冊 貞 訪 軸 

オー ト サ ス ペン ド 設定 する ( 約 13 分 ) 朗 証 思 馬 記 


入出 力 デバ イス の 設定 


98 ス ライ ド パ バッド 話 用 請 廊 使用 し な い 
タッ プ 8 ド ラッ グ 機 能 *2 無効 


NUM キー の ロッ ク 機 能 府 問 無 交 


較 請 国 工場 出荷 時 の 設定 で す 。 


※1 「 省 電力 モー ド 」 が [フル パワ ー| だ と | 設定 し な い ] に 、[ エ コノ ミー| だ と | 設定 する ] に 固定 され る 。 
※2 「98 ス ライ ド バ パッ ド 」 が | 使用 し な い } だ と 設定 不可 。 


PC-9821Nr15/S14F PC-9821Nr15/S10 


Pentium% プ ロ セ ッ サ クロ ッ ク 150MHz キャ ッシュ メモ リ 16K バ イト 
セカ ンド キャ ッシュ メモ リ 256K バ イト 


BIOS 、98NOTE メ ニュ ー 128K バ イト 


搭載 メモ リ 16M バ イト (最大 128M バ イト まで 増設 可能 ) 
* ユ ー ザ ー ズ メモ リ 15.6M バ イト (最大 127.6M バ イト ) 


2M バ イト 
バッ クラ イト 付 12.1 イ ンチ TFT カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ 


テキ スト 表示 レイ 90 あぶ 20 行 7 決ま 和み 二 江 5 わ 、 40 文 字 X20 行 いずれ か 選択 
の 文字 単位 に リバ ー ス 、 ブ リン ク 、 シ ー ク レッ ト 指 定 可能 、 カ ラー8 色 表示 (キャ ラク タ 単 位 に 指定 可 ) 
ス | グラ フィ ッ ク 表 示 640X400 ド ッ ト 4.096 公 中 16 色 
9 640X400 ド ッ ト 4.096 万 色 中 256 色 * 
履 640X480 ド ッ ト 4.096 万 色 中 256 色 
Pi *: Windows 95 の MS-DOS モ ー ド お よび MS-DOS 6.2 で 、 拡 張 グ ラフ ィ ッ ク ド ラ イ バ 使 用 時 の み 表 示 可 能 
表 グラ フィ ッ ク ア クセ ラレー タチ ッ プ : Trident 社 製 Cyber9385m 搭 載 ( ビ デオ アク セラ レー ショ ン 機 能 搭載 ) 
*※: イ ンス トー ル 済 み の Windows 95 で ソフ トウ ェ ア MPEG 再 生 機能 を 利用 し た 場合 の み 有 効 ( た だ し 、 密 
度 変換 時 は 使用 不可 ) 
640X480 ド ッ ト 25 台 中 286 名 800X600 ド ッ ト 65,536 色 * 
640X480 ド ッ ト 65,536 色 800X600 ド ッ ト 1.677 万 色 *"! 
640X480 ド ッ ト 1.677 太 人 1.024X768 ド ッ ト 25 万 色 中 256 色 
800X600 ド ッ ト 26 万 色 中 256 色 * 1.024X768 ド ッ ト 536 色 *? 
1.280X1.024 ド ッ ト 26 万 色 中 256 色 


: ウィ ンド ウ ア クセ ラレー タ の ディ ザ リ ン グ 機 能 に より 実現 
CRT デ ィ ス プレ イ (別売 ) 接 続 時 の み 表 示 可 能 


画面 合成 テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 表示 が 可能 


JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 ROM 標 準 装備 、JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 7,600 字 
ユー ザ 定 義文 字 188 字 、40X20/25 行 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 表示 が 可能 


JIS 標 準 配列 ( 英 数 、 か な ) 、 本 体 と の 一 体型 

コン トロ ー ル キー、12 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 

Windows キ ー、 ア プリ ケー ショ ン キ ー、HELP、COPY 、BS 、INS 、DEL、XFER 、NFEH、NUM キ ー、 
NUM キー キャ ン セ ル 和 機能 (98NOTE メ ニュ ニー 切り替え ) 


キー ボー ド 


kd 640K / 1M / 1.44M バ イト タイ プ の 3 モー ド 対 応 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ (標準 添付 品 ) を 接続 可能 
| ハー ド デ ィ スク 。 | 防 Vw ド デ ィ スク | |14G バ イ ト タ イ プ ハ ー ド ディ スク 1 ドラ イブ 内 蔵 1G バ イト タイ プ ハ ー ド ディ スク 1 ドラ イブ 内 蔵 


オー ディ オ 普 誠 | マイ ク 入 力 ( モ ノラ ル ) 、 ラ イン 入力 (ステ レオ ) 
ライ ン 出 力 ( ス テレ オ ) 

内 蔵 (98 ス ライ ド パ ッ ド と 同時 使用 可能 ) 

2522 "レル ィ ンター フェ イス (ハー フ ビ ピッ チ 36 ピ ンコ ネ ク タ ) 

アナ ログ RGB セ パレ ー ト 信号 出力 (75O ア ナ ロ グ イン ター フェ イス ・ カ ラー), 
ッ ビデ オォ 入力 を 持つ 機器 (TV、 ビ デオ 等 ) へ PC 画像 を 出力 可能 
| 1ch 内 蔵 (最高 115.2Kbps 対 応 ) 

IrDA 規 格 に 準拠 、 デ ー タ 転送 速度 4Mbps 


ライ ン ( モ ジュ ー ラ ー ジ ャ ッ ク ) 
デン キー イン ター フェ イス | キー ボー ド 、 テ ン キ ー ボ ー ド 接続 可能 


ハー ワ ピ ッ チ 26 ピ ビシ 


送 速度 最大 33.6Kbps (V.34) 


外 付 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ 

イブ イン ター フェ イス 

モデ ム を 
エラ ー 訂 正 V.42/MNP4、 デ ー タ 圧縮 V.42bis/MNP5 


開村 \ ン ダフ リー 電話 機能 対応 


デー タ 転 送 速度 最大 14.4Kbps (V.17) 
RRB て を た 


| い イー ジョ 横 | 9 り 
5 
リチウム バッ テリ に よる バッ クア ッ プ 


PCM 録 音 / 再生 機能 、 エ ン ハ ンス NM 間 間 本 ( 寺 RI 靖 逢 IFW 間 6 リズ ム 音 源 6 音 、SSG 音 源 3 音 ] 、 
拡張 FM 音源 [FM 音源 20 音 ]) 装備 、 オ ー デ ィ オ 入出 力 


エン ハン ス ド ・ ス テレ オ 機 能 


2 ル 動 画 (MPEG) 再 生 | 再生 ソフ トウ ェ ア 標 準 添付 


、LCD 連 動 サ スペ ンド プレ ジュ ー ム 機能 搭載 (98NOTE メ ニュ ー に より 設定 可能 ) 
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ドラ イブ ベイ 


PC-9821Nr15/S14F 


PC-9821Nr15/S10 


1 スロ ッ ト (平均 10 倍 速 *CD-ROM ド ライ ブ *? 内 蔵 済 ) 
*\1: デー タ 転 送 速 度 は 、CD の 最 内 周 で 6.6 倍 速 、 最 外周 で 11 


1 スロ ッ ト (8 倍 速 CD-ROM ド ライ ブ * 内 蔵 済 ) 
*: デー タ 転 送 速 度 1.200KB/S、CD-DA( オ ー デ ィ オ CD) 、 


倍速 と な り ま す 。 CD-ROM MODE1/2、CD-RHOM XA MODE2 (FORM1/ 
*2: CAV 方 式 、 デ ー タ 転送 速度 1.500KB/S、CD-DA( オ ー デ 2) 、 フ ォ ト CD( マ ル チ セ ッ シ ョ ン ) 対 応 

ィ オ CD) 、CD-ROM MODE1/2、CD-ROM ff MODE2 

(FORM1/2) 、 フ ォ ト CD( マ ル チ セ ッ シ ョ ン ) 対 応 


FAX モデ ム ボ ー ド (PC-9821NR-B05) 内 蔵 人 ド (PC-9821NR-B05) また は 
別売 の 100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC- 100BASE-TX イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-9821NR- 
9821NR-B06) を 取り 付け 可能 B06) を 取り 付け 可能 


TYPE Il X2 ス ロッ ト 内 蔵 (TYPE 帆 X1 ス ロッ ト と し て 使用 可 ) (PC Card Standard 準 拠 ) 
CardBus / ZV ポ ー ト 対応 


AC eo (AC ア ダ プ タ 補 経 由 ) ま た は ニッ ケル 水素 バッ テリ %9( バ ッ テ リ パッ ク DC9.6V、 
3.300m 


AC ア ダ プ タ 未 接続 時 、 バ ッ テ リ 未 接続 時 に 、 サ スペ ンド の 内 容 を 保持 (7.2V、70mAh) 
10-35C、20 一 809%6*4( た だ し 結 名 しない こと) 

297(W) X247(D) X57.5(H)mm( 突 起 部 含ま ず ) 

約 3.4kg (本 体 に バッ テリ パッ ク 取 り 付 け 時 ) 

約 29W( 内 蔵 オ プシ ョ ン 最 大 接続 時 約 45W) 


コミ ュ ニ ケー ショ ンス ロッ ト 


PC カー ドス ロッ ト 


外形 法 
EN 
消費 電 カ 


7 パッ ク の 充電 時 間 ※5 


本 機電 源 ON 時 本 機電 源 OFF 時 
昌明 約 4.0 時 間 


約 2.5 時 間 
バッ テリ パッ ク で の 使用 時 間 *S*6 


バッ テリ スロ ッ ト の み ドラ イブ ベイ に 
バッ テリ 接続 時 バッ テリ パッ ク 増 設 時 


使用 時 間 約 **ー*※ 時 間 約 ** ネ ー**※ 時 間 


バッ テリ に よる サス ペン ド 内 容 の 保持 時 間 
保持 時 間 
約 5 日 


バッ テリ フル 充電 時 7 
バッ テリ パッ ク を 本 機 か ら 取 り 
外し て か ら W 


約 1 時 間 


液晶 ディ スプ レイ は 消耗 部 品 で す 。 

カラ ー 液 晶 デ ィ ス プレ イ で は 、 明 る さ の むら や 、 微 細 な 斑点 が 現れ る こと が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 
また 、 輝 度 の 調整 具合 、 表 示 モ ー ド と 表示 デー タ の 組み 合わ せ に よっ て は ムラ や ちら つき 、 微 細 な 斑点 が 現 
れる こと が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 

AC ア ダ プ タタ 自体 は 、 入 力 電圧 AC240V ま で の 安全 認定 を 取得 し て いま す が 、 添 付 の 電源 コー ド は AC125V 
対応 で す 。 

バッ テリ パッ ク は 消耗 品 で す 。 

18 て 一 28 て 、45%ー75% で の 使用 を 推奨 。 

バッ テリ パッ ク の 充電 時 間 ( 本 機電 源 ON 時 ) と 使用 時 間 は 、 オ プシ ョ ン の 接続 に より 変わ る 場合 が あり ます 。 
バッ テリ パッ ク で の 使用 時 間 は 、 本 機 の ご 利用 状況 に よっ て 異な る 場合 が あり ます 。 

* ラ イブ ベイ に 別売 の バッ テリ パッ ク を 追加 し た 場合 、 保 持 時 間 は 約 2 倍 に な り ま す 。 

サブ バッ テリ の み の 保 持 時 間 で す 。 


※1 
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FAX モデ ム ボ ー ド 機能 仕様 
機能 概要 


Mil ・ プ ラグ & プ レイ モー ド 対 応 

NCU 部 ・ 回 線 接続 切り 替え 機能 

・ ダ イヤ ル パ ル ス 送 出 機能 
・ リ ン ガ 検出 機能 
・115.2Kbps ま で の デー タ ・ モ デム ・ ス ルー プッ ト 
V.34 

V.32bis 

V.32、V.22bis 、V.22 、V.21 
V.42LAPM お よび MNP2-4 エ ラー 訂正 
V.42bis お よび MNP5 デ ー タ 圧縮 

・ 最 高 14.4Kbps の ファ ックス ・ モ デム 送受 信 速 度 

-V.17 、V.29、V.27ter、V.21 チャ ン ネ ル 2 

・HayesAT コ マン ド セ ッ ト 

-AT 

-S レ ジス タ 

・ ビ ルト イン DTE イン タフ ェ ー ス 

- 最 高 115.2Kbps の DTE スピ ー ド 

- パ ラ レ ル 16550AUART イ ンタ フェ ー ス 

・ 回 線 品質 モニ タリ ング お よび オー トリ トレ イン 

・ 受 信 ラ イン 信号 品質 に 基づく 自動 ライ ン ・ ス ピー ド 選 択 

・ フ ロー 制御 お よび スピ ー ド ・ バ ッ フ ァ リ ング 

・ 最 高 115.2Kbps の 自動 フォ ー マ ッ スピ ー ド 検出 

・ パ ラ レ ル 非同期 デー タ 

・ 自 動 ダ イヤ ル お よび 自動 アン サー 

・ ト ー ン お よび パル ス ダ イ ヤリ ング (DTMF トー ン 、 ダ イヤ ル パ ル ス 制 御 ) 


モデ ムチ ッ プ セッ ト 部 


FAX モデ ム 機 能 


ITU-T G3 フ ァ ク シミ リ 装 軒 
加入 電話 回 線 
半 二 重 調歩 同期 方 式 
14400/12000/9600/7200/4800/2400/300bps 
ITU-T V.17/V.29/V.27ter/V.21ch2 


変調 方 式 QAM:14400/12000/9600/7200bps 
DPSK:4800/2400bps 
FSK:300bps 


-9 一 15dBm (出荷 時 -15dBm) 
-10 一 40dBm* 
制御 コマ ンド EIA-578 拡 張 AT コ マン ド (CLASS 1) 


※ 回 線 状 態 に よっ て 、 通 信 速 度 が 変わ る 場合 が あり ます 。 
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デー タモ デム 機能 


規格 
適用 回 株 加入 電話 回 線 


同期 方 式 全 二 重 調歩 同期 方 式 


通信 速度 33600/28800726400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/9600/7200/ 
4800/2400/1200/300bps 


通信 規格 ITU-T V.34/V.32bis/V.32/V.22bis/V.22/V.21 
TCM:33600/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/12000/9600/ 
7200bps 

QAM:9600/7200bps 

DPSK:4800/2400bps 

FSK:300bps 


エラ ー 証 正 ITU-T V.42 
MNP class4 
ITU-T V.42bis 
MNP class5 


※ 回 線 状態 に よっ て 、 通 信 速 度 が 変わ る 場合 が あり ます 。 


NCU 機 能 


加入 電話 回 線 


ダイ ヤル 形式 パル ス ダ イ ヤル (10/20PPS) 
トー ンダ イヤ ル (DTMF) 


AA (自重 発進 自動 着信 型 


制御 コマ ンド HayesAT コ マン ド 準 拠 
EIA-578 拡 張 AT コ マン ド AT(class 1) 


NO1E 
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